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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　わかっていたのだ。本当は。


　認みとめたくなかった。辛つらいから。





　浅ましい。


　愚おろかしい。


　罪つみ深ぶかい。


　嬉うれしい──





　認めよう、いまこそ。


　慙ざん愧きと自じ責せきと共に。


　諦てい観かんと享きよう受じゆの果てに。


　抑おさえきれぬ喜びを添そえて。




　　　その夜、わたしは恋こいに落ちた。









　　プロローグ










「うああ……疲つかれたー」


　なんとかパジャマに着き替がえた葛かつら城ぎミミコは、力尽つきるようにベッドの上に倒たおれ込こんだ。


　風ふ呂ろ上がりの肌はだに、真新しいシーツの感かん触しよくが心ここ地ちよい。このまま目を閉とじてしまいたいが──


「ああ、駄だ目め駄目……ドライヤー当てないと。このままだと……寝ね癖ぐせ、ついちゃう……」


　口ではそうつぶやきながらも、目ま蓋ぶたは急速に重量を増ましていた。もう指一本動かせない気がする。いや、きっと動かせない。動かせるわけがない。


　何しろ大変だったのだ。


　今日は朝から引っ越こしと掃そう除じで大わらわだったし、昨日は──それこそ思い出すだけで疲ひ労ろう感が爆ばく発はつしそうな一日だった。いや、昨日だけではない。一昨日おとといも、その前の日も、朝から晩ばんまで駆かけ回り、冗じよう談だんではなく幾いく度ども死線をくぐった。本にしたら三冊さつぐらい書けてしまいそうな、大変な騒そう動どうだったのだ。


　現げんに、いまミミコが横たわっているのは、住み慣なれたおんぼろアパートではなく、その向かいにあった古いビルの一室である。アパートの部屋が爆ばく破はされ、今朝ここに引っ越してきたばかりなのだ。住まいを「爆破」されたのなんて、生まれて初めてだ。できたら最後にしてほしいと、真しん剣けんに思う。


　全部あの二人のせいね……と考えたとき、ふとミミコは、いまその二人が自分と同じひとつ屋根の下で眠ねむっていることを思い出した。


　その二人とは、吸血鬼ブラツク・ブラツドの兄弟だった。


　兄の名は望もち月づきジロー。弟はコタロウ。片かたや十年前の香ホン港コン聖せい戦せんで敵てきの怨えん嗟さを一身に買った、伝説の剣士『銀ぎん刀とう』その人であり、片やただの役立たずかと思いきや、その正体は『賢けん者じやイヴ』と呼よばれる始祖ソース・ブラツドの生まれ変わりである。ミミコが働く業界では、スーパーＶＩＰな兄弟なのだ。


　しかし、そんな二人と同じ場所にいながら、ミミコは不思議なほど安あん穏のんとしていられた。それはたぶん、彼女が二人の風聞ではなく、二人の素す顔がおに触ふれることができたからだろう。


　なんのことはない。気き難むずかしい皮肉屋の兄と、お気楽で懲こりない弟だった。


　思わずクスリと、ミミコの唇くちびるがほころんだ。


　──とりあえず、共同生活一日目だけは、なんとか無事に終しゆう了りようかあ……


　出会ったその日は、逃とう亡ぼうと戦せん闘とう。


　二日目は、住じゆう居きよ探さがしと戦闘。


　三日目は、人捜さがしと戦闘──というか、ほとんど戦争。


　明日はどんな一日になるのか、およそ想そう像ぞうもつかなかった。そして、そんな想像もつかない日々が、これから先、ずっと待っているのだ。


　──あー、なんか考えるのもめんどくさくなってきた……


　寝ちゃおうか、と思ったときには、すでにミミコの目蓋は熱ねつ烈れつな抱ほう擁ようを交かわしあっていた。何しろ、昨日はジローに血を吸すわれたあと気を失ってしまったので、夜中に寝直そうとしてもよく寝付けなかったのだ。大きな絆ばん創そう膏こうで隠かくしているものの、首くび筋すじにはまだ彼の嚙かみ痕あとが残っていた。


「……気持ちよかったなあ……」


　半ば夢ゆめ心ごご地ちで、ぽつりとつぶやく。


　それからハッと我われに返ると、ミミコは顔を真っ赤にし、


「うわっ。いまのは、なし！　血ち迷まようなミミコ！」


　と、一気に眠ねむ気けを吹ふき飛ばした。


　なるほど血を吸われるのは、たいそう気持ちのいいものだったかもしれない。しかし、あれはあくまで緊きん急きゆう的処しよ置ちだったのだ。天下御ご免めんの不ふ可か抗こう力りよくである。いまになって、たまたま付ふ随ずいしていた快かい感かんを思い起こし、わざわざ口にして、しかもにやけるなんて、なんというか──そう、はしたない。葛城ミミコは天てん涯がい孤こ独どくで暮くらしてきた孤こ児じだ。身持ちの堅かたい女なのである。


「……一いち応おう若わかい男と同じとこに住むわけだし、これからは気を緩ゆるめないようにしないと」


　ぼふん、と枕まくらに顔をうずめながら、ミミコは言い聞かせるようにつぶやいた。


　しかし、すぐに自分の独ひとり言が、誤あやまりであることに気付く。


　──あ、違ちがうか。一応ジローさん、百年以上生きてるもんね……


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは歳としを取らないが、時間の流れを感じないわけではない。百年。口で言うのは簡かん単たんだが、そんなにも長い間、ジローはどのように生きてきたのだろうか。


　それに、その前は？　『銀刀』望月ジローとて、初めから吸血鬼ブラツク・ブラツドだったわけではない。人として生を受け、『黒い血ブラツク・ブラツド』と呼ばれる吸血鬼の血を飲むことで、闇やみの生命へと転化したのだ。


　──……なんでなんだろ？　不老不死になりたかったのかな？


　百年前がどんな時代だったのかも、ミミコにはよくわからない。それはミミコにとって、歴史の本の中の世界であり、こことは違う、遠くの世界である。


　なのに、その世界を生きた者が、自分と同じ屋根の下にいる。不思議な気分だ。


　人間だったころの若いジローは、どのような青年だったのだろうか？


　──いまよりは素直だったのかな……？


　だとすれば少し見てみたい。


　そんなことを考えながら、気がつくとミミコは安らかな寝ね息いきを立てていた。


　閉しめ忘わすれた窓まどから、音のない微び風ふうが寝しん室しつに入り込む。


　夜が更ふけゆく特とつ区くには、うっすらと霧きりが出始めていた。




　　　一八九五年、冬。ロンドン──









　　一章　霧きりの都の少しよう尉い










１







「望もち月づき少尉！」


　先に見つけたのは、待ち人の方であった。


　大英帝てい国こく首都ロンドン。その、大陸からの玄げん関かん口であるヴィクトリア駅プラットフォームは、人波でごった返していた。


　駅えき舎しやというより宮きゆう殿でんの如ごとき、荘そう厳ごんな建物である。半円形のドーム型をしており、高い天てん井じようをボルトで留とめられた鉄てつ骨こつが組み合わさって支ささえている。その中で、幾いく台だいもの蒸じよう気き機関車が、巨きよ大だいな車輪を軋きしませ、水蒸気を噴ふき上げて、警けい笛てきを鳴らしていた。


　車しや輛りようからは、厚あつい外がい套とうを着込んだイギリス人たちが、次々にプラットフォームへと吐はき出されてくる。抱だき合って再さい会かいを祝す男女。固い握あく手しゆを交かわす紳しん士し。きびきびと荷台を引く赤帽ポーター。幼おさない声を張はり上げて客を呼よぶ、新聞売りや靴くつ磨みがきの少年たち。


　そんな人波の中に、目を白黒させる若わかい日本人少尉の姿すがたがあった。


　優やさしげな面おも持もちの青年だ。すらりと伸のびた長身を、詰つめ襟えりの軍衣に包んでいる。


　ただ、軍ぐん装そうを帯おびることに、ぎこちなさを覚えるらしい。頼たのもしさよりは初うい々ういしさが印象に残る士し官かんだ。無ぶ愛あい想そうな老人に肩かたを押おされても嫌いやな顔ひとつせず、小さな花売りの少女にも一々道を譲ゆずっていた。


　一方、列車から降おりた青年は、彼とは対照的だった。濁だく流りゆうのような人の流れの中、真まっ直すぐ彼に向かって歩いてくる。日焼けした身体からだを山やま高だか帽ぼうとフロック・コートに包み、重たげなトランクを軽々と提さげていた。澄すんだ瞳ひとみに、鋭えい気きに満ちた眼がん光こうが宿っている。


　青年が歩み寄よるのを待ち、若き少尉は敬けい礼れいで客を迎むかえた。青年もまた、返礼した。


「秋あき山やま真さね之ゆき少尉。遠路ご苦労様でした」


「うん。出迎え、ありがとう。望月次じ郎ろう少尉」


　およそ一年ぶりの再会だった。気心が知れた同士であっても、背せ筋すじが伸び、顔が引き締しまる。
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　だがそれも少しのことで、日本からの客──真之は、すぐにニヤリと唇くちびるを曲げた。


「まだ慣なれてないみたいだな、次郎。きょろきょろと。まるでお上のぼりだ」


「見てたんですか？　酷ひどいな」


「お前は背が高いから、イギリス人の中に混まじっても十分目立つ。その上、その軍服だ」


「ここに来たのは公こう務むですから」


「そう言う意味じゃない。真新しい上、まるで着慣れてない。お上りの七五三みたいだ」


「なんて酷い……」


　真之の言いように、次郎は苦く笑しようした。


　もっとも、再会早々にやり込こめられても、嫌な気にはならない。真之の口の悪さは周知のことだ。カラリとした悪あく態たいは、彼流の親愛の証あかしだった。


「変わりませんね、先せん輩ぱいは」


「それは、こちらの台詞せりふさ。まあ、こんなところで話もなんだ。ロンドンならいい酒パ場ブがあるだろ。再会を祝して一いつ杯ぱいやろうぜ」


「止よして下さいよ、着いた早々。佐さ藤とう中ちゆう佐さもお待ちですよ？」


　次郎が顔をしかめると、「いや、それなんだがな」と真之はもったいぶって顔を寄せた。


「ここだけの話、実は俺おれは列車の時間に間に合わなかったんだ。今いま頃ごろはロンドンに向かう列車の中にいる。よって、お前はこれから駅で二時間待ちぼうけだ。どうせなら飲みながら待った方がいいだろ？」


「……あなたほんとに軍人ですか？」


　まるで悪びれた風もない真之に、次郎は深いため息をついた。


　そんな後輩の態度も気にせず、「疲つかれたから持て」とトランクを押し付けた真之は、エントランス・ホール目指して歩き始めた。疲れなど微み塵じんもない、潑はつ剌らつとした足取りだ。


　残された次郎は苦笑して、口笛を吹ふく先輩士官のあとに続いた。
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　望月次郎がこの世に生を受けたのは、一八七三年──明めい治じ六年のことだった。


　明治維い新しんの混こん乱らんが残る、時代の過か渡と期きである。





　次郎は祖そ父ふの手で育てられた。


　彼の祖父は薩さつ摩ま藩はん士し、望月誠せい一いち郎ろうといった。薩英戦争、戊ぼ辰しん戦争の経けい験けん者であり、幕ばく末まつの風ふう雲うん期きを駆かけ抜ぬけた古こ武ぶ士しのひとりである。


　ただ、当時の薩摩人としては異い例れいなほど奔ほん放ぽうで、自由を好み、旅を愛した。明治政せい府ふ設せつ立りつ後ごは政府の要よう職しよくに請こわれたが、それを断ことわって海外を渡わたり歩いている。


「老ろう兵へいは去るのみでゴワス」


　と、しかつめらしく身を退ひいたそうだが、要は藩はん閥ばつのしがらみを疎うとましく思ったのである。報ほう奨しょう金きんだけは山のようにぶん取って、栄えい達たつや名めい声せいには目もくれなかった。





　実じつ際さい、誠一郎は孫まごの目から見ても変わり者だった。


　二人が暮くらしていたのは、奥おく秩ちち父ぶの山さん中ちゆうだ。世間に背を向けるかのような隠いん遁とん生活で、近きん隣りんとの人付き合いもほとんどなかった。


　そのくせ、誠一郎は子こ供どもの育て方がわかっていなかったらしい。初めのうちはあれこれ世話を焼くのだが、たいがい失敗した。次郎が十歳さいになったころには、結局、家事全ぜん般ぱんが彼に押し付けられていた。


　たとえば木こ枯がらしの吹く冬の早朝、次郎が霜しも焼やけに泣き面つらを浮うかべたまま水仕事をしているときも、頑がんとして火ひ鉢ばちの側そばから離はなれようとしなかった。それどころか、次郎が掃そう除じのために襖ふすまを開けると「寒いっ」と本気で怒おこったりした。そうして次郎を扱こき使っておいて、自らは迷まよい猫ねこに餌えさをやって遊ぶのである。


　誠一郎のために好物の金コン平ペイ糖トーを買ってくるのも、幼おさない次郎の仕事のひとつだった。険けわしい山道を越こえて、甲こう州しゆう街かい道どう沿ぞいの老舗しにせまで使いに行くのだが、日が昇のぼらぬうちに出て、帰って来ると夕ゆう刻こくになっていた。その上毎回「遅おそいっ」と怒ど鳴なられた。これが、雨の日も風の日もなく、誠一郎の気分次し第だいで命じられるのである。


　次郎の不幸は、そんな祖父を止める人間がおらず、それどころか自らの境きよう遇ぐうと比ひ較かくすべき一いつ般ぱん的な家庭をも知らなかったことだ。母親はすでに亡なく、父親とは離れて暮らしていた。だから彼は、どんな理り不ふ尽じんな言いつけであっても逆さからったことがなかったし、そもそも祖父の言うことを疑うたがうなど、発想からして持たなかった。金平糖を買いに行く菓か子し屋の女によう房ぼうは、彼が来るたびに気の毒そうな顔をして飴あめや饅まん頭じゆうをサービスするのだが、次郎はその理由がわからず、いつもきょとんとしていた。





　ただ、そんな誠一郎も孫の教育だけは手を抜かなかった。というより、当時の基き準じゆんからすれば一流といえる徹てつ底てい的な英才教育を施ほどこした。


　一般教養は言うに及およばず、漢学、歴史学、数学、科学と、その教育の幅はばは多た岐きにわたった。特に語学は、英語、オランダ語、フランス語、ドイツ語を叩たたき込み、次郎の覚えが悪いと容よう赦しやなく拳こぶしを上げた。もともと誠一郎は博はく覧らん強記のうえ、数年間の海外生活で生きた知ち識しきを身に付けていた。彼は、それらすべてを孫に伝でん授じゆせんとしたのである。その厳しさたるや虐ぎやく待たいに近かった。


　それでも次郎は、例によって唯い々い諾だく々だくとして従したがい、祖父の指し導どうに耐たえた。必ずしも優ゆう秀しゆうな生徒ではなかったが、端はたから見ると涙なみだぐましいいじましさではあった。


　誠一郎でさえ、


「お前は素す直なおすぎてつまらん」


　と、身勝手にぼやくほどだった。そして、そう言われてもやはり次郎は、きょとんとしていたのである。





　誠一郎が次郎に仕し込こんだのは、学問だけではなかった。


　むしろ、勉学を二の次にしても徹底させたことが二つある。礼節と剣けん術じゆつだ。


　前者に関していうなら、次郎はとうにその精せい神しんを身に付けていた。誠一郎との生活自体が、苛か酷こく極きわまる礼節の授じゆ業ぎようであり、次郎ほどの優等生はなかなかいなかっただろう。


　問題は後者であった。


　誠一郎は幾いく多たの戦いくさを経験した古こ豪ごうであり、剣の腕うでは達人だった。が、同時に彼の経験した戦の悉ことごとくは、剣の時代の終しゆう焉えんを告げるものだった。いまや戦場での勝敗を決するのは、侍さむらいたちの武ぶ芸げいではなく、近代兵器と物量だ。彼は己おのれの血と汗あせで、そのことを痛つう感かんしていた。


　にもかかわらず、彼はこの時代錯さく誤ごを断だん行こうした。


「剣の道は『人』を鍛きたえる」


　というのが彼の持じ論ろんだったからだ。激げき動どうの時代に身を置き、幾人もの英えい雄ゆう豪ごう傑けつと交わってきた剣士の、確たしかな本音だったのだろう。


　そして始まった誠一郎の「修しゆ行ぎよう」は、虐待を通り越して殺人的だった。


　それでも次郎は、この修行に耐えた。辛つらい、と口にすることさえなかった。


　要するに彼は、どれほど厳しくとも、この変わり者の祖そ父ふがとても好きだったのだ。





　誠一郎が病で死し去きよしたのは、次郎が十六のときだった。


　さすがの次郎も、このころになれば世間というものを少しは知っていた。医者にかかるようしつこく説といたが、祖父は笑って取り合わなかった。この老いた剣豪は、すでにして己の死期を悟さとっていた。


　あるとき彼は次郎を呼よび、庭先で剣の型を取らせた。


　次郎の剣は、すでに実じつ戦せんレベルに到とう達たつしていた。孫が無心に剣を振ふるう様を、祖父は布ふ団とんの上に胡あ座ぐらをかきながら、目を細めて眺ながめていた。


　次郎が型を終えたあと、祖父は感想めいたことは何も口にしなかった。ただ満足そうに皺しわを弛ゆるませ、一度だけ頷うなずいた。





　誠一郎の死後、次郎は生家に──父親のいる家に挨あい拶さつに訪おとずれた。誠一郎の遺ゆい言ごんだった。深い確かく執しつのあった祖父と父親だが、死に際し、祖父にも何か思うところがあったのかもしれない。


　父親との再さい会かいを果たした次郎は、彼の薦すすめもあり、ほどなくして海かい軍ぐん兵へい学がつ校こうの門もん戸こを叩たたく。


　そして、初めての親友を得た。それが秋山真之である。
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「次郎よ。いつからイギリスの酒パ場ブは、エールの代わりに茶を出すほど落ちぶれた？」


「イギリスといえば紅こう茶ちやでしょう。異い国こくにあっても持てなしの心は大事です」


「……お前、わかっているのか？　この茶葉はインド産だ。つまり、これはイギリスが帝てい国こく主しゆ義ぎ的野心のもと、後進国家より搾さく取しゆした血肉なのだ。それを、同じく西洋列強の毒どく牙がに晒さらされる日本国民がのほほんと啜すするなど……」


「──ズー」


　仏ぶつ頂ちよう面づらで嚙かみ付く真之に、次郎は涼すずしい顔で紅茶を啜った。


　二人がいるのは次郎が案内したティー・ハウスだった。それが酒場パブ・ハウスでないことが余よ程ほど不満らしく、さっきから真之は不平たらたらだ。


　二人は海軍兵学校の先せん輩ぱいと後輩であり、共に第五分隊に所しよ属ぞくしていた。真之が第十七期生。次郎がそれより二年下の第十九期生だ。


　真之はなぜか、最初から次郎に目をかけていた。正反対と言っていい性せい格かくの二人だったのだが、万ばん事じ控ひかえ目ながら生き真ま面じ目めでストイックな後輩が、破は天てん荒こうな彼には、逆ぎやくに面おも白しろく映うつったらしい。何かと世話を焼いてやり、気が付けば相あい棒ぼうのように扱あつかっていた。


　真之は帝国大学に通っていたほどの俊しゆん英えいだった。が、何しろ口と性格が悪い。真之の舌ぜつ禍かは兵学校内の至いたるところで騒そう動どうの火種となり、そういうとき彼は、次郎の迷めい惑わくも顧かえりみずに波は乱らんの渦か中ちゆうへと引っ張ぱり回した。真之が毒どく舌ぜつと大たい言げんで突つき進む背はい後ごを、苦く笑しようしながらもしっかり守る、というのが、兵学校での次郎の立ち位置だったのだ。


　──祖じ父いちゃんも若わかいころは、こんな風だったのかもな。


　というのが、いまも昔も変わらない次郎の感想だ。


　そんな二人が、いまではこうしてロンドンのティー・ハウスに入り、紅茶を飲んでいる。時の流れとは不思議だった。


「道中はどうでした？」


「どうということはないさ。イギリスは二度目だ」


「そうか。『吉よし野の』の回航のときですね。二年前でしたっけ？」


　次郎が尋たずねると、真之は頷いた。『吉野』というのは軍ぐん艦かんの名前だ。当時日本海軍は、イギリスのアームストロング・ミッチェル社に巡じゆん洋よう艦かんの造ぞう船せんを依い頼らいしていた。その受け取りのため、真之はイギリスの地を踏ふんでいるのである。


「……明治二六年六月。たった二年と少し前なのに、もはや隔かく世せいの感がある──と言えば言い過すぎかな」


　真之は遠い視し線せんを投げた。次郎はそれに気付くと、深く頷いた。


「清シン国との戦いくさは、ずいぶん急な成り行きだったそうですね。ご無事で何よりでした」


「いまさら祝辞か？　呆あきれたズレ具合だな。去年の夏だぞ」


「先輩のいた『筑つく紫し』は、黄こう海かいの海戦には参加しなかったんでしょう？　先輩のことだし、周りが華はな々ばなしい武ぶ勲くんを挙げる中、何もしてないのに祝いの手紙なんか出したら、かえって怒おこると思いまして」


　冗じよう談だんめかして言ったのだが、真之は「その通りだ」とぬけぬけ認みとめた。


　明治二七年。日本は朝ちよう鮮せん半島の支し配はい権けんを巡めぐり、さらには大国ロシアの東アジア侵しん略りやくに備そなえるべく、隣りん国ごく清との間に戦せん端たんを開いた。近代日本が迎むかえた最初の戦争、日清戦争である。


　片かたや中国大陸のみならず、東アジア圏けん全ぜん域いきに長期的影えい響きよう力りよくを振ふるってきた大国、清。


　片や明治維新でようやく全国統とう一いつを果たし、三百年に及およぶ鎖さ国こくを解といて「世界」との対話を始めたばかりの弱小国、日本。


　西洋列強のほとんどすべてが日本の敗はい退たいを予想したこの戦争に、しかし日本は勝利した。


　東洋の小国は、欧おう米べいの植民地化から逃のがれ、彼らに肩かたを並ならべるべく、歩み出したのである。


「まあ、俺のことはいい。それより、お前はどうなんだ？　こっちに留りゆう学がくしてそろそろ半年になるんじゃないか？」


「まだ三か月と少しですよ。でも、目が回るような三か月でした……ただただ圧あつ倒とうされっぱなしです」


　と、次郎は正直な感想を述のべた。


「見て下さいよ、この街を。延えん々えんと続く整せい備びされた街かい道どう。神しん殿でんのような建けん築ちく物。馬車に鉄道に、最近じゃ自動車も見かけます。地下にまで列車が走ってる」


「地下鉄チユーブって奴やつだな。前来たときには、乗り損そこねた」


「慣なれれば、ずいぶん便利な物のようですよ。最近じゃ電でん灯とうなんかも普ふ及きゆうしてきました。世界最先端の技ぎ術じゆつが、日にち常じよう生活の中にまで浸しん透とうしているんです。技術だけじゃない。各国の大使館、公使館が軒のきを連ね、銀行は星の数ほどもある。劇場ミユージツクホールも選より取りみどりだ。政せい治じ、経けい済ざい、文化。あらゆる面で、ここは世界の中心です」


　言いながら次郎は窓まどの外に目を向けた。


　窓ガラス越ごしの街まち並なみでは、夕ゆう暮ぐれを迎むかえた街灯に明かりが灯ともっていた。ガス燈とうが投げる淡あわいオレンジ色の光の下を、分ぶ厚あついコートに身を包んだ人々が行き交かい、辻馬車キヤブや乗合馬車オムニバスが走り過ぎていく。石敷じきの道を蹴け立たてる馬ば蹄ていの音と轍わだちの響ひびきが、東洋から来た青年たちの異い国こく情じよう緒ちよをかき立てた。


　一八九五年。世は世紀末である。


　十八世紀、他国に先駆けて産業革かく命めいを成し遂とげたイギリスは、以後世界をリードし続けた。希望と活力に満ちた資し本ほん主しゆ義ぎの発はつ展てんは、新技術の開発を伴ともない、蒸じよう気き、石せき炭たんといった新動どう力りよく源げんを加えつつ、鋼こう鉄てつ、非ひ鉄てつ金きん属ぞく、重化学工業などの重工業を大いに発展させた。こうした産業の進展は、さらなる設せつ備び投とう資しと商品の大量生産を招まねく。イギリスは余よ剰じよう資本の投下地として植民地を求め始めた。


　十九世紀に入ると、イギリスは若きヴィクトリア女王のもと世界へと乗り出した。そして、近代思想と王朝道どう徳とくの鎧よろいを纏まとい、帝国主義の剣けんを振ふるって、瞬またたく間に地球上の七割わりを支し配はい下かに治めた。一世紀前には大陸の外れに位置する田い舎なか者の島国であったものが、数ある列強を退しりぞけ、「七つの海の支配者」「日の没ぼつすることなき帝国」と呼よばれるに至ったのである。ヴィクトリア王朝の黄金期であった。


　次世紀を目前に控ひかえた現げん在ざいも、イギリスはいまなお世界トップの座ざを守り続けている。次郎が故こ国こくを離はなれて訪おとずれたのは、そんな国の首都だった。


　彼の任にん務むはイギリスの軍学──特に海軍のそれを学ぶことである。祖そ父ふの教育のおかげで、次郎の海外に対する知ち識しきは豊ほう富ふで正せい確かくだ。その点が軍上じよう層そう部ぶから買われたのだった。


「とはいえ、学ぶことが多すぎて戸と惑まどってますよ。それに、正直言って劣れつ等とう感もあります。日本は去年、ようやく条じよう約やくが改かい正せいされて、イギリスから対等な国家として認められました。でもその内実の差ときたら、まさに大人と子こ供どもですからね」


　言いながら、つい自じ嘲ちようめいたため息がもれた。


　イギリスは徹てつ底ていした現実主義の国だ。昨年の日英条約改正にしても、イギリスが日本を認めたというよりは、単に東アジアの情じよう勢せいを巡る駆かけ引きの結果に過ぎない。


　しかし次郎は、日本の軍隊に属する将しよう校こうである。たかが一少しよう尉いではあるが、自国の軍を西洋列強と渡わたり合えるレベルまで成長させねばならない立場にある。そのために留学まで命じられているのだ。


　現在日本は息せき切って近代化を進めており、イギリスはその模も範はんとなっていた。だが、それはあまりに遠く、果てしない長ちよう途とといえた。ロンドンにいると、日々その困こん難なんさが痛つう感かんされる。


　──ほんの少し前まで、私は秩父の山で寝ね起おきしていたのに……


　人里離れたどこまでも続く山野が、次郎の世界だった。自然と共に暮らし、ときに山菜を摘つんだり山鳥を捕とったりしながら、粗そ末まつな家で雨あめ露つゆを凌しのぐ毎日だった。世事から隔かく絶ぜつされた緩ゆるやかな時間の中で、日々静かに淡たん々たんと修しゆ行ぎようをこなしていたのだ。


　なのに、いまでは遥はるか異国に渡り、国家の有り様について深しん刻こくに語り合っている。隔世の感、と真之は言ったが、まさにそれだった。この上未来のことなど、どうしてわかるだろうか。


「覇は気きがないな」


「……ですね。済すみません。聞き流して下さい」


「ふむ」


　真之は言葉を切って、後こう輩はいを眺ながめた。


　次郎は先輩の視し線せんに気付かず、窓の外を眺め続けていた。


　落陽に染そまる大都市の景観は美しい。だが、次郎の視線は、それより遥か彼か方なたの山々へと向かっていた。


「……郷くにが恋こいしいか？」


　真之が言った。


　次郎は思わず赤くなった。言い返そうとしたが、真之の顔にからかう様子が少しもなかったため、口にしかけた軽口をのみ込こんだ。


　──そうなのか？


　と自問してみる。しかし、結局は、


「……いいえ」


　と真之の指し摘てきを否ひ定ていした。


「先輩ならご存ぞんじでしょう。祖父が死んで以来、私は生家と上う手まくいっていません。家だけじゃない。日本に私の帰りを待つ者はいないはずです。居い場ば所しよがないんですよ。そう言う意味では、むしろ気楽だ。私は、軍に骨ほねを埋うめる覚かく悟ごです」


　それが正直な答えだった。


　別べつ段だん悲ひ愴そう感があるわけでもない。自ら口にした通り、気楽だと思っている。特とく殊しゆな育ちのせいなのか、次郎には昔から良い意味での俗ぞくっぽさがなかった。何事に付けても、執しゆう着ちやく心が希き薄はくなのだ。


　真之は次郎の台詞せりふを聞くと、じっと後輩の顔を見み据すえた。


「……不ふ義ぎ理りな奴やつだ」


「え？」


「ほら。お前に土み産やげだ」


　と真之は懐ふところから小さな紙し片へんを取り出した。


　次郎はぽかんとした。真之がテーブルに置いたのは、一羽の折り鶴づるだったのだ。


「はづみ嬢じようからの預あずかり物だ」


「あ、会ったのですか!?」


「会ったとも。次郎兄様に逢あいたい次郎兄様に逢いたいと、家の方々を困こまらせていたぞ。あんなに恋こい慕したう許いい嫁なずけを残しながら、日本に待ち人はいないだと？　この人でなしめ」


　いかにも人が悪い笑えみを湛たたえて、真之がからかった。次郎は今度こそ、耳まで真っ赤になった。


「は、はづみは父が勝手に決めた──」


「れっきとした、許嫁だろう？」


「まだ六つですよ!?」


「齢よわい六にして、あの熱の入りようだ。前ぜん途と有ゆう望ぼうではないか」


　真之は楽しそうに笑う。次郎はなお抗こう弁べんしたが、所しよ詮せん口では敵かなわない。そのうちへそを曲げてそっぽを向いてしまった。真之はいよいよ喜んだ。


「さて」


　と元気よく席を立ち、


「望月少尉。これより我われら憂ゆう国こくの士は、英国世せ情じようを探さぐるべく民間社交場パブリツク・ハウスを視察に赴おもむくぞ。これは、命令だ」
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　結局先に酔よいつぶれたのは真之の方だった。次郎は店の者に使いを頼たのみ、上官に到とう着ちやくの遅おくれる旨むねを報ほう告こくせねばならなくなった。


「……おかしいな。あの程てい度どの酒で足あし下もとが怪あやしくなるとは」


「何があの程度ですっ。いったい何ガロン飲んだことか！　あんな酔っぱらい相手に、飲み比くらべで五人抜ぬきだなんて。あなた、本当に軍人ですか？」


「軍人だからこそ、イギリス人に負けるわけにはいかんだろ？」


「さも当然のように言わないで下さい。飲むのを控ひかえてたこっちまで頭が痛いたくなる」


　真之の減へらず口に、次郎は天を仰あおぎたくなった。これから、この酔いどれ士官を連れて、上官に挨あい拶さつしに行かねばならないのだ。暗あん澹たんたる思いだった。


　二人がいるのはホワイトチャペルと呼よばれる地ち域いきだ。はっきり言って柄がらの悪い地域なのだが、真之が以前来た店があるというので、わざわざ馬車を拾い、ロンドンの中心区を横おう断だんしてまでやってきたのである。


　とうに日は落ちている。だが、街がい灯とうは赤々と照り、通りには人が溢あふれかえっていた。にぎわいはむしろ夕ゆう刻こくより増ましており、どの顔も陽気に赤らんでいた。


　真之に肩かたを貸かしてえっちらおっちら進みながら、次郎は通りの光景を眺ながめた。


　人々の服ふく装そうは黒と灰はい色いろがほとんどで、街まち並なみも沈しずんだ色合いをしている。だが、ぽつぽつと立つガス燈とうの明かりや、店々からもれる暖だん炉ろ、ストーブの光が、通りに豊ゆたかな陰いん影えいを与あたえていた。


　街角の屋台からは油の香かおりが漂ただよい、酒場からはエールとジンとブランデーのにおいがする。煙えん突とつから吐はき出される石せき炭たんの煙けむりや、道みち端ばたの馬ば糞ふんのにおいも混まじっている。


　ざわめきも様々だ。砕くだけた英語の笑い声が響ひびき、拳こぶしを振ふるって仲間と歌を歌う者もいる。どこからか陽気なヴァイオリンの旋せん律りつも聞こえていた。


　光とにおいと音。夜のロンドンは、実ににぎやかだ。


「……変わんねえよな」


　と真之が鼻を鳴らした。


「見ろ、こいつらを。なるほど、どいつものっぽで天てん狗ぐみたいな鼻をしてるが、同じ人間じゃないか。酔えば顔も赤くなるし、気分が乗れば歌を歌う。日本人と、何も変わらん」


「……はい」


　次郎は素す直なおに頷うなずいた。はるばる海を越こえて訪ほう英えいした真之が、どうやら到着早々自分を慰なぐさめようとしてくれたらしいことは、酒場での酔すい態たいを見て察さつせられた。


　明めい朗ろう快かい活かつで歯に衣きぬ着きせぬ兵学校時代の先せん輩ぱいは、ときおり妙みように不器用になる。次郎は自らのことを朴ぼく念ねん仁じんと思っているが、それでも彼の真心はありがたかった。


　と、そのとき、通りの前方がにわかに騒さわがしくなってきた。


　通りから抜ける路地の前に、人ひと垣がきができていた。どうやら、その先の裏うら通どおりで何かあったらしい。そして、伝言ゲームのように伝わる言葉を耳にした人々から、笑い声が去り、恐きよう怖ふと狼ろう狽ばいが起こった。小さな女じよ性せいの悲鳴まで混まじり始めた。


　騒ぎは潮しお騒さいのように始まり、次郎たちのもとにもやってきた。人々が騒ぐ内ない容ようを聞きつけ、次郎は顔を曇くもらせた。


「またか……」


　一方真之は不ふ審しんそうに眉まゆをひそめている。


「……何事だ、いったい？　次郎よ。あいつらが騒いでる『ジャックが出た』てのは誰だれのことだ？　イギリスの鼠ねずみ小こ僧ぞうか何かか？」


　あえて剽ひよう軽きんな物言いをする真之に、思わず次郎は口元をほころばせた。が、すぐに表情を改めて、苦々しく教えた。


「最近ロンドンを騒がせている連続殺さつ人じん犯はんのことです。通つう称しよう『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー』」


　真之は驚おどろいた顔をした。


「切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー？　それなら前に聞いたことがあったな。有名な切り裂さき魔まだ。でも、あの事じ件けんはとっくに終わってるだろう？　十年ぐらい前の話じゃなかったか？」


「ええ。正せい確かくにはいまから七年前ですね。でも、最近になって同じ手口の殺人事件が、連続して起きてるんです。いまロンドンでは、どこに行ってもこの話題で持ち切りですよ」


　苦々しく説明する次郎に、へえ、と真之は適てき当とうな相づちを打った。なにぶんロンドンに来たばかりである。あまり実感もわかないのだろう。次郎にしても、嫌いやな事件だと思いはしても、他ひ人と事ごとのような感覚はする。


「……じゃああれは？　えー……『バンパイア』？」


　と真之はイギリス人たちの会話に耳を澄すませながら、聞き慣なれない単語を尋たずねた。


　それも、次郎は説明した。


「『ヴァンパイア』。日本語に訳やくすと、『吸血鬼』でしょうかね。牙きばを持ち、人の生き血を吸すう怪かい物ぶつのことです」


「なんだ、それは？」


　さっきよりも興きよう味みを示しめした様子で、真之が再ふたたび質しつ問もんした。今度は次郎も少し困こん惑わく顔になった。


「私も詳くわしくは……出回ってるゴシップ誌しを読んだ限かぎりでは、どうも東とう欧おうに伝わる、古い言い伝えのようです。外見は人と変わらないけど、夜な夜な街を徘はい徊かいして人を襲おそう、不死身の怪物だとか」


「怪物だって？　じゃあ何か？　あいつらは『切り裂きジャックが吸血鬼になって戻ってきた』って騒いでるのか？」


　真之は目を丸くした。次郎が首しゆ肯こうすると、「呆あきれたもんだ」と率そつ直ちよくな感想を述のべた。


「二十世紀も間近に迫せまるこのご時世に、そんな迷めい信しんを本気で怖こわがってるのか？」


「人が殺されてるのは事実ですよ。それも残ざん忍にんな手口で。被ひ害がい者しやが血を吸われていたのも、本当のようです」


　と次郎は声を落として言った。


　切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーと名乗った犯人による事件が、人々の記き憶おくに新しい時期である。しかもこの事件の真犯人は、結局わかっていない。


　それが、再び犯行を起こしたのだ。現げん場ばには彼が残したサインがあり、犯行手しゆ段だんも酷こく似じしている。その上、今度は刃は物もので切り裂くだけでなく、被害者から血を吸い取った形けい跡せきまであった。そうと知ったロンドン各紙は、警けい察さつの制せい止しより早く、一いつ斉せいにこのことを書き立てた。効こう果かは絶ぜつ大だいで、ここしばらくというもの、ロンドンは過か去こから甦よみがえった切り裂き魔の恐きよう怖ふに震ふるえ上がっている。


「世界一の強国たるイギリスの国民がねえ。たかが一人の人殺しに怯おびえるとは」


　真之は皮肉そうに唇くちびるを歪ゆがめた。そうする間にも、人だかりは増ふえるばかりだ。もともと酒場の多い界かい隈わいである。わざわざ店から顔を出して、通りの騒ぎを眺ながめる者も大おお勢ぜいいた。


「……のぞいて見るか？」


「止よして下さい」


　子こ供どものように誘さそう真之を、次郎は苦い顔でたしなめた。


　ところが、二人がその場を立ち去ろうとしたとき、側そばにいたイギリス人の男が声をかけてきた。二人が東洋人と知って、「あんたたち、中国人か？」と尋たずねてきたのである。


　真之は怪け訝げんそうに、次郎は当惑しながら、互たがいの顔を見合わせた。


「いいえ、日本人です」


　と次郎が返事をすると、男は「神よマイ・ゴツド」と目を見開き、大おお仰ぎように嘆なげいてみせた。


「すぐに行った方がいい。殺されたのは、あんたと同じ日本人だそうだ」


　男の台詞せりふに、次郎と真之は目を剝むいた。「待って下さい」と、とっさに次郎が問い質ただした。真之も次郎の肩かたに回していた腕うでを引っ込こめた。


「切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの次の犠ぎ牲せい者しやが出たのでしょう？　それが日本人だって言うんですか？」


　到とう底てい信じられない思いで確かく認にんすると、男は真しん剣けんそのものな面おも持もちで頷うなずいた。


　そして次郎の服ふく装そうをじろじろ眺めたあと、


「あんたら、軍人かい？」


「そうです」


「じゃあ、知り合いかもしれない。死んだ日本人も軍人らしいから」


「そんな──」


　次郎と真之は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。
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「そんな──」


　と、もれた声を耳にし、ジャックは足を止めた。ついさっき聞いた言葉と、同じ響ひびきに聞こえたからだ。


　ジャックは声の聞こえた方を見下ろした。


　同じ通りである。だが高さが違ちがう。通りの両側に並ならぶ、石いし塀べいのような古い街並なみ。彼が立っているのは、その屋根の上だった。


　ロンドンの灯は、夜になろうとすぐに消え去ることはない。だが、人工の光は、その周囲により濃のう密みつな闇やみを生む。彼が立つ場所がそうだった。


　ジャックは平然と身をさらしながら、地上の喧けん噪そうを眺めた。高みから見下ろすと、建物に挟はさまれた地上の通りは、光と熱に満ちている。まるで水銀の流れる運河のようだ。すぐに、二人の青年が英国人から熱心に話しかけられているのを見つけた。


　どちらも若わかく見える。黒い髪かみと瞳ひとみ。二人が、互いに喋しやべり合う言葉に集中した。間違いない。さっき聞いた言葉と同じイントネーション。日本語だ。彼らは、さっき牙きばにかけた奴やつと同じ、日本人であるに違いない。


　ぺろり、と我われ知らずジャックの舌したが唇くちびるの上に踊おどった。


　口内にまだ、血の味が残っている。人血の熱が、夜気に冷えた身体からだの内側をドクドクと巡めぐっている。


　黄色人種の血を吸ったのは二度目だった。以前襲おそったのは、中国人の若い娘むすめだ。少し期待したのだが、大して美う味まいとはおもわなかった。


　それが、今回は思わぬ味わいが楽しめた。どうやら日本人の血は、舌に合うらしい。


　ジャックの唇から、白い牙が伸のびる。二人の青年は、やがて英国人に連れられながら路地に消えた。現げん場ばに──さっきまで彼がいた「狩かり場」に行くのだろう。


　ジャックは彼らを見送ってから、再ふたたび屋根の上を歩き始めた。


　恐おそれることなく悠ゆう然ぜんと、光の届とどかない頭上の闇を闊かつ歩ぽした。


　サネユキ。


　そして、ジロー。


　彼らが互いに呼よび合っていた名を、ジャックは楽しそうに口ずさんだ。





２







　次郎が目を覚ましたとき、すでに日は傾かたむき、懐中時計は午後二時を指していた。


　昨日は結局、夜明けまで警察で過すごす羽目になった。宿に戻もどったのが午前八時。下宿先の夫人はすでに昨さく晩ばんのニュースを知っており、二人からしつこく事じ情じようを聞きたがった。結局眠ねむることができたのは昼近くになってからだった。


　次郎は寝ねぼけ眼まなこのまま部屋を出て階かい段だんを下りた。すると、一階の廊ろう下かで、食堂に向かう途と中ちゆうの真之と出くわした。


　彼ももともとここに部屋を借りる予定だった。次郎と比べて元気なのは、夫人を彼に押しつけ、自分は早はや々ばやと部屋に引き上げたからだ。


「よ。だいぶ疲つかれてるな」


「そのようです。どうもリズムが崩くずれてしまったみたいで」


「なんだ。だらしのない」


　真之は快かい活かつに笑った。どうやら、だいぶ前に起きていたらしい。


「いざ戦いくさとなれば、生活のリズムなんて言ってられんぞ。そんな柔やわなことでどうする」


　そう言われると返す言葉がない。次郎は照れ隠しに、寝ね癖ぐせの残る髪かみをかいた。それから、


「あ」と、思い出してつぶやいた。


「どうした？」


「……朝の稽けい古こを忘わすれてました」


「なんだ？　お前、まだ毎朝木刀を振ふってるのか？」


　目を丸くする真之に、次郎は柔らかく笑って頷うなずいた。


　次郎がいまだに朝の鍛たん錬れんを欠かさないのは、単にそれが幼よう少しようからの習しゆう慣かんだからだ。兵学校時代は一日のスケジュールが決められていたが、それでも夜になると就しゆう寝しん前に時間を作って、熱心に剣けんを振っていた。真之からは、時代錯さく誤ごだと散々馬ば鹿かにされたものだ。


「そういえば、あの癖は直ったのか？」


「癖？」


「ほら。お前、示じ現げん流の癖に声を出さないじゃないか」


「ああ」


　と次郎は苦く笑しようして首を横に振った。


　祖そ父ふから教わった剣は、薩さつ摩まに伝わる示現流剣けん術じゆつである。


　この剣術は幕ばく末まつに薩摩藩はん士しの間で広く使われたもので、「初しよ太だ刀ちにて相手を倒たおす」という一いち撃げき必殺の姿し勢せいに貫つらぬかれた剛ごうの剣だった。簡かん単たんに言えば、剣を構かまえ、敵てきに駆かけ寄より、斬きり倒す、という、その一連の動作を根こん幹かんにしていた。単たん純じゆんに見えるが実じつ践せんは難むずかしく、高いレベルでの心しん技ぎ体の充じゆう実じつが不ふ可か欠けつな剣術だ。


　真之が言うのは、その際さいのかけ声のことだ。示現流では、一直線に敵へと肉にく薄はくする際、「チェスト！」という独どく特とくの気合いを発する。ところが次郎は剣術の試合のときでも、ほとんど声を出さない。無言で詰つめ寄り、無言で斬った。相手になった者の中には、手を抜ぬかれているように感じて怒おこる者もいたほどだった。


「いずれにせよ、剣の時代なんかお前の祖じ父いさんで終わってる。これからの戦は頭と金だ。お前も、早起きして素す振ぶりをする暇ひまがあるなら、軍ぐん学がく書しよのひとつでも読め」


「素振りは健康に良いですよ？」


「うわっ。なんて年寄り臭くさい奴」


「身体からだを鍛きたえるのは、兵の務つとめでしょう」


「お前は将しようだぞっ。脳のうの鍛錬を優ゆう先せんしろ」


　と、次郎の頭に手を置き、髪をくしゃくしゃにかき回した。


「差し当たり脳に栄養を補ほ給きゆうするのだ、望月少しよう尉い。軍事の要かなめは、一に補給、二に情じよう報ほう。脳も同じである。幸い、当家の夫人は、すでに我われ々われの食事を用意して下さっている。顔を洗あらったら、ただちに食堂に集合せよ。飯を食い、新聞を読むぞ」


「了りよう解かいしました。秋山少尉」


　敬けい礼れいを交かわしたあと、真之は先に食堂に入った。次郎も洗せん顔がんを済すませて、あとに続いた。


　食堂のテーブルには、パンとバター。それに焼いたベーコンとプディングが用意され、食しよく欲よくをそそる香かおりを立てていた。すでに真之は椅い子すに座すわってトーストを齧かじっている。だが視し線せんは手にした新聞の紙面に釘くぎ付づけのようだった。


「昨日の事じ件けんは、もう載のってますか？」


「……ああ。たいしたもんだな、こっちの新聞は」


　トーストを咀そ嚼しやくしながら、真之が返事をする。しかし視線は新聞から動かさない。


　昨さく晩ばん二人は、日本人の軍人が被ひ害がいに遭あったという場所まで出向いた。ハンバリー・ストリートの外れ。窓まどの明かりもすべて消え、薄うす闇やみの中に売ばい春しゆん婦ふたちのたむろする路地裏うらである。その突つき当たりに、惨ざん殺さつされた死体が遺い棄きされていたらしい。


　らしい、というのは、すでに現場は警けい官かんたちに囲まれており、直ちよく接せつ目にすることができなかったからだ。二人は身分を明かしたあと、死体の検分を申し出た。


　死体は酷ひどい有あり様さまだったが、顔の見分けは付いた。見覚えのある顔は、下しも田だ安やす平ひら中尉のものだった。英国駐ちゆう在ざい武ぶ官かん、佐藤忠ただし中佐の部下であり、次郎の上官のひとりだ。


　次郎は夜明けを待って、公使館と佐藤に連れん絡らくを入れた。そして、到とう着ちやくした佐藤たちにその場を譲ゆずり、許きよ可かを得て宿に戻もどったのである。


「気の毒なことです。異い国こくの地であんな死に方をするなんて」


「まあ半分は自じ業ごう自じ得とくだな。あんな場所を徘はい徊かいしてたってことは、悪い酒を飲んでたか、女でも買うつもりだったんだろうし」


　と、同情を寄よせる次郎に比くらべ、真之は冷れい淡たんである。


　だが、事件そのものに対する関心は強いようだ。


「被害者が日本の海軍中尉だってことまで書いてある。これだけ紙面を割さいてるってことは、お前が言ってたとおり、世間の関心は余よ程ほど高いんだな」


　淡々と言いながら、今度は紅こう茶ちやに手を伸のばした。植民地の血肉を口にしながらも、昨日のような不平はひと言もない。気分屋なのだ。


　真之が読み終えた新聞を畳たたみ、隣となりの椅子に載のせていた次の新聞を広げた。おや、と思った次郎が椅子をのぞいてみると、呆あきれたことにロンドン中の新聞が山積みにされていた。どの見出しにも『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー』の文字が派は手でに躍おどっている。


「どうしたんですか、それ？」


「買ってきた」


　と真之は当然のように言った。


「佐藤中佐のところへ、改めて昨日の報告にうかがったんでな。その途中に」


「ええ!?　独ひとりで行ったんですか？　どうして起こしてくれなかったんですっ」


「はははっ。心配するな。中佐には『望月少尉は惨ざん殺さつ死体を見たショックで、まだ寝ね込こんでいる』と伝えておいた。中佐も許ゆるしてくれたぞ。少し嘆なげいてもいたようだが」


「なんてことを……」


　先輩の裏切りに次郎が歯は軋ぎしりする。しかし、当の真之は素そ知しらぬ顔でトーストに嚙かみ付き、次の新聞に手を伸ばした。


「食わんのか？　冷えるぞ」


「私の心はすでに冬のロンドンのようです」


「お。詩的だな、次郎。イングリッシュで言うとポエティックだな」


　真之はわざとらしく感心して見せた。本気で楽しそうなのが、実に大人気ない。


「ところで次郎。お前、ロンドン警けい視し庁ちように知り合いはいないか？」


「ロンドン警視庁？　つまり、スコットランド・ヤードにですか？」


　意外な質しつ問もんに次郎は食事を取る手を止めた。


「なんでまた。イギリスの警官に何か用でも？」


「いや、ほら。顔見知りが警察にいた方が捜そう査さもしやすいだろ？」


「……捜査ですって？」


「うん」


「……なんの捜査です？」


　恐おそる恐る次郎が聞き返すと、真之はようやく新聞から顔を上げた。


「まだ寝ぼけてるのか、望月少尉？　昨日の事件の捜査に決まってるだろ？」


「どうしてそんなことを我々がしなければならんのですっ」


「馬ば鹿かな。同どう胞ほうが殺さつ人じん鬼きの手にかかったのだぞ？　同じ日本人の手で犯はん人にんを見つけ出すのが、せめてもの手た向むけというものだ」


　ついさっき自業自得と切り捨すてた口で、真之は堂々断だん言げんした。次郎は両目を吊つり上げた。


「先せん輩ぱいこそ時差ボケですかっ。もちろん、死んだ下田中ちゆう尉いには同どう情じようしますし、犯人を憎にくむ思いもあります。しかし、ここはロンドンですよ？　まして我われ々われは軍人だ。我々には我々の任にん務むがある。犯人捜さがしはイギリス警察に任まかせておけばよいでしょう」


「では聞こう、望月少尉。我々軍人の任務とはなんだ？」


「上官の命令に従したがうことです」


「その、上官の命令なのだ」


「……え？」


　次郎が思わず聞き返した。真之は胸むねを張はって繰くり返す。


「改めて昨日の報ほう告こくにうかがった、と言っただろう。佐藤中佐も今回の件けんには酷ひどく心を痛いためておられる。当然だな。部下が非ひ業ごうの死を遂とげたのだ。しかし、イギリスの警察は、前回もこの不ふ埒らちな切り裂さき魔まを逮たい捕ほするには及およばなかった。そこで、俺おれが直ちよく接せつ事件の捜査に当たる許可を頂いただいたのだ」


　と得意満面で言った。


「下田中尉は我々が通りかかったすぐ側そばで襲おそわれたのだ。いま少し、彼か、もしくは我々に運があれば、先に会うことができたかもしれず、そうであったなら当然今回の惨さん劇げきは回かい避ひできたはずだ。それを思うと自じ責せきの念に胸が押おし潰つぶされるようではないか──ああ！」


「……そう、佐藤中佐に言ったんですね」


「うん」


　真之は芝しば居いがかった口くち振ぶりで言ったあと、あっけらかんと頷うなずいてみせた。次郎はテーブルに突つっ伏ぷして頭を抱かかえた。


　上官の顔が目に浮うかぶ。世界情じよう勢せいに通じ、聡そう明めいな頭ず脳のうの持ち主である佐藤は、一方でひどく情に脆もろかった。まして真之は役者が務つとまるほどの演えん技ぎ力りよくの持ち主だ。兵学校時代、彼がどれだけ多くの善ぜん良りような教官たちをたぶらかしてきたか、次郎は直じかに見知っている。


「──で」


　と真之は姿し勢せいを崩くずし、至いたって真ま面じ目めな口振りで、言葉をなくす後輩に質しつ問もんした。


「ロンドン警視庁に知り合いはいないのか？　この際さい事務員でもいいぞ。ブロンドの美女なら、なお良い」





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　スコットランド・ヤード犯はん罪ざい捜査部のブラム・ロイドは、その日も機き嫌げんが悪かった。原げん因いんは言うまでもなく、昨さく晩ばんの殺人事件である。


　いまやロンドン市民は老ろう若にやく男なん女によの別なく、この事件の推すい移いに多大な関心を寄よせている。各紙とも事件が起きない日でも切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの話題を取り上げ、こと警察の対たい応おうについては、その一挙手一投足を目を皿にして注目していた。もちろん、スコットランド・ヤードの奮ふん闘とうを祈いのるためではなく、どんな些さ細さいな捜査のミスをも見み逃のがさないためにだ。


　当時のイギリスは『タイムズ』を筆ひつ頭とうに、世界で最も発達したマスコミを有していた。だが、同時に大たい衆しゆうの下世話な知ち識しき欲よくを満たすだけの、低てい俗ぞくな新聞も雲うん霞かの如ごとく存そん在ざいした。そうしたゴシップ誌しは、世紀末ロンドンの華はなだったのである。


「市民の恐きよう怖ふを徒いたずらに煽あおり、警察の権けん威いを嘲あざ笑わらう。奴やつらは大英帝てい国こくのダニだ！」


　とロイドは一日三回は同じ趣しゆ旨しのことを、部下に向かって当たり散らした。


　実のところ、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーが殺した人数というのは、たかが知れている。七年前で五人。今回の一連の事件で、六人である。それも娼しよう婦ふと、その客ばかりだ。一時期よりは治安が向上したとはいえ、いまだにイースト・エンドの貧ひん民みん街では、殺人など日にち常じよう茶さ飯はん事じである。だから罪つみが軽いとは言わないが、ロンドン中が大おお騒さわぎするようなことではない。


　なのに現げん実じつはどうだろうか。あの凶きよう悪あく殺人犯は、社会現象にすらなっている。


　すべては彼の残ざん忍にんな手口。警察に届とどけられた書面や現場に残されたサインといった、センセーショナルなやり口のためだった。そして、それを華々しく喧けん伝でんするマスコミのせいなのだ。彼らが大げさに書き流す記事と来たら、実は密ひそかに文章家であるロイドにすれば、読むに耐たえない代しろ物ものだった。


「しかも今度の犠ぎ牲せい者しやは日本人イエローときた。節せつ操そう無しの殺し屋めっ」


　厄やつ介かいなことに、この日本人は日本海軍の士官だった。


　ロイド自身は、日本などという東洋の未開国など知ったことではない。だが、スコットランド・ヤードとしては、そういうわけにはいかなかった。


　英国は世界で最も紳しん士し的な国家である。少なくとも国際社会において、そうした評ひよう価かを獲かく得とくし続けねばならない。ましてや、日本とは去年の七月に日英条じよう約やくを改正したばかりだ。警けい視し総そう監かんからも気を使うよう直じき々じきに命じられており、ロイドは役やく職しよく上、不本意な態たい度どを取らねばならなかった。


　たかだか少尉に過すぎない日本人の若わか造ぞう二人に時間を割さかねばならないのも、その一例だ。


「お忙いそがしいところを感かん謝しやします。警部」


　そう、秋山と名乗った日本人少尉は謝しや辞じを述のべた。


　完かん璧ぺきなクイーンズ・イングリッシュだ。それがかえって気にくわない。


「……話は総監から聞いているよ、少尉。だが、あいにくと捜査に目立った進しん展てんはない。切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの情じよう報ほうをお求めということだが、私にできるのは過か去この資し料りようを開かい示じすることだけですな。もちろん、捜査の都合上、すべてお見せできるわけではないが」


　ロイドは総監の命令などどこ吹ふく風と、さっそく無ぶ愛あい想そうな顔を向けた。


　すると日本人は涼すずしい顔で、大げさに嘆なげいてみせる。


「なんと。『目立った進展がない』？　それはお労いたわしいことです警部、『目立った進展がない』とは。我わが国民を手に掛かけた犯人は、よほど狡こう猾かつな頭脳の持ち主のようですね。かのスコットランド・ヤードが日夜全力を挙げての捜そう査さを続けているのに、『目立った進展がない』んですから」


　と、流りゆう暢ちように告げて、ロイドの顔を赤くさせた。若い方の日本人──彼は望月と名乗った──など、突とつ発ぱつ的な腹ふく痛つうに襲おそわれたような顔をしている。


　ロイドは歯は軋ぎしりしつつ、


「ともかく可か能のうな範はん囲いでの協力は惜おしみません。どうぞご自由に捜査下さい。納なつ得とくいくまで、ね」


　と、この不ふ愉ゆ快かいな会見を早々に終わらせようとした。


　二人の用よう件けんは、要するに独どく自じに捜査する許きよ可かが欲ほしい、というものだ。素しろ人うとに現場をうろちょろされるのは気にくわないが、この際さい目をつぶる方が面めん倒どうが少なかった。


「……あとは部下に案内させます。私は忙しいのでこれで」


「わかりました。私どもも少しでも早く、捜査に『目立った進展』のあることをお祈いのりしています、警部。ただ──」


　と生意気な日本人は眼がん光こうを鋭するどくした。


「お見せ頂いただける資料の中には、吸血鬼ヴアンパイアに関する物も含ふくまれているのでしょうか？」


　ぴくり、と席から立とうとしていたロイドの動きが止まった。
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「やりすぎですよ、先せん輩ぱい」


「馬ば鹿か言え。ああいう黄色人種を端はなから見下してる白人は、最初にガツンとやっとかないとどこまでも付け上がるんだ」


　背せ中なかを嫌いやな汗あせで濡ぬらした次郎へ、真之は鋭するどい勢いきおいで言い返した。目が活いき活きとしている。敵てきを得るとやる気の出るタイプなのだ。


　二人は応おう接せつ室を出た後、ロイドが付けた付き添そいの刑けい事じに従したがって資料室に向かった。


　かつてスコットランド・ヤードはウエストミンスターの一地区にあったが、いまはヴィクトリア・エンバンクメントの新しん興こう地区に場所を移うつしている。この新しい庁ちよう舎しやは正せい確かくにはニュー・スコットランド・ヤードといい、赤茶けた花か崗こう岩がんでできた親しみやすい建物である。切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー事件の影えい響きようか、人の行き交かいはなかなか激はげしかった。


「しかし吸血鬼ヴアンパイアって線は、案外馬鹿にできんかもしれないな」


「え？　なぜです？」


「気付かなかったのか？　吸血鬼ヴアンパイアの資料を要求したとき、一いつ瞬しゆんだけあの警部の視線が泳いだ。少なくとも何かある」


　そう言って真之は冷たく笑った。相変わらず抜ぬけ目がない。しかし次郎は、感心するよりも不安になった。


　──だいぶのめり込こんできてるな……


　さっきの警部に対する態度もそうだが、真之は本気になると手しゆ段だんを選ばない。なまじ頭が切れる分、始末が悪いのだ。おまけに根っからの負けず嫌ぎらいときている。


　いよいよとなれば自分の判はん断だんで彼の行動を規き制せいせねばならない、と次郎は肝きもに銘めいじた。


　その後、二人は案内された部屋で事件の資料を閲えつ覧らんした。


　ただ残念ながら新しくわかったことは少なかった。ほとんどが新聞で発表されている情報だ。真之がしつこく食い下がったが、本当にそれで全部らしい。これでは世間の酷こく評ひようも無理がないかもしれない。


　ただ、吸血鬼ヴアンパイアに関する資料はかなりの数が揃そろっていた。とはいえ、今回の事件に直接関かかわる物ではなく、古い書物、文ぶん献けんの類たぐいである。民みん俗ぞく学の学がく術じゆつ書しよに近い。


「地方の伝でん承しようを集めた物がほとんどです。あまり役には立たないと思いますよ？」


　と付き添いの刑事も忠ちゆう告こくしたが、真之は次郎が驚おどろくほどの熱心さで、これらの資料を読みふけった。


「……面おも白しろいのですか？」


　と聞いても、


「別に」


　と素そっ気けなく答えるだけだ。しかし、態度は真しん剣けんで、ときどきページをめくる手を止め、食い入るようにして文字を追っていた。


　次郎もつき合っていくつか流し読みしてみた。


　彼が知っている吸血鬼ヴアンパイアの知ち識しきは些さ細さいなものだ。人の血を糧かてにしていること。不死身であること。夜に活動すること。二本の牙きばがあること。不思議な力を持っていること。その程てい度どに過すぎない。ほとんどがゴシップ誌しで書かれていたことの寄よせ集めである。


　その点、資料の記録は詳しよう細さいだった。だが、文章の難なん解かいさは目め眩まいを覚えるほどだった。


　まして内ない容ようが内容だ。寂さびれた欧おう州しゆうの田い舎なか町に残る、古めかしい言い伝えと呪まじない。腐くさった土の墓はか場ば。乾かわいたニンニクと木もく製せいの十じゆう字じ架か。杭くい。そんな風景や描びよう写しやが気分を暗くした。


「すみません、先輩。少し外に出てきます」


　と、真之を残して部屋を出る。気分を変えようと、なるべく人の少ない方を目指した。


　──吸血鬼ヴアンパイアか。


　昨日の真之ではないが、いまのロンドンにこれほど似に合あわぬものもない。世界一の強国イギリス。その首都なのだ。


　──でも、どうだろう？


　確たしかにロンドンは世界の中心だ。が、同時に長い歴史を誇ほこる古こ都とでもある。石の街まち並なみは、夜ともなれば冷たい硬こう質しつな手て触ざわりで、濃のう霧むの中にひっそりと静まりかえる。シティと呼よばれる商業の中心地区の他ほかに、十二の地区があり、その広大で複ふく雑ざつに絡からみ合った街は、ときに迷めい宮きゆうの如ごとき様相を浮うかべた。潜もぐり込む余よ地ちはそこかしこにあるだろう。


　昼間、人でごった返していた石いし畳だたみを、深夜に歩く孤こ影えい。


　カツカツと響ひびく足音と、霧きりの中、見え隠かくれしながら長く伸のびる影かげ……


　──馬ば鹿かな。


　次郎は苦く笑しようして首を振ふった。ロンドンは広いが、それだけ人口も多い過か密みつ都市だ。人の血を吸すう怪かい物ぶつが、誰だれにも知られず生息できるはずがないではないか。


　もう戻もどろう。そう思い──しかし、次郎は足を止めた。


　会話の切れ端はしを聞きつけたのである。





「──ジャックが──」





　思わず足を止め、耳を澄すませた。


　話し声は廊ろう下かの先から聞こえてきた。階段のある方だ。


　──なんだ？　こんなところで……


　気配を隠して、階段に近づいていく。近づくに連れて、声がはっきりと聞こえてきた。


　階段には窓まどがないらしい。声は暗がりの中から聞こえる。若わかい女じよ性せいと、男の声。


「──は間ま違ちがいないのだな？」


「はい。今回の件けんも例の血けつ統とうに連なる者の仕し業わざと見て間違いなさそうです」


「ちっ。人知れず襲おそえばいいものを。身内の真ま似ね事ごとなどと……傍はた迷めい惑わくなガキだ」


「まだレイチェルの仕し業わざと決まったわけでは──賢けん者じや殿どのがご一いつ緒しよなら、あのような真ま似ねをさせるはずがありません」


「あいつが側そばにいる保ほ証しようなどない。第一、他に誰が居いる？　ジャックが死んだいま、『術じゆつ聖せいマーリン』の血を継つぐ者は、あのガキだけだ」


「ジャックが灰はいになる前に子を残した可か能のう性せいもあります」


「……お前もアリスと同じ意見か」


　女性が舌した打うちする。次郎は生なま唾つばを飲んだ。


　──なんだって？　ジャックが死んだ？


　他にも聞こえた。血統？　身内？　いったい何を話している？　切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの件であることは間違いない。だが、どういうことだ？　この二人は何を知っているのだ？


　心しん臓ぞうの動きが速くなる。だが、次郎はあえて呼こ吸きゆうを静め、細心の注意で気配を断たった。


　実戦を想定した祖そ父ふの修しゆ行ぎようは伊だ達てではない。彼が本気で気配を殺せば、奥秩父の野生動物たちですら欺あざむけたのだ。


　次郎は神しん経けいを研とぎ澄すましながら、また一歩階段へと近づいた。「ふう」と気け怠だるげな女性のため息が聞こえた。


「……とにかく、まずはアリスだな。あの馬鹿を捜さがし出し、連れ戻して監かん禁きんする」


「そんな恐おそれ多い」


「馬ば鹿か言え。屋や敷しきの者はとうに捜そう索さくの手を伸のばしている。先に見つけねば、また連中が付け上がるだけだ」


　もっとも──と女性が続ける。密ひそかに微ほほ笑えむ気配が伝わってきた。


「あいつらにアリスが捕つかまるとも思えないな。せいぜい引っかき回されるのが落ちだ」


「……神出鬼き没ぼつの方ですからな」


「ただでさえレイチェルの件で業ごうを煮にやしているだろうに。うちの婆ばあ様さまも気苦労が耐たえないな」


　ククク、と女性が人が悪そうな忍しのび笑いを上げる。ずいぶんと気の強い物言いだが、ひょっとして貴き族ぞくの令れい嬢じようなのだろうか？　人名も幾いくつか出てきた。ジャック。マーリン。レイチェル。それに、アリス。次郎はそれらの名前を残らず記き憶おくした。


　だが、肝かん心じんの話の内ない容ようがわからない。確たしかなのは、この二人が事件について独どく自じの情じよう報ほうを持っているらしいということだ。次郎はそっと壁かべに張はり付き、さらに身を乗り出した。


　が──


「……さて」


　と、待ち構かまえていたように、突とつ然ぜん女性が声のトーンを変えた。


「まさか向こうからノコノコ現あらわれたかと、少し思ったが……どうやら人違いどころか、こいつはただの人間らしいな」


　話の展てん開かいについていけず、次郎が当とう惑わくする。だが、次の瞬しゆん間かん、当惑は戦せん慄りつに変わった。


「……の、ようですな」


　と答える声が、階段に耳を傾かたむけていた次郎の背後から聞こえたのだ。


　考えるより先に身体からだが反はん応のうした。弾はじかれたように壁から離はなれて後ろを振ふり向く。


　男が立っていた。


　巨きよ漢かんだ。背せが高く、しかも重量感がある。鍛きたえ抜ぬかれた身体であることが、服の上からでもわかった。まるで鋼こう鉄てつの塊かたまりが生命を得て、動き出したかのようだ。


　フロックコートと山やま高だか帽ぼうを着込み、コートの襟えりを高く立てて、顔の下半分を隠していた。


　だが、帽子の庇ひさしと立てた襟の間から、鷹たかのように鋭するどい灰はい色いろの瞳ひとみが、次郎を真まっ直すぐ見下ろしていた。


　次郎は息をのんだ。


　強い。


　そのことが本能的に理り解かいできた。冗じよう談だんではない。これまで次郎が出会った中で、間違いなくナンバーワンの威い圧あつ感だ。


　──だが……どうして！　声は同じだ。間違いなくこの男は、向こうの階段に！


　次郎とて己おのれの技ぎ量りように自じ負ふはある。背はい後ごを取られるだけでも驚きよう愕がくなのに、全神経を集中させていた先から、一瞬で後背に回られたのだ。足音ひとつ立てない──などという話ではない。まるで神通力だ。


「……名は？」


「…………」


　男が尋たずねた。低く重たい、腹はらの底に響ひびく声だ。次郎の右手が、自然に腰こしに伸のびた。とはいえ、次郎は軍ぐん装そうだが、軍刀は携たずさえていない。


　いまや全身の産うぶ毛げが逆さか立だっていた。完全に戦せん闘とう態たい勢せいだ。しかもとっくに間合いに──次郎だけでなく、間ま違ちがいなく男の間合いにも──入っている。針はり一本でも床ゆかに落ちれば、その瞬間に自分に可能な最速の動きを取らねばならない。


　一方男も次郎の緊きん張ちようを読み取っていた。ほんの微かすかに、目元が弛ゆるむ。笑った。と思った次の瞬間、ゆらりと前に出る気配を見せた。


　次郎は即そく座ざに応おうじた。後ろに引かず、思い切って前へ。次郎の身体と戦闘本能が、退ひくことより進むことに活路を見み出いだしていた。


　男が一瞬意外そうに目を大きく開けた。が、ニヤリと笑ったかと思うと次郎の視し界かいから搔かき消えた。


「な!?」


　まさに神速だった。次郎が、自分でもわからないまま「勘かん」に従したがって身体を捻ひねる。その判はん断だんは正しかったが、無意味でもあった。追つい尾びされた男は次郎の反応に気をよくした様子を見せつつ、まるで握あく手しゆでもするように易やす々やすと彼の手首をつかんだ。そして腕うでをねじり上げ、再ふたたび彼の背後に立って、グッと力を乗せた。次郎は為なす術すべもなく押おさえ込こまれた。


「……いい動きだ、少年」


　と男が短い感想を述のべた。腹の底から恐きよう怖ふが湧わき上がってきた。


　外見に反する、ダンサーじみた軽かろやかな身体捌さばき。しかしつかまれた手首を締しめる力は、到とう底てい同じ人間のものとは思えない。本物の鬼おにに取り押さえられたかのようだ。


「なんだ。まだ子こ供どもじゃないか」


　と女じよ性せいの声がした。足音が近づき、床に向けられていた次郎の視界の中に、鈍にぶい光こう沢たくを放つ革かわ靴ぐつの先が入ってきた。


　──男？


　思わず次郎が顔を上げる。


　そして次郎は、自分が置かれた状じよう況きようすら忘わすれ、階段から下りてきた目の前の人物に目を奪うばわれた。


　暗がりの中から現れたのは、男装の麗れい人じんだった。


　シルクハットを斜しやに被かぶり、ビロードのマントを肩かたにまとって、その裾すそを優ゆう雅がに揺ゆるがせている。


　マントの下には細身の燕えん尾び服ふくとドレスシャツ。ポケットから懐かい中ちゆう時計用の金の鎖くさりが垂たれ、首元にはシルクのタイが巻まかれていた。手首にのぞくカフス釦ボタンは、暗く輝かがやくエメラルドでできている。


　そして何より、彼女はぞっとするほどの美び貌ぼうの持ち主だった。それも、ある種の毒を秘ひめた美貌だ。


　真っ白な肌はだと対照的に、不ふ吉きつなほど黒く彩いろどられた唇くちびるが、どこまでも冷たい微び笑しようを結んでいる。髪かみは上げてシルクハットに収おさめているらしいが、斜に被っているため幾いく房ふさかが耳元からこぼれていた。シルクのような光沢の、黒く長い髪だ。


　そして切れ長の、翠みどりの双そう眸ぼう。


　その瞳は、次郎の知る自然界の緑と、何かが決定的に異ことなっていた。八割わりが氷ひよう塊かいでできているが、残り二割に、知性と高こう貴きさ、幾ばくかの好こう奇き心が含ふくまれている。


　彼女は次郎を見て、死神が蠟ろう燭そくの火で戯たわむれるような、おかしそうな冷笑を浮うかべた。


　一方次郎は言葉もなく、ぱちりと目を開けたまま彼女の美貌に釘くぎ付づけにされていた。根が素す直なおなだけに、本当の驚おどろき──そして感動に触ふれると、こうなってしまうのだ。
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　奇き妙みような静せい寂じやくが流れた。薄はく氷ひようの下に破は滅めつと悪あく夢む、それに愉ゆ快かいさを封ふうじ込めた上を、すり足で歩くような静寂だった。


　やがて男装の令れい嬢じようは、白い手て袋ぶくろに包まれた手を持ち上げた。携たずさえていたステッキで、床をコツンと突つく。


「放してやれ、ケイン」


「よろしいのですか？」


「フフ──この坊ぼうや、真っ正面から私に見とれている。私に見とれる者は多いが、ここまで正直なのは久ひさしぶりだ。なかなか気分がよろしい」


　彼女は満足そうに唇くちびるを曲げた。指し摘てきされて気付いた次郎は、思わず顔を赤くした。


　と同時に、岩山が乗りかかっていたような圧あつ迫ぱく感が消えて、身体からだの自由がもどった。男は次郎の拘こう束そくを解とくと、一歩脇わきにどいて直立不動の構かまえを取った。


　次郎はゆっくりと背せ筋すじを伸ばした。女性の視線が、次郎の頭から爪つま先さきまでを、じっくりと上下した。


「見るに日本の軍人だね？」


「……ええ」


「盗ぬすみ聞きは士官学校で習ったのか？　大した腕前と見たが？」


「そ、そのことはお詫わびします。ミス──」


　次郎が言葉を途と切ぎらせた。彼女は微び笑しようし、


「カサンドラ。カサンドラ・ジル・ウォーロック。カーサでよいよ」


「……ミス・カーサ。私は日本海軍少しよう尉い、望月次郎と言います。先ほどの無礼、謹つつしんで謝しや罪ざい申し上げます」


　丁てい寧ねいな英語で告げて頭を下げる。すると令嬢──カーサは、


「詫わびにはおよばん」


　と素そっ気けなく返した。


「それより情じよう報ほうには情報で報むくいてもらいたいな。察するに、君がそうなのではないか？　昨日の事じ件けんで事情を聴きかれた、被ひ害がい者しやの同どう僚りようというのは」


　次郎は身を硬かたくした。やはり彼女、それに隣となりに立つ男は、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー事件の関係者なのだ。だが警けい察さつとは思えない。何者だろうか。


「図星だろ？」


「……確たしかにご推すい察さつの通りです。ですが、こちらもお聞きしたい。あなた方はどういう素す性じようの方なのです？　世間に知られていない事情をご存ぞんじのようでしたが……」


「私か？　私は謎なぞの麗人だ」


　慎しん重ちように──しかし正直に礼れい儀ぎ正しく切り返した次郎に対し、カーサと名乗った女性は当然のように即そく答とうした。


「……え？」


「見ればわかりそうなものだ。これほどミステリアスでビューティーな女が、そうそういるかい？　名は体を表すと東洋の諺ことわざにあったはずでは？」


「ありますけど……」


「では改めて、謎の貴き婦ふ人じんから質しつ問もんだ、少尉」


「麗人じゃないんですか？」


「今度はエレガントさを表ひよう現げんしてみた。私にとって欠くべからざる要よう素そだと気付いたからだ」


「できれば『謎の』のところを詳くわしく表現してもらいたいのですが」


「その部分は『危険なリスキー』、もしくは『甘美なラシヤス』と置き換かえてもよい」


「……変だな。言ってる英語はわかるのに、話が通じない」


　傍かたわらに立つ男──確かケインだ──が、なぜか沈ちん痛つうそうに目を閉とじていた。カーサはむしろ得意げに胸むねを反らしている。


「なに。質問といっても大したことではない。ただ、君が現場に駆かけつけたとき、その近くで間抜け面をした金髪碧眼の白人女を見かけなかったかと思ってね。食べ物を売る屋台の近くとか、ストリート・ミュージシャンの側そばが、出現率りつの高いポイントだ。物欲ほしそうに食堂をのぞき込んだり、何もない道で躓つまずいて転ぶ女がいれば、当人と見て間ま違ちがいない」


「レ、レディ。ひょっとして冗談ジヨークを仰おつしやっているのですか？　私には理り解かいできません」


　次郎の困こん惑わく顔を見ると、自じ称しよう危険リスキーで甘美ラシヤスな謎の麗人兼けん貴婦人は、「ふむ」と整った睫まつ毛げを持ち上げた。


「いいだろう。では、さっきと同じように、私の美び貌ぼうに見とれるがいい。そら。もっと近くで。遠えん慮りよはいらないぞ」


「えっ。で、ですから、そのことは謝罪──」


　カーサが無む造ぞう作さに距きよ離りを詰つめ、次郎はつい及および腰ごしになる。


　不意に、カーサがクスリと笑って翠の瞳ひとみを細めた。氷の彫ちよう像ぞうが光の反はん射しやで印象を変えるように、瞬しゆん時じにして表情が変わる。次郎の背せ筋すじがゾクリとした。


　──え？


　身体の中心に異い様ような感かん触しよくが生じ、全身の肌はだが粟あわ立だった。目の前の麗人の瞳から、何かが次郎の中に侵入してきた。まるで極北の冷水を注ぎ込まれたようだ。しかもその冷水は艶なまめかしい人の形をしていた。


　──この人が……！


　次郎はとっさに理解した。カーサが自分の中に入っている。心と記き憶おくを読まれている。


　次郎はパニックに陥おちいったが、その動どう揺ようすら内側のカーサの手で取り除のぞかれた。


　じっとしてろ──


　カーサの声が音を介かいさず、まるで血の流れを伝うようにして届とどいた。身も凍こおるような不気味さと恐おそろしさだ。が、それなのに、そのまま何もかもを委ゆだねてしまいたくなる、仄ほの暗ぐらい誘ゆう惑わくも感じずにはいられなかった。夜の闇やみに包まれて眠ねむる、甘あまい退たい廃はいが次郎を誘さそい──


　祖そ父ふの、大だい喝かつが聞こえた。


　崩くずれかけていた次郎の精せい神しんが持ち直した。侵しん入にゆう者しやの誘ゆう惑わくに対し、必死の抵てい抗こうを試みる。カーサの驚おどろく気配。と同時に、彼女の側からひとつのイメージがこぼれ落ちた。


　闇夜に広がる、きらきらとした金こん色じきの髪かみ。


　つぶらかな、透すき通った青い瞳。


　──これは!?


　イメージは一瞬で消えた。引き延のばされていた時間が元に戻もどる。


　カーサが「ふん」とステッキの先で床ゆかを鳴らした。次郎は堪たまらず膝ひざを突ついた。そうしてみてようやく、手足の自由まで奪うばわれていたことに気が付いた。


「やはり見てないか。まあ、そう都合のいいこともあるまい」


「…………」


　次郎は答えられない。死線をかいくぐった直後のように、全身が汗あせに濡ぬれ、ごっそりと気力を損そこなっていた。


　顔色を失った次郎を、カーサが冷ややかに見下ろしている。やがて彼女は口調を変え、


「……見直したよ、少しよう尉い。普ふ通つうなら良くて失神だが、まさか形だけでも抵てい抗こうしてみせるとは。よくぞそこまで鍛きたえたものだ。そのタフな老人に感かん謝しやするのだな」


　そう言って、なおしばらく次郎の顔を見つめていた。


　それから、「行くぞ、ケイン」と冷めた声で告げ、踵きびすを返した。


　再ふたたび階かい段だんの闇に戻り、今度は下に下りていく。呼よばれたケインはちらっと次郎を一いち瞥べつしたが、何も言わずあとに続いた。


　しかし階段に足をかけたあと、カーサは急に「待てよ」とつぶやいて次郎に振ふり返った。


「なあ、少尉。君が日本の軍人なら、ひとつ聞きたいことがあるんだが？」


　次郎はようやく顔を向けた。


　すると、カーサはそれまでの仮か面めんを捨すてるかのように、不思議なほど親しん密みつな表ひよう情じようを浮うかべた。まるで内ない緒しよ話をするように声を落として、


「日本の将しよう軍ぐんで『クロウ』というのを聞いたことがあるか？　本人の談によれば、祖国を代表する戦いくさの名めい将しよう、ということらしいが？」


　思わぬ質しつ問もんに、まだ衝しよう撃げきの去らない次郎の頭が空転する。それでも彼は馬ば鹿か正直に、日本の陸海軍の中でも名の知れた将校の顔を頭に浮かべた。


「……いや、『クロウ』という名は聞いたことがない」


「やはりな！　あのほら吹ふきめ。何が、『セーワゲンジ』は高こう貴きな血ち筋すじだ。聞いて呆あきれるわ。少しばかり長く生きているからと、説教ばかり垂たれやがって。チビの癖くせにっ」


　次郎の回答がよほど気に入ったのか、カーサは上じよう機き嫌げんになって高笑いした。ケインが「お嬢じよう様さま」と苦い顔でたしなめても気にも留とめない。


「いやいや、ありがとう、少尉！　礼の代わりに、この件けんからは手を引くことを忠ちゆう告こくして別れるとしよう」


「ま、待ってくれ。あなたはいったい、何者だ!?」


　問われたカーサは、ニヤリと微ほほ笑えむ。毒を持ち、尋じん常じようならざる謎なぞに満ちていようと、確たしかにその笑みは、次郎の目に美しく映うつった。


「もう忘わすれたのか？　謎の麗れい人じんカサンドラだ。ご機嫌よう、ジロー・モチヅキ！」


　小気味よい声で言い残し、カーサはケインを引き連れて階段を下りた。闇の中に靴くつ音おとが木こ霊だまし、やがてのみ込こまれていく。


　後あとを追う力はなかった。次郎はただ奥おく歯ばを嚙かんで、彼女の消えた闇を凝ぎよう視ししていた。
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　事情を聞いた真之は、地じ団だん駄だ踏ふんで悔くやしがった。


「謎の麗人だと？　くそっ、くそっ。先せん輩ぱいに資し料りよう仕事を押おし付けておいて、自分はひとり美女と逢あい引きか？　いつからそんな腐くさった奴やつになった、次郎」


「笑い事ではありませんっ。あの二人、ただ者ではなかった。しかも明らかに事件に関かかわりを持っていました」


　二人はすでにスコットランド・ヤードを後にしていた。いまいるのは、昨日の事件現げん場ばであるハンバリー・ストリートだ。もう日は傾かたむき、通りのガス燈とうにも火が灯ともっていた。


　一いち応おう現場検けん証しようのつもりで訪おとずれた二人だが、次郎はもとより、真之にも捜そう査さのノウハウなどわからない。せいぜい付近の住人に昨夜のことを聞いて回るだけだったが、それとて場ば所しよ柄がらの悪さから、ほとんど捗はかどらなかった。真之などは最初の二人で聞き込みに飽あきてしまい、次郎の話の方に余よ程ほど関心を寄よせている。


「確かにただ者ではないのだろうな。ずいぶん演えん出しゆつの利きいた催さい眠みん術じゆつ師しだ」


「さ、催眠術？」


「お前の話を聞く限かぎりでは、そう判はん断だんするのが妥だ当とうじゃないか？　お前、暗あん示じの類たぐいが覿てき面めんに利きくからな。素しろ人うとでもそうなんだから、プロの手にかかれば、どうとでもなるだろう」


「わ、私はこれまで暗示にかかったことなどありません」


「あるよ」


「いつですっ。……って、そもそもどうして先輩がそんなことを知ってるんですかっ？」


「ちなみに俺おれは十じゆつ銭せん玉だまで試ためした」


「いつだ～っ！」


　いいように弄もてあそばれる愛らしい後輩へ、真之はにこやかに笑いかけた。


「しかし、確かに素す性じようは気になるな。スコットランド・ヤードにいたってことは、警けい察さつの情じよう報ほうを聞き出しに来てたってことだろう。案外あの警部なら知っているかもしれないぜ」


「ロイド警部ですか？　嫌きらってるように見えましたが、案外評ひよう価かされてるんですね」


「ああ。あれは、口うるさい嫌われ者には違ちがいないだろうさ。ただ、どんな泥どろ臭くさい手を使っても、自分の仕事はこなすって類だ。奴にかまける必要はないが、目は離はなさない方が良いかもしれない」


　事件捜査の指し揮きを執とる警部を、真之はそう評した。確かに、ロイドは威い厳げんのある男ではなかったが、だから重要人物でないとは限らない。


「なあ、次郎」


　と真之は独ひとり言のようにつぶやいた。


「この件、裏うらでは相当込み入ってるのかもしれないな……」


「……と、言いますと？」


「うん。まだ感かん触しよく程てい度どだが……ロイドといい、その二人組といい、どうも事件に関わる者の反はん応のうが不自然な気がする。なるほどジャックは凶きよう悪あく犯はんかもしれんが、言ってしまえば単なる殺人犯に過すぎない。マスコミが騒さわぐから大げさになるのは無理もないさ。けど、それだけじゃないのかもよ？　前の事件じゃ、被ひ疑ぎ者の中に王室の人間が挙がってたそうだし、事によるとそっち筋すじの問題が、真相の背はい後ごに隠かくれてる可か能のう性せいもある」


「……藪やぶを突つついて蛇へびを出すかもしれない？」


「そう言うことだ」


　これは慎しん重ちように動かんとなあ、と真之は珍めずらしく真ま面じ目めな面おも持もちでぼやいた。


　次郎たちにしても同どう僚りようの死は見過ごせないが、事が国こく際さい問題に発はつ展てんするようなら話は別だ。開国以来、日本は国際的な評価というものに神しん経けいを尖とがらせている。面めん倒どう事ごとになる気配があれば、見て見ぬふりを決め込むだろう。


「手を引きますか？」


「まだ早いな。ただ、問題はどこを攻せめるかだ。何しろ情報が足りない。こうなったら公使館にも協力を求めて、少しでも有力な情報を──」


　そこで真之が口を閉とざした。急に、次郎が表情を厳きびしくして背はい後ごを振ふり向いたからだ。


　真之も慌あわてて後ろを見る。


　すると──


「──有力な情報を得る？　いいえ。無む駄だ手間になるだけですよ、アキヤマ少しよう尉い。そしてモチヅキ少尉。日本公使館がどう動こうと、事件の手がかりには掠かすりもしますまい」


　そう言ったのは、二人と同年代の青年だった。


　中肉中ちゆう背ぜいで、非ひ常じように整っているのに、特とく徴ちようの薄うすい顔立ちの青年だ。山やま高だか帽ぼうにフロックコートと、まるで目立ったところのない衣い装しように身を包んでいる。手を後ろに組み、自然と背せ中なかを伸のばしながら、二人から離はなれてぽつんと立っていた。


　ただ、暗い光を湛たたえた鳶とび色いろの瞳ひとみだけが、見る者に不ふ吉きつな印象を与あたえていた。帽子からはみ出した、瞳と同じ色の巻まき毛が、額ひたいにかかっている。


　事件のことが報じられたため、路地には人の行き来がない。紅こう茶ちや色の夕日が、石で作られた路地と、灰はい色いろの装よそおいをした青年をほのかに染そめていた。


　次郎は自然と真之の半歩前に出ようとした。真之はそれを手で制せい止しした。


「誰だれかな？」


「……失礼しました。政せい府ふの使いの者です。ただし、裏うら側がわの、ですが」


　と青年はうっすら笑った。真之は目をむいた。


「闇内閣シヤドウ・キヤビネツトか!?」


「ほう。よくご存ぞんじで」


　感心した様子で青年が再ふたたび微ほほ笑えむ。次郎は視し線せんで真之に尋たずねた。真之は「あとだ」と乱らん暴ぼうにささやいた。


「悪名高い闇内閣シヤドウ・キヤビネツトが、弱小国日本の少尉になんの用だ？」


「はい。お二人が事件解かい決けつのために動かれていると耳にしまして。少しなりともお役に立つよう、上の者から仰おおせつかった次し第だいです」


「……どうして？」


「さあ。わたくしごときには到とう底てい計り知れぬこと。わたくしはただ、命じられた任にん務むに従したがうだけですので」


「なるほど。軍われ人われと同じだ」


「そう言って頂いただけると光栄です」


　青年は笑みを絶たやさない。真之も笑っているが、こちらは目つきが抜ぬき身の軍刀のようだった。


　この手の駆かけ引きは、真之の十八番だ。任まかせておいて問題ない。


　だが、次郎は落ち着かなかった。彼らの話す闇内閣シヤドウ・キヤビネツトが何か知らないからではない。原げん因いんは、ただの使いと名乗る、この青年にあった。彼と対たい峙じしていると落ち着かないのだ。


　体たい格かくは次郎の方が優すぐれているし、格かく闘とう技ぎを身に付けた者特有の気配も、青年にはなかった。もちろん、スコットランド・ヤードで遭そう遇ぐうしたケインなる巨きよ漢かんのような威い圧あつ感も感じない。拳けん銃じゆうを所持している可能性はあったが、この距きよ離りなら彼が銃を抜くより先に、動きを制する自信がある。


　にもかかわらず、次郎はこの青年と戦って勝てる気がしないのだ。もっと正せい確かくに言うなら、戦いたくない。凡ぼん庸ようを絵に描かいたような青年だが、何か得体の知れないものを感じた。


「いかがでしょう？　このあとわたくしとお話しする時間を頂けませんか？」


　そう言って、青年は二人に近づいた。コツ、コツと靴くつ音おとが路地に響ひびく。次郎の全身に緊きん張ちようが走る。


　しかし真之は誘さそいを蹴けった。


「申し訳わけないが、今こん晩ばんは駄だ目めだ。上司の命令で、とあるパーティーに参加しなくちゃならない。命令とあらば逆さからえぬ立場は、ご理解頂けるはずだな？」


「……そう仰おつしやらず。お時間は取らせませんよ」


　青年はなお透とう明めいな笑みを浮うかべたまま二人に近づいてきた。次郎の間合いに入る。とっさに彼は前に進み、青年と真之の間に割わり込んだ。


　青年が次郎を見上げた。正対した両者の視線が混まじり合った。


　青年が笑った気がした。それまでの仮か面めんじみた笑みではなく、もっと生々しい、肉にく食しよく獣じゆうの笑み──


　だが、次の瞬しゆん間かん、彼の端たん整せいな顔立ちに、驚おどろきが走った。


「君は……あの女と接せつ触しよくしたのか？」


「……あの女？」


　次郎が問い返す。しかし、そのときには青年に驚いた様子はひとつもなく、代わって、より複ふく雑ざつで底の見えない黒い感かん情じようが漂ただよっていた。


「……忠ちゆう告こくを差し上げます、モチヅキ少尉。ウォーロック家の人間と関わり合うのは止よしなさい。あれは呪のろわれた血族です。薄うす汚ぎたないコソドロどもだ」


　それまでの慇いん懃ぎんな物言いに反し、そのとき青年が吐はき捨すてた台詞せりふには、憎ぞう悪おすら含ふくまれていた。次郎だけでなく、端はたで聞いていた真之まで顔色が変わった。


「わ、私はそんな家のことは──」


　反はん論ろんしかけた次郎が、途と中ちゆうで言葉をのみ込む。その家名は確たしかに聞いた。カーサだ。カサランドラ・ジル・ウォーロック。彼女はそう名乗っていた。


「……もしやと思いますが、あの方とも、すでにお会いに？」


「……誰のことだ？」


　問い返しても青年は答えず、黙だまって次郎の瞳ひとみをのぞき込んでいた。いつしか彼からは感情の名なご残りが消え去り、また最初に浮かべていた暗い目つきだけが残されていた。


　そして、青年はひさしに指をかけ、軽く頭を下げた。


「わかりました。今晩のお誘いは諦あきらめましょう。またいずれ。異い国こくの方々」


　そう言い残し、青年は去っていった。


　太陽はいよいよ地平へと沈しずみ、辺りは紅こう茶ちやのような薄い茜あかね色いろから、血のような真っ赤な色に変わっている。


「……なんだ、あいつ」


　気味が悪そうに、真之がつぶやいた。


　ふと、なんの前触ぶれもないままに、次郎は理解した。


　──『あの方とも』


　金こん色じきの髪かみと、青い瞳。


　青年が言っていた『あの方』とは、その人のことではないだろうか。理由はない。しかし次郎は、なぜかそんな予感を抱いだいていた。





３







「……まさか本当にパーティーに呼よばれていたなんて……」


「あれ？　飯のとき言わなかったか？」


「聞いてません。話してません。言いましょうよ、上司の命令ぐらいっ」


　次郎はうんざりとため息をついた。


　いま二人がいるのは、ある英国海軍将しよう官かんの自じ宅たくだった。上流階級の人間らしく、その邸てい宅たくには華か美びな造つくりのダンス・ホールが備そなえられていた。そこで、主あるじの誕たん生じようパーティーが催もよおされているのだ。


　参加者には、政せい治じ家や資し本ほん家といった市の有力者たちと、その夫人たちが大おお勢ぜいいた。上じよう質しつの燕えん尾び服ふくとタキシード。それに色いろ鮮あざやかな流行のドレスが、ダンス・ホールの中を回遊している。


　しかし、参加者の大半を占しめるのが海軍関係者、特に上級士官たちだった。全員が高こう価かな礼れい装そうを着こなし、胸むねに勲くん章しようを下げぬ人間は一人もいなかった。「金ぴかの巡じゆん洋よう艦かんができそうだな」とは真之の憎にくまれ口である。


　かくいう二人も日本海軍の礼服に身を包んでいる。自信家の地が表に出るのか、真之はずいぶん様になっていた。対して、次郎はやはりぎこちなかった。窮きゆう屈くつなジャケットはもちろん、シャツのウィングカラーや蝶ちようネクタイが見るからに息苦しそうだ。


　このパーティーに招かれたのは、彼らの上司、英国駐ちゆう在ざい武ぶ官かんの佐藤中ちゆう佐さだ。二人はそのお供ともである。このことは佐藤の口から真之に伝えられていたが、さっき非ひ難なんしたように、次郎までは伝わっていなかった。聞いたのは、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの青年と別れ、家路に着いた途と中ちゆうである。


「……先せん輩ぱい。闇内閣シヤドウ・キヤビネツトってのはなんなんです。ずいぶん厳いかめしい名前ですが」


「んー……実は俺も、知り合いの外交官から噂うわさ話を聞いたぐらいなんだが」


　と真之は行ぎよう儀ぎ悪く頭を搔かきながら説明した。


「本来は政せい権けん交代に備えて用意された次の内ない閣かくを指すらしいが……それが隠いん語ご的に、とある機関を呼ぶ名めい称しようにも使われるようになったらしい。諜ちよう報ほう活動を一手に引き受ける、政府公こう認にんの秘ひ密みつ結社、ってことだ。その権力は内閣や議会、ときに王室をも上回るそうだが……何しろ噂話だからなあ。俺も都市伝説みたいなもんだとばかり思ってた」


「それが実じつ在ざいした、ってことですか？」


「まだわからんよ」


　素そっ気けなく真之は肩かたを竦すくめ、のんきにカクテルグラスを傾かたむけた。次郎も仕方なく、手にしたグラスに口を付ける。たぶん高価な酒なのだろうが、味はよくわからなかった。


　実は二人とも、すでにかなりの量を飲んでいる。


　佐藤中佐の付き添そい役は、死んだ下田中尉が引き受けるはずだった。二人は交代要員なのだ。他ほかにも適てき当とうな階級の士官は英国に滞たい在ざいしているのだが、二人が選ばれたのは、先方に指名されたかららしい。すでに彼らの間でも、二人が切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー事じ件けんの現げん場ばに居い合あわせたことは知られているのである。


　おかげで、さっきまでは人に囲まれて身動きも取れない状じよう態たいだった。


　何しろ相手は他国の軍人で、その上一人残らず二人より階級が高い。物もの怖おじしない真之が話し相手を引き受け、次郎はときどき彼の振ふった話題に頷うなずくことしかできなかった。


　それでも恐おそろしく疲つかれていた。


　卑ひ下げするわけではないが、次郎は自分が山やま出だしの青あお二に才さいであることを自覚している。祖そ父ふの手で礼節のなんたるかは叩たたき込こまれていても、こういう場での話わ術じゆつや作法までは教わることができなかった。どうにも身の置き所がない。


　生気のない瞳ひとみで、次郎はぼんやりと周りを眺ながめた。


　尽つきることのない豪ごう勢せいな料理も、豪ごう奢しやな造つくりのシャンデリアも、音楽家たちの生なま演えん奏そうも、参加者たちの笑え顔がおの会話も。そして、鏡のようにそれらすべてを逆さかさまに映うつす、磨みがき抜ぬかれたホールの床ゆかも……


　すべてが絵空事に思えた。いま次郎が腰こし掛かける椅い子すにまで、細かい細工がびっしりと施ほどこされているのだ。椅子に座すわったまま、ぐっと足の裏うらに力を入れてみる。下ろし立ての革かわ靴ぐつは、臙えん脂じ色をした毛足の長い絨じゆう毯たんに、どこまでも沈しずみ込んでいく錯さつ覚かくがした。


　これがイギリスの社交界。いずれ、西洋に傾けい倒とうする日本にも、似にたようなシステムが持ち込まれるのだろう。


　奥秩父の山やま奥おくで寝ね起おきした、薄うすい布ふ団とんやささくれだった畳たたみ。あれはいま、どうなっているのだろう。なんだか、あの世界まで実態のない絵空事に思える気がした。


　疲れているのだ。そう思った。


　何しろ、真之を迎むかえてからというもの、予想だにしない事態の連続だった。兵学校の先せん輩ぱいの変わらぬ性せい格かくは、むしろ嬉うれしい。しかし、それから切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの殺人現場に通りかかり、スコットランド・ヤードで夜中中質しつ問もん攻ぜめに遭あい、無む理り矢や理り事件捜そう査さに乗り出したかと思うと、あの異い様ような二人組だ。さらには聞いたこともなかった闇内閣シヤドウ・キヤビネツトという秘ひ密みつ組そ織しきを知り、絵え巻まき物のような絢けん爛らん豪ごう華かなホールに立って、笑顔を張はり付けたまま好こう奇きの的になっている。しかも振り返ってみると、何ひとつとして確たしかな進しん展てんがない。


　──私は……


　いまどこに居いるのだろう？　そしてどこへ向かっているのだろう？


　わからない。思えば自分はこれまでずっと、信しん頼らいできる誰か、好ましいと思える大切な誰かの後ろに、ただ付き従したがって生きてきた。自分の意い志しで、自分の価か値ち観に添そって何かを選せん択たくしたことなど、果たして一度でもあっただろうか？　思い出せない。


　ならばこの途と方ほうもない当とう惑わくは、自じ業ごう自じ得とくと言うしかない。全身の力がぽとんと抜け、諦てい観かんと自じ嘲ちようが、ため息となって滑すべり落ちた。


「次郎」


「……え？　あ、はいっ。済すみません。なんですか？」


　真之に呼よばれ、物思いに沈んでいた次郎が慌あわてて返事をする。見れば、兵学校時代からの先輩は、優やさしい目つきで後輩を見守っていた。


「そろそろ出よう。俺おれも、飽あきた」


「え？　し、しかし佐藤中佐はまだ……」


「いいよ。もう俺たちの見せ物も済んだ。中佐には許きよ可かを頂いただいてくる。中佐のことだ。駄だ目めとは言わないだろう」


「……済みません。気を遣つかって貰もらって」


「馬ば鹿か。言ったろ。俺もいい加か減げん、飽きたんだ」


　そう言って笑い、真之は一度その場を立ち去った。
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　霧きりが出ていた。


　ロンドンの霧といえば、世界的に有名な、この都市の名物だ。しかし、実はロンドンの霧は、暖だん房ぼう用に炊たかれた石せき炭たんの煤ばい煙えんを大量に含ふくんでいる。衛えい生せい上問題の多い濃のう霧むであり、ロマンチックな代しろ物ものとはいえない。


　だが、それでもやはり、「霧のロンドン」だった。


「見ろよ、次郎っ」


「見てますよ。今夜はまた、ずいぶんすごい霧ですね」


　二人は馬車を拾わず、徒と歩ほで下宿を目指していた。酔よい覚ましのためでもあるが、真之が霧の中を歩こうと提てい案あんしたからだった。


　石と煉れん瓦が、鉄てつ骨こつで作られた無ぶ骨こつな街まち並なみを、巨きよ大だいな生き物を連想させる濃のう霧むが、ゆっくりと徘はい徊かいする。その様は、大だい胆たんでダイナミックだ。静せい寂じやくが霧の舞ぶ踏とうを引き立てて、言いようのない神しん秘ぴ的感動と、さざ波に似にた昂こう揚ようを感じさせる。


　そして、何より幻げん想そう的だった。


　色濃こい霧は分ぶ厚あついヴェールとなって街をのみ込んでいる。その不ふ透とう明めいな霧の奥おくから、ガス燈とうの籠こもった明かりや、車輪のくぐもった響ひびきが届とどいてくるのである。


「俺は前来たときも、この霧が大好きだったんだ」


　子こ供どものようにはしゃぐ真之に、次郎も微ほほ笑えみ、同意した。


　霧は次郎を優しく包み、少しの間だけ世界を遠ざけてくれる。疲つかれを癒いやすにはもってこいの、素す晴ばらしいプレゼントだった。


　興きようが乗ったのか、真之は「テムズ河がわに出ようぜ」と遠い回り道を提てい案あんした。次郎も拒きよ否ひしなかった。切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの影えい響きようで、ロンドンの夜は、常つねより人が少ない。夜霧を独どく占せんしているようで、すぐには帰りがたかった。


「こいつらの多くは煙えん突とつから吐はき出される。ロンドンにこいつらが姿すがたを見せたのは、産業革かく命めい以い降こうだ。人々が豊ゆたかになるにつれ、その豊かさにあやかろうとロンドンに現あらわれたのさ。俺はな、そういう奴やつらが好きなんだ。抜け目なくて図ずう々ずうしい奴が。いずれこいつらの仲間が東京にも現れるかもしれない。俺は、その日が待ち遠しい」


「洗せん濯たく物が汚よごれますよ？」


「お前は馬鹿だ。本物の馬鹿だ、次郎」


　少し酔よっているらしい。真之は楽しそうに悪あく態たいをついた。


　それから不意に真しん剣けんな眼まな差ざしになって、次郎の目を見み据すえた。次郎も思わず足を止めた。


「……次郎。日本の海軍は、これからだ」


「先せん輩ぱい？」


　突とつ然ぜんの話題に、次郎は首を傾かしげる。しかし真之は構かまわずに続ける。


「いいか、次郎。日本は去年、清シン国に勝った。無む論ろん、海軍もだ。だが、あれは日本が勝ったというより、清国が自じ滅めつしたと評ひようすべきだ。あのときの敵てき軍ぐんは酷ひどかったぜ。もし立場が逆ぎやくなら、とても戦う気にならなかったろう」


「酷いって……あの清国の海軍がですか？」


「それだよ。開戦前は国の連中も、清国の虚きよ栄えいにずいぶん怯おびえてた。だが、あそこの内実は最悪だ。腐ふ敗はいと退たい廃はい。歴史ある大国の宿命だ。構こう造ぞうそのものが限げん界かいに来ていた。それだけのことなんだ。日本は──海軍は弱い」


　苦々しく、真之は吐はき捨すてた。饒じよう舌ぜつなのはいつものことだ。だが、普ふ段だんのおちゃらけた様子とは違ちがっていた。


「兵はいいんだ。兵の練度は高い。このイギリスと比ひしても決して劣おとらないだろう。だが、指し揮きが拙まずい。稚ち拙せつ──というより、時代遅おくれだ。原げん因いんははっきりしている。いまだに軍に蔓延はびこっている藩はん閥ばつの気風だ。維い新しんから三十年近く過すぎたいまでも、まだ老人どもが戊ぼ辰しん戦争の自じ慢まん話ででかい顔をしてやがる。現げんに、海軍上級士官のほとんどは、薩さつ摩ま藩はん出身者ばかりだった。奴らには清国の敗はい因いんが見えなかったのか？　馬鹿が。帆ほ掛かけ船で敵に体当たりしてた時代じゃねえんだぞ」


「先輩……」


　予期せぬ激はげしさをはらむ吐と露ろに、次郎は動どう揺ようせずにいられなかった。日ひ頃ごろ飄ひよう々ひようとした真之でさえ、こんな鬱うつ憤ぷんを抱かかえていたのだ。次郎は気が付きもしなかった。


　事実、真之の指し摘てきは誤あやまっていなかった。少しよう尉いの発言としてはずいぶん過ぎた言い方かもしれないが、彼の優すぐれた戦せん術じゆつ眼がんは、目を逸そらすことなく自軍の欠点を直ちよく視ししている。だからこそ本気で、その原げん因いんに怒いかりを覚えているのである。


「だが、これからは違う」


　うつむき、両手の拳こぶしをきつく握にぎって、真之は言った。彼の野心と才覚が、礼服を突つき破やぶって噴ふん出しゆつしてくる。


「お前も覚えてるだろ？　一昨年山やま本もと大たい佐さが断だん行こうした、海軍内部の大改革を。あれが効きいてきている。実じつ際さい、あれをやってなきゃ清国との勝敗は相当怪あやしかったはずだ。これからは藩閥なんか関係ない。本物の──本物の実力を持った奴が上に行くんだ」


　真之の目には、狂くるおしいほどの何かが宿っていた。次郎はその何かに圧あつ倒とうされた。そんなにも荒あら々あらしい想おもいを、次郎はこれまで一度も抱いだいたことがなかった。


　真之の言う改革とは、日清戦争前夜に当時の海軍大臣官かん房ぼう主事、山本権ごん兵べ衛え大佐が行った、海軍内の人事刷さつ新しんのことだ。その内ない容ようは革命と評すに相ふさ応わしい大リストラで、薩摩藩出身の将しよう校こうを中心に、海軍将校の半分以上が退たい役えき、もしくは予よ備び役えきに回された。徹てつ底てい的な能のう力りよく主しゆ義ぎが取られたのである。これよりのち、日本海軍は日清戦争、日にち露ろ戦争と世界が驚きよう嘆たんする戦果を挙げるに至いたるのだが、その近代海軍は、事実上山本大佐一人の手によって造つくり上げられたと言われている。


　真之の頭ず脳のうは、そうした未来の到とう来らいを予感していた。自らの才の前に無む限げんの沃よく野やが開かれたことを、彼は鋭えい敏びんに感じ取っているのである。


　──なんて……


　なんて自分と違うんだろう、と次郎は頭から冷水を浴びせられたようだった。


　真之は無二の親友だ。美点も欠点も含ふくめ、その人じん格かくを理り解かいしている気でいた。


　しかし、違ったのだ。真之が一種の天才──戦せん略りやくと戦術に秀ひいでた若わかき天才用兵家であることは、昔から気付いていた。だが、その才能が求めるものが何か。そのことにまでは考えが至らなかった。


　それは、舞ぶ台たいだ。


　天才が、その巨きよ大だいな才を発はつ揮きするに足る、舞台なのだ。


　真之はこれから、その舞台に上がろうとしている。


「お前も──」


　と真之は続ける。


「来い」


　稲いな妻ずまに打たれたようだった。真之の視し線せんが、次郎を貫つらぬいていた。


「はっきり言おう、次郎。お前に将たる器うつわはない。おそらく俺にもあるまい。だが俺には軍ぐん略りやくの才があり、お前には衛えい護ごの能がある。俺はこれから海軍を駆かけ上り、世界に名だたる名めい参さん謀ぼうになってやる。だからお前は俺の側そばで、俺の背せ中なかを守れ。お前が背中を守るなら、俺は世界中のどんな軍隊相手でも、必勝の奇き計けい奸かん策さくを練って見せる。だから──」


　だから、と真之は繰くり返す。彼の瞳は、黒く燃もえ盛さかる火か炎えんを上げている。


　が、その火は徐じよ々じよに激しさを隠かくし、ゆっくりと鎮ちん火かしていった。あとには、高熱に焙あぶられた澄すんだ鋼はがねが、冷ややかさすら感じさせる手て触ざわりを見せて、残されていた。


「だから、俺と来い、次郎。俺たち二人で海軍を動かし、日本を世界のトップへ押おし上げるんだ」


　激げき情じようは去っていた。だが幻まぼろしではない。真之は次郎へと手を差し伸のべた。ひねくれ者の彼が見せた、それは静かで真っ直ぐな絆きずなだった。


　次郎は動けなかった。


　祖そ父ふの顔が脳のう裏りを過よぎった。


　──これが、そうなのか？


　自分の向かうべき場所。親も故こ郷きようも持たぬに等しい自分が、唯ゆい一いつ祖父から残されたこの身を捧ささげる場所。それがここなのだろうか？　彼が自分に差し向ける手。その先にある場所が。


　──そうかもしれない。


　と、次郎はそのとき、確たしかにそう思った。真之の提てい示じする未来に、次郎は価か値ちを見み出いだしていた。


　二人の足あし下もとで風に吹ふかれた霧きりが渦うずを巻まく。


　ふと、次郎は我に返り、急に照れくさくなった。真之も、次郎の心情に気付いたのだろう。子こ供どもじみた夢ゆめ語りに頰ほおが赤らみ、けれども差し伸べた手は下ろさなかった。


　次郎が頷うなずく。そして、親友の手を取るべく腕うでを伸ばす。
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　しかし、運命は彼に、その時点での選せん択たくを許ゆるさなかった。
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　街を包む、幻げん惑わくの霧きり。


　その霧の彼か方なたから若わかい女じよ性せいの悲鳴が聞こえ、手を握にぎりかけた二人の青年は、全身を竦すくませた。


「聞こえたか？」


「聞こえました」


　次郎と真之が視線を交かわす。二人は、互たがいが同じ想そう像ぞうをしていることを悟さとった。


　切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー。


「行くぞっ。橋の方だ」


「はいっ」


　二人は霧の中を駆け出した。


　高い靴くつ音おとが人気のない街まち並なみに木こ霊だまする。テムズ河がわを行き交かう船から、濃のう霧むを乗り越こえて霧む笛てきが届とどいていた。二人は夜の街を駆け、河岸に出た。


　ロンドンの霧は岸辺が特に濃こい。開けた場所のはずなのに、遠景は霧に阻はばまれていた。


　橋に向かう。霧と霧との隙すき間まに見えるのは、鉄てつ鋼こうと花か崗こう岩がんの橋、ウエストミンスター橋だ。二人がいるのは河の西側で、脇わきには国会議事堂──ウエストミンスター宮きゆう殿でんの偉い観かんが望めた。ゴシック様式の華か麗れいな建けん築ちく物が、霧に隠かくれてひっそりとそびえている。


　二人は橋のたもとに差し掛かかった。


　橋は一ひと際きわ色濃い霧に塞ふさがれ、対岸はおろか中なか程ほどさえも見み渡わたせなかった。だが、その霧のカーテンの向こう側から、再ふたたび女性の声がした。声は近づいてくる。それにつれて、馬ば蹄ていと轍わだちの音も聞こえてきた。馬車が橋を渡り、近づいているのだ。


　次郎は橋を塞ぐように立ち、霧の向こうに目を凝こらした。


「次郎っ。近いぞ！」


　真之が叫さけんだ直後、ぼんやりとした光が見えた。馬車に吊つられたランタンだ。ガタガタ揺ゆれ浮うく光の輪が、霧の中に浮かんでいる。そして緩ゆるやかな河風に霧のカーテンが揺れ、馬車を曳ひく二頭の馬と、車体、そして御ぎよ者しや席に座すわる人ひと影かげが視界に入った。


　馬車のスピードが速すぎる。暴ぼう走そうしているのだ。次郎の全身に、素す早ばやく緊きん張ちようが走った。


　そのとき──


　頭上から。


　まるで天界の底が抜けたかのように、荘そう厳ごんな鐘かねの響ひびきが降ふり注いだ。


　心しん臓ぞうが飛び跳はねた。鐘の音は高く、低く、世界中に鳴り響くかの如ごとく高らかに木霊した。


　国会議事堂の時計塔とうが、零れい時じを告げたのだ。


　同時に、霧が晴れ、満月が地上を照らす。


　吸すい込まれそうな澄すんだ夜空を背はい景けいに、天を突つく時計塔が露あらわになった。ビッグ・ベンと呼よばれる巨大な鐘が、月光を跳ね返す。月が投げた輝かがやきは地上にも届き、次郎の足あし下もとをほのかに照らし出した。夜気はまだ、鐘の響きに震ふるえている。透とう明めいな震しん動どうと、青白い光のシャワー。まるで舞ぶ台たいの幕開けのようだ。


「次郎！」


　真之が悲鳴を上げた。ハッとする。鐘の音に意い識しきを奪うばわれていた。気が付くと、馬車が立てる轟ごう音おんが、すぐ側そばまで迫せまっていた。


　次郎がとっさに身み構がまえた。次の瞬しゆん間かん、霧のカーテンを突き破やぶり、けたたましい音を立てつつ、月光の下に馬車が飛び出した。


　──あ。


　と次郎は息を止めた。そのすぐ横を、猛もうスピードの馬車がいまにも自じ壊かいしそうなほど跳ねながら通り過すぎる。


　御者席に座る人物と、視し線せんが交こう錯さくした。女性だ。彼女の視線もまた、目の前に立ち塞がっていた次郎に向けられていた。


　青い──まるで、日差しの降り注ぐ大海の色をそのまま写し取ったような、紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。


　金こん色じきの──豊ゆたかに実った一面の稲いな穂ほにも似にた、豊かな、長い髪かみ。その髪が、馬車の上で幟のぼりのように、ふわりとなびく。


　彼女は次郎を見ていた。


　目が逸そらせなかった。馬車が通り過ぎた直後に、身体からだが勝手に後を追った。


　次郎は走り出した。視線は馬車に釘くぎ付けだ。大きく息を吸い、走る。全身の筋きん肉にくが弾はじけ、気がつけば全力で大地を蹴けりつけている。


　馬車を追い、並ならび、併へい走そうし、腕うでを伸のばして、次郎は跳ちよう躍やくした。ドアの取っ手をつかむ。馬車の震動は、外から見るより遥はるかに激はげしい。振ふり落とされないようしがみつき、また腕を伸ばして、御者席へ這はい進んだ。視界の端はしで、街がい灯とうの明かりが軽けい快かいに流れ去っていく。霧のヴェールを何度もくぐり抜けた。


　無む我が夢む中ちゆうだった。次郎は御ぎよ者しや席せきに手を掛けた。「くっ」と呻うめきながら、渾こん身しんの力を出して身体を動かした。


　すると、目の前に白い手が、にゅっと伸びた。


　次郎の手首をつかむ。ひやりとした柔やわらかい感かん触しよくを感じた。


　直後、


「えいやっ」


　と可か愛わいらしいかけ声が聞こえ、次郎の身体がもの凄すごい力で引っ張ぱり上げられた。


　落ちる、と思った。が、彼が落ちたのは御者席の上だった。


　自分の情じよう況きようがすぐには理り解かいできず、突き進む夜道を前に、次郎はしばし呆ぼう然ぜんとなった。


　横を向くと、彼女がいた。彼女も次郎を眺ながめていた。


　美しい人だった。


　自分と同じ──いや、年上だと思うが、やけに幼おさない、無む垢くな雰ふん囲い気きがある。黒い無地のドレスの上に毛け織おりのケープを巻まき付けただけの質しつ素そな装よそおいだった。ちょっと近くまで使いに行く途と中ちゆうのような姿すがただ。それが余よ計けいに彼女を子こ供どもっぽく見せていた。


　しかし、そんな装いとは裏うら腹はらに、彼女自身が放つ清せい廉れんな美は、燐りん光こうのように彼女を包んでいた。


　白い肌はだ。細い首くび筋すじ。風になびく金きん髪ぱつが、きらきら輝きながら月光と遊んでいる。


　彼女は、桜さくら色いろの唇くちびるを小さく結んだまま、じっと次郎を見つめていた。ほのかに頰ほおが上気している。少し照れているように見える。なぜだろうか。次郎は不思議に思った。不思議に思いながら、彼女の青い瞳に意い識しきを奪うばわれていた。


　と、彼女が恐おそる恐る唇をすぼめた。


「──こ」


「こ？」


「今こん晩ばんはっ」


「あ。はい。今晩は」


「平気？　怪け我がしなかった？」


「だ、大だい丈じよう夫ぶ。平気です。怪我はありません」


「よかった」


「はい」


　少し舌したっ足らずな声だ。次郎が答えると、彼女はまだ少し照れくさそうに、にっこりと笑った。


　まるで白い蕾つぼみが開くようだった。そのような笑え顔がおを、次郎は初めて目にした。


　なんて無む邪じや気きに笑うんだろうか。まるで天使みたいだ。
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　そして、夜空の流れ星が百も通り過ぎ、世界がぐるぐる何周も回転したあと、ついに次郎は、自分が暴ぼう走そう中の馬車に飛び移うつったことを思い出した。


「馬車！」


「うん。これは馬車だよ。二頭立ての馬車。右の子が疾しつ風ぷう号で、左の子が突とつ風ぷう号」


「止めないとっ」


「えっ？　駄だ目めだよっ」


「しかしっ。暴走してます！」


「いいの。もっと急いで欲ほしいぐらいなのっ」


「そんなっ。どうして!?」


「ぼくたち逃にげてるんだよ」


「ぼく──たち？」


　次郎の視線が背はい後ごに向かう。他ほかにも人が？　馬車の中にいるのか？


　──それに……


　逃げてる？　いったい何から──


　その答えは、次の瞬しゆん間かん、馬車の屋根に降おり立った。


　古めかしい、闇やみ色いろのスーツを着た男だ。揺ゆれ動く馬車の上で平然とバランスを取り、御ぎよ者しや席の次郎を無言でにらんだ。その目が人ならざる光を放ち、霧きりの中に輝かがやいていた。


　次郎は息をのんだ。すると、男が笑った。開いた口から人が持たぬ物が見えた。


　長く鋭するどい、獣けもののような牙きばだ。


「か──！」


　怪かい物ぶつ、と次郎が口にするより先に、男が襲おそいかかってきた。


　次郎の思考は完全に麻ま痺ひしていた。目の前の光景についていけない。が、鍛きたえ抜ぬかれた身体からだが、積み重ねた修しゆ行ぎようの成果を示しめした。昼間と異ことなり、礼れい装そうの次郎は腰こしに軍刀を下げている。男が攻こう撃げきをしかけた刹せつ那な、彼の右手が柄つかに走り、白い剣けん筋すじを閃ひらめかせた。


　予想外の反撃に、男は馬車の外へと転落した。地面に落下し、そのまま霧の中に置き去りにされる。「ッハ」と次郎が息を吐はき出した。遅おくれて手足が震ふるえだした。


　──あの牙っ。まさか、あれは……!?


「スゴイ！」


　と、見ていた女じよ性せいが、目をまん丸にして歓かん声せいを上げた。


「いまの何!?　刀がぴかって光ったよ!?」


　そんな訳わけはない、と言いたかったが、次郎の舌は乾かわいて張り付いていた。彼の目は、次の敵てきを捉とらえていたのだ。それも、一人ではない。全部で三つ。霧の中を突き進む馬車を、いまの男と同じ眼がん光こうが、走りながら追ってきていた。


　──なんだ？　こいつらいったい……!?


「あっ。座すわって」


「え？　──うわっ」


　馬車が唸うなりを上げて急カーブを曲がった。次郎は御者席から転げ落ちそうになり、必死に座席にしがみついた。馬車が壊こわれる、と彼女に叫さけぼうとしたが、吸すい込こんだ息が魔ま法ほうのように消えた。彼女はバシバシと手た綱づなを揺ゆさぶっていたのだ。両目を固く閉とざしたまま。


「速過すぎます！　スピードを落として！　そして前を見てっ！」


「駄目だってばっ。追いつかれるもん！」


　幸運にも、御者の無む茶ちや苦く茶ちやな命令に、疾風号と突風号は忠ちゆう実じつに応こたえてくれた。


　辛からくも道路を折れる。次郎は神しん仏ぶつに祈いのりながら、背後を振ふり返った。駄目だ。まだ男たちは追ってくる。


「……あいつら一体何者なんだ!?」


「えっ。知らないの？」


「知ってるんですか!?」


「あっ。えーと……」


　次郎が詰つめ寄よると、彼女は急にそわそわし出した。それから、いや待て、という表ひよう情じようを浮うかべ、


「……ところで、あなたは何をしに来たの？」


「え？　わ、私はその……馬車を止めに……」


　口にしてから、それが噓うそだと、次郎は自分で気が付いた。


　彼が馬車に飛び乗ったのは、何も暴ぼう走そうを止めねばと思ったからではない。ただ、彼女を目にしたからだ。


　自分は、彼女に引き寄せられたのだ。


「……降おりて」


　と彼女は言った。それから「あ、ごめん」と慌あわてて付け足した。


「もうちょっとスピード落とすから。そしたらなんとか飛び降りてみて」


「何を言ってるんです!?」


「だって──」


　彼女がこちらを見る。言わんとすることはわかった。確たしかに、自分はただの闖ちん入にゆう者しやに過ぎない。彼女とはなんの関かかわりもないのだ。


「ぼくらは平気だから。あの人たちは、ぼくのこと、乱らん暴ぼうに扱あつかったりしないから」


「しかし──！」


「いいんだ。ありがとう。その──」


　と、再ふたたび背はい後ごの車体がガタリと揺ゆれた。


　振り返る。今度は左右のドアに男が一人ずつ張はり付いていた。「くそっ」と次郎はがむしゃらに軍刀を振るった。


　張り付いていた男が、頭上に飛び跳はねる。そのままとんぼ返りを打って屋根に移い動どうした。信じられない動きだった。次郎は歯を嚙かみしめた。そして余計なことを考えるのを止やめた。


　──これは、戦いくさだっ。


　単たん純じゆんなもので、その一心が次郎の動きを、彼が持つ最上の動きへと変化させた。次郎の両目に剣けん士しの眼光が宿る。ろくに身動きもとれない御ぎよ者しや席で、次郎はしっかりと足場を確かく保ほし、軍刀の切っ先を縦じゆう横おうに閃かせた。


　男の手が鈍にぶる。光る瞳ひとみに、侮あなどりではなく驚きよう愕がくが浮かんだ。その瞬しゆん間かんを捉とらえ、次郎は屋根の上へと飛び上がった。


　男が啞あ然ぜんと目を見開いた。次郎は構かまわなかった。祖そ父ふの剣は示じ現げん流。「攻こう」はあっても「防ぼう」はない。無言で敵てきに迫せまり、無言で斬きり付ける。どばっと血が噴ふき、男が馬車の上から落ちた。


　まだ。


　次郎の身体が回転し、軍刀が真一文字の軌き跡せきを描えがく。反対側のドアに張り付いていたもう一人──隙すきを突ついて背後に迫っていた男が、呻うめき声と共に落下した。誠一郎が見ていたら会心の笑えみを浮かべただろう。流れるような剣けん捌さばきだった。


　だが、追っ手は三人いた。


　その三人目が地上から屋根の上の次郎に飛びかかった。油ゆ断だんした。躱かわすことができず、次郎は大きく体たい勢せいを崩くずした。


　──しまったっ。


　身体が空中に投げ出される。男もまた、馬車に留とどまれず飛び出していた。やがて衝しよう撃げきが全身に走り、激げき痛つうが目の裏うらを赤く染そめた。


　落ちたのは街路樹じゆのある植え込みの上だった。さもなくば死んでいたかもしれない。それでも全身に受けた衝撃の余あまり、次郎は息をすることもできなくなった。


　馬車が走る。


　と、金きん髪ぱつの頭が御者席から突き出された。次郎が落ちたのを見て、瞳ひとみと口とがそれぞれ大きな丸を作る。降りろと言ったにもかかわらず、彼女は馬車を止めようとした。


「駄目だっ。行って！」


　痛いたみを無む視しして大声を上げた。彼女はびくりと身体からだを竦すくませ、泣きそうな顔になって次郎を振り返った。


　そして、彼女を乗せた馬車は、霧きりの中に吸すい込まれて行った。


　側そばで、共に落下した男が立ち上がった。拙まずいと、次郎が歯嚙みする。いまの情じよう況きようでは戦えない。


　しかし、


「構うなっ。追え！」


　彼の仲間がそう呼よびかけると、男は頷うなずき、次郎を捨すてたまま仲間と共に馬車を追った。


　男には、落下のダメージなど、全く見られなかった。いや。それどころではない。いま呼びかけた男は、次郎が最初に斬った男だ。間ま違ちがいなく深い傷きずを負わせた。それが、何事もなかったかのように、馬車を全力で追いかけていったのである。


「……どうなっている……」


　霧と血と刃やいばの嵐あらしが去ったあとで、次郎はただ呆ぼう然ぜんと横たわっていた。空には月が皓こう々こうと照っている。風は冷たく、夜空では月光に輝く雲が、音もなく滑すべっている。


　やがて、息せき切った真之が追いつくまで、次郎は心も身体も身動きすることができずに、ただ天空を見上げていた。





　それが、望月次郎にとって大きな変へん換かん点となる、ロンドンの一夜だった。









　　二章　青い瞳ひとみのアリス
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『　　捜さがさないで下さい。　　アリス　　』





「……捜すぞ」


　と、届とどけられた手紙を二つに裂さき、四つに裂き、八つに裂き、十六に裂いて床ゆかにばらまきながらカーサは宣せん言げんした。


　カッカッカッと靴くつ音おとも高く、足早に廊ろう下かを進む。明かりはない。濃のう密みつな闇やみの中で、同色のマントが泳いでいる。真の暗闇の中を、カーサは迷まよう素そ振ぶりもなく歩いていた。ケインは慌あわてて彼女のあとを追った。


「お待ち下さい、カーサ様。間もなく夜が明けます」


「構うものかっ。クソッ。あの能のうなしどもめ。一ひと晩ばん中鬼おにごっこをしたあげく、まんまと撒まかれて帰ってくるとはっ。しかも、こんな置き手紙までつかまされてだ！　案の定といえば、その通りだが……一度でも屋や敷しきに連れん絡らくを入れれば、私が直ちよく接せつ出向いていたのにっ」


「……わかっておいででしょう。御お館やかた様はカーサ様をこの件けんから外したいのですよ」


　とケインは苦い顔で言った。カーサが、キッと振り返る。闇の中、彼女の光る双そう眸ぼうが淡あわい軌き跡せきを残した。


「賢けん者じや殿どのはカーサ様と特別懇こん意いになさっています。御館様としては、あくまでもウォーロック家として賢者殿を持てなしたいのでしょう。これ以上カーサ様が個こ人じん的にあの方のご寵ちよう愛あいを賜たまわることを回かい避ひしたいのですよ」


「……ババアめ」


　カーサはマントを跳はね上げ、忌いま々いましそうにステッキを振り回した。白はく皙せきの美び貌ぼうが朱しゆに染そまっている。


「それでアリスが恩おんに着るとでも思っているのか？　馬ば鹿かが。あいつは、あいつの『血』に従したがうだけの存そん在ざいだっ。どれほど媚こびを売ったところで、特定の血族に肩かた入れなどするものか！」


「賢者殿はそうでしょう。あの方は古いにしえよりずっと、あの方なりの中立を貫つらぬかれている。しかし、賢者殿とウォーロック家の距きよ離りが近づけば、その事実だけでも対外的な意味はあります。御館様としては、あの方が持つ大陸への影えい響きよう力りよくを無視できないのでしょう」


　この程てい度どの事じ情じようは、説明するまでもなくカーサも理り解かいしているはずだ。というより、彼女以上にそうした駆かけ引きの機き微びに通じた者は、ウォーロック家に存在しない。ケインがわざわざ口にしたのは、カーサにそのことをいま一度思い起こさせるためである。


「それに、今日はダール卿きようが『ゲーム』に来られる日です。せめて夜までは自じ重ちよう下さい」


　重々しく言う従じゆう者しやを、カーサは火を噴ふくような目でにらみつけた。


　翠みどりの瞳ひとみの奥おくで葛かつ藤とうが蠢うごめいている。しかし彼女は吹ふっ切るように首を振ると、断だん固ことして外へと歩き出した。


「カーサ様っ」


「黙だまれっ。口出しはいらん。ダールの相手はお前がしろ、ケイン。私はアリスを追う」


「これ以上勝手をされると、御館様が直接動かれますよっ？」


　するとカーサは足を止め、もう一度ケインに振り返った。彼女が浮うかべる禍まが々まがしい冷れい笑しようを目まの当たりにし、ケインは思わず青ざめた。


「……上等だ。そのときは今度こそあのババアとの決着をつけてやる」


「カーサ様……」


「フフッ。お前は私の味方につけよ、ケイン？　嫌いやなら無理にとは言わないがね」


　それ以上は言わず、カーサはケインをその場に残して、廊下を歩み去っていった。
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「……と、いうわけでして」


「なるほど。あいつらしいな」


　恐きよう縮しゆくするケインの前で、男は鷹おう揚ように頷うなずいた。彼の声には、少しだけおかしそうな響ひびきが含ふくまれている。事じ態たいを面おも白しろがっているようだ。


「しかし『賢者イヴ』も不在とは残念だ。こちらに滞たい在ざいされていると聞いて、今度こそお目にかかれるかと思ったのだが……」


「ダール卿はあの方とは？」


「いまだ拝はい謁えつ叶かなわぬ。徒いたずらに年を重ねながら、遺い憾かんなことだ」


　と男はあごひげを撫なでながら、唇くちびるに苦笑を浮うかべた。


　二人がいるのは客間である。


　広く、荘そう重ちような作りの客間であるが、ずいぶん長い年月を経へていることがわかった。キャビネットに並ならぶ調度品や、壁かべに掛かけられた肖しよう像ぞう画がなどは、もう百年も前からそこに鎮ちん座ざしたまま息を潜ひそめているような趣おもむきがある。


　まだ日中だが、窓まどはすべて分ぶ厚あついカーテンに塞ふさがれている。明かりも消され、ただ暖だん炉ろで燃もえる炎ほのおだけが、揺ゆれ動く光を投げ掛けていた。


　その屋や敷しきは、夜の住人たちの間で、『アザミ邸てい』と呼よばれていた。


　この地に古くから根付く血族──いまはウォーロックと名乗る、『魔ま女じよモーガン』の血けつ統とうの末まつ裔えいたちの棲すみ処かである。同時に、イギリスの夜に生きる者たち、つまり英国の吸血鬼ヴアンパイアたちの総そう本ほん山ざんでもあった。


　屋敷を訪おとずれた客は、暖炉の側そばに置かれた長なが椅い子すに腰こしを下ろして、ケインの話を聞いていた。彼の前には円形の小しよう卓たくがあり、チェス盤ばんが置かれていた。駒こまの配置を見るとゲームの途と中ちゆうに見えるが、なぜか盤上には薄うすく埃ほこりが溜たまっている。


　一方ケインは、勧すすめられた椅子を固こ辞じし、彼の斜ななめ前に直立していた。ゲームの相手は彼ではない。そのチェスは三年も前から、その小卓の上に、同じ配置で置かれたままなのである。外界と切り離はなされた空間で、薪たきぎの爆はぜる音だけが時の流れを告げていた。


　男は、イギリス人の中でも巨きよ漢かんといえるケインより、さらに一回り大きかった。並なみ外はずれた長身である。それでいて彼の肉体は完かん璧ぺきな調和を保たもっている。まだ神々が人と交わっていたころの神族が、近代ロンドンに甦よみがえったかのようだった。


　日に焼けた赤しやく銅どう色いろの肌はだと、彫ほりの深い顔立ち。ゆったりした麻あさ製せいの服は、砂さ漠ばく民の民族衣い装しようだ。頭にはターバンを巻まき、その先を肩かたから垂たらしていた。


　ダール・ディーン。


　十字軍の時代よりアラビアの夜を生きる、高名な吸血鬼ヴアンパイアである。


　長い歳さい月げつを生きた吸血鬼ヴアンパイアは古血オールド・ブラツドと呼ばれ畏い怖ふされるが、彼はその中でも特に力ある者の一人だった。『舞まい姫ひめバサラ』の血統に連なる三世であり、吸血鬼ヴアンパイアたちの人望も高い。ケインはもちろん、カーサと比くらべても格かく上うえの存そん在ざいである。


　ダールは、カーサがまだ吸血鬼ヴアンパイアに転化して間もないころに彼女と出会った。当時から怖こわいもの知らずで、まだ若わかいながらも己おのれの魔ま術じゆつに自信のあったカーサが、旅の途中でダールの噂うわさを耳にし、力ちから試だめしとばかりに彼に挑ちよう戦せんしたのである。


　結果は言うまでもなくダールの勝利で、カーサは相手にもならなかった。だが、負けて身み柄がらを拘こう束そくされても、なお平然とする彼女を、襲おそわれたダールは面おも白しろがった。結局彼はカーサを許ゆるし、以後彼女が煙けむたがるのも構かまわず、目をかけてやるようになった。いまでもこうして数年に一度は、彼女の顔を見にイギリスを訪おとずれている。カーサの守もり役を任じられているケインにすれば、頼たのもしい相談相手であった。


「しかし、カーサと御ご当主との確かく執しつは、年々酷ひどくなっているように見えるな。いまではあいつの力はウォーロック家指折りだろうに」


「はい。……カーサ様の為なさりようにも問題はありますが、やはり家の者は皆みな、カーサ様の出自にいまだ固こ執しつしているのです。いまやカーサ様はウォーロック家で完全に孤こ立りつしておいでで……」


「不幸なことだな。そして愚おろかだ。是ぜ非ひは置くとしても、カーサほどの逸いつ材ざいを無む下げに扱あつかうなど、一族にとっても痛いた手でではないか」


「仰おつしやる通りです」


　ケインは沈ちん痛つうな面持ちでダールに同意した。


　カーサの前身はロマ民族だ。放ほう浪ろうの民たみ、ジプシーである。その中でも、呪まじないを生なり業わいとする一族の娘むすめだった。


　移い動どう生活を続けるジプシーは、彼ら独どく自じの伝でん統とうを持つ古い民だ。しかしヨーロッパ社会においては、その独自性ゆえに蔑さげすみの目で見られてきた。カーサもまた、人として生きていたころより、他民族からの迫はく害がいを受けて育ってきたはずだった。


　しかし、カーサがウォーロック家の者から疎うとまれる理由は、彼女がジプシー出身だからではない。その原げん因いんは、彼女が一族に加わることになった経けい緯いにあった。


　吸血鬼ヴアンパイアたちは普ふ通つう、同じ血統に属ぞくする者同士で、血族と呼ばれる集しゆう団だんを形成して生きている。人に自らの血を与あたえ、その血統の吸血鬼ヴアンパイアへと転化することによって、血族に迎むかえ入れるのだ。


　だがカーサはそのようにしてウォーロック家に迎え入れられたのではなかった。


『魔女モーガン』の血統は、魔術に秀ひいでた血統である。その長おさは、一族の祖そ──始祖ソース・ブラツドの直ちよつ系けいにあたる三姉し妹まいで、彼女らは互たがいに百年周期の眠ねむりを繰くり返し、一族を統とう括かつしている。カーサを転化したのは、その三姉妹の一人なのだが、彼女はカーサを己の魔術の実験台として選んだのだった。


　人としてのカーサは、彼女の同どう胞ほうの中でも群ぐんを抜ぬいた呪じゆ力りよくを誇ほこる巫み女こ姫ひめだった。長はそんなカーサの素そ質しつに目を付けると、彼女をさらい、彼女に自らの血──『魔女モーガン』の血だけでなく、他の血統の血をも配合し、同時に与えた。そうすることで、より強力な吸血鬼ヴアンパイアを作ろうとしたのである。新たに己の血族を増ふやそうとしたのではなく、彼女の命令に従したがうだけの「混こん血けつの兵士」を造ぞう成せいしようとしたのだ。


　それは、吸血鬼ヴアンパイアにとって、おぞましい邪じや法ほうであった。


　結果、長は半分成功した。吸血鬼ヴアンパイアに生まれ変わったカーサは、転化したばかりとは信じられないほどの魔力を持ち、それを操あやつる才さい能のうにおいても『魔女モーガン』その人の再さい来らいを予感させるほどの卓たく越えつぶりを発はつ揮きした。


　が、他た方ほう、長が目もく論ろんだように、彼女の命令に従う忠ちゆう実じつな兵士を造成することはできなかった。カーサは人であったころの心を失わなかったからだ。


　ウォーロック家の者たちは、カーサを疎うとんじ、蔑べつ視しする。それは、恐きよう怖ふの裏うら返がえしと言えた。彼女は、わずかながら他の血統の血をも受け継つぐ異い分ぶん子しであり、意に添そわぬ形で仲間入りした反はん抗こう分子であり、しかも三姉妹に次ぐ力を誇ほこる強力な吸血鬼ヴアンパイアなのだ。


「……そうでなくとも家の連中は虚きよ栄えい心が強すぎる。身内の恥はじを申し上げるようで心苦しいのですが、今回の件けんも本を正せば、ウォーロック家の虚栄心から出た火種なのです」


　と、日ひ頃ごろ内心をぶちまける相手がいないせいか、ケインは彼らしくもなく多弁だった。


「今回の件とは、噂の切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーか？」


「──というより『術じゆつ聖せいマーリン』の血統とのことです」


　のどの奥おくで呻うめき声を殺しながら、ケインは奥歯を嚙かんだ。


「以前来られたときも、少しご説明しましたが……もはやあの血統には、往おう時じの栄光など跡あと形かたもありません。なのにウォーロック家は殊こと更さらにあの血統を卑いやしめ、かつてと逆ぎやく転てんした自らの隆りゆう盛せいを誇る。愚おろかというなら、この点こそウォーロック家の愚かさを現あらわす、確たる例でしょう。彼らは以前の盟めい主しゆを貶おとしめることで、現げん在ざいの自分たちを引き立てているつもりなのです」


　ケインは吐はき捨すてるように言った。ダールは「ふむ」と深く考え込こむ様子を見せた。


『魔ま女じよモーガン』の血統たるウォーロック家は、魔術の大家として知られている。だが、この分野においては、常つねに『術聖マーリン』の血統の後こう塵じんを拝はいしてきた。


『術聖』と冠かんされた始祖ソース・ブラツドマーリンは、今日吸血鬼ヴアンパイアたちが操っている「魔術」を初めて体系立てたといわれる古いにしえの大魔術師だ。その叡えい智ちのみならず、徳とくの高さと高こう潔けつさでも広く知られていた。そして彼の血族は、彼亡なきあとも、長きに亘わたってイギリスの夜を統とう治ちしてきたのである。


　だが、十八世紀に起きた産業革かく命めいを境さかいに、彼の血族は衰すい退たいの兆きざしを見せる。代わって台頭してきたのが『魔女モーガン』の末まつ裔えいウォーロック家で、イギリスが世界の頂ちよう上じようへ躍おどり出たころには、当地の支し配はい権けんを巡めぐって、激はげしい勢せい力りよく争いを繰り広げていた。


　そして、その争いの決着を付けたのが、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの出現だった。彼は、『術聖マーリン』の血を引く吸血鬼ヴアンパイアだったのだ。


「血に飢うえた惨ざん殺さつ者しやを一族から出したという事実は、名門『術聖マーリン』の血統にとって決定的な痛手になりました。かの一族の高名に従ってきた血族たちが、次々離り反はんし始めたのです」


　ウォーロック家の長はこの機を逃のがさず、マーリン一族による支配は、もはや適てき切せつではないと宣せん戦せん布ふ告こくした。そして一いつ斉せい攻こう勢げきを仕し掛かけ、ついにはイギリスの夜の支配権を奪だつ取しゆするに至いたったのである。


「……最近よく聞く類たぐいの話だ」


　とダールは感想を述のべた。


「一部の長老たちが予感したとおり、やはりあの産業革命が大きかった。あれが、これまで幾いく世代に亘わたって棲すみ分けられてきた人と我われらの境きよう界かいを突つき崩くずしたのだ。技ぎ術じゆつ面の問題だけではなく、迷めい信しんや思想──昼と夜とを分けてきた形けい而じ上じよう的な壁かべが取り除のぞかれた。いまでは、開かれた新しい世界に順じゆん応のうできる血族とそうでない血族で、はっきりと明暗が分かれている。今後、この傾けい向こうはより著いちじるしくなるのだろうな」


　ダールの意見に、ケインは深く頷うなずいた。『術聖マーリン』の血統と『魔女モーガン』の血統は、彼の言う明暗の好例といえるだろう。


「御お館やかた様はあの血統を根ね絶だやしにしようとしました。辛かろうじて生き残ったのは一人だけです。それがレイチェル・ハーカー。当時まだ転化して三年の若わかい吸血鬼ヴアンパイアでした」


「今度の騒そう動どうは、その娘むすめが？」


「……わかりません。ただ、今回の事件もあの血統の仕し業わざであり、またあの血統の生き残りがレイチェル以外確かく認にんできていないのは事実です」


　血族間の抗こう争そうが終わったあと、捕ほ虜りよとなったレイチェルは、ウォーロック家の監かん視し下に置かれた。だが、今回の連続殺人が始まるひと月前に、監視から逃れて行ゆく方えをくらましている。疑うたがいは、極きわめて濃のう厚こうなのだ。


「……ではカーサは、その娘を捜さがし出すために？」


「いえ。レイチェルを捜して保ほ護ごしようとしているのは、賢けん者じや殿どのです。カーサ様は、彼女が御館様の策さく謀ぼうに巻まき込まれることを憂ゆう慮りよして、それを止めようとしておられるのです」


「賢者殿が、その娘を？　保護──ということは、彼女は『術じゆつ聖せいマーリン』の血けつ統とうを加護するつもりなのか？」


　ダールはやや意外そうに聞き返した。


『賢者イヴ』は、世界で最も古くから月下に在あったと言われる始祖ソース・ブラツドの一人だ。この世に生まれたあらゆる血統を、その始まりから見守ってきたと讃たたえられる伝説的な吸血鬼ヴアンパイアである。


　ただ、彼女はその力を特定の勢せい力りよくのために使うことはほとんどなかった。他の始祖ソース・ブラツドたちと異ことなり、自らの血族を作ることさえしない。ただ独ひとりで世界を流さ離すらい、稀まれに迷まよえる同族へ助言を施ほどこすだけなのだ。それ故ゆえ、『賢者』と呼よばれるようになった。


「その『賢者イヴ』が血族同士の勢力争いに荷か担たんするとは、納なつ得とくがいかないな」


　ダールが疑ぎ問もんを口にすると、ケインはそれまでの厳きびしい顔つきを和やわらげた。


「そうではないのです。あの方は常つねに中立の立場を保たもっておられます。ただ賢者殿は、ひとつの血統が断たたれてしまうことを、ひどく悲しまれるのですよ。それがどのような血統であってもね。抗争終結時にウォーロック家がレイチェルの命を奪うばわなかったのも、賢者殿から強い要望があったからでして」


　レイチェルが死ねば、『術聖マーリン』の血統は絶える。長い歴史を誇ほこった、ひとつの血統が滅ほろびることになる。だから『賢者イヴ』はレイチェルを守ろうとし、カーサはそのお節せつ介かいを止めようとしているのである。


「しかし、御館様は今度こそ『術聖マーリン』の血統を根絶やしにするつもりです。今回の切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー事件は、前のときと異ことなり、吸血鬼ヴアンパイアの犯はん行こうであることを白日の下もとにさらしています。我われ々われにとって、人に存そん在ざいを知られることは、なんとしても避さけねばならない。賢者殿としても、その理り屈くつはおわかりなのでしょう。だから……」


「見るに忍しのばず、一人でその娘を捜している、ということか」


「はい」


「なるほど。……にしても、始祖たる者が、いくら相手に道理があるとはいえウォーロック家如ごときに遠えん慮りよし、単たん独どく行動を取るとはな。カーサからも聞いてはいたが、どうやら、あの噂うわさは本当らしい」


　始祖ソース・ブラツドとは吸血鬼ヴアンパイアの血統の祖であり、他の吸血鬼ヴアンパイアとは比ひ較かくにならぬほど強大な力を有する。ましてや、『賢者イヴ』ほど長く生きた始祖ソース・ブラツドなら、その力は想そう像ぞうを絶ぜつするものだろう。


　しかし彼女は、始祖ソース・ブラツドとしての絶大な力を、己おのれの意い志しで振るうことができないという。


「彼女ほど世界を股またに掛かけてきた始祖は存そん在ざいしない。しかも、今回のように平気で厄やつ介かい事に首を突っ込まれる稚ち気きもお持ちだ。自らは無力でありながら、そのような行動をとり続けるとは……なかなかに一ひと筋すじ縄なわではいかぬお方のようだな」


「はは。まさに仰おつしやるとおり、一筋縄ではありません。実じつ際さい困こまったお方でして……」


　何か実例を思い出しているのか、ケインは顔をほころばした。


　ダールは呆あきれて、


「おいおい、ケイン。カーサにもいつも注意しているが、お前までなんだ。仮かりにも始祖を相手に、礼を失した言動は慎つつしめ」


「おっと。これは申し訳ありませんでした。ただ──お会いすれば、ダール卿きようも納なつ得とくされると思いますよ。決して軽けい視しするつもりはないのですが、側そばにいると、とても数千年を生きた偉い大だいな吸血鬼ヴアンパイアとは思えないお方ですから」


　そう語るケインの表情には、ウォーロック家の目上の者には示しめすことのない、親愛の情がにじんでいた。カーサもまた、賢者のことを話すときに同じ種類の表情を浮うかべていることを、ダールは知っている。


　カーサと『賢者イヴ』は、よく二人で旅をするほど親しい仲らしい。このことはダールにとって実に驚おどろくべきことだった。高名な始祖ソース・ブラツドが血族のはぐれ者であるカーサと行動を共にすることも驚きだが、それ以上に、あのカーサが、『賢者イヴ』のことだけは素す直なおに慕したっているのが信じられなかった。


　もちろん、生来ひねくれ者であるカーサだから、そんな態度を表に出すことはない。口を開ければ皮肉ばかりだ。実際、彼女自身は自らの本心に無自覚でいるのだろう。


　だがそれでも、カーサが『賢者イヴ』を実の闇の母ナイト・マムのように慕っていることを、ダールの慧けい眼がんは見み抜ぬいていた。


「……レイチェルという娘むすめは、まだ誰だれも見つけていないのか？」


「いえ。昨晩賢者殿が接せつ触しよくされた模様です。屋や敷しきの者が、それを確かく認にんしました」


「ああ。それで最初に言っていた、置き手紙の話に繫つながる訳わけか」


「はい。カーサ様が日中から賢者殿を捜さがしに出向かれたのも、レイチェルが見つかった以上、いつ御お館やかた様が強ごう引いんな手に打って出るかしれないからなのです」


「そうか……」


　つぶやいたきり、ダールは口を閉とざして黙だまり込んだ。


　穏おん和わな瞳ひとみの奥おくに、成せい熟じゆくした人じん格かくの深しん慮りよがうかがえる。人とは異ことなる悠ゆう久きゆうの時間の流れ。それを受け入れた者だけが持つ叡えい智ちを、ダールは備そなえていた。


「……どうやら俺おれは、早々にロンドンを去った方が良さそうだな」


「え？　なぜです？」


「いやなに。まだまだ未熟者なのでな。ここにいると我が慢まんできずに、つい老ろう婆ば心しんを出しかねない。『賢者イヴ』が嚙かんでいる以上、俺如ごときの余よ計けいな手出しは、かえって害になろう。お会いできぬのは心残りだが、今回は早々に退たい散さんするよ」


　そう言って、ダールは長なが椅い子すから立ち上がった。引き留とめるケインに首を振り、


「どうせ、このあとは聖せい騎き士しとも約束がある。まあ、奴やつとの『ゲーム』は五十年も前から決着がついているのだがな。本人がなかなか負けを認みとめない」


　と、前に置かれているチェス盤ばんを見て笑った。


　このチェスは、ダールとカーサが前世紀の初めから始めたゲームだった。三年に一度、互たがいに一手ずつ駒こまを進めている。長い時間を生きる吸血鬼ヴアンパイアにのみ可か能のうな、気の遠くなるゲームだ。


「ろくにお持てなしもできず、面目次し第だいもございませんでした」


「いや。こちらこそ、立て込こんでいる時期に悪かった。カーサと賢けん者じや殿どのには、お前からよろしく伝えてくれ。ただ……」


「はい？」


　語ご尾びを濁にごしたダールに、ケインが首を傾かしげる。


　ダールはしばし言うのを迷まよってから、重い口を開けた。


「カーサには……少し賢者殿と距きよ離りを置くよう、それとなく言っておいてくれ」


　予想外の台詞せりふに、ケインは怪け訝げんな顔をした。


「それは……確たしかにカーサ様の態たい度どは些いささか気安すぎるとは思いますが……」


「そうではない。あまり彼女に入れ込むな、と言っているのだ」


　ダールは真まっ直すぐにケインに顔を向けた。重々しい口振りで、


「始祖とは己おのれの『血』に従したがう存そん在ざいだ。牙きば持つ者なら多かれ少なかれそうなのだろうが、始祖の場合は意味が違ちがってくる。彼らは我われ々われ以上に、『人』からかけ離はなれた存在だ。ましてや、『賢者イヴ』はカーサにとって血族でもなんでもない、赤の他人だ。その人ひと柄がらを慕したうのはいいが──人柄だけを見て依い存ぞんしていては、いつか彼女の『血』が為なす行こう為いに傷きずつくことになるだろう。理り性せいでわかってはいても、裏切られたと感じることにな」


「そんな……」


　ケインは思わず冗じよう談だんめかした台詞を返そうとした。だが、彼を見つめるダールの視線は、それを許ゆるさなかった。


　ケインは唇くちびるを嚙かんだ。「しかし──」と言いかけ、また言葉をのみ込む。


「カーサ様は……賢者殿以外に心を開かれようとされません。それに、ダール卿きようはそう仰おつしやるが、賢者殿の存在はカーサ様に大きな影えい響きようを与あたえています。とても良い影響を。二人の仲を違たがえる真ま似ねが良い結果を生むとは思えません……」


　ケインはうなだれるようにして言った。ダールはそんなケインを、じっと観察していた。


「……主あるじ思いだな」


「まさか。守もり役の労が減へるからですよ」


「ふっ。……まあいいさ。これこそ余計な老婆心というやつかもしれん」


　ダールが重ねて辞去の意志を告げると、ケインは頭を下げて、一度部屋を出た。戻もどったとき彼の手は、ダールから預あずかっていた物を捧ささげ持っていた。


　鞘さやに収おさまった二振りの三日月刀。「ライオンの尾シヤムシール」と呼よばれる、ペルシアの刀とう剣けんだ。


　ダールは『舞まい姫ひめバサラ』の血を継ぐ古血オールド・ブラツドで、この双そう刀とうを用いた剣けん舞ぶをもっとも得意としていた。単なる舞ぶ踏とうではなく、実戦で舞う剣術である。彼は夜の世界において、聖騎士ペンテウスと並び称しようされる、当代きっての剣士なのだ。


「次の機会には、ぜひ卿の剣舞をお見せ下さい」


「ふむ……そう言えば、お前も海かい賊ぞく時代はカトラスを使っていたのではないか？　一度手合わせしてみたいな」


「ご、ご冗じよう談だんを。ダール卿と剣を競きそうほど身の程ほど知らずではありませんよ」


　ケインは焦あせって申し出を固辞し、ダールは笑いながら「謙けん遜そんするな」とあごひげを撫なでた。


　無む論ろん、二人はこれよりのちに、互たがいが辿たどる運命を知らない。


　ケインとダールが戦場にて相あい見まみえるのは、これから百年後、東洋の小さな半島でのこととなる。


　ダールはケインから愛刀を受け取ると、アザミ邸ていを辞し、ロンドンを離れた。
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２







　誠せい一いち郎ろうが次じ郎ろうを育てることになったのは、ひとり娘むすめである次郎の母、雪ゆき子この死がきっかけだった。


　彼は自身が名門郷ごう士しの生まれであったのに、家を捨すてて国を出た。ただ、ひとりだけ亡ぼう妻さいとの間に残した娘がおり、異い国こくの地を遍へん歴れきする間も、この愛まな娘むすめのことだけは片かた時ときも忘わすれなかった。政せい府ふの要よう請せいを蹴けって日本を出たのも彼女が嫁とつぐのを待ってからだったし、外国からもたびたび便りを送っている。彼女の訃ふ報ほうに触ふれたあとは、取る物も取り敢あえず日本に駆かけ戻ってきた。


　しかし、帰国した彼は、娘の幸さち薄うすい晩年を知って打ちのめされた。


　彼は、娘を元長州藩はん士しの陸軍将しよう校こうの元に嫁よめにやった。長州藩は薩さつ摩ま藩と同じく、維い新しんの戦勝国である。維新後明治日本を指し導どうしたのは両藩の有力者たちで、次郎の父親もその中のひとりだった。


　そして誠一郎が帰国後知ったことでは、どうやら先方にとって雪子との婚こん姻いんは政せい略りやく結けつ婚こんであったらしい。維新の軍功華はな々ばなしかった彼が、今後は政府の重席に就つくと見て縁えん談だんをまとめたのだ。ところが彼はすべてを捨てて国を出た。雪子の嫁ぎ先にすれば、当てが外れること甚はなはだしかっただろう。自然、彼女に対する態度は邪じや険けんになり、次郎を産んだあと身体からだを悪くしてからは、ほとんど顧かえりみようとしなかった。


　己の勝手が娘を苦しめたという現げん実じつは、天てん性せい明めい朗ろうで楽天家の彼をして、身を焼くほどの悔くいとなったようだった。彼は雪子の嫁ぎ先に乗り込むと、次郎の父親を初め、一族の者全員に囂ごう々ごうたる非ひ難なんを浴びせた。


　そのときのことを、次郎はよく覚えている。


　突とつ然ぜん現あらわれた祖そ父ふは、これがあの母の──いつも床とこに臥ふせり、裏うら庭にわで遊ぶ自分を嬉うれしそうに、寂さびしそうに見守っていた母の実の父親とは信じられないほど激はげしかった。次郎の顔をひと目見るなり無言のまま滂ぼう沱だし、かと思うと屋や敷しき中の者を相手に「戦いくさ」を始めたのだ。目を怒いからせ、顔を真っ赤にし、屋敷中に響ひびくほどの大音おん声じようを張はり上げていた。小こ柄がらな身体が何倍にも大きく見えた。老いたりと言えど、幕ばく末まつ以い降こうの名だたる戦場を駆かけ抜ぬけた男である。「凄すご味み」の格が違っていた。


　だが怖こわくはなかった。屋敷の者を罵ば倒とうする間、誠一郎は次郎の手をずっと握にぎり締しめており、その手だけは母と同じほど優やさしかったからだ。


　結局彼は、当時五歳さいだった次郎をほとんど奪うばうようにして引き取った。





　その後、誠一郎は次郎を連れて奥おく秩ちち父ぶに居きよを構かまえるのだが、その前に一度だけ、娘の墓はかを訪おとずれた。


　小こ雨さめのちらつく秋の夕ゆう暮ぐれである。


　まだ互いが互いに打ち解とけられない祖父と孫は、どちらもひと言も喋しやべらなかった。二人は、誠一郎の差す傘かさに並んで入り、長いこと雪子の墓を見つめていた。


　あるいはこのとき、二人は途と方ほうに暮れて、雪子の助言を求めていたのかもしれない。


　誠一郎は捨てたはずの祖国に戻り、しかもこれからは幼い孫を一人で育てていかねばならないのだし、次郎は優しかった母と死別し、ほとんど見ず知らずといえる老人を頼たよりに生きていかねばならなかった。大切な肉親であることはわかっていても、互いにどう接せつすればよいかわからず、かといって繫つないだ手を放すこともできなかったのである。


　二人は完全に日が暮れるまで、無言で墓を見つめていた。


　その墓は山やま裾すその渓けい谷こくにあった。夜ともなれば漆うるしのような闇やみに包まれる。


　しとしとと降る細い雨と、森から聞こえる獣けものの声。


　二人が射ぬ干ば玉たまの闇に頭までのみ込こまれたとき、突然次郎は身体を震ふるわせ、繫いでいた祖父の手を、ぎゅっと握り締めた。誠一郎は驚おどろいて次郎を見下ろしたが、やがて同じほどに強く、手のひらを握り返した。そして墓ぼ前ぜんに花を残し、その場を後にしたのである。





　ひょっとすると、先に握り締めたのは誠一郎の方だったのかもしれない。


　ともあれ、二人のぎこちない二人三脚きやくは、そのようにして始まった。
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　霧きりの夜が明けた翌よく日じつ。昼も近くなって起きだしてきた次郎と真さね之ゆきは、いつになく口数を減へらしていた。


　どちらも、昨夜の体験で受けた衝しよう撃げきが覚めやらないのだ。特に次郎はそうだった。


　──だが、夢ゆめではなかった。


　身体に残る痛いたみや礼服についた返り血のあとが、昨日の出来事が現実に起こったことだと教えていた。牙きばを持つ男たちも。そして、金こん色じきの髪かみと青い瞳ひとみをした彼女も。


　一方真之も、馬車を追っていった集しゆう団だんを目まの当たりにしている。現実主しゆ義ぎ者しやの真之だ。自分の目で見たことでなければ絶ぜつ対たいに信じなかっただろうが、目にした以上、それを常じよう識しきだけで否ひ定ていするほど頑がん迷めいではなかった。


　ただ、


「……どう解かい釈しやくすべきかわからん。正直お手上げだよ」


　と彼には希け有うなことに弱音を口にしている。


「あれこそ吸血鬼ヴアンパイアという怪かい物ぶつなのではありませんか？」


「実じつ際さいに人の生き血をすする場面を見た訳わけじゃない。断だん言げんするには早いよ」


　口ではそう言っているが、真之があれを吸血鬼ヴアンパイアと考えているのは間ま違ちがいない。その証しよう拠こに、彼は捜そう査さを再さい開かいすると、真っ先にスコットランド・ヤードの資し料りよう室しつに押おしかけ、昨日目を通した資料に、再ふたたび当たったのである。


「吸血鬼ヴアンパイアは単に人の血を吸すうってだけじゃない」


　不死身であることはもちろん、底なしの体力と常識外れの膂りよ力りよく。人や獣を操あやつる魔ま術じゆつ。狼おおかみや蝙こう蝠もりに姿すがたを変えたり、他の人間に変身することもあるという。伝でん承しようによって、その力は実に多様だ。


　また真之は他のことも気にしていた。


「いくら真夜中とはいえ、ロンドンのメインストリートで、あれほど派は手でな暴ぼう走そうをしたんだ。気付いた者がいないはずはないんだが……」


　しかし、下しも田だ中ちゆう尉いが殺されたときはあれほど素す早ばやい対たい応おうを見せたロンドンの新聞が、昨夜の暴走馬車については一行も触ふれていなかった。主要各紙でそのことを確かく認にんしたあと、真之の表情は一いつ層そう険けわしいものになった。


　真之はロイド警部にも面会を求めたが、彼は外出して不在だった。すると今度はスコットランド・ヤードを出て辻つじ馬車を拾い、昨日も訪れた殺害現場へと走らせた。


　ロンドンの空は曇どん天てんで、二人が到とう着ちやくしたときには、いまにも雨が降り出しそうになっていた。こうなると石の都市には、荘そう重ちようさに陰いん気きさが加わる。大都会の寂せき寥りよう感と素そっ気けなさが、生身の人間を無言の内に圧あつ迫ぱくするのである。


　例によってハンバリー・ストリートの路ろ地じ裏うらは無人だった。真之は馬車を帰すと、何をするでもなく付近を散さん策さくし始めた。


「……先せん輩ぱい。まさか闇内閣シヤドウ・キヤビネツトと接せつ触しよくするつもりですか？」


「よくわかったな」


「危き険けんではありませんか？　得体の知れない連中です」


「危険なのはお前の方だぜ。世界有数の文明都市に、物ぶつ騒そうな物を持ち出しやがって」


　真之が指し摘てきしたのは、次郎が手に提さげている長い包みのことだった。袋ふくろに入れているが、日本人ならひと目でわかる。中身は一振りの日本刀だった。実用一点張ばりの戦場刀は、薩さつ摩ま拵ごしらえの同どう田た貫ぬき。祖そ父ふの形かた見みの業わざ物ものだ。


「……昨夜の怪物がまた出た場合、礼れい装そうの軍刀では心もとないですから」


「無む茶ちやだけはしてくれるなよ」


　と釘くぎを刺さしながらも、真之の顔つきは戦場のそれに変わっていた。次郎も同様である。先輩の台詞せりふに、真しん剣けんな顔で首しゆ肯こうした。


　と──


　ある路地の前を横切ったとき、次郎の視し線せんが止まった。


　建物に挟はさまれた狭せまい路地である。たとえ曇くもり空でなくとも、一日中日は差さないだろう。その路地の暗がりが、落ちない染しみのように次郎の視界にこびり付いた。


　暗がりの中で小さな物が蠢うごめいていたのだ。汚よごれた毛もう布ふの塊かたまりだ。毛布はもごもごと身じろぎし、やがて黒いぼさぼさの頭とう髪はつをのぞかせた。


　子こ供どもだった。


　おそらく十歳さいになるかならずかの幼おさない少年である。そんな子供が薄うすい毛布を全身に巻まきつけて、冬のロンドンの路上に横たわっていたのだ。


　少年が顔を向けた。薄汚れた顔の中で、大きな瞳ひとみが次郎を真まっ直すぐに射い抜ぬいた。次郎は足を止め、動けなくなった。


　少年はしばらく自分と同じ髪の色をした異い国こく人じんを見つめていた。だが、やがて毛布に頭をうずめ直し、両足を抱だく恰かつ好こうで横になった。彼が再び汚れた毛布の塊に戻っても、次郎はすぐに歩き出すことができなかった。


「──施ほどこしなんかするなよ。偽ぎ善ぜんで金を払はらえるほど、俺おれたちは豊ゆたかじゃない」


　と唐とう突とつに真之がつぶやいた。驚いて振り向くと、彼もまた次郎と同じ光景を眺ながめていた。


「この辺りはイースト・エンドだからな。次郎。お前、救貧院ワーク・ハウスには行ったか？　福祉施設セツルメントには？」


「……行きました」


「どう思った？」


「…………」


　押おし黙だまる後輩に、真之は妙みように冷れい徹てつな眼まな差ざしを向けていた。


「……この国の社会は、いま頂ちよう点てんにある。それはつまり、爛らん熟じゆくし、腐くさり始めているってことだ。貧ひん困こんはどこにでもあるし、イギリスにも当然昔からあったはずだ。だが、世界一の帝てい国こくとなったいま、その汚お点てんもでかくなっている。どれほど科学と鉄てつ骨こつで覆おおい隠かくそうと、消えてなくなるわけじゃない」


　十八世紀から十九世紀にかけ、イギリスは急激に発はつ展てんしてきた。しかし急激な変化は必ず何らかの歪ゆがみを生む。特に産業都市には必ず「発展」と対ついに、「貧困」といった二面性が現れる。ヴィクトリア朝ロンドンでは、そうしたむごたらしいまでの貧まずしさが頂点に達していた。


　一八八〇年代、郊こう外がいの貧民街には八十万の人々が住んでいたが、彼らの生活は目を被おおいたくなるほど酷ひどいものであった。そして、イギリスを世界に冠かんたる王国へと押し上げた多くの一いつ般ぱん国民、上・中流階層者は、彼らを擁よう護ごしようとはせずに、無視し、あるいは自らの規き範はんに合わせて非ひ難なんした。というのも、当時の常じよう識しきでは、真ま面じ目めに一生懸けん命めい働く者には、当然それ相そう応おうの報むくいがあると考えられていたためだ。貧しいのは当人の努力不足であり、自身の責せき任にんだ、と見なされていたのである。いまなお残る自由放任主義レツセ・フエールの伝でん統とうだ。


　真の貧困は体験した者にしか理り解かいし得ない。日々食事と寝台ベツドがあることが、太陽が昇のぼるのと同じぐらい当然のことである環かん境きようで育った者が、彼らの倫りん理りに従い、一切れのパンを得るために睡すい眠みんを限げん界かいまで削けずって働く者や、働く機会すら与あたえられずに薄汚れた路地にたむろするよりない者たちを裁さばいてきたわけである。それが「良識ある」見解であった。


「まあこの手の問題は、大なり小なり列強国すべてが抱かかえる問題だ。日本だって例外じゃない。足あし尾お銅どう山ざんなんかいい例だ。今後はもっと酷くなるだろう」


「……日本も、イギリスのようになると？」


　次郎が暗い声で尋たずねた。真之は黙って、首を竦すくめた。


「先のことはわからんよ。だが、日本は前に進まねばならん。これは確かだ。さもなくば、強者の食い物にされるだけだ。それが世界の現実さ」


「……シビアですね」


「ああ。シビアだな」


　真之は無情に頷うなずいた。


「だが、それが俺たちの使命だ」


　次郎が唇くちびるを嚙かむ。彼が進むべき道の、それは避さけがたい一面だった。


　そこへ──


「ひょっとしてお待たせしてしまいましたか？」


　と、低いくせによく耳に届とどく声がした。


「……毎回背せ中なかから声をかけるのは止やめてくれないか、使者さんよ」


「失礼しました。アキヤマ少しよう尉い」


　闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの使いと名乗った青年だった。昨日と同じ装よそおいで、同じ印象の暗い目を二人に向けている。


「お二人とも、昨夜はご活かつ躍やくだったそうですね。おかげでわたくしの話にも興きよう味みを持って下さったご様子。ようやくお役に立てるなら、嬉うれしいことですよ」
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「──はい。昨夜の暴ぼう走そうが記事に出ぬよう手を回したたのは、わたくしどもです。もっとも、ほとんどの新聞社は、馬車のことを知らなかったようですが」


「あれほどの騒さわぎだったのにか？」


「思い出してみて下さい。ほんとうにそれほどの騒ぎでしたか？　道を歩いていて、誰だれか他の通行人とすれ違ちがいましたか？　あなた方以外に駆かけつけて来た者は？」


「…………」


「おそらく結界が敷しかれていたのでしょうね」


「結界？」


「人を近寄せぬための障しよう壁へきです。といっても、魔ま術じゆつの一種ですから、すぐには理解できないと思いますよ。あなた方が居い合あわせたのは単なる偶ぐう然ぜんでしょう。それが幸運だったかどうかは、これからのあなた方次し第だいですが」


　そう言って、青年はうっすらと笑った。記号的な笑えみからは、彼の内面はうかがえない。


　次郎と真之、それに昨日の青年は、人通りの少ない通りを選んで、歩きながら話していた。前に真之と青年が並び、その後ろに刀を携たずさえた次郎が続いている。


「落ち着いて話せる場所に案内しますが？」


　という青年の提案を、真之は、


「まだあんたを信用した訳じゃない」


　と冷めた口調ではね除のけたのである。


「それに、歩きながらの会話ってのは、そうそう盗ぬすみ聞きできないものさ。密みつ談だんにはもってこいだ」


「用心深いことですね」


「ああ。悪いが本気なんでね。恥はじも外聞もなく、徹てつ底てい的に用心させてもらう」


　挑ちよう発はつ的な青年の台詞せりふに、真之は堂々と答えた。次郎も全面的に賛さん成せいだった。昨日の男たちの手しゆ腕わんは、しっかりと脳のう裏りに焼き付いている。備そなえなく戦える相手ではなかった。


「どうやらあんた、昨日俺たちが見かけたのがなんなのか、もう把は握あくしてるみたいだな」


「……ウォーロック家の手て勢ぜいです。間違いないでしょう」


　真之は青年の横顔に鋭するどい視線を叩たたき付けた。


「……何者だい？」


　青年はちらりと真之を横目に見た。


「吸血鬼ヴアンパイアですよ」


　平然とした断言だった。後ろから二人の会話を耳にしていた次郎は、地面がぐらりと揺ゆれたような気がした。


　──吸血鬼ヴアンパイア……ウォーロック家が？


　脳裏に浮うかぶのは、男装の麗れい人じん。そして彼女に付き従したがう巨きよ漢かんの男だ。


　──しかし、確かに……


　ケインと呼よばれた男の体術は、まさに神かみ掛がかっていた。そしてカーサが用いた催さい眠みん術じゆつ。彼らの技わざは、馬車を追ってきた男たちのそれに近かったのではないか？　人外の者たちの、常識では量はかれない技に。


　次郎が奥おく歯ばを嚙んで身体からだの震ふるえを自覚する間、真之は黙って青年の台詞を反はん芻すうしていた。


　それから口を開け、


「……ずいぶんあっさりと言うんだな。イギリスを裏から操あやつる秘ひ密みつ結社が、ゴシップ誌しの世よ迷まい言ごとを真に受けるのか？」


「世迷い言に含ふくまれる一いつ片ぺんの真実を、我われ々われは、もう何十年も秘密のヴェールに包んで来たのです」


「何十年？」


「そうですよ？」


　と、青年は首肯した。唇に張はり付いている笑えみが一いつ層そう深く、鋭くなる。見ていた次郎の背せ筋すじに怖おぞ気けが走った。


「吸血鬼ヴアンパイアどもがロンドンに現あらわれたのは昨日今日だとでも？　いえいえ。ジャックの件けんは、それまで闇やみに葬ほうむられてた真実が、とうとう白日の下もとに晒さらされたというだけのことです。さらに言うなら、あの連中は世界中に存そん在ざいしている。それも、人間と同じ──あるいは人間が文明を築きずき出す以前から。まあ、我々とて夜の世界の実情をすべて知っているわけではない。それどころか、我々が知ることなど、氷山の一角でしょうけどね」


「…………」


　平然と語る青年の説明に、いつしか真之の顔から血の気が失うせていた。次郎も同じだ。


　──あいつらは世界中にいる？　人類に気付かれることなく!?


　信じられなかった。しかし、大国イギリスの陰かげの支し配はい者しやたちが、そう言うのである。この二十世紀を間近に迎むかえた大都市ロンドンで。


　近代文明に飾かざられた都市。その装そう飾しよくの下から、中世暗黒時代の老いた面めん貌ぼうが、露あらわになったようだった。整備された石の街まち並なみが、突とつ然ぜん古び、黒く汚よごれていくように思えた。


「──ウォーロック家はイギリスに潜ひそむ吸血鬼ヴアンパイアの中で、もっとも残ざん忍にんなことで知られる一族です。お二人があの一族と関かかわりを持ってしまったのなら、事じ態たいは極きわめて深しん刻こくと言わざるを得ません」


　そう言って青年は足を止めた。真之と次郎も、引きずられるようにして歩くのを止めた。


「もう一度提てい案あんしましょう。これから、わたくしにつき合ってもらえませんか？　込こみ入った話になる。今日はもう、パーティーの予定は入っていないのでしょう？」


　青年は鳶とび色いろの瞳ひとみを細め、錐きりのような視線を真之と次郎に向けた。


　次郎がつい真之に目で問いかける。彼は、青年の話に拒きよ否ひしがたい興きよう味みを覚えていた。多少のリスクは覚かく悟ごの上で、虎こ穴けつに入るべきではないかと思ったのだ。


　真之の顔にも隠しきれない葛かつ藤とうがあった。しかし、彼は今回も申し出を拒こばんだ。


「明日のこの時間、さっきの路地で。もう一回、会えるかな？」


　青年の顔がわずかに険けわしさをはらんだ。唇が固く引き結ばれ、真之を見る両目が怪あやしい輝かがやきを放った。しかし、口からもれたのは完かん璧ぺきに抑よく制せいされた声だった。


「……よろしい。ですが、明日が最後の機会とお考え下さい」


　山やま高だか帽ぼうのひさしに軽く指をかけ、青年は二人に背を向けて歩き去ろうとした。


　それを真之が背はい後ごから呼び止めて、


「待て。そう言えば、あんたの名前を聞いてない」


　青年が足を止めた。肩かた越ごしに振り返る。


「……わたしくはこの事件の決着を命じられています。世間に知られることなく、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーを追うことが任にん務む。『忍び寄る者ストーカー』とお呼び下さい」


　そして青年──ストーカーは、もう一度会え釈しやくを残し、通りから立ち去った。次郎は彼の背中を、見えなくなるまでにらんでいた。


　すると、唐とう突とつに真之が命じた。


「……次郎。お前、今日はもう宿に帰れ。俺はこれから一人で動く」


「な、なぜです？　あいつの言ったことがどこまで本当かはわかりませんが、単たん独どく行動は危険です」


「心配するな。昨日も言ったが、やはり公使館経けい由ゆで『闇内閣シヤドウ・キヤビネツト』の情じよう報ほうを引き出してみる。実は昨晩のパーティーで、それとなく当たりはつけておいたんだ」


　それでも必死に付き添そいを申し出る次郎に、真之は苦く笑しようしながら、一人の方が動きやすいと言った。事実その通りなのだろう。最後には次郎も納なつ得とくし、「気を付けて下さいよ」と真之が辟へき易えきするまで繰くり返し注意して彼と別れた。


　とはいえ、真まっ直すぐ宿に帰る気分にはなれない。真之の乗った馬車を見送ったあと、次郎は曇どん天てんの下の街並みを、当てもなく歩いた。


　──危険……か。


　危険というなら、いまロンドンでもっとも危険にさらされている人物を、次郎は知っている。彼女だ。昨日馬車で出会った女性。彼女こそ、真の危機に身を置いているといえる。


　ストーカーの説明を信じるなら、昨日彼女を追っていたのはウォーロック家の吸血鬼ヴアンパイアと言うことになる。しかも彼らは同じ吸血鬼ヴアンパイアの中でも特別残忍な一族だという。「乱らん暴ぼうに扱あつかったりしない」と彼女は言ったが、気休めにもならなかった。


　──私は、追われる女性を救うこともできなかった。


　次郎は己おのれの非力が不ふ甲が斐いなかった。相手が怪かい物ぶつだったことなど言い訳わけにはならない。次郎は彼女を助けたかった。なのに助けることができなかった。目を逸そらさず直ちよく視しすべきは、ただこの二点であろう。


　しかし、どうして自分はそこまで彼女を助けたいと思ったのだろうか。


　あのときは身体からだが勝手に動いた。思考より先に行動があった。それも、何かに突つき動かされたような、切せつ羽ぱ詰つまった──しかし不思議なほど確かく信しんを伴ともなった行動が。


　自分は、あの女性の名前すら知らないのに。


　──いや。彼女はたぶん……


　次郎は頭かぶりを振ふった。


　切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの事件に巻まき込まれてからというもの、彼は周囲に振り回され続けている。何一つとして、自らの意志で行動を起こすことができずにいる。


　そんな中、あの夜、あの瞬しゆん間かんだけは、彼自ら判はん断だんし、行動することができた。目まぐるしく展てん開かいし、次から次へと現あらわれる未知への扉とびら。それらをただ見送り続けた次郎が、最後に現れたドアだけは、迷まよわずノックしたのである。


　なぜ？


　──偽ぎ善ぜん……じゃないと思いたいな。


　第一、偽善であそこまで身体を張る度ど胸きようが、自分にあるとは思えない。次郎は力無く苦笑した。それから不意に思いつき、これまで歩いてきた道をとって返し始めた。


　──さっきの路地の子。まだいるだろうか？


　真之は「偽善で施ほどこしなどするな」と言った。間違った意見ではないと思う。次郎は他人に施せる立場ではないし、一人の路上生活者に少ない金きん銭せんを施したところで根本的解かい決けつにはならない。


　それでも、次郎の偽善は、あの子に一切れのパンを、あるいは一枚まいの毛もう布ふを与あたえることになる。そして、そのパンや毛布は、あの子にとって糧かてとなるはずである。自分にはその程てい度どのことしかできないが、その程度のことでも、できるならやっていいではないか。


　次郎はハンバリー・ストリートに戻り、あの路地を目指した。


　そしてようやく辿たどり着いたとき、息をのんで立ち尽つくした。


「はい。これ──少なくてゴメンね」


　さっきの路地に横たわる、黒くろ髪かみの少年。彼に、一人の女じよ性せいが一枚の銅どう貨かを手て渡わたしていた。さらには、身にしていたケープを外し、少年に掛かけてやっていた。


　曇くもり空なのに白い小さな日ひ傘がさを差し、幅はば広ひろの白い帽ぼう子しを被かぶっている。身にしているのは袖そでを膨ふくらませた質しつ素そな白のブラウスで、細い腰こしをベルトで締しめ、丈たけの長い白のスカートをまとっていた。


　次郎の視線に気付いたのだろう。彼女は振り向き、驚いた様子で立ち上がった。長くウェーブした金きん髪ぱつが流れ落ち、大きな青い瞳ひとみがマジマジと次郎を見つめた。桜さくら色いろの唇くちびるが、ゆっくりと輪の形を作っていく。


「あああっ！」


「あ、あの──」


「昨日の！」


「はいっ。そうです。昨日は、その──」


「よかったーっ。怪け我がしなかったんだね！」


「はい。あ、いや。あなたこそ、よくぞご無事で──」


　彼女はぴょんぴょん跳はねながら次郎に近づき、日傘を投げ出して次郎の両手を取った。


　きらきら輝かがやく透とう明めいな瞳が、次郎の半分凝ぎよう固こした顔を映うつしている。華きや奢しやな身体と細い手足。微かすかに香かおる、甘あまいにおい。彼女が笑うたびに金髪が揺ゆれ、曇り空の乏とぼしい陽光を砂さ金きんのように振りまいた。


「心配してたのっ。馬車から落っことしたままにしちゃったから。ほんとによかったよ。お礼もまだ言ってなかったし。昨日はありがとうっ。君、スゴイ騎き士し道どう精せい神しんだったよ！」


「いえ、そんな……」


「ほんとだって。特にあの、ピカッてやつ。格かつ好こう良よかったよぉ」


「はあ……」


　興こう奮ふんし、頰ほおをバラ色に染そめる彼女に、次郎はしどろもどろになった。声は甘い響ひびきだけを残して頭の中を通り越こしていく。握にぎり締められた両手が、柔やわらかく、温かかった。動どう悸きが速まり、彼女の笑顔から目が離はなせない。


　またしても祖そ父ふの大だい喝かつが聞こえた。


　今度は苦く笑しよう混まじりだ。「しっかりせんか」という声まで聞こえた気がして、次郎はなんとか背せ筋すじを伸のばした。


「と、とにかく、ご無事で安心しました。昨日、あの追っ手から逃にげられたのですね」


「うん。君が一回追い払はらってくれたから、あとは楽勝だったよ。自じ慢まんじゃないけど、ぼく、逃げ足だけは超ちよう一流なんだ。もう、この一芸だけで幾いく星せい霜そうの修しゆ羅ら場ばを切り抜けて来たんだからっ。コントンさんやアスラちゃんだって、舌したを巻いてたぐらいだもんね」


　なぜか得意満面の笑みで、彼女は自慢した。どういう意味かよくわからないながら、次郎は無難に、「な、なるほど」と返した。


　成せい熟じゆくした大人の女性にしては、彼女の言動はひどく子こ供どもじみている。しかし、不思議と違い和わ感はなかった。たいへんな美び貌ぼうの持ち主なのに、どこかのほほんとした雰ふん囲い気きがあるのだ。それが、たとえばカーサのような近ちか寄よりがたさを完全に払ふつ拭しよくしているのである。


　──そうだカーサ。


　ウォーロック家を名乗った男だん装そうの麗れい人じん。スコットランド・ヤードで彼女が捜さがしていたのは、この人なのだろう。昨晩の追っ手も関係があるに違いない。


　ウォーロック家。カーサ。ケイン。闇内閣シヤドウ・キヤビネツト。吸血鬼ヴアンパイア。そして、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー。


　次郎の身体にさざ波のような戦せん慄りつが駆け抜けた。それは武む者しや震ぶるいだった。次郎は握られていた両手を強く握り返した。彼女が驚いて言葉を切り、見る見るうちに真っ赤になっていったが、彼は気付かない。


　闇やみと文明の交こう錯さくするロンドン。その中でいま、彼女の笑顔だけが真まっ直すぐ次郎に訴うつたえかけてきている。彼が身をもって実感できる、確かな何かを。


　それを放してはならない、と思った。剣けんを振り下ろすには、踏ふみ込こむ必要がある。踏み込むためには足場がいる。ぐらつく足場で、剣は振れないのだ。


　いま、次郎はようやく、闇に斬きり込むための足場を得たような気がした。


「あっ。そ、そうだ。この子からもお礼を言わせないと──」


　と両手を握られて赤くなったまま、彼女は後ろを振り返った。そのときようやく、次郎は彼女が子供を連れていたことに気が付いた。


　十二、三の少女だった。くすんだ赤毛の少女で、幼おさない顔にはそばかすがある。清せい潔けつそうなシャツとスカートを着て、胸むねに──それだけ妙みように装よそおいから浮ういた、高こう価かだが古めかしいブローチを付けていた。


　ただ、次郎が気付かなかったように、おかしなほど存在感の薄うすい、大人しい少女だった。顔は子供ながら整っているのに、まるで人形のように表情というものがない。乾かわききった凍とう土どのような少女だ。


「ほら。昨日助けてくれたお兄さんだよ。お礼を言って」


　と彼女が促うながしても、黙だまって次郎を見上げたまま口を開かない。


「あ、あれれ？　ごめんなさい。この子すごく無口で──こら、レイチェルっ。ちゃんとお礼言わなきゃ駄だ目めでしょう？」


　──レイチェル。


　やはり、と次郎は胸の中で頷うなずいた。レイチェル。カーサが「あのガキ」と呼んでいた少女だ。そして、昨晩あの馬車に乗っていたのは、この少女なのだ。


　混こん沌とんとしていた情じよう況きようが、少しずつ──本当にわずかずつだが、見えてくる。


　次郎の中の確信が強まった。やはり、この人が鍵かぎなのだ。


「うー……あ、あはは。ごめんね。でも、この子もちゃんと感かん謝しやしてるから。ほんとだよ？　もちろんぼくも──」


　と、そこで彼女は「あっ」と照れ笑いを浮かべた。


「──しまった。そう言えば、ぼくもちゃんと挨あい拶さつもしてなかったね。ぼくは──」


「いいんです」


「え？」


　彼女が名乗ろうとするのを次郎は柔らかく遮さえぎった。女性から先に名乗らせるわけにはいかない。次郎は握っていた両手を放し、背筋を伸ばして言った。


「こちらこそ申し遅おくれました。私の名前は、望もち月づき次郎。日本海軍少しよう尉いです。どうぞ、お見知りおき下さい。ミス・アリス」





３







　正直に言うと、少しばかり気取っていたのは否いなめない。彼女を驚かそうと悪いた戯ずら心ごころを出したのも事実だ。


　しかし、アリスの反はん応のうは激はげしかった。


「──こ」


「こ？」


「心を読まれた！　なんでっ？　ぼく、君のことは吸ってないのに!?　どーして共鳴現象が？　あわわっ。駄だ目め！　見ちゃ駄目だからっ。ぼく別に、そんなこと考えてたりしてないからっ！　うわーっ」


「ええ!?　ちょ、ちょっと待って下さい。落ち着いて」


「えーん。これはひどいよ。むごいよ。あんまりだよ。──あ、あ駄目。見ないでーっ。恥はずかし過すぎるぅ」


　頭を抱かかえ、髪かみを振ふり乱みだし、ほとんどパニック状じよう態たいだ。次郎は啞あ然ぜんとした。


「ま、待って！　ごめんなさい。私が悪かった。そんなつもりはなかったんですっ」


「そんなつもりもこんなつもりもないもんっ。ぼくの心を読まないでっ。あっち行って──も無駄だけど、でもあっち行って！　お願いだから！」


「何を言ってるんですっ。私にあなたの心が読めるはずがないでしょう？　サトリの妖よう怪かいでもあるまいに」


「でもでも知ってたじゃんぼくの名前ぇ！　ぼくの名前を知ってる人間なんて、そんな通、聞いたことないしっ」


「偶ぐう然ぜん耳にしたんですよっ。カーサという女性からっ」


　ぴた、とアリスの狂きよう乱らんが収おさまった。ぼさぼさに乱れた金きん髪ぱつに両手の指を突つっ込んで頭を抱えたまま、彼女はそっと次郎に目を向けた。


「……カーサちゃんから？」


「ちゃ、ちゃん？　……まあ、そうです。やはり、お知り合いなんですね。カサランドラ・ジル・ウォーロック嬢じようと」


　次郎の目が真剣みを増ました。思わず身を乗り出す。


「彼女は、あなたが追われていることとも、関係しているのではありませんか？　昨日あなたを追っていた連中は、彼女の──ウォーロック家の者たちだ。そうなんでしょう？　奴やつらはあなたと、そのレイチェルという子を捕つかまえようとしている。おそらくは、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー事じ件けんに関かかわることで。違いますか？」


「な、なんでそれを──」


　勢いきおい込んで尋たずねた次郎を、アリスはびっくりした様子で見つめ返した。それから急に我われに返り、パタパタと慌あわただしく髪を整え、乱れたスカートの裾すそを直した。


　落としてしまった白い帽ぼう子しをきちんとかぶり、白い日ひ傘がさを差し直してから、アリスはツンと澄すまし顔をして、次郎の斜ななめ横四十五度の方向に視線を向けた。


「……存ぞんじませんわ」


「噓うそですね」


「う、噓なんかじゃありません」


「いや。でも明からさまに噓でしょう？」


「マア。なんてシツレイな。レディの言うことを信じませんの？」


「そんな、わざとらしく眉まゆをひそめられましても……」


　次郎が当とう惑わくする目の前で、アリスは無む理り矢や理り取り澄ました顔を維い持じし続けた。頑かたくなに次郎の方を見ようとしないが、こめかみを伝う汗あせが、内心の動どう揺ようを雄ゆう弁べんに語っている。


「聞いて下さい、ミス・アリス。あなたの身は、本当に危き険けんに晒さらされているんです。おそらく、あなた自身もとっくにご存じなのでしょう？　彼女らは……吸血鬼ヴアンパイアだ」


　今度こそアリスの全身が硬こう直ちよくした。


　額ひたいの辺りからダラダラと冷や汗が流れ、固く結んだ唇くちびるから血の気が失うせてゆく。


　それでも彼女は声を裏うら返がえし、


「存じません」


　と言い張はった。


「そんなはずはないっ。なら、昨日の追っ手をどう説明するのですか？　カーサという女性のことだって、知っているのでしょう？」


「い、いい加か減げんにして下さいまし。お巡まわりさんを呼びますよ？」


「ぜひそうして下さい、レディ。幸い、スコットランド・ヤードで事件を担たん当とうしている警けい部ぶと面めん識しきがあります。いますぐ事情を話して、保ほ護ごを求めるんです」


　むう、とアリスが顔をしかめた。痛いたいところを突つかれたらしい。詰つめ寄る次郎から、子供がむずがるように身体を離はなし、


「なんなんですか、いったい？　あなたとは、つい昨日まで見ず知らずだったんですよ？　全然無関係なのに、どうしてそんなにぼくらのことを……」


「あなたを守りたいからです」


　その言葉は、するりと自然に放たれた。「──え？」とアリスが次郎に視線を戻した。


　青い瞳ひとみが再ふたたび次郎を映うつす。次郎は頷うなずいて繰くり返した。


「あなたには危険が迫せまっている。見み過すごすことはできません」


　きっぱりと言い切った。


　次郎を見つめるアリスの頰ほおが、うっすら上気した。彼女は下唇を嚙かみ、顔をうつむけた。そのままもじもじしていたが、やがて上うわ目め遣づかいに次郎を見やった。


「……紳しん士しですのね」


「当たり前のことです」


「……なら、なおさら駄目です。昨日のことは感謝してます。ありがとう。でも、どうかもう忘わすれて下さい」


「そんなっ。どうしてですっ？　これは冗じよう談だんや作り話じゃないんですよ？」


　アリスの態度がもどかしかった。次郎は吸血鬼ヴアンパイアたちの恐おそろしさを我が身で知ったのである。万ばん全ぜんの態たい勢せいで、彼らと対たい峙じしたかった。そのためには、アリスの協力が必要なのだ。


　彼女が知っている情報が、次郎に剣けんを向ける対象を与あたえてくれる。そして、彼女の存そん在ざいそのものが、次郎に剣を抜く「理由」を与えてくれる。そう、直感しているのである。


「訳わけを──訳を聞かせて下さい。私はあなたの力になりたい。お願いです、ミス・アリス」


　次郎は胸に手を当て、切実に訴うつたえた。アリスの瞳が大きく揺れ動く。澄んだ瞳の奥おくに迷まよいと葛かつ藤とうが過よぎったが、やはり彼女は、最後には目を伏ふせた。


「ごめんなさいっ」


　そう言って頭を深々と下げると、それ以上は次郎を見ようとせず、「レイチェル。行こ」と少女の手を取って歩き出した。


「待って！」


　次郎は呼び止めたが、もはや彼女は振り向く気配を見せなかった。小さな背中が、きっぱりと次郎を拒きよ絶ぜつしている。一度だけ、手を引かれるレイチェルが次郎を振り返ったが、少女の顔にはどんな表情も浮かんでいなかった。


　──そんな……


　訳がわからなかった。しかし、思い出してみれば、昨日の晩もアリスは次郎に「降おりろ」と言ったのだ。


　──巻き込みたくないから？　それとも、何か事情が？


　他言できない事情があって次郎の申し出を拒こばんでいるのなら、彼のやっていることは逆ぎやく効こう果かもいいところだ。何しろ次郎は、事件の全ぜん容ようをほとんど把は握あくできていないのである。ただ、彼女が突とつ破ぱ口こうになるという直感に従って動いているに過ぎない。客観的に考えてみれば、不ぶ躾しつけ極きわまりない態度だ。


　──しかし……！


　次郎は遠ざかるアリスの背中を見つめた。追え、と身体からだ中の細さい胞ぼうが命じている。それがわかるのだ。手に取るように、はっきりと。


　次郎はまなじりを決した。路地裏から表通りに向けて、強い足音が響ひびいた。
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　アリスは黙もく々もくと歩いていた。


　片かた手てで日ひ傘がさを差し、片手でレイチェルの手をしっかりにぎり、少女がときどき駆かけ足にならねばならないほどの足取りで、スカートの裾すそを翻ひるがえしている。幼おさなさの残る美び貌ぼうは、へそを曲げた子こ供どもじみて強こわ張ばり、真まっ直すぐ前だけを見み据すえているくせに、ときどき通行人に肩かたをぶつけそうになった。


　その三歩後ろに、次郎が続いていた。


　彼もひと言も口を利きかない。静かな決意を秘ひめた眼まな差ざしで前を行くアリスを見つめ、ときおりその周囲の人々へと平時には鋭するどすぎる視し線せんを向けていた。足あし捌さばきも慎しん重ちようだ。左手は刀かたな袋ぶくろに入れた日本刀を握にぎり締しめ、右手はいつでも動かせるよう力を抜ぬいていた。


　アリスに手を引かれるレイチェルだけが、幾いく度どか両者の間に視線を行き来させた。だが、例によって無表情なままだ。


　端はたから見るとなんとも奇き妙みような三人組は、ひと言の会話もないままコマーシャル・ストリートを西に向かった。


　オールドゲート駅を抜けてシティに入る。この辺りになると交通量も多く、馬車の行き交かいが盛さかんになる。大都会の雑ざつ踏とうの中、三人はレデンホール・ストリートを直進した。


　やがて、王立取引所が見えてきた。コリント式の柱ちゆう廊ろうが、アテネの神しん殿でんを彷ほう彿ふつとさせる建けん築ちく物ぶつだ。その前の広い交差点に差し掛かかったところで、ついにアリスが痺しびれを切らした。


　突とつ然ぜん足を止め──その半はん瞬しゆん前には気配を察した次郎も足を止めた──わなわなと肩を震ふるわせると、百八十度方向転てん換かんして次郎と向き合った。


「なんでついてくんのっ！」


「──気になさらないで下さい、レディ。あなたのお邪じや魔まは致いたしません」


「じゅーぶん致してますっ。女の人のあとをつけるなんて、最低だよ！」


「そうですね。確たしかに、著いちじるしく礼に反します。が、お許ゆるし頂きたい。非ひ常じよう事じ態たいですので」


　次郎は固い表情で慇いん懃ぎんに返事をした。アリスが「もーっ」と癇かん癪しやくを起こし、スカートがめくれるのも構かまわず地じ団だん駄だを踏ふむ。周りを行く通行人が何事かと注目を寄せたが、本人は全く気付かない。


「昨日のことは忘わすれてってゆったでしょっ？　君は関係ないんだからっ！」


「とんでもない。被ひ害がい者しやの一人は私の同どう僚りようで、私は上官から事じ件けんの捜そう査さを命じられています。正真正しよう銘めい、当事者の一人ですよ」


「じゃあ、ぼくが関係ない！」


「容疑者筆頭の一族があなたを狙ねらっています。仮かりにあなたが事件と無関係だとしても、私があなたの側そばにいる意味はある」


「うー……」


　アリスは口をへの字にして、恨うらめしそうに次郎をにらんだ。精せい一いつ杯ぱい憎にくらしい顔をしているつもりのようだ。次郎はなるべく余よ計けいなことは考えないようにした。ただ、彼女が年上だろうという推すい測そくだけは、段だん々だん怪あやしくなってきた。


　結局、アリスはぷいっと顔を背そむけると、必死に平静を装よそおいながら、また歩き始めた。次郎も何事もなかったかのように、彼女のあとを追った。


　三人は交差点を横切ってチープサイドに入った。


　この通りは、五百年以上昔からロンドンを代表する大通りだ。中世の名なご残りを残す背せの高い建物が、通りの左右に続いていた。石と鉄と煉れん瓦がからなる岩がん壁ぺきのような街まち並なみの上に、セント＝メアリー＝ル＝ボー教会の優ゆう美びな塔とうが頭を出している。


　相変わらずの空模も様ようのせいか、馬車が舞まい上げる埃ほこりのためか、にぎやかな大通りも今日はどこか沈しずんでいる。だが、そんな中、帽ぼう子しから流れ落ちるアリスの金きん髪ぱつだけが、鮮あざやかな色しき彩さいを放っていた。本人の気分とは裏うら腹はらに、軽かろやかに風に揺ゆられている。


「……迷めい惑わくだなー。押おしかけナイトなんか、いらないのになー」


「爵しやく位いは受けていませんよ。レディ」


「あれー。なんか独ひとり言なのに返事が聞こえるー」


「そうでしたか。失礼しました」


　次郎は噴ふき出しそうになるのを我が慢まんした。アリスがいたって真ま面じ目めな口くち振ぶりだったからだ。


「これだから東洋人は困こまるなー。女の人を蔑ないがしろにしてるってゆうかー」


「これは私の独り言ですが、女じよ性せいを敬うやまう気持ちに、洋の東西はありませんよ」


「どーだか。って、ああっ!?　嫌いやがる女の人のあとを付け回すって、実はその人こそ切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーなんじゃあっ？　そーだよ。きっと、そーだ。お巡まわりさーん！」


「警けい官かんなら向こうの角にいますよ。お呼びしましょうか？」


「だから、独り言なのっ」


「そうでした。たびたびすみません」


　堪こらえきれずに忍しのび笑いがこぼれる。アリスは毛を逆さか立だてた子こ猫ねこのようになって、クスクス肩を震わせる次郎をにらんだ。気のせいか、可か憐れんな唇くちびるの下から、さっきまで気付かなかった八や重え歯ばがのぞいていた。


「……やっぱり気のせいだったよ。こんな意地悪な人が、そうなはずないもん……」


「なんのことです？」


「独り言！」


　今度はぷうっと頰ほおを膨ふくらませて、アリスはいよいよ足を速めた。日傘を振り回す勢いだ。


「待って。レイチェルが転びそうですよっ」


「きー！　ぼくらに構うなって──ぎゃあっ」


　振り向いて怒ど鳴なった瞬間、レイチェルではなくアリスが転てん倒とうした。それも、勢いがついていたものだから、もんどり打っての大転倒である。周りの人間が思わずぽかんと足を止めたほどだ。次郎は慌あわてて駆かけ寄った。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「……うえー。痛いたいぃ～」


「見なさい。あんなに急ぐから」


「むきーっ。君、守るってゆったんなら、支ささえてよねっ」


「そんな無む茶ちやな……ほら。手当をしますから、傷きずを見せて下さい」


　次郎がハンカチを取り出しながら言った。すると、急にアリスは表ひよう情じようを変えた。怒おこっていた顔を青くして、「いいっ」と次郎が差し出していた手を拒きよ否ひした。


「何を言います。いま手のひらを擦すり剝むいたでしょう？　ほら。意地を張はってないで見せて下さい。化か膿のうすると大変だ」


「いいのっ。怪け我がなんかしてないからっ」


「馬ば鹿か言わないでください。手て袋ぶくろがそんなに擦り切れているの……」


　と、少し怒おこりかけた次郎が、ぱちりと瞬まばたきをした。アリスがしていた手袋は、確かに路面で擦こすった手のひらの部分が擦り切れている。しかし、その下に見える白い肌はだには、傷ひとつついていなかったのだ。


「……あれ？」


「ほ、ほらっ。だから言ったじゃない。ぼく怪我なんかしてないよ」


「…………」


　次郎は何か言おうとしたが、何も言うことができなかった。アリスは「あはは」と笑って誤ご魔ま化かし、もう一度レイチェルの手を引いて、今度は速度を緩ゆるめながら歩き出した。


　少し遅おくれて次郎も続いた。今度は彼女の三歩後ろではなく、隣となりに並んで歩く。もう一度彼女の手を盗ぬすみ見たが、やはり怪我はなかった。


「……君、さっきより近いよ」


「そろそろ教えてくれませんか。あなたはなぜ狙われているのです？」


「忘れてって何度も言ったよね？」


「お願いします」


「……アラ？　あなた、どなただったかしら？」


「日本海軍少しよう尉い、望月次郎です。ミス・アリス」


「お巡りさーん！」


「逆です。反対側の街灯の下」


　アリスはあくまでも次郎と話をするつもりはないらしい。次郎は並んで歩く彼女の横顔へ視し線せんを向けたが、彼女は次郎を無視し続けた。


　と、突とつ然ぜん前方を見ていたアリスが、「あっ。しまった」と顔を伏ふせ、日ひ傘がさを前に掲かかげた。


　不ふ審しんに思った次郎が前を見る。チープサイドが途と切ぎれ、その先に巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつの姿すがたが現あらわれていた。


　長さ五〇〇フィート。高さ三七〇フィート。ドーム屋根の頂ちよう上じように黄金に輝かがやく十じゆう字じ架かを抱いだく荘そう厳ごんな建物は、セント・ポール寺院だ。全ロンドンを睥へい睨げいする大聖せい堂どうである。


　次郎はキリスト教徒ではないが、それでも大聖堂の美しさに目を奪うばわれた。ところがアリスは帽子と日傘を盾たてにして、大聖堂から目を逸そらしていた。チープサイドを抜けたあとは、可か能のうな限かぎりそちらに近づかないように通りを大きく迂う回かいして進んだ。周囲の人の流れから、明らかに浮ういていた。


「……差し出がましいですが」


「なによ？」


「怪あやしいですよ。それ」


「ほっといて」


「しかし──」


「もうっ。あっち行ってよ！」


　また、ぷりぷりとアリスが怒り出す。次郎はいよいよ困こん惑わくするばかりだ。


　──これは下手へたをすると、祖じ父いちゃんや先せん輩ぱいより変わり者かもしれない。


　と少し空そら恐おそろしい気がした。


　大聖堂から離はなれてフリート・ストリートに入り、さらにストランドと呼ばれる通りに差し掛かったころ、ようやくアリスは傍はた目めにもほっとして息をついた。そして、まだしつこくついてくる次郎に、心底うんざりした顔を見せた。


「あのねえ、君。ぼく、このあとも色々用事があって忙いそがしいんだよ。いーかげん、付け回すのやめてくれないかなあ」


　百パーセント社交辞令の笑え顔がおを浮かべるが、右の柳りゆう眉びはピクピクと引きつっている。


　次郎もだいぶ遠えん慮りよがなくなってきていた。肩を竦すくめて、


「レディ。私だってあなたに嫌いやがらせをしたくはないのです。どうか事情を話してもらえませんか？　決してあなたに迷惑はかけませんから」


「ぼくいま、とっても迷惑してるよ！」


「それは大迷惑の前の小迷惑です」


「どっちにしろ迷惑じゃないっ」


「それで、カーサとの関係は？」


「ふん。誰だれそれ？　知らなーいっ」


「彼女は知ってましたよ。確たしか、『間ま抜ぬけ面づらをした白人女』と」


「なっ？　ひ、ひどいっ。カーサちゃんの意地悪っ」


「友達だったのでは？」


「そうだよっ。一いつ緒しよに旅して──って誘ゆう導どう尋じん問もん!?」


「それで、ケインという男についてですが──」


「あっち行けー！」


　そのうちアリスは半分泣き面になって、むっつりと口を閉とざしてしまった。初めは調子に乗っていた次郎だが、さすがにそうなると悪い気がする。と言うより、これではまるで彼女を苛いじめているようではないか。ふとレイチェルの無言の視線に気付き、次郎は自分が恥はずかしくなった。


「……レディ？」


「…………」


「ミス・アリス？」


「…………」


　次郎が呼びかけても、アリスは答えない。さっきまでの元気もなくし、肩かたを落としてとぼとぼ歩いている。次郎は唇を嚙かんだ。しばらく一緒に歩いていたが、次し第だいに足が重くなり、とうとう立ち止まった。


　アリスが驚おどろいて振ふり返った。次郎は彼女に寂さびしく微ほほ笑えみかけた。


「わかりました。どうやら本当に、私はあなたの力にはなれないらしい。もう一度謝しや罪ざいします。つきまとうような真ま似ねをして、本当に済すみませんでした」


「……君」


　アリスがつぶやく。その青い瞳ひとみと幼おさなさの残る容よう貌ぼうを目ま蓋ぶたに焼き付け、次郎は深くおじぎをした。


「失礼します、ミス・アリス。どうか、くれぐれも身辺にご注意下さい。それでは──」


「あ、あの……」


　アリスは戸惑う仕草を見せた。あれだけ邪じや険けんにしても、いざとなると慌あわて出す。それはしかし、彼女の優やさしさゆえだろう。甘あまえるべきではない。


　次郎は黙だまって踵きびすを返そうとした。アリスに後こう悔かいと逡しゆん巡じゆんの表情が浮かぶ。


　そのとき──


　ぐう


　と意表を突つく手しゆ段だんで、彼女は次郎の足を止めた。


　身体からだを半分捻ひねった状じよう態たいで、次郎の動きは停止した。大変立りつ派ぱな音だった。次郎まで顔が熱くなった。


　見れば、アリスは一瞬あらゆる表情を漂ひよう白はくしたのち、頭のてっぺんから蒸じよう気き機関車もかくやという湯気を出した。口元が、あわわ、と震ふるえ、視し線せんがドーバー海かい峡きようを往おう復ふくする。白雪のような肌が、耳まで真っ赤だ。


　次郎の人生でもっとも気まずい時間が流れた。いかなるフォローも困こん難なんだった。


　なかったことにもできず固まる次郎の前で、やがてアリスは、ゆっくり唇くちびるをすぼめた。


「──も」


「も？」


「もうっ。レイチェルったらっ」


「大人気ないですよ!?」


「うっ。だって……」


「だってじゃありませんっ」


　悄しよう然ぜんとするアリスに、次郎が「全く」と大きく息をつく。


　が、しばらくすると急におかしくなって、次郎は相そう好ごうを崩くずした。


　堪こらえきれずに噴ふき出す。そして、通りの人々が奇き異いの視し線せんを向ける中、


「あははははっ」


　と涙なみだを浮かべて笑い声を上げた。


　そんな風に声を出して笑ったのは、ずいぶんと久ひさしぶりだった。


「うわっ。レ、レディのミスを笑うなんて失礼だよ！　紳しん士しって言ったの取り消しっ。この礼れい儀ぎ知らずの未開人め！」


「ごめんなさい。でも……あははっ」


「何よう、もうっ。仕方ないでしょっ。ぼく今日はまだパン一切れしか食べてないのに、君のせいで散々歩かされたんだから！」


「そ、そうでしたね。しかし……くっくっくっ」


　茹ゆであがったような顔色のまま必死に弁べん解かいするアリスに、次郎は笑いが止まらなくなった。レイチェルが無感動な目で見つめているのにも気付いたが、それでも笑うことを止められなかった。逆に少女に対しても笑顔を向けた。気のせいか、彼女の顔に、「仕方がないな、二人とも」という表情が過よぎったような気がした。


　結局次郎は息が切れるまで笑い、それからようやく顔を上げた。


　涙なみだをぬぐい、憤ふん怒ぬと羞しゆう恥ちに打ち震えるアリスへ、温かい眼まな差ざしを投げる。


「でも、よかった」


「何が!?」


「ずいぶん迷惑をかけましたが、最後に少しだけお返しができそうだ。行きましょう、ミス・アリス。ちょうどこの先に、とても美お味いしいフィッシュ・アンド・チップスを売る店を知っていますから」
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　ストランドの先には、ヨーロッパでもっとも美しい広場のひとつ、トラファルガー・スクエアがあった。二つの噴ふん水すいを有し、五万人を収しゆう容ようできる広大な広場スクエアである。


　次郎とアリス、レイチェルの三人は、広場の隅すみに腰こし掛かけ、次郎が買った鱈たらとジャガ芋いものフライ──イギリス名物のフィッシュ・アンド・チップスを頰ほお張ばっていた。


　安いもので、揚あげた魚をもぐもぐ咀そ嚼しやくするアリスの顔には、さっきの狼ろう狽ばいは微み塵じんもない。幸せそのものだ。次郎もつい顔がほころぶ。イギリスの料理は不ま味ずいと評ひよう判ばんだが、これだけは別だった。歯は触ざわりのいい衣ころもに西洋酢ビネガーの組み合わせが、味覚を楽しませてくれる。


　すでに日が傾かたむきつつあった。開けた空を覆おおう灰はい色いろの雲が、茜あかね色いろに染そまっている。広場のガス燈とうにも淡あわい明かりが灯ともっていた。


　広場は風が強かった。次郎は外がい套とうを脱ぬいで、ケープを手放したアリスの肩かたにかけた。アリスはきょとんとし、それから嬉うれしそうに笑った。


「ぼく、こんなのいらないのに」


「ロンドンの冬は、異い国こく人じんでなくても辛つらいでしょう」


「そうじゃないよ。ふふ。君は何も知らないから」


　後半は小さすぎるつぶやきで、次郎はよく聞き取れなかった。ただ、そのときの笑顔は、彼女の外見に相ふさ応わしい、大人びた笑顔だった。


　次郎はもう、事件のことを無理に聞き出そうとはしなかった。代わりに、たわいない世間話をした。


　自分の生活や祖そ国こくの風景。真之の冗じよう談だんや祖父の逸いつ話わ。アリスはそうした話を、喜んで聞いていた。レイチェルさえ、ときどき食べる手を止めて、次郎の話に耳を傾けた。


「コンペートオ？」


「はい。日本の砂さ糖とう菓が子しです。祖父は下げ戸こで、甘あまい物に目がなかったから」


「ぼくも甘い物は大好きだよ。チョコレートとか。生クリームとか」


「金コン平ペイ糖トーは見た目も可か愛わいらしいですよ？　色んな色があって、宝ほう石せきの欠かけ片らみたいですから。厳いかめしい祖父が金平糖をちびちび齧かじって目め尻じりを下げる姿すがたは、見ていておかしかった」


「いいなー。ぼくも食べてみたい」


　アリスは夢ゆめ見みる口くち振ぶりでつぶやいた。女性は甘い物が好き、というのも、洋の東西は問わないらしい。


「面おも白しろいお祖父さんだよね。なんて言ったっけ？　セイチロー・モチヅ……モチズキー？」


「セイイチロウ・モチヅキ。鬼おにのように厳きびしい人でした。怖こわかったなあ」


「でも好きだったんだ？」


「……家族ですから」


　と次郎は素す直なおに認みとめた。照れくさそうに鼻を搔かく。そんな次郎に、アリスはニヤニヤしながら、


「いい家族だったんだねー。モチズ、ヅキィ家は」


「茶化さないで下さい。それと、発音が難むずかしいなら、無理しないで。私のこともジローでいいですから」


「ほんと？　じゃあ、ぼくもアリスでいいよ」


「アリス？」


「そうっ」


　アリスはにっこり微ほほ笑えんで頷うなずいた。次郎もつられて笑う。そうせずにいられない、春の日差しのような笑みだった。


　そのアリスの笑みが、不意に引っ込む。表情を改め、彼女は次郎に、


「じゃあ、いまはちょっと寂さびしいね」


　と、ささやいた。


「……どうでしょう？　口やかましい先せん輩ぱいもいますし……それに、私は軍人です。軍学を学ぶために、はるばる祖国を離はなれ、イギリスまで来ているんです。寂しがってる暇ひまはありませんよ。その先輩とも、優ゆう秀しゆうな軍人になろうと誓ちかい合ったばかりだ」


　そう次郎は答えた。


　視線を遠くに投げる。次郎は、昨夜の昂こう揚よう感を思い起こそうとした。


「日本はこれから始まる国です。西洋の科学と産業を取り入れ、これから強くなるんです。だから、寂しがる暇なんかない。私は一軍人として、ただ前に進んでいけばいい。そうすればいつかは、日本だってこの国のような──」


　揚よう々ようと語っていた次郎が、突とつ然ぜん言葉を切った。


　この国のような。


　そう口にした瞬しゆん間かん、様々な光景が脳のう裏りを飛び交かったのだ。


　石と鉄てつ鋼こうの堅けん固ごな街まち並なみ。整せい備びされた街かい道どう。夜を駆く逐ちくするガス燈とう。精せい力りよく的に走り続ける馬車や鉄道。日の没ぼつすることなき、栄光の国。その心しん臓ぞうたる大都市ロンドン。生まれて初めて目にしたそれらは、新世紀へと突つき進む、目ま映ばゆいばかりのイメージだった。


　だが同時に、輝かがやかしいイメージが色いろ濃こい影かげを落とすことも、いまの次郎は知っていた。


　きらびやかだが飾かざり物じみた、ダンス・ホールの将しよう校こうたち。残ざん酷こくな切り裂さき魔まで好こう奇き心しんを満たす人々。そして、路ろ地じ裏うらに放ほうり出された幼おさない子こ供ども。飢うえと寒さに震ふるえる彼らを、この大都市は、まるでそこに存そん在ざいしていないかのように扱あつかう。


　何もイギリスに限かぎったことではない。世界の列強は多かれ少なかれ、そうした光と影を内包して膨ふくらんでいる。日本もだ。真之は、その両面を知った上で、そこに至いたる道を歩もうとしているのである。


　しかし次郎は？　自分はそれでいいのか？　本当に、そんな未来のために剣けんを振るって──これから先ずっと剣を振るい続けて、それで構わないのか？　自分の剣は、そのためのものなのか？


　祖父なら、なんと言うだろう？


　気が付くと、ずいぶん長い間黙だまり込んでしまっていた。慌あわててアリスを見ると、彼女はじれた様子もなく、静かに次郎の言葉を待っていた。


　自覚する前に、口が動いた。


「実は、迷まよっています」


「……何を？」


「……進むべき道を」


　次郎の視線は広場の南側に向かった。そちらには、ブロンズでできた四体の獅し子し像ぞうに守られる、高さ一四五フィートの柱がそびえていた。その頂上に、剣を携たずさえた軍人の彫ちよう像ぞうが置かれている。


　ナポレオンが率ひきいるフランス・スペイン連合艦かん隊たいにトラファルガー沖おきの海戦で勝利したネルソン提てい督とくの像である。英国のみならず、世界中の海軍から尊そん敬けいされる英えい雄ゆうだ。


　彼は祖国を守るために、自らの命を捧ささげた。羨うらやましいと思う。帝てい国こく主しゆ義ぎが世界最強の論ろん理りとしてまかり通る今こん日にち、祖国を守ることは、そのまま他国を──他の弱者を食い物にすることを意味しているのだから。


　ふっ、と次郎は苦く笑しようして、脇わき道みちに逸それた思考を放ほう棄きした。


「所しよ詮せん私は剣を振るしか能のうのない人間ですからね。先輩のようには達観できない。物事を見通せない。考えてみれば、祖そ父ふも政せい府ふの仕事を嫌きらって、国を出たんでした。帰国したあと山に籠こもったのも、昔のしがらみから逃にげるためだったのでしょう」


　維い新しんの英雄。孤こ高こうの侍さむらい。峻しゆん厳げんな、清せい廉れんの志し士し。海軍兵学校で祖父の名を知る教官たちは、口を揃そろえて彼をそう讃たたえた。


　だが、そんな言葉だけで、祖父を語ることはできない。人付き合いが悪く、頑がん固こで、無ぶ愛あい想そうで、孫まごの躾しつけから金コン平ペイ糖トーの好みにまで口やかましい偏へん屈くつな老人。それが祖父の素す顔がおだ。初めて顔を合わせた孫に何も言葉を掛けられず、ただ不器用に手を握にぎるだけの人だった。


　そして、そんな祖父が、次郎は好きだったのだ。


「……小市民の家系なのかもしれませんね。モチヅキ家は」


　と次郎は笑いながらアリスに肩かたを竦すくめて見せた。


　すると、


「……ねえ、ジロー」


「え？」


「ちょっと……ごめんね」


　とアリスはフィッシュ・アンド・チップスの袋ふくろを脇わきに置き、隣となりに座すわっていた次郎へ身体からだを寄せた。


　息がかかるほど側そばに顔を近づける。透すき通る青い瞳ひとみが、黒い瞳を間近に捉とらえる。「え」と次郎の心しん臓ぞうが飛び跳はねた瞬しゆん間かん──


　──あ……


　それを体たい験けんするのは二度目だった。アリスの心が、次郎の中に飛び込んできた。カーサのときと同じだ。


　が、確たしかに同じ感覚なのに、同時になんと違ちがうことだろうか。アリスの侵しん入にゆうには、不ふ快かい感がまるでなかった。人ひと肌はだの暖かさをした湧わき水が、静かに注がれていくようだ。瞬またたく間に次郎と同化し、同化することで探さぐるまでもなく彼の本ほん質しつを感じ取っている。それでいて、相手には一いつ切さい負ふ荷かを与あたえることがない。そこには、カーサの侵入が稚ち拙せつに思えるほどの、恐おそろしく巧たくみな、熟じゆく練れんの技ぎ巧こうがあった。


　どれぐらいの時間が経たったかはわからなかった。始まったときと同じように、アリスの侵入は波は紋もんひとつあとに残さず、静かに終わりを告げていた。


「ア、アリス？」


　次郎は戸と惑まどいのままにささやいた。


　すると──


　ぽろぽろと、アリスが泣き出した。次郎のすぐ目の前で、じっと彼を見つめていた青い瞳から、澄すんだ涙なみだがこぼれ落ちた。次郎は息をのんだ。


「……君たちは、立派だねえ──」


　アリスは涙を流しながら言った。その声に込こめられた深い共感に、次郎は頭の芯しんを殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。


「……どうして？」


「だって」


　とアリスは言葉をつまらせながら、


「こんなにも一生懸けん命めいじゃない。すごく誠せい実じつに頑がん張ばってるじゃない。なんて純じゆん粋すいに生きるんだろう。君も。その子も。まるで星々の運行みたいだ。ただ輝かがやくために、そこにある。本当に、綺き麗れいだよ……」


「……綺麗？」


　言葉をなぞるように問い返すと、アリスは「うん」と泣きながら頷うなずいた。


　彼女の言うことが、次郎には理り解かいできなかった。理解すべきではないとさえ思った。ただ、託たく宣せんを告げる巫み女こに対するように、自然と畏い敬けいの念が胸むねの奥おくに根付いていた。


　──この人は……


　もう止めようと思っていたはずの疑ぎ問もんが、止めることができず再ふたたび脳のう裏りに浮うかんだ。


　──この人は、何者なんだ？





「──アリス」





　氷の声が彼女を呼よんだ。


　アリスが夢ゆめから覚めたように振ふり返る。レイチェルがフィッシュ・アンド・チップスを落とし、アリスのスカートの端はしを握にぎり締しめた。


　次郎はただちに全身を引き締め、日本刀を手に立ち上がった。


「カーサちゃん……」


　夕ゆう闇やみの落ちるトラファルガー・スクエアに、男だん装そうの麗れい人じんが立っていた。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「……捜さがしたぞ」


　とカーサはアリスに向かって言った。そして、アリスの連れに目を向け、


「レイチェルも一いつ緒しよか。それに……ふんっ。また会おうとはな、少しよう尉い。まさか、ここまで食いついてくるとは……見上げたものだ」


　カーサは皮肉っぽく、唇くちびるの端はしを持ち上げた。昨日と同じ、漆しつ黒こくのシルクハットとマント。周囲の夕闇が、彼女を中心に凝ぎよう結けつしているかのようだ。


　次郎は日本刀を包んでいた袋ふくろの口を解ほどいた。鞘さやを出し、腰こしに構かまえて、そっと右手をかける。呼こ吸きゆうは自然と細くなり、雑ざつ念ねんの消えた表ひよう情じようの中で、切れ長の双そう眸ぼうだけがカーサにぴたりと据すえられた。


　カーサは鼻で笑った。


「懲こりない男だ。……どうしてまた、こんな奴やつを連れてるんだ、アリス？」


「……カーサちゃん、怒おこってるの？」


「怒ってるかって？　多少な。何しろ、真っ昼間からロンドン中を駆かけ回る羽目になったんだ。疲つかれもしたし、腹はらも立ったさ」


「……ごめんなさい」


　アリスはしゅんとして頭を下げた。カーサは「ちっ」と小さく舌した打うちした。


「……手間を掛かけさせて。あれほど大人しくしていろと言っただろう」


　と、愚ぐ痴ちっぽくアリスをにらむ。


　次郎は二人の会話や態たい度どに全ぜん神しん経けいを集中させた。さっき次郎がひっかけたとき、アリスはカーサを「友達」と認みとめた。それは噓うそではなかったらしい。カーサの態度は刺とげ々とげしいが、あくまで親しい者に対するそれだ。


　──どういうことだ？　カーサは吸血鬼ヴアンパイアじゃないのか？


　迷まよいは剣けん筋すじを乱みだす。そうわかっていても、迷いを捨すてることは難むずかしかった。


　カーサは次に、アリスの陰かげに隠かくれるレイチェルへ視し線せんを投げた。レイチェルの身体からだが大きく震ふるえた。


　人形のような顔には恐きよう怖ふの感情は見られない。が、少女がカーサを見返す目つきには、はっきりと敵てき意いがうかがえた。カーサが彼女を見る目つきも、アリスに向けられたときと違ちがって冷れい徹てつそのものだ。


「……やってくれたな、レイチェル」


「…………」


　カーサと少女が危き険けんな視線を交かわしあった。それを遮さえぎるように、アリスが立ち塞ふさがり、


「この子じゃないわ」


「それはこちらで調べる」


「そんな必要ないよ。この子は無実だ」


「直接調べればわかることだ」


　カーサは投げやりに肩かたを竦すくめた。アリスの両目が強い意い志しをのぞかせた。


　次の瞬しゆん間かん、次郎はぎょっとして彼女を顧かえりみた。


「ぼくが違うと言ってるんだ、カーサ」


　カーサが怯ひるむのがはっきりわかった。


　次郎は彼女に対する警けい戒かいをその瞬間忘わすれて、隣となりで少女を庇かばうアリスに気を取られた。


　──なんだ、いまのは？


　圧あつ倒とう的な威い圧あつ感だった。さっきまでのアリスと同一人物とは思えないほどだ。だが、彼女が別人のような威風をのぞかせたのは一瞬のことだった。


「信じて、カーサ」


　と訴うつたえるアリスは、それまでの彼女に戻もどっていた。


　カーサは気け圧おされたことを悔くやしがるようにしばらく黙だまっていたが、アリスの懇こん願がんする眼まな差ざしに、脱だつ力りよくしてため息をついた。


「ババアに言え」


　と力無くぼやくと、もう一度レイチェルを一いち瞥べつしてから、仕方なさそうに首を振ふった。


　マントの裾すそを、小さくバサリと翻ひるがえし、


「行くぞ。屋や敷しきの方は昨日から大おお騒さわぎなんだからな」


　と白い手袋でアリスを手て招まねきした。


　アリスが頷うなずき、レイチェルの手を握り締める。それから、カーサに向かって足を向けた。


　その前を塞ふさぎ、次郎が進み出た。


「──同行させてもらう」


「なに？」


　カーサが右の眉まゆを持ち上げた。彼女はいぶかしそうに次郎を見つめ、それからおかしそうに含ふくみ笑いを浮うかべた。


「だ、駄だ目めだよ、ジローっ。これは君には関係ないんだから！」


「私の任にん務む、話したはずですね」


　と次郎はカーサを見据えたまま答えた。しかしすぐに、「いや」と続け、


「任務は抜ぬきにしても、これだけは譲ゆずれません。吸血鬼ヴアンパイアの巣そう窟くつに、あなたたちだけを行かせられると思いますか？」


「なっ!?　貴き様さま……っ」


　次郎の台詞せりふを、カーサが聞きとがめた。前に踏ふみ出し、鞭むちのような視線で次郎をにらみつける。たちまち周囲の空気までビリビリと引き絞しぼられたように緊きん張ちようした。


　次郎は刀の鯉こい口ぐちを切った。首くび筋すじに鳥とり肌はだが立っていた。


「二人とも止やめて！」


　アリスが叫さけんだ。それでも両者はにらみ合ったまま動かない。「カーサちゃんっ」と、もう一度アリスが叫び、同時に次郎の右手にしがみついた。


「いけませんっ。放して！」


「駄目っ。絶ぜつ対たい駄目だからっ」


　金きん髪ぱつを振り乱し、アリスはぶんぶん首を横に振った。絶対に放さないという決意が、全身から溢あふれていた。


　やがて「やれやれ」と毒気を抜かれたカーサがこぼし、


「なんの茶番だか……いいからそこをどけ、アリス」


　そして、カーサの翠みどりの瞳ひとみに妖よう光こうが宿った。次郎は強ごう引いんにアリスを振り解ほどき、身を乗り出しながら剣けんを抜こうとした。


　が、できなかった。


　──な、なんだこれは!?


　身体が動かない。まるで見えない力で押おさえつけられているようだ。「くそっ!?」と呻うめき声を上げたが、それが精せい一いつ杯ぱいだ。


「ほら。これでいいんだろ？　本当にお前と来たら……とにかく私は疲つかれたよ。さっさと帰ろう」


　アリスは頷き、緊張するレイチェルに「大だい丈じよう夫ぶ」と声をかけて次郎から離はなれた。


　一度だけ振り返り、


「ありがとう」


　と告げると、そのあとは彼を見ないでカーサの側そばへと走っていく。次郎は腹はらの底から獰どう猛もうな唸うなり声を上げた。


「アリス！　いけないっ」


「うるさいぞ、少しよう尉い！　貴様何か勘かん違ちがいしているようだな。こいつは私たちの──」


　苛いら立だたしげにカーサは次郎を怒ど鳴なりつけた。


　が、


「──カーサ」


　と言うアリスのか細い声に口を閉とざした。


「──お願い。止めて」


　それは彼女に似につかわしくない、ひどく弱々しい声だった。カーサは面めん食くらった様子で口をつぐんだ。


　次郎を見、それからアリスを見て、なぜか不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめる。そして、「くそっ。帰るぞ」と怒おこったように宣せん言げんした。


「アリス……」


　次郎がなお呻く。だが、全身の力を振ふり絞っても、指一本動かすことができない。あまりの無力感に、次郎は打ちのめされた。


「じゃあな、少尉。三度目の再さい会かいがないことを、お前自身のために祈いのれ」


　そして、カーサとアリスはレイチェルを伴ともない、完全に夜の帳とばりが落ちたトラファルガー・スクエアから立ち去った。


　残された次郎は、血のにじむほどに唇くちびるを嚙かみしめた。


　ありがとう、と告げたあと、アリスはついに次郎を振り返らなかった。









　　三章　剣けんと牙きばの輪ロン舞ド










１







　レイチェル・ハーカーは貧ひん民みん街がいで育った。そこは、貧ひん困こんという圧あつ倒とう的暴ぼう君くんの支し配はいする世界だった。


　何世帯もの人間が詰つめ込こまれたアパートメント。光の射ささない、曲がりくねった路地。度の強いアルコールとすえた体たい臭しゆうと汚お物ぶつと血のにおい。歯の欠けた笑え顔がおと濁にごった瞳ひとみ。暴力。例を挙げるなら、そんな世界だ。


　仕事のない両親は日ひ銭ぜにを稼かせぐこともできず、道みち端ばたに座すわり込んだまま瘦やせ細って、ついには朽くちていった。両親の姿すがたを見て育った彼女は、生きるため、がむしゃらに行動した。窃せつ盗とうを覚え、悪あく党とうの使い走りをし、幼おさない身体からだを男たちに売った。気が付いたときには喜き怒ど哀あい楽らくの情じようすら売り払はらっていた。後こう悔かいしたことはない。他に生きる術すべはなかったし、後悔しても生きる糧かてになりはしないのだ。


　ところが、そのように必死の思いで生き抜ぬいていたある日、突とつ然ぜん気が付いてしまった。


　そうまでして、自分が生きねばならない必要はあるのだろうか──と。


　どれほど考えてみても、イエスと答えるだけの理由は見つからなかった。だから彼女は動くのを止めた。あらがい、反はん抗こうすることを放ほう棄きして、貧困という暴君に、大人しく身を委ゆだねた。彼女の両親と同じように。


　二週間後、彼女は飢うえて死んだ。


　ただ、死の直前、一人の男と出会った。その男は人ではなく、夜の闇やみに生きる怪かい物ぶつたちの末まつ裔えいだった。


　のちに狂きよう気きに堕おちる、牙きば持つ切り裂さき魔ま──ジャック・ウラドである。





「レイチェル？」


　と、少女の髪かみを梳すいていたアリスが、櫛くしを止め、声をかけた。


　アザミ邸ていの一室。カーサに連れられてウォーロック家の屋や敷しきに戻もどった二人は、屋敷内の一室に軟なん禁きんされていた。


　とはいえ、形だけの軟禁だ。レイチェルだけならともかく、アリスが常つねに彼女の側にいる以上、屋敷の者も滅めつ多たな態たい度どは取れない。ほとんどの者はアリスと下手な関かかわり合いを持つことを望まなかったし、長おさですら『術じゆつ聖せいマーリン』の生き残りを疎うとましく感じながらも、慎しん重ちように距きよ離りを置いていた。唯ゆい一いつの例外がカーサなのだが、彼女は自ら認みとめたとおり疲つかれたらしく、二、三会話を交かわしたあとは日の出を待たず自室に引き込んでしまった。


　疲れているのはカーサだけではない。アリスもレイチェルも、日が昇のぼる前に眠ねむりにつこうとしていた。


「どうかした？」


　とアリスは少女に優やさしく尋たずねた。少女は無言だ。だが、アリスには彼女の意い志しがなんとなくわかるらしい。「うん」と頷うなずき、


「楽しかったね。今日は」


　と少女に代わって口にした。


「結局捕つかまっちゃったけど、これでよかったと思うよ。君がここで大人しくしてれば、そのうち切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの容よう疑ぎも晴れるもん。真しん犯はん人にんだって、いまに捕まるよ。カーサちゃんもケイン君も、だいぶ本気になってたからね」


　励はげますように言ってから、再ふたたび少女の髪に櫛を入れる。楽しそうに、古い子こ守もり歌うたを口ずさみながら、


「でも、あの子はちょっと心配だな。正せい義ぎ感が強いのはいいことだけど、思い詰めると平気で火の中に飛び込んで行きそうだもの」


　と、昼間の青年を思い出し、弟を気き遣づかう姉のようなため息をついた。


「無む鉄てつ砲ぽうだし、無知だし、無む茶ちやだし……それにちょっと無礼だったよね。口も悪かったな。言葉遣いは丁てい寧ねいなのにさ。何より性せい格かくが悪いよっ。いや、ほんとはいい子だったけど、こう、ときどき慇いん懃ぎん無礼になるっていうか、真ま面じ目めすぎて馬ば鹿かにされてる気がするっていうか……本人の自覚がないとこがかえって嫌いやみなんだよなあ。それとも案外、意い識しきしてやってたのかも。うん。あった、あった。怪あやしい場面は。レディのささやかなミスを、親切ぶってチクチクからかったりしたもん。おのれ。若わか造ぞうめ」


　段だん々だん愚ぐ痴ちっぽくなり、最後は陰いん湿しつな声こわ音ねになってアリスは青い目を半はん眼がんにした。


　気が付けば、レイチェルが心なしか抗議する視し線せんでこちらを眺ながめている。知らないうちに髪を引っ張ぱっていたらしい。アリスは慌あわてて謝あやまった。それから、フッと全身の力を抜ぬいた。


「君も気に入った？」


「…………」


「そうだね。真まっ直すぐな子だった……太陽が、似に合あう子だよ」


　アリスはそう言って微び笑しようした。彼女には珍めずらしい、寂さびしそうなほほえみだった。


　すると、


「……フィッシュ・アンド・チップス」


「え？」


　突とつ然ぜんレイチェルが喋しやべった。アリスはきょとんとし、次いで目を丸くした。少女が言葉を口にしたのは、アリスが知る限かぎり、それが初めてのことだったのだ。


「ど、どうしたの？　フィッシュ・アンド・チップスが何？」


　尋ねても、もうレイチェルは答えない。ただ黙だまってアリスの顔を見つめている。


　しかし──


「あ、そうか。また食べたいんだね？」


　レイチェルは頷いた。その素す直なおな仕草に、アリスは破は顔がんした。


　しかし、形だけとはいえ、いまの二人は屋敷に軟禁されている身だ。カーサに頼たのんで買ってきて貰もらってもいいが、そのようなお使いなど、彼女は間ま違ちがいなく全力で拒きよ否ひするだろう。ケインもいまは多た忙ぼうの身だ。それに、どうせなら息のつまる屋敷で食べるより、もう一度あの広場で食べる方が、美お味いしいに決まっている。


　となれば、アリスの数少ない特とく技ぎを活いかすより他ほかにない。


「わかった。じゃ、ちょっと休んで日ひ暮ぐれ前──他のみんなが起きる前に、こっそり抜け出しちゃおう」


　とレイチェルに耳打ちした。


　レイチェルはもう一度頷いた。アリスは嬉うれしそうに髪かみを梳すく作業を再さい開かいする。


　彼女に髪を預あずけながら、レイチェルは黙って目の前の薄うす闇やみを見つめていた。


　アリスの手て触ざわりはとても優やさしい。それはレイチェルが経けい験けんしたことのない感かん触しよくだった。いつしか少女の瞳ひとみに、深い悲しみが浮うかんでいた。それでも少女は頑かたくなに沈ちん黙もくを守った。その小さな手で、胸むねに飾かざられた古めかしいブローチを握にぎりながら。
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「なんと。あのときの少年が？」


「ああ。私たちの正体を知っていた。もっとも、どこまで正せい確かくに理り解かいしているのかは、わからないが……」


　マントとジャケットを脱ぬぎ、シャツからタイを抜きながら、カーサは舌した打うちを堪こらえるような顔になった。彼女の上着を受け取りつつ、ケインも難むずかしい顔をする。


　シルクハットに収おさまっていた黒髪が、うなじから肩かた、腰こしにまで流れている。カーサが首を振ふると、砂さ丘きゆうの風ふう紋もんのように音もなく肌はだの上を舞まった。


　男だん装そうを解といたカーサは、それまでより若わかく見える。マントと燕えん尾び服ふくに閉とじ込められていた色いろ香かが匂におい立つようだ。だが、闇の中に光る翠みどりの瞳は、外見に反して老成した知ち性せいをうかがわせていた。


「アリスが止めなければ、その場で殺してすんなり片かたがついていたのだが」


「……そこまではっきりと賢けん者じや殿どのが庇かばわれた以上、我われ々われがあの日本人に再ふたたび手出しするのは危き険けんですな」


　カーサたち吸血鬼ヴアンパイアにとって、自分たちの正体を人間に知られることは、大きなマイナスだ。中世の暗黒時代、それも排はい他た的な地方都市ならともかく、ここは世界のロンドンである。吸血鬼ヴアンパイアの正体を明かして人を支し配はいするなど、馬鹿げた誇こ大だい妄もう想そうにしかならない。


　人類が一定規き模ぼの社会を発はつ展てんさせて以い降こう、世界中の血族は、彼らとの正面衝しよう突とつを全力で回かい避ひしてきた。裏うら側がわからの接せつ触しよくを図はかり、密ひそかな共きよう存ぞんこそを自らの生きる道と定めてきたのである。そして、そのためには、どのような些さ細さいな兆ちよう候こうであれ、危険の芽は摘つみ取るというのが大だい原げん則そくなのだ。


「裏から手を回しても、結局気付かれるだろうな。あの脳のう天てん気き、そういう勘かんは神かみ掛がかってやがる。いっそこの件けんを婆ばあ様さまにもらして、あいつに手を汚よごしてもらうか」


「だとしても、我々が何らかの手引きをすれば、手引きしたことを賢者殿は感づかれるでしょう。得とく策さくではありません」


　とケインは慎しん重ちように意見した。


「捨すて置くわけにも参りませんが、我々が直接手を下さずに、穏おん便びんに口を封ふうじる方策を立てた方が宜よろしいかと具ぐ申しんします」


　従じゆう者しやのもっともな意見に、カーサは箸はしで食べろと言われたパンサーのような顔で、盛せい大だいなため息をついた。


「……奴やつは日本の軍人だ。闇内閣シヤドウ・キヤビネツトから圧あつ力りよくをかけさせよう。誰だれか適てき当とうなエージェントに連れん絡らくを取れ。いまなら誰だ？　あそこは代だい替がわりが激はげしくて憶おぼえてられん」


「いまならストーカーが信しん頼らいできます。ジャック絡がらみの一件でもある。適てき任にんでしょう」


　ケインの返答に、任まかせるよ、とカーサはあくびをした。自身の寝しん室しつを封ふう印いんする分ぶ厚あつい両開きのドアを開く。その姿し勢せいのまま、


「……アリスは」


「は？」


「なんだってまた、あんな人間の男に入れ込んでるんだ？」


　それは、ついさっきまでの老練な実じつ務む家かの疑ぎ問もんではなかった。素そ朴ぼくで、わずかな不安を含ふくんだ疑問。ちょうど、戦場に駆かり出される父親に、何をしに行くのかと尋たずねる幼おさな子ごのような問いだった。


「偶ぐう然ぜん知り合っただけでしょう。情じようの深い方です」


「……そうだよな」


　小さくつぶやき、カーサは寝室の闇に姿すがたを消した。閉とざされたドアに向かって、ケインは軽く頭を下げた。





２







　誠せい一いち郎ろうが肺はい炎えんで倒たおれたのは、次じ郎ろうが十二のときだった。


　それまで次郎は、祖そ父ふは仙せん人にんや天てん狗ぐの類たぐいであり、病に臥ふせるなどあり得ないと思っていた。高熱にうなされる祖父を一ひと晩ばん中じゆう看かん病びようしながらも、そんなはずはない、これは祖父の悪ふざけに違ちがいないと、何度も思い込こもうとした。


　人里離はなれた山やま奥おく。一里四方は獣けものの気配より他ほかになく、夜ともなれば部屋に置かれた行あん灯どん以外に明かりもない。手で触ふれそうな濃のう密みつな闇の中、頼たよりない油の火の下で、祖父は顔を歪ゆがませ、汗あせを流してうなされていた。


　そのときの恐きよう怖ふを、次郎はいまも鮮せん明めいに覚えている。


　母に続き、祖父までも死んでしまうのではないか。自分はまた、たった独ひとりで取り残されるのではないか。そう考えただけで泣き出しそうになった。想そう像ぞうするだけで目の前が真っ暗になった。


　幸い、誠一郎は数日で持ち直した。意い識しきが戻もどると、「修しゆ行ぎようはどうした」と掠かすれ声で怒ど鳴なり、孫を寝室から追い払はらってから、また眠ねむりについた。邪じや険けんにされても次郎は嬉うれしかった。祖父には苦しげな呻うめき声などより、矍かく鑠しやくとした怒鳴り声が遥はるかに似に合あっていたからだ。


　その翌よく日じつ。誠一郎はまだ回かい復ふくしきらないでいたが、寝室から出て次郎を呼よぶと、突とつ然ぜん頭ごなしに叱しかりつけた。昨日も修行を怠おこたっただろう、と言うのである。


　次郎は驚おどろいて否ひ定ていしたが、


「かけ声が聞こえんかった。噓うそまでつくとは何事かっ」


　と祖父は真っ赤になって怒おこり、そのせいで再ふたたび体調を崩くずして寝室に引き込んだ。むろん、


「お前は修行を続けていろ」


　と言い残してからである。


　ところが、夕ゆう刻こくになって誠一郎が目を覚ましたとき、やはり外から次郎の声は聞こえなかった。カンカンになった誠一郎は、病びよう衰すいした老ろう骨こつに鞭むち打うって寝室を抜ぬけ出した。


　そして、クタクタになりながら、無言のままで木刀を振ふる孫の姿を見たのである。


　あとになって理由を聞くと、


「起こしてはいけないと思って」


　と次郎は答えた。


　その答えを聞いた誠一郎は、長いこと黙だまったまま孫の顔を見つめ続け、最後に、


「そうか」


　とだけ、つぶやいた。


　誠一郎が完全に回復したのは、それから二日後である。以来次郎は、示じ現げん流であるにもかかわらず、かけ声を出さないという妙みような癖くせを付けてしまった。


　その癖は、まだ若わかい次郎にとって「闘とう志し」の発はつ露ろを妨さまたげるという意味で、見み過すごせない欠点と言えた。だが、誠一郎はあえて「声を出せ」とは次郎に言わなかった。「闘志」を自ら封じた優やさしさもまた、次郎の剣けんの一面であるには違いなかったからだ。


　剣の道の中でも、心しん技ぎ体たいの「心」は特に鍛きたえるのが難むずかしい。誠一郎が叱りつけて矯きよう正せいしたところで、次郎の「心」を真に鍛えることにはならない。


　誠一郎は無言のまま剣を振る孫を見ながら、もっとも賢けん明めいな道を選せん択たくした。


　待ったのである。
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「いま、なんと言いました？」


「……だからっ。この件けんからは手を引く──と、そう言ったんだ」


　顔色を変える次郎に、真さね之ゆきは苦々しく告げた。


　トラファルガー・スクエアでの別べつ離りから、一夜が明けた翌朝。下宿先の食堂でテーブルを挟はさんだ二人は、真之の発言をきっかけに衝しよう突とつした。


「昨日調べて確かく信しんを得た。この件は、ヤバイ。これ以上、関かかわるべきじゃない」


「しかし！」


「まあ、聞けよ」


　と、熱くなる次郎に対し、真之はいつになくクールだ。


「まず闇内閣シヤドウ・キヤビネツト。あれはやはり実じつ在ざいするらしい。それも、あらゆる公的機関の束そく縛ばくを受け付けない超ちよう法ほう規き的組そ織しきだそうだ。ま、そんなもん存そん在ざいしないことになってるんだから、当然といえば当然なんだがな。俺おれがそこの使者と接せつ触しよくしたと言ったら、話を聞いた書記官は真っ青になってたぜ」


　淡たん々たんと言う先せん輩ぱい少しよう尉いに、次郎は奥おく歯ばを嚙かんだ。真之はテーブルで指を組んで、「ただ──」と正面から次郎を見つめた。


「諜ちよう報ほう機関、というのは組織の副次的な面らしい。その本来の役やく割わりは、『一部貴き族ぞく』との折せつ衝しようということだ。古い貴族──この地に昔から存在し、政せい府ふや議会、王室といった、民みん衆しゆうの指し導どう者しや層そうに人知れず影えい響きようを及およぼしてきた、古い古い貴族たちとの、な」


「古い貴族？　そんなもの、いまの議会にだって──」


「忘わすれたか？　ストーカーが言ってたことを」


　と真之は鋭するどい目つきに疲ひ労ろう感をにじませた。


「『あの連中は世界中に存在している。それも、人間と同じ──あるいは人間が文明を築き出す以前から』」


「……まさか！」


　次郎が息をのむと、真之は重々しく頷うなずいた。


「……それ以上のことは、どれだけごり押おししても、どこからも聞き出せなかった。実じつ際さい、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの実じつ情じようを知っているのは、その秘ひ密みつメンバーと政府の高官数名、あとは一部の王族に限かぎられるそうだ。それでも、その権けん力りよくの強大さと周しゆう到とうさは歴れき然ぜんとしている。この件で下手を踏ふめば、俺たちはもちろん、小国日本などあっさり吹ふき飛ばされかねない」


「しかし、ストーカーは我われ々われに協力を申し出ているではありませんかっ？　我々が事件を解かい決けつするのを、奴やつらは望んでいるのでしょう？」


「その点も、どう考えても不自然だ。いくら犠ぎ牲せい者しやの一人が日本の軍人とはいえ、俺たちに事件を解決させるメリットがどこにある？　裏うらがあることは間ま違ちがいない。かといって、連中を利用するような真ま似ねは、俺たち二人には不可能だ。ここは触さわらぬ神に祟たたりなしさ。俺たちが沈ちん黙もくしてしまえば、それ以上闇内閣シヤドウ・キヤビネツトが俺たちに手出しする可か能のう性せいは低い。何事もなかったようにやり過すごすのが無ぶ難なんだ」


「そんな……」


　次郎は絶ぜつ句くして顔をうつむけた。


　真之の言葉を実感できないほど、次郎は愚おろかではない。国こく際さい社会における日本の立場は、極きわめて弱いのだ。間違っても大国イギリスの不ふ興きようを──それがどれほど些さ細さいな不興であったとしても──買うわけにはいかない。イギリスの友好に比くらべれば、軍人一人の犠牲者など、全く問題にならないと言っても過か言ごんではない。


「佐さ藤とう中ちゆう佐さからも軽挙は慎つつしむよう釘くぎを刺さされた。これ以上この件に関わっても益えきはない」


「……だから手を引くんですか？」


「十分すぎる理由だ。それに、他ほかにも理由はある」


「なんなんです？」


　突つっかかる次郎に、真之は渋しぶい顔をした。無自覚な後輩に、半ば呆あきれ、半ば腹はらを立てているらしい。


「……お前だ、馬ば鹿か」


「わ、私が？」


「お前、昨日俺と別れたあと、いったいどこで油を売ってた？」


　真之の突き刺すような視し線せんに、次郎は言葉をなくした。


　実は、アリスとの邂かい逅こうについて、次郎は真之に報ほう告こくしていない。昨日は頭に血が上り、それどころではなかったのだ。その点が、真之には大いに不満だったようだ。


「全く……人が足を棒ぼうにして情報を搔かき集めてたってのに、下宿に帰ってみれば、ここの夫人が青い顔して詰つめ寄よってくる。何事かと思えば、裏うら庭にわでお前が素す振ぶりしてるじゃないか。帰ってきてからずっと独ひとりで、明かりもない暗くら闇やみの中、声も出さず、目を血走らせ、その上、真しん剣けんで、だ。切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーを笑えんぜ」


「……済すみません」


　恥はじ入る次郎を、真之は冷静な目で見つめていた。


　しばらく間を置いてから、


「女か？　まさか、あの晩ばん馬車に乗ってた金きん髪ぱつじゃないだろうな？」


「せ、先輩、どうしてっ？」


　覿てき面めんに狼う狽ろたえる次郎を見て、真之は深々とため息をついた。今度は、可か愛わいさ半分、馬鹿らしさ半分といった感じだ。


「やれやれ、図星かよ。あのな、次郎。俺もあのとき、あそこにいたんだぞ？　あれだけ派は手でな登場をした女を、忘わすれるわけがないだろうが」


　とにかく座すわれ、と真之は次郎をテーブルに着かせた。朝食を摂とりながら、次郎に昨日の顚てん末まつを話させる。次郎は卓たく上じようのトーストに手を付けないまま、己おのれの感情は排はいし、なるべく客観的に、昨日見聞きした体験を語った。


　アリスと再さい会かいし、話をし、カーサが現あらわれ、彼女を連れ去った。口にしてしまえば、それだけのことである。だが、それだけのことが、自分の中でいかに大きな位置を占しめていたか、次郎は誰かに説明することで改めて認にん識しきした。もう自分は昨日までの自分とは違ちがう。本気でそう思えるほどだった。


　耳を傾かたむけている間、真之は次郎の話の内ない容ようと同時に、後こう輩はいの表情や態たい度ど、声の調子を冷静に観察しているようだった。次し第だいに食事が進まなくなり、最後には食しよく欲よくをなくした様子で皿を押しやった。


「お前……それ滅め茶ちや苦く茶ちやきな臭くさいじゃないか。人が見てない間に、なんてとこに首突つっ込んでるんだ」


「事じ件けん解かい決けつの糸口になると思って……それに、彼女の生命に関かかわることでした。いまこうしている間にも、彼女が無事でいるとは限かぎらないんです。私が、もっとしっかりしていれば……」


　再ふたたび昨日の悔かい恨こんが甦よみがえり、次郎は拳こぶしを握にぎり締しめた。もし彼女の身に何かあったなら、自分は絶対に自分を許ゆるせないだろう。事件から手を引くという真之に、どうしても同意できないのも、そのためだ。


　一方真之は、そんな次郎を気がかりそうに眺ながめていた。


「……催さい眠みん術じゆつ、か」


「え？」


「お前言っただろ。例の、ウォーロック家の麗れい人じん。そいつに催眠術を掛かけられたって」


「言いましたが……あれが催眠術だったかどうかは、わかりませんよ」


「似にたようなものだろ。くそっ。もういい。とにかく、この件はこれでお終しまいだ。お前は通つう常じよう任にん務むに戻もどれ。もうこの事件には、一いつ切さい手出しするな」


「納なつ得とくいきませんっ」


　一方的に言い渡わたす真之に、次郎は断だん固ことして反対した。


「言ったでしょうっ。人ひとりの命が関わってるんですっ。新たな犠ぎ牲せい者しやが出るのを、みすみす見み逃のがせって言うんですか」


「いい加か減げんにしろ、次郎っ。のぼせあがるのも大たい概がいにしやがれ！」


　真之がテーブルを叩たたいた。その語気の険けわしさに、次郎は思わず口を閉とざした。


「いいか、おい。少しは頭を冷やして冷静に考えてみろ。その女は、深夜にたった一人、暴ぼう走そうする馬車を駆かって、追っ手から逃にげるような女だ。事件に関わりがあるのも間違いない。裏うらの事じ情じようにも通じてるらしい。ウォーロック家に追われてるかと思えば、やつらは自分に危き害がいを加えないと保ほ証しようし、現げんにそこの麗人と知り合いだった。そして、そのウォーロック家ってのは吸血鬼ヴアンパイアの一族だ。どうだ？　わかってることを並ならべただけでも、明々白々じゃないか。お前、本当にわからないのか？」


「それは……」


「その女は吸血鬼の一人だ。首をかけたっていい」


「…………」


　真之はそう断だん言げんし、次郎は言葉をなくして黙だまり込こんだ。二人は無言で互たがいの目をにらみ合った。


　──アリスが、吸血鬼ヴアンパイア……


　気付かなかったわけではない。真之の言うことが、伏ふされた事実を公正に示し唆さしていることは、次郎にもよく理解できた。


　昨日、アリスの怪け我ががあっという間もなく治なおっていた時点で、漠ばく然ぜんとした予感はあった。彼女がカーサと同じ催眠術を使ったときには、あやふやな疑ぎ問もんもほとんど解答を得ていた。思い返してみれば出会いのときも、彼女は馬車に張はり付いた次郎を片かた手てで楽々と御ぎよ者しや席せきに引っ張り上げていたのだ。


　ただ次郎は、その点を突き詰つめて考えようとしなかった。言い訳わけではないが、そうする必要を感じなかったのである。


「曇くもり空で日ひ傘がさを差し、教会を避さけて通る。フィッシュ・アンド・チップスにニンニクが入ってりゃ、どれほど腹はらを空すかせていたとしても指一本触ふれなかったろうよ。ああ、くそっ。まんまスコットランド・ヤードで見た文ぶん献けんの通りだ。悪い冗じよう談だんみたいだぜ」


「……彼女は私と同じ物を口にしました。とても美お味いしそうに……」


「吸血鬼ヴアンパイアは人の血を吸すうそうだが、人の血しか吸わないとは、どの文献にも書いてない。そもそも、あんな黴かびくさい文献を信じずとも、状じよう況きようから推すい測そくされる答えはひとつだ」


　次郎は顔色をなくし、椅い子すに座ったままうなだれた。目を逸そらし続けてきた事実を突き付けられ、いまさらながら自失していた。


　そんな後輩に、真之は痛いたましげな視し線せんを向けた。


「……次郎よ。お前、そのアリスって女に操あやつられてるんじゃないか？」


「私が？　何を馬ば鹿かな……どうやって彼女が、私を操ると言うんです？」


「だから催眠術だよっ。はっきり言うが、その女に対するお前の態たい度どはおかしすぎる。いつも慎しん重ちようなお前からすれば、常じよう軌きを逸いつしていると言っていい。そもそもの初めから変だった。あの晩ばんお前は、ひと目あの女を見た途と端たんに、我われを失ってあとを追い、暴走する馬車に飛びついたんだぞ？　最悪、振ふり落とされて死んでいたかもしれない。再さい会かいしたあとも逃げる女を付け回し、危あやうくウォーロック家と一戦交えるところだった」


「それは……半分は成り行きで」


「じゃあ聞くが、お前これまでに一度でも軍の命令に逆さからったことがあったか？　もう佐藤中佐もこの件けんから手を引くよう言ってるんだぞ？　なのに、どこの馬の骨ほねともしれない女のために──それも、その女自身関かかわるなって言ってるのに、どうしてまだそいつに固こ執しつしてるんだ？　え？」


「…………」


　答えられず、次郎はじっと歯は嚙がみした。


　理由ならあるのだ。次郎の中にはある。一昨日おとといの夜芽生え、昨日一日で深く根を下ろした理由が、確たしかに存そん在ざいしている。


　だが、それは言語化して他者に伝えるのが、極きわめて困こん難なんな理由だった。真之が得意とし、いまもそれを駆く使しして次郎を説得しているような「理り屈くつ」や「論ろん理り」に属ぞくする理由ではないからだ。


　それは、彼女の声の優やさしい響ひびきであり、彼女の眼まな差ざしの温あたたかな包ほう容よう力りよくであり、何より彼女が見せた、こぼれんばかりの笑え顔がおだった。コロコロと変化する豊ゆたかな表ひよう情じようや、潑はつ剌らつとして陰かげのない、無む邪じや気きな言動の数々だ。そんな彼女に接せつして次郎が感じたことすべてが、彼女を見み捨すてることのできない理由なのである。


　──私が催さい眠みん術じゆつで操られている？


　違ちがう、と断だん言げんできた。そこにも、真之を納なつ得とくさせられるような理論はない。だが、違うのだ。アリスは自分を操ろうなどと決してしなかった。


「……それとも惚ほれたか？」


　唐とう突とつに真之が言った。次郎は撃うたれたように全身を震ふるわせた。


　真之は苛いら立だたしげに舌した打うちした。ただ、苛立っていると同時に、心の底から後こう輩はいの煩はん慮りよを懸け念ねんしているのもうかがえた。


「わかってるよな、次郎？　海軍兵学校ってとこは、なまなかな事じゃ入れない。そこを出た士官ってのは、押おしも押されぬ我わが国のエリートだ。国の期待は大きいし、当然、それに伴ともなう責せき任にんも大きい。お前一人の身じゃないんだぜ？」


「そんなことは……」


　言われなくとも、わかっている。


　だが……


　──『……君たちは、立りつ派ぱだねえ──』


　アリスの素す直なおな称しよう賛さんの言葉が、次郎の胸むねをじわりと焼いた。


　彼女は自分のことを、立派だ、と褒ほめてくれた。嬉うれしかった。正直、誇ほこらしく思ったほどだ。立派。だが、彼女は何も、自分が海軍士官でエリートだからそう言ってくれたのではない。そんなことは関係なく、彼女は自分のこれまでの人生を指して、そう評ひようしてくれたのだ。


　ただ一心に剣けんを振ふり、祖そ父ふと二人、変わりゆく山々の四季を過すごしていった日々。次郎にとって掛かけ替がえのない日々はしかし、日進月歩の進歩を至し上じようの命題とする日本社会では、古くさい旧きゆう時代の日々だった。そうした日本の在あり方が誤あやまっているとは思わない。日本が息せき切って近代化せざるを得ない事情も、次郎は重々承しよう知ちしている。


　しかし。


　それでも──


　気が付くと次郎は椅子から立ち上がっていた。何も言わぬまま真之に背せを向け、頑がんとした足取りで食堂の出口に向かう。


「次郎っ。命令だぞ！」


　真之が一いつ喝かつした。険しい声だった。そして声の奥おくには、後輩のあまりの頑かたくなさに対する微かすかな動どう揺ようもうかがえた。


「……階級は同じでしたよね、秋あき山やま少しよう尉い？」


「洒しや落ら臭くさい。これは上官の命でもあると伝えたはずだ、望もち月づき少尉」


「では過か去この貸かしを返してもらうということで。命令違い反はんを見み逃のがした数なら、両手の指では足りません」


「次郎！」


　真之が叫さけぶ。次郎は足を止めず、そのまま食堂を出て行った。残された真之は盛せい大だいな悪態をついて、


「勝手にしろっ」


　と吐はき捨てた。
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　ロンドンの空は昨日に引き続き冴さえなかった。


　灰はい色いろの雲が低空に立ち込め、灰色の街まち並なみと接せつしようとしている。煙えん突とつから吐き出される煤ばい煙えんが空を覆おおう雲に吸きゆう収しゆうされ、脈動しながらその層そうを分ぶ厚あつくしていた。


　外がい套とうは昨日アリスに預あずけたままだ。次郎は軍服の上に祖父から譲ゆずられた二重回しインバネスを着込み、手には深夜まで振ふり続けた愛刀を携たずさえて、薄うす暗ぐらい冬のロンドンに繰くり出した。


　すれ違う人々や、馬車を曳ひく馬の息が白い。日がまるで差さないせいか、今日は一ひと際きわ冷え込んでいた。舗ほ装そうに跳はね返る靴くつ音おとも、冷たく乾かわいて聞こえる。


　外を歩く者たちは、誰だれもが分厚く着込んで首を竦すくませ、自らの内面に閉とじ籠こもっていた。次郎も彼らに倣ならい、襟えりを寄よせて黙もく々もくと歩いた。街中の人間が、前だけを見ながら黙だまって歩む。それが、ロンドンに生きる者たちの生き方なのだ。


　一人で飛び出した次郎だが、アリスを捜さがす心当たりがあるわけではない。ロンドンは広い。昨日彼女と再さい会かいできたのは幸運な偶ぐう然ぜんに過ぎなかった。なんのツテも持たない次郎に、単たん独どくでの人捜しなど不ふ可か能のうなことである。


　──彼女は切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー事じ件けんに関係がある。事件を追うことが、彼女に迫せまる手しゆ段だんになるはずだ。


　いまの次郎に可能な選せん択たく肢しは、もう一度ストーカーと接せつ触しよくすることぐらいだった。どうしても信用できない男だが、他ほかに事件と繫つながる線がない。


　──ただ、その前にせめて。


　と、次郎はスコットランド・ヤードへ足を延ばした。吸血鬼ヴアンパイアの資し料りように、自分も目を通すためである。


　おそらく、ストーカーと接触してしまえば、そのあとは彼からの情報を鵜う呑のみにする以外、方法がなくなるだろう。その危険性は承知している。泥どろ縄なわであっても、事前に少しでも広い知ち識しきを得ておきたかったのだ。


　スコットランド・ヤードは、その日も大おお勢ぜいの人間が出入りしていた。市民と警けい官かん。記者の姿すがたも見える。それらの人込みを縫ぬって、次郎は庁ちよう舎しやの奥へ進んだ。資料閲えつ覧らんの許きよ可かは先日もらっている。まっすぐ資料室に向かった。


　資料室がある辺りは、建物の中でも人が少ない。次郎はおざなりにノックすると、ドアを開けて中に入った。


　先客がいた。


「……ロイド警部」


「ん？　なんだ。またあんたらか──いや、今日は一人らしいな。まだ何か？」


　切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバー事件を担たん当とうしている、犯はん罪ざい捜そう査さ部ぶのブラム・ロイドだ。


　ロイドは横になっていた長なが椅い子すから身を起こし、無ぶ精しようひげの残る顔で、半分閉じていた目ま蓋ぶたを持ち上げた。


　どうやら仮か眠みんを取っていたらしい。シャツのよれ具合などを見る限かぎり、庁舎に泊とまり込んでいるのかもしれない。無理もなかった。彼はいま、ロンドンでもっとも激げき務むに追われている人間の一人なのだ。


「お邪じや魔ましてしまいましたか？」


「ふん。構かまわんよ。そろそろ起きねばならん時間だった」


「仮眠室でお休みになればよいのに。どうしてこんなところで？」


「場所がわかってると、すぐにつまらん用事で起こされるんだ。ここは係の者の口さえ塞ふさげば、誰にも気付かれんからな」


　腹はら立だたしそうに欠あ伸くびを嚙かみ殺し、上着のポケットからパイプを取り出す。口にくわえてもう一度ポケットを探さぐったが、今度の捜さがし物はなかなか見つからないようだった。


　次郎は微ほほ笑えんで、軍服のポケットからマッチを取り出した。彼自身は吸すわないものの、何かと便利なので持ち歩いている物だ。ロイドは一いつ瞬しゆん意外そうな目を若わかい東洋人に向けたが、ありがたく頂ちよう戴だいし、パイプに詰つめた煙た草ばこの葉に火を付けた。


　一服付けたロイドの表ひよう情じようが、ようやく和やわらいだものになる。次郎は煙管キセルを愛用していた祖そ父ふのことを思い出した。そういえば、この刑けい事じは、どことなく祖父を連想させる。いつも不ふ機き嫌げんそうに怒おこっているところなども、そっくりだ。


「……それで？　事件捜査に『目立った進しん展てん』はあったかね、少尉？」


　と嫌いやみな声こわ音ねで言って、ロイドは肩かたを竦すくめた。


「ロンドンは異い国こく人じんに寛かん容ような街だが、同時に無関心な街でもある。日本の若者がたった二人。どれほど健けな気げに嗅かぎ回ったところで、得られるものは少ないだろう。それとも、もうすっかりお手上げかね？」


「……いいえ。まだ」


「そう言えば上官の命令だったな。軍人というのも因いん果がな商売だ。警官の次ぐらいに」


　ロイドはわざとらしく鼻を鳴らして、ぷかぷかとパイプを吹ふかした。人を食った態たい度どである。が、次郎はそんなロイドを、まるで初めて会ったかのようにマジマジと見つめた。


　真之の台詞せりふを思い出したのだ。


　──『吸血鬼ヴアンパイアの資料を要求したとき、一瞬だけあの警部の視し線せんが泳いだ』


　態度は悪いが仕事のできる男。真之は彼をそう評ひようしていた。そして、吸血鬼ヴアンパイアにまつわることも、ある程てい度ど知っているのではないか、と。


「……なんだ？　どうしたね」


　次郎の顔つきが変わったことに、目め敏ざとく気付いたらしい。ロイドは不ふ審しんそうにパイプをくゆらした。


「……失礼ですが、ロイド警部はこの職しよくは長いので？」


「あん？　そりゃそうだ。前の切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーのときだって捜査に参加した。警部になったのは、そのあとだがな」


「では……闇内閣シヤドウ・キヤビネツトというものをご存ぞんじですか？」


　声を落とし、目を細めて次郎は質しつ問もんした。真之のやり方を思い出し、相手の反はん応のう──特に目の動きに注目する。


　反応があった。


「ほう。そんなものを覚えてきたか。どこで耳にしたのか知らんが、見当外れだぞ。そいつは昔からある噂うわさのひとつでな。第一そこは、国家間の駆け引きグレート・ゲームに関かかわる諜ちよう報ほう機関ということだ。市し井せいの切り裂さき魔まなんかとは無む縁えんな代しろ物ものさ」


「…………」


　ロイドの態度は素そっ気けない。しかし次郎の剣けん士しとしての感覚は、彼が内心身み構がまえたことを、わずかな呼こ吸きゆうの変化から敏びん感かんに感じ取っていた。


　──どうする？


　自問した次郎だが、彼は、迷まよっていられるほど恵めぐまれた立場にはなかった。得られる情じよう報ほうは、可か能のうな限かぎり得ておきたい。


「実は、その闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの使者と名乗る人物と、このあと会うことになっています」


「おいおい。そいつは間ま違ちがいなく騙かたりだぞ、少しよう尉い。失礼だが、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトが実じつ在ざいしたとして、たかが日本の少尉と接せつ触しよくを持つとは考えられんよ」


「彼は、組そ織しきの命令で切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーを追っていると言いました。吸血鬼ヴアンパイアのことも、大変詳くわしかった。信用できます」


　次郎が言うと、ロイドは大げさに両手を上げ、首を振ふった。オーバーな仕草はこちらを挑ちよう発はつするため。同時に、自らの内心を隠かくすためだ。


「……少尉。一昨日おとといも言ったが、そんな話は迷めい信しんだよ」


「いいえ。彼らは実在します。曖あい昧まい模も糊こな情じよう況きようの中で、この点だけは確たしかだ」


「大した思い込こみだ。なんの根こん拠きよがある？」


「この目で見ました。話もした」


　次郎は真ま面じ目めに言った。ロイドは不真面目に笑った。互たがいに目は逸そらさない。相手の手の内を探さぐり合う、隠された緊きん張ちよう感があった。


「これは驚おどろきだ、少尉。君ははるばるヨーロッパの山やま奥おくまで探たん検けんに行っていたのかね？」


「ロンドンです」


「ロンドン？　とすると、いよいよびっくり仰ぎよう天てんだな。科学文明の最さい先せん端たんをゆくこの街に、吸血鬼ヴアンパイアが住めるような墓はか場ばがあったとは知らなかった。いったいどこで会ったのかね？　ロンドン動物園？　それともクリスタル・パレスで出し物でもやってたかな？」


「スコットランド・ヤード。この先の廊ろう下かで」


　次郎はきっぱりと言い放った。ロイドが口を開けるより早く、先を続けた。


「ウォーロック家のカサンドラ嬢じようとミスター・ケインの二人です。どうやら切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの情報を求めてここに来ていたらしい。警けい察さつ内部にも、奴やつらの協力者がいるのかもしれませんね。おそらくは、それなりのポジションに」


　と言葉を切って、ロイドの返答を待った。ロイドはそれまでの韜とう晦かいする態度を諦あきらめ、険けんのある顔つきで次郎をにらみつけた。


「……貴き様さま」


「これから私は闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの協力を得て、ウォーロック家に直じか談だん判ぱんに乗り込もうと思っています。あるいは刃にん傷じよう沙ざ汰たに及およぶかもしれない。もし警部がご存じのことがあれば、ぜひとも、お聞きしておきたいのですよ。ロンドンの夜に平和を取り戻もどすためにもね」


「…………」


　ロイドが押おし黙だまる。真之ならここで、思い切り質たちの悪い笑えみを浮うかべるところだろう。次郎のやり方は違った。首くび筋すじを伸のばしてあごを引き、両りよう肩かたから力を落として、背せ筋すじを真まっ直すぐにする。重心はやや前で、丹たん田でんに力を溜ためる。危き険けんと対たい峙じする際さい、もっとも基き本ほん的で理想的な構かまえ──自然体を取って、ロイドを見み据すえた。


　長い沈ちん黙もくが落ちた。


　ロイドの目は、若わかい東洋人がまとった静かなオーラを、はっきりと捉とらえていた。


「……警部？」


「……ウォーロック家には手を出すな」


　がらりと変わった低い声で、ロイドは短い忠ちゆう告こくを口にした。


　そこにいるのは、マスコミを恨うらみ、部下に怒ど鳴なり散らし、切り裂き魔に手のひらで踊おどらされる、頑がん迷めいな警察官ではなかった。魔都の保ほ安あんに長年携たずさわり、ロンドンの夜を熟じゆく知ちした防さき人もり。それが、ロイドのもうひとつの顔のようだった。


　そして次郎は、彼に純じゆん粋すいなプロ意い識しきを感じた。ストーカーの見せた得体の知れなさに比くらべれば、表面上非ひ友ゆう好こう的な彼の方が、まだしも信しん頼らいできる気がする。


「理由を聞きたいですね」


「……あれはロンドンでもっとも深い闇やみだ。お前が徒いたずらに手を出せば、大おお勢ぜいの者に害が及およぶ。無む論ろん、少尉。お前さん自身にもだ」


「みすみす見み逃のがせと？　ロンドン警けい視し庁ちようの警部であるあなたが、そう言うんですか」


「余よ所そ者ものが知った口を叩たたくなっ」


　ロイドが吐はき捨すてた。普ふ段だんの彼がするような、声ばかり大きい罵ば声せいとは違う。警けい棒ぼうを小さく鋭するどく振ふり下ろすような、無む駄だな威い圧あつ感を排はいした叱しつ声せいだった。


「ウォーロック家は、夜の世界のバッキンガム宮きゆう殿でんだ。ロンドンの暗黒街を制せいしている。奴やつらの存そん在ざいがあるからこそ、凶きよう悪あくな犯はん罪ざい組織も鳴りを潜ひそめているんだ。いわば必要悪だ。ロンドンは、あの暗くら闇やみをも己おのれの一部に取り込むことで、一いつ層そうの深みを得ている。お前が波風を立てても、誰一人喜びはしない」


「……それは警部の個こ人じん的なご意見でしょうか？」


「……いいや」


　ロイドは短く否ひ定ていした。眼がん光こうが鋭い。いまや彼の面つら構がまえは、戦場に立つ武ぶ士しのそれの如ごとく、厳きびしく引き締しまっていた。


　次郎は一いつ瞬しゆんたりとも目を逸そらさぬまま、浅く、長く呼こ吸きゆうした。正直、裏うらを読み合うような駆かけ引きは苦手だ。しかし、こういう緊きん張ちよう感は嫌きらいではない。


「妙みようですね。闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの使者はウォーロック家を残ざん忍にんな一族と忌いみ嫌きらっていたようですが？」


「奴らは冷れい淡たんだが、残忍ではないし非道でもない。そもそも連中は、人間にさしたる関心など持ってはおらんのだ」


「……私の印象と少し違ちがいますね」


「お前が会ったという跳はね返りとその従じゆう者しやは一族の例外だ」


「なるほど。ずいぶんとお詳くわしい」


「大人しくしていろ。身のためだ」


「警部。私は──」


「奴らに手を出すんじゃない」


　ロイドは強く繰くり返した。彼の目は、それ以上の問答は無用と、はっきり告げている。


「……たとえ私が手を引いても、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの方ほう針しんは変わらないのでは？」


「彼らは知っている。ウォーロック家には手は出さん」


　確かく信しんのある断だん定ていだった。つまりロイドは、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトについても、具体的な情じよう報ほうを有しているのだ。だが同時に、それを聞き出せる可か能のう性せいがないことも、彼の口くち振ぶりから察せられた。ここまでだな、と次郎は判はん断だんした。


「……直ちよく接せつ会って確たしかめてみます。ありがとう、警部。とても参考になりました」


　もう資し料りようを漁あさるのは無理だろう。次郎はこれ以上ないほど礼れい儀ぎ正しく一礼し、背せ中なかを向けてドアノブに手を掛かけた。


「少しよう尉い。誰だか知らんが、お前が会う約束をしたという闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの使者は、間違いなく偽にせ者ものだ。会うのは止よせ。利用されて終わるぞ」


「……それでも私には、彼しか道が残っていない。ふふ。こんなことを言っても信じてもらえないでしょうが、できることならストーカーよりは、あなたの方と手を組みたかった。残念ですよ、ロイド警部」


　次郎は苦く笑しようしてドアを開けた。


「待て！」とロイドが呼よび止めた。待つ気などなかったのだが、その声が驚おどろきから発せられたものだったため、つい次郎は後ろを振り返った。


「ストーカーだと？　その使者がか？」


「……そう名乗りましたが？　とはいえ、本名ではなく、コードネームのようなものだと思います。ご存ぞんじなのですか？」


「ご存じも何も……そんな馬ば鹿かな」


　ロイドの顔には、ありありと困こん惑わくが浮うかんでいた。


「まさか本当に闇内閣シヤドウ・キヤビネツトが？　いや、しかしなぜ……」


　不ふ可か解かいな反はん応のうだった。次郎も首を傾かしげた。


「彼のことを知っているのですか？　なら彼について教えてもらえませんか？」


「お、教えることなどないっ」


「……では、もう一度だけ質しつ問もんに答えてください。私がこれから会うストーカーと名乗った男は、偽者の使者なのですか？」


「…………」


　今度はロイドは否ひ定ていしなかった。あごを強こわ張ばらせ、必死に何かを黙もつ考こうしている。だが、否定しないことが返事のようなものだった。いまの次郎には、それで十分だ。


　次郎はもう一度頭を下げて、資料室を後にした。


　一方、ロイドは次郎が去った後、それまでの眠ねむ気けを払ふつ拭しよくして、精せい力りよく的に活動を開始した。


　彼が日本公使館を通じて真之と連れん絡らくを取ったのは、その数時間後である。
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　約束の時間。再さい会かいしたストーカーの態たい度どは、昨日、一昨日おとといと全く変わらなかった。山やま高だか帽ぼうにフロックコートと、周囲に溶とけ込こむ装よそおいも同じだ。


　彼は次郎が一人で現あらわれたのを見ると、


「仲なか違たがいでもされましたか？」


　と例の薄うす笑わらいを浮うかべたが、それ以上事情を聞こうとはしなかった。


　二人は路地裏で落ち合ったのち、ストーカーの先せん導どうでハンバリー・ストリートを離はなれた。


　ストーカーは先に立って歩いたが、後ろに続く次郎を一度も振り向かない。次郎は彼の背せ中なかに向かって、自分が一人で行動していることを、ごく事じ務む的に説明した。


「……ですので、ここに来たのは私の独どく断だんです。あなたに協力するとしても、日本海軍少尉ではなく、一いち個こ人じんとしての協力になる。その点はくれぐれもご留りゆう意い頂いただきたい」


「構かまいませんとも。実は、こちらも少し事情が変わりました。もとより日本国の協力など全く必要ありませんし、アキヤマ少尉の同行もあまり重要ではなくなったのです。あなたさえ来てくだされば」


「……どういうことです？」


「なに。あなたに会って貰もらいたい方がいましてね」


　と含ふくみを持たせた喋しやべり口で、ストーカーは言った。


「とても高こう貴きな方なのですが……ふふ。正直、こんな展てん開かいは予期しなかった。あなたは素す晴ばらしい幸運の星の下にお生まれのようだ。おかげで、私もその幸運にあやかれる」


「……誰だれなんです？」


「それは、お会いするまでのお楽しみとしましょう。わたくしの申し出も散々焦じらされたのですから、これでおあいこと言うことで」


　ストーカーはいつになく機き嫌げんが良かった。次郎が約束通り現れたためか、あるいは、彼の言う予期せぬ展開のためなのか。おそらく、その両方なのだろう。


　どのみちとっくに腹はらは決めている。この男を通じて事じ件けんの謎なぞに迫せまるしか、次郎の選ぶ道は残っていないのだ。


「……ミスター・ストーカー。あなたは以前、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーを追っている、と言っていましたね？」


「ええ。その通りです」


「それで？　何か手がかりはつかめましたか？」


「手がかりと申しますか……白はく状じようしてしまえば、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの正体というのは、すでにわかっているんですよ」


　いともあっさりと言ってのけるストーカーに、次郎は二の句くが継つげなかった。


　──なんだって!?


　ロイド警けい部ぶが血ち眼まなこになってロンドン中を捜そう索さくし、カーサたちですら口くち振ぶりからは、いまだその所しよ在ざいをつかめずにいるらしい謎の切り裂さき魔まである。それを、ストーカーはすでに正体まで暴あばいていると言う。にわかには信じられなかった。


　──いや、だが闇内閣シヤドウ・キヤビネツトは優すぐれた諜ちよう報ほう機関でもあるらしい。吸血鬼ヴアンパイアたちの世界にも詳くわしいとなれば、彼らがどの勢せい力りよくよりも早くジャックに辿たどり着いたとしてもおかしくはない。


「い、一体奴やつは何者なんですか？」


「もちろん吸血鬼ヴアンパイアです。ただし、ウォーロック家とは異ことなる血族の者ですが」


「どうする気ですっ？　逮たい捕ほしないのですか？」


　思わず尋たずねると、ストーカーはさもおかしげに笑った。


「逮捕？　吸血鬼ヴアンパイアをですか？　ご冗じよう談だんを。考えてみてください。世を騒さわがした凶きよう悪あくな切り裂き魔が、実は古い伝でん承しように残る血を吸すう化け物だった。そう、世間に公表したとしましょう。いったい、どれほどの混こん乱らんが巻まき起こるか想そう像ぞうできますか？　しかも吸血鬼ヴアンパイアというものは、いまも世界中にいるのです。万ばん物ぶつの霊れい長ちようを気取る人類の、すぐ後ろにね」


　ストーカーの見けん解かいは、次郎にも十分理解できた。万が一にも吸血鬼ヴアンパイアの存そん在ざいが明るみに出る事があれば、世界は未み曾ぞ有うの大だい混こん乱らんに陥おちいるだろう。社会は、崩ほう壊かいする。「波風を立てても、誰一人喜びはしない」というロイドの警けい告こくが脳のう裏りを過よぎった。確たしかに、その通りだ。


　しかし──


「では、野放しにするというのですか？　このまま手をこまねいて見ていると？」


「そうは言いません。ただ、この事件は落としどころが難むずかしい。前回のときは結局闇やみの中へと葬ほうむることになりましたが、時を置かずして起こった今回の事件では、それも困こん難なんでしょうね」


　ストーカーの口振りは、まるで他ひ人と事ごとだ。あるいは、その「落としどころ」のために、次郎を利用しようとしているのだろうか？　だが、どのように？　ロイドも否ひ定ていしたが、たかが日本の一いち少しよう尉いが、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの工作活動に役立つとは思えない。


　──それに……


「奴は……切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーはいったい、何が目的なんでしょう？」


　ただ思いついたまま、次郎は疑ぎ問もんを口にした。


「吸血鬼ヴアンパイアは彼以外にも大おお勢ぜい生息しているらしい。だが、他の吸血鬼ヴアンパイアたちは、たとえ人を襲おそい、血を吸すっているにしろ、ジャックのような残ざん酷こくな──そして目立つ真ま似ねはしていない。ジャックも吸血鬼ヴアンパイアなら、自分の存在が公おおやけになるのは不利でしょう」


　なのに、なぜ？　そこに、この事件の真相がある気がして、次郎は口にしながら必死に考えを巡めぐらせていた。


　と、突とつ然ぜん次郎は足を止めた。前を行くストーカーが立ち止まり、肩かた越ごしに次郎を振り返っていたからだ。彼は、鳶とび色いろの瞳ひとみを大きく見開いて、次郎の顔を見つめていた。


「よい質問です、モチヅキ少尉」


　とストーカーは言った。声に怪あやしい昂こう揚ようが含ふくまれている。無感動な面おも持もちが、崩壊し始めた砂すなの城しろのように、少しずつ歪ゆがみだしていた。


「なぜジャックは夜の世界に混乱を呼び込もうとするのか？　つき合ってくださるお礼だ。特別にわたくしの考えをお教えしましょう。これは復讐なのですよ。彼は、ウォーロック家の破滅を望んでいるのです」


「……え？」


「わかりませんか？　いまロンドンの──いや、イギリス全土の吸血鬼ヴアンパイアを牛ぎゆう耳じっているのは、あの一族です。吸血鬼ヴアンパイアの存在が明るみに出て真っ先に被ひ害がいを被こうむるのも、奴らだ。多大な被害をね。それが、彼の目的なのです」


　ストーカーは得意げに語った。些いささか気け圧おされ気味の次郎に、ニヤリと笑いかけ、再ふたたび先を進む。足取りが軽い。次郎は気をのまれ、それ以上の質しつ問もんができなくなった。


　二人は無言で歩いた。


　──ウォーロック家の、破は滅めつ……


　吸血鬼ヴアンパイアの存在を公表することで生じる影えい響きよう。その効こう果かについて、そのとき次郎は、異ことなる側面から考えてみた。


　──あるいはこれが、私にとっても奴らに対たい抗こうする武ぶ器きになるだろうか？


　正直いって、あのカーサやケインと正面から渡わたり合ったとしても、勝てる見込みはほとんどない。彼らと対決することになるなら、何かしらの方ほう策さくを練っておかねばならないところだ。彼らの正体、というのは、極きわめて有効な取り引きのカードになるかもしれない。


　ただ……


　──吸血鬼ヴアンパイアの正体、か……


　なら、アリスは？


　彼女が吸血鬼ヴアンパイアとするならば、彼女もまた、ウォーロック家が律りつする夜の秩ちつ序じよの下で暮くらしているのではないだろうか。ロイドが言った通り、次郎の告発は彼女にまで害を及およぼしかねない。第一彼女は、自ら納なつ得とくしてウォーロック家に戻もどっていったのである。


　このままそっとしておくのが、結局は彼女にとっても一番よいのだろうか？　そう思うと途と端たんに足が重くなる。携たずさえた刀が、切れ味をなくしていくようだった。


　ほどなく二人は、古びた邸てい宅たくに到とう着ちやくした。チックサンド・ストリート一九七番地。「どうぞ」とストーカーが先に建物に入り、次郎を招まねき入れた。


　中は埃ほこりと蜘く蛛もの巣にまみれていた。少なくとも、ここ数年は使用されてないらしい。ストーカーは玄げん関かんに置いてあったランタンに火を灯ともし、廊ろう下かを奥おくに進んだ。床ゆかがぎしぎしと軋きしみ、物もの陰かげから鼠ねずみたちが逃にげ去っていく足音が聞こえた。


「……ここは？」


「以前、私が利用していた隠かくれ家がです。しばらく手を入れていませんでしたので、見苦しいのはご容よう赦しや下さい」


　ストーカーが案内したのは、奥にある客室だった。


　二人が入ると、続いてもう一人の男が客室に入ってきた。


　初老の執しつ事じだ。次郎はとっさに身み構がまえた。物音ひとつ立てずに現あらわれたからである。薄うす暗ぐらい客室に溶とけ込むようで、存そん在ざい感が希き薄はくな点が、ストーカーに似にていた。


　執事は一礼し、「お召めし物を」と短く言った。


「……結けつ構こう。このままでいい」


　次郎は硬かたい声で言った。室内は外と同じほど寒いし、刀を預あずける気など毛頭なかった。


　次郎が固こ辞じすると、執事は部屋に添そえ付けられている暖だん炉ろに火を入れ、それが終わると客室を出た。「少しお待ちを」と言い残し、ストーカーも出て行った。客室には次郎一人が残された。


「……不気味な家だ」


　思わず声に出して言ってしまうほど、その建物は廃はい墟きよじみていた。暖炉の火も、薪まきが湿し気けっているのか、あまり燃もえようとしない。


　ストーカーは「待て」と言ったが、大人しく待っているのが得策とは思えなかった。少なくとも、いざというときの脱だつ出しゆつ路ろだけは確かく保ほしておきたい。


　次郎はそっと愛刀を収おさめた刀かたな袋ぶくろの紐ひもを解ほどいた。扉とびらの向こうに神しん経けいを集中させながら、なるべく音を立てないよう客室のドアを開ける。


　開けてすぐ、心しん臓ぞうが止まりそうになった。


「アリス!?」


「わっ。ほんとにいた」


　目の前の廊下にアリスが立っていた。彼女は隠いん者じやのようなフード付きのマントにすっぽりと全身を包み、青い目を丸く広げて次郎を見上げていた。


「ど、どうしてここにっ？」


「それはこっちの台詞せりふだよ。ストーカー君に言われたときは、そんな訳わけないって思ったけど……君はほんとに懲こりないなあ。あれだけ関かかわるなって言ったのに」


　アリスは困こまった表ひよう情じようで言った。次郎はなんと答えるべきかわからなかった。もう一度会えたことは嬉うれしいのだが、何しろ悲ひ愴そうな気持ちで彼女に再さい会かいする覚かく悟ごを固めたあとである。すぐには感情がついてこない。


「ストーカーとは知り合いだったのですか？」


「うん、まあ。前にちょっとね。今日会ったのは、偶ぐう然ぜんなんだけど」


「偶然って……あなたは、ウォーロック家に連れ戻されたのではなかったのですか？」


「逃にげた」


「またですか!?」


「んー。ほんと言うと、ストーカー君に会うとは思ってなかったの。ちょっとだけ買い物に抜ぬけ出すつもりだったんだ」


　言い訳がましくアリスは言った。彼女の方も、ここに来たのは思わぬ成り行きだったらしい。しかも来てみれば次郎がいたのだから、当とう惑わくするのは当然だろう。


「では、レイチェルは？　あの子も一いつ緒しよなんですか？」


「ん。一緒だよ。いまは向こうでフィッシュ・アンド・チップスを食べてる。なんかね。すごく気に入ったみたい」


　と、そのことについては、アリスは本心から嬉しそうに頰ほおをほころばした。


「君のおかげだね」


「私の？」


「うん。今度こそきちんと、あの子からお礼を言わせるから。ぼくからも。ありがとう」


　彼女は照れたように言って、上うわ目め遣づかいに次郎を見た。もう馴な染じみのものとなったつぶらかな青い目が、次郎の澄すんだ黒い目をのぞき込こむようにする。


　と、突とつ然ぜん次郎は視し線せんを外した。おや、とするアリスの前で、改めて姿し勢せいを正し、


「ひとつだけ……ひとつだけ聞かせて下さい、アリス」


「な、なに？」


「私は──ここにいてよいのですか？　ここから先に進んでしまえば、おそらくあとには戻れない。国を捨すて、友を裏うら切ぎることになる」


「……うん」


　思い詰つめた次郎の口調に、アリスも真ま面じ目めな顔になった。一いつ瞬しゆん痛いたましそうに彼を見つめ、それから厳きびしく口を結んだ。


「後こう悔かいするつもりはありません。あなたのために剣けんを振ふる。それは、私にとって誇ほこらしいことでしょう。ただ……それでも迷まよいは残る。だから、どうかあなたの口から認みとめて欲ほしいのです。私は、ここにいていいのだ、と」


　次郎は静かな声の中に、思いの丈たけを込めて言った。アリスは迷わなかった。躊ちゆう躇ちよなく、きっぱりと頷うなずいた。


「君はここにいていい。ぼくのために、剣を振って」


「……その言葉が聞きたかった」


　次郎はほっと全身の力を抜ぬいた。抜きながら──首くび筋すじを伸のばし、あごを引き、背せ筋すじを伸ばして、重心を少しだけ前へ。


「わかりました、アリス。いまから私は、祖そ国こくの流りゆう儀ぎに従したがい、あなたに忠ちゆう義ぎを尽つくしましょう。どうか、私の名前をお呼よび下さい。その瞬しゆん間かんから、私の主あるじはあなたとなる」


　真面目くさって言う次郎に、アリスは「なんか照れくさい」と頰を赤くした。


「でも、いいよ。今後ともよろしくね。ジロー・モチヅキ少しよう尉い！」


　その瞬間、次郎は踏ふみ込んだ。


　まさに、抜き手も見せぬ電光石火の一いち撃げきだった。稲いな妻ずまと化した次郎の手から、鞘さや走ばしった銀光が真まっ直すぐアリスへと一いつ閃せんした。


　常じよう人じんなら到とう底てい躱かわし得なかっただろう。アリスは紙かみ一ひと重え、斬ざん撃げきを回かい避ひした。


　烈れつ火かの如ごとき次郎の眼がん光こうと、驚きよう愕がくに見開かれたアリスの瞳ひとみが交こう錯さくする。そして、アリスはニヤリと口元を歪ゆがめ、双そう眸ぼうを半眼に細めた。


　細められた瞳が、青から鳶とび色いろへと色を変える。そして次の瞬間には、金色の髪かみのアリスは、ストーカーへと変身していた。今度は次郎が目をむいた。


「目を瞠みはる攻こう撃げきでしたよ、少尉。いや、本当に肝きもを冷やした。これはずいぶんとあなたのことを見くびっていたようだ」


　とストーカーは不ふ敵てきに笑った。


「なぜ気が付きました？　バレない自信はあったのですが」


「……化け物め」


　気が付いた理由はいくつかある。アリスがここにいたことも信じられなかったし、彼女の言動も不自然さが目立った。一度も「ジロー」と呼ばなかったことや、国と友を捨てようとした次郎を躊躇なく迎むかえ入れたこと、そして「ジロー・モチヅキ」と正せい確かくな発音で彼のフルネームを口にしたことも理由のひとつである。真之につき合って古い文ぶん献けんを漁あさっていたとき、吸血鬼ヴアンパイアの中には他人に化ける者がいることも知っていた。


　が、結局はそれらすべてを合わせた、総合的な直感に従ったのだった。これはアリスではない──と次郎にはわかったのだ。


「貴き様さまも吸血鬼ヴアンパイアか、ストーカー。さっきまでの話だと、ウォーロック家の者ではあるまい。何者だっ？」


「ふっ。やれやれ。人間如きにこんな生意気な口を叩たたかれるとはね。あなたと彼女の報ほう告こくを受けて一いち応おう確かく認にんするだけのつもりが……とんだ藪やぶ蛇へびになりました」


「……ミス・アリスをどうした？」


　次郎は剣を半身に構かまえ、いつでも斬きりかかれる体たい勢せいを取った。ストーカーは悠ゆう然ぜんと後ろに手を組んで、吠ほえかかる子犬を見るように剣を構える次郎と対たい峙じした。


「ここにお連れするつもりですよ。つまり、少し手順が狂くるったが、先ほどの感動の再さい会かいは、ここにいればすぐに叶かなうのです。どうですか、少尉？　ここはお互たがい不幸な行き違ちがいだったとして、もう一度私と手を結ぶつもりはありませんか？　最初は眉まゆ唾つばだったが、どうやら本当に、あなたがいて下さった方が、彼女の協力を求めやすくなりそうだ。わたくしとしては、お二人と手を組む形が理想なのですけどね」


「……私を人ひと質じちに使うつもりなら無む駄だだ。私の国では、自分の始末は自分でつけるのが成人男子の常じよう識しきでね」


　次郎の返答に、ストーカーは鼻を鳴らした。


　と、彼の鳶色の瞳が怪あやしげな光を放つ。瞬しゆん時じに次郎は斬り込んだ。二度も味わった術じゆつである。そう容た易やすくやられはしない。


　次郎の攻こう撃げきをストーカーは躱した。が、悔くやしげに舌した打うちを鳴らした。


「大人しくしてくれませんかね」


　次郎は微び笑しようを結んだ。挑ちよう発はつ的な、戦場の笑えみだ。


「アリスの方が上手でしたよ。それに、カーサの方が巧こう妙みようだった。あなたのはいまいちですね」


「貴き様さま──！」


　鳶色の瞳に怒ど気きが閃ひらめいた。ずるり、と唇くちびるを割わって、白く、長い、二本の牙きばが現あらわれる。


　爆ばく発はつ的に威い圧あつ感が増まし、ストーカーが人としての体てい裁さいをかなぐり捨すてたのがわかった。次郎の全身に鳥とり肌はだが立った。


　同時に、


「──同感だ」


　第三者の声が割って入った。


　次郎とストーカーが弾はじかれたように反はん応のうした。声は二人が対峙する廊ろう下かの端はし。ストーカーの背はい後ごから聞こえた。そこには、すでに臨りん戦せん態たい勢せいに入り、静かな戦意をにじませた男が、悠然と立っていた。


　カーサに従っていた巨きよ漢かんの男。ケインだ。


「ケイン・ウォーロックっ!?　なぜここにっ」


「そっくりそのまま返すぞ。まさか生きていたとはな、ジャック・ウラド」
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　──ジャック？　ではまさか……!?


「この男が、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーなのか!?」


　どちらにともなく口にした問いに、ストーカー──ジャック自身が冷れい笑しようで答えた。


「自らそう名乗った覚えはありませんがね。それより、ミスター・ケイン。どうしてここに？」


「……闇内閣シヤドウ・キヤビネツトを名乗る皮肉が祟たたったな。あちらから連れん絡らくが来た。凝こりもせず昔の隠かくれ家がを使う辺り、生き残りはしても、思し慮りよというものは学ばなかったと見える」


「思慮？　我われら黒き血の狩人かりゆうどが、血の命じるまま生きようともせず、何が思慮ですか。牙の誇ほこりを忘れ、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトなどと身の程ほどを知らぬ連中をのさばらせることが、あなたたちの思慮か？　ハッ！　人に媚こびを売り成り上がった、ウォーロック家らしい思慮ですね」


　ジャックは牙をむいたまま、鳶とび色いろの瞳ひとみを燃もえ上がらせた。ケインにぶつける台詞せりふには、まるで、蛇の牙から滴したたる毒どく液えきのように、濃のう密みつな憎ぞう悪おが込められていた。


「時代は変わった。血族の正せい統とう性せいなどの問題ではなく、もっと大きな意味で、世界の有り様は変化しているのだ。もはや我らとて、神話や伝説の中のように振ふる舞まっては生きてゆけぬ。お前たちは、そこを誤あやまった。血統の優ゆう劣れつの問題ではなく、お前たち自身の判はん断だんの誤りだった」


「黙だまれっ。貴様ら『魔ま女じよモーガン』の血統の、賤いやしい虚きよ栄えい心しんと我らへの嫉しつ妬とこそ、堕だ落らくの原げん因いんではないかっ。誇りと引き替かえに人間どもから得た富とみで、我ら高こう貴きな血統を追いやり、血を貶おとしめた。貴様らの判断こそ、呪のろうべき誤りだ！」


　仮か面めんのようだった無む表ひよう情じようさは、跡あと形かたもなくなっていた。ジャックは全身で呪じゆ詛そを吐はき、ケインと彼の一族を面めん罵ばする。次郎は両者の確かく執しつに、言葉を失っていた。


　対してケインは冷静だ。その外見に相ふさ応わしい不動の精せい神しんで、泰たい然ぜんとジャックの罵ののしりを受け流している。


「お前がやったことは、お前が重んじる古来のしきたりに則のつとっても許ゆるされることではない。命を長らえていたなら、そのまま大人しく夜を生きればよいものを。結局はお前も、過か去この栄光に目をくらまされて凶きよう行こうに及およんだ。血と虚栄に飢うえた、愚おろか者だ」


「ふざけるなっ。我わが狩しゆ猟りようは牙持つ者の当然の権けん利り。そして、世の軟なん弱じやく者ものどもに『術じゆつ聖せいマーリン』の気き概がいを示しめす示じ威いであるっ。いまに見るがいい。わたしは血統の正統なる後こう継けい者しやとして、必ず月下の盟めい主しゆへと返り咲ざき、黒き血に真の栄光をもたらしてみせる」


　ジャックは全身を矜きよう持じに打ち震ふるわせ、昂こう然ぜんと宣せん言げんした。


　彼の背後にいるにもかかわらず、次郎は彼が恐おそろしかった。彼が声を張はり上げるたびに、廊ろう下かの空気がバリバリと振しん動どうし、次郎の身体からだが臓ぞう腑ふまで揺ゆすられるのである。同じ人の形をしているが、もはやジャックが自分と同じ生物だとは到とう底てい思えなかった。


　いや、そもそも目の前で荒あらぶる存そん在ざいを、生物と考えてよいのだろうか。たとえ獰どう猛もうな虎とらが怒いかりの咆ほう吼こうを上げたとしても、これほどの脅きよう威いは感じないに違ちがいない。彼の存在は、次郎が幼おさないときに感じた、闇やみ夜よの嵐あらしや落らく雷らいに等しかった。


　だが、そのジャックの威圧を正面から受けるケインは、びくともしていなかった。ジャックが吐はき出す歪ゆがんだ熱意を、


「妄もう想そうだ」


　と、ひと言で切り捨てた。


「今回の件、貴様の仕し業わざであったなら、レイチェルは許ゆるされよう。血は残る。それを慰なぐさめに、大人しく土へと帰れ。せめてもの情なさけだ。俺おれが一対一の決けつ闘とうで、名めい誉よある最さい期ごをくれてやる」


　そう言い渡わたし、ケインは山やま高だか帽ぼうを取って、静かに床ゆかへ放った。


　露あらわになった灰はい色いろの髪かみの下で、鷹たかに似にた双そう眸ぼうが鋭するどく輝かがやく。その灰色の瞳には、怒りと同量の慈じ悲ひがあるように、次郎には見えた。巨体と落ち着き、そして身にまとう鋼はがねのような武ぶ威いたるや、仏門の守しゆ護ご者しやたる仁に王おうのようだ。


　対してジャックは、怒気を嘲ちよう弄ろうへとすり替えた。


「果たして妄想でしょうか？　ウォーロック家の支し配はいを良しとせぬ、猛たけき血族は大おお勢ぜいいる。彼らに『術聖マーリン』の健けん在ざいを示せば、あなた方の偽いつわりの支配など、すぐにも崩くずれ去るのではありませんか？」


「人を切り裂さき血を啜すすることが、『術聖マーリン』の健在を示すことか？」


「さっきも言ったはずです。我わが狩しゆ猟りようは示威に過すぎない。我々の正統性は、我らのうちでも、もっとも高貴な血を有する方が認みとめて下されるでしょう。そのときこそ、月下の世界は、誰だれが真の盟主であったかを思い起こすのです」


　ジャックは傲ごう然ぜんと言った。


「……もっとも、高貴な……？」


　次郎がつぶやく。同時に、それまで泰たい然ぜんとして動じなかったケインが、初めて顔色を変えた。


「なんだと!?　お前、まさか──！」


「ハハハっ。レイチェルはわたしが直ちよく接せつ黒き血を与あたえた直ちよつ系けい。期待通り、見事『賢けん者じやイヴ』の心を捉とらえてくれました」


「賢者殿どのをどうする気だっ」


「いまごろレイチェルが食事に招しよう待たいしているころですよ。すでに、新たに血族に加えた者どもが、出で迎むかえに赴おもむきました。もとより彼女は、我らが祖マーリンと深い交友を有していた。その血統の高貴さを誰よりもよく知っている。彼女が、この地を巡めぐる二つの血族にいかような裁さい断だんを下すか。いまから楽しみではありませんか！」


　ジャックが高らかに笑う。そしてケインへの警けい戒かいは解とかぬまま、肩かた越ごしに次郎を振ふり返った。


「いかがですか、モチヅキ少しよう尉い。さっきの話、もう一度考えてみてはもらえませんか？　あなたが彼女との再さい会かいを求めるなら、あなたにとっても良いお話だと思いますよ？　それにね、少尉。わたしはあなたのことが、結けつ構こう気に入っているのですよ」


「…………」


　次郎は刀を向けたまま固まった。その切っ先を気にする素そ振ぶりもなく、ジャックが彼に──あの夜の真之のように──手を伸のばす。


「来なさい。わたしがあなたに、夜の世界を歩く『力』を──彼女の側そばにいられるだけの『資し格かく』を、与えて差し上げます」


　ジャックは瞳ひとみを輝かがやかせて、次郎を誘さそった。その輝きには、狂くるおしい情じよう念ねんがあった。明らかにバランスを欠いたそれは、同じ吸血鬼ヴアンパイアでも、カーサやケイン、そしてアリスには決してみられなかったものだ。


　──『賢者イヴ』？　それは、アリスのことなのか？


　次郎は揺ゆれた。彼女の側にいられる『力』。『資格』。それさえあったなら、昨日、一昨日おとといと、あのような無力感を味わわずに済すんだかもしれない。何よりも、そうした力や資格が自分にあったのなら、アリスも自分に向かって「関かかわるな」とは言わないかもしれない。偶ぐう然ぜんか否いなか、ジャックの提てい案あんは実に的てき確かくに、次郎の隠かくされた願いを探さぐり当てていた。


　だが、長い苦く悩のうの末、次郎はゆっくりと首を横に振った。


　自分には、祖そ父ふから授さずかった剣けんがある。たとえ及およばぬとしても、自分はその剣を信じて道を切り開きたかった。


　拒きよ否ひされ、ジャックの表情が曇くもる。興きよう味みの失うせた口振りで「それは残念」とつぶやいた。


　直後、


「少年、後ろだ！」


　次郎は弾はじかれたように背はい後ごを見た。いつの間にか、一人の男が迫せまっていた。さっきの執しつ事じだ。次郎が素す早ばやく剣を振ると、彼は生気のない顔で後ろに下がり、距きよ離りを開けた。


　だが、そのまま去ろうとはしない。ゆらゆらと不安定に揺れながら、次郎の隙すきをうかがっている。


「仕方がありませんね。わたしも些いささか興きよう醒ざめした。ここでミスター・ケインとやり合う気もありませんし、『賢者イヴ』歓かん待たいの準じゆん備びもある。先に失礼させて頂いただきますよ」


「抜ぬかせっ。逃にがすと思うか」


　ケインが構かまえを取った。それまで内包されていた力が、躍やく動どう的に外へと放出される。


　すると、彼の背後から、そして次郎の背後からも、さらに数人の男たちが姿すがたを現あらわした。


　執事と同じような血の気の薄うすい顔だが、目だけが怪あやしく輝いている。彼らは全員、威い嚇かくするように開けた口から、長い牙きばをのぞかせていた。鋭えい利りな切っ先から唾だ液えきが滴したたり、血への渇かつ望ぼうを露あらわにしている。


　さらには、焦こげ臭くさいにおいがしたかと思うと、廊ろう下かの向こうから黒い煙けむりが立ち上り、天てん井じようを伝ってきた。家に火を放ったらしい。驚おどろく間もなくチロチロと燃もえる炎ほのおの先が、廊下の角から見え隠れし始めた。いざとなればすぐに隠れ家を始末できるよう、あらかじめ備そなえていたのだ。


「小細工を！　この程てい度どの雑ぞう兵ひようが、俺の相手になると思うかっ」


「あなたの首は、いつかわたしがこの手でもいでやりますよ。あの生意気な、あなたの主人と一いつ緒しよにね」


　ジャックは現れた男たちに「時間を稼かせぎなさい」と言い残し、虚こ仮けにする仕し草ぐさで、胸むねに手を当てて一礼した。


　その瞬しゆん間かん、ケインが突とつ出しゆつし、凄すさまじい勢いきおいでジャックに拳こぶしを突つき入れた。空気が摩ま擦さつ熱ねつで燃えるほどの一いち撃げきだ。


　だが、その結果に、次郎は我わが目を疑うたがった。攻こう撃げきが当たる直前に、突とつ然ぜんジャックの身体からだがバラバラに飛び散ったのだ。かと思うと、その身体の破は片へんが無数の蝙こう蝠もりに姿を変え、廊下の天井に散らばった。あとには彼が着ていた服だけが残されている。
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　蝙蝠たちはケインを嘲あざ笑わらうように天井で旋せん回かいしたのち、充じゆう満まんする煙をくぐって次々に屋外へと飛び去った。ケインは歯は軋ぎしりして、残された服を靴くつの裏うらで踏ふみにじった。


「い、いまのは……!?」


「奴やつの魔ま術じゆつだ。忌いま々いましい……しかもこいつら、操あやつられているな。くそ。下げ衆すな技わざを」


　ケインはジャックの部下たちを見て舌した打うちを鳴らした。次郎は必死に動どう揺ようを静めようとしたが、それは極きわめて困こん難なんだった。


　──くそっ。なんてことだ。


　魔術に火。しかも、ジャックの部下たちは自らの逃げ道を気にする様子がない。一昨日の夜、馬車で戦った吸血鬼ヴアンパイアたちは、全員恐おそろしい手て練だればかりだった。それを、この数、このように狭せまい空間で迎むかえ撃うたねばならないとなると、勝機はないに等しい。


　と、次郎の焦あせりに拍はく車しやを掛かけるように、執事が一歩前に出た。


　彼の手には抜き放った短刀が握にぎられている。目に殺気はない。あるのは飢うえだ。獲え物ものを見る肉にく食しよく獣じゆうの、傲ごう慢まんな欲よく望ぼうがそこにはあった。次郎は気け圧おされ、じりじりと後こう退たいした。


　すると、背せ中なか越ごしにケインの声が耳に入った。


「ちっ。やはり結界が張はってあるのか。面めん倒どうだが、正面から突とつ破ぱするしかないな」


「結界？」


「念話が……連れん絡らくが付かんということだ。奴やつが賢けん者じや殿どのを狙ねらっていることを、一いつ刻こくも早く伝えねばならん」


「────！」


　その台詞せりふを聞いた瞬間、次郎の中から恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうが吹ふき飛んだ。


　そうだった。ジャックはアリスを手に入れようとしているのだ。それもレイチェルに手引きさせて。


　そうはさせない。こんなところで足あ搔がいている場合ではない。


　次郎の目に鮮あざやかな闘とう志しが宿った。


　全身の筋きん肉にくが引き締しまる。ほとんど瞬間的に意い識しきが戦せん闘とう時じのそれへと切り替かわり、揺ゆれ惑まどっていた切っ先が、ぴたりと定まった。ケインが次郎の変化に気づき、思わず振ふり返るほどだった。


　執事が短刀を突き付けた。予想通りの俊しゆん敏びんな動き。が、技ぎ術じゆつはないに等しい。次郎は敵てきの予よ備び動作から瞬時に剣けん筋すじを読み、後の先を取って剣を振る。一瞬鼻先で翻ひるがえった切っ先が敵の出足を挫くじいた。と同時に、次郎の剣は雲ひ雀ばりから百も舌ずへと動きを急変させ、短刀を握る執事の二の腕うでを斬きり落としていた。


　執事が苦く悶もんの絶ぜつ叫きようを上げて、血を噴ふく腕を抱かかえる。次郎はそのまま相手の懐ふところに飛び込こみ、肩かたからぶつかって執事を突き飛ばした。


「ひゅっ！」


　と息を吸すい上げ、次の敵に向かう。


　吸血鬼ヴアンパイアと化した男は、次郎の早はや業わざにも恐おそれず正面から向かってきた。敵の動きは、こちらより数すう段だん速い。だが、鋭するどくはない。いち早く動けば、十分に対たい応おうできる。次郎は全ぜん神しん経けいを駆く使しし、目と耳、そして肌はだで、相手の動きを察知した。


　木材が焼けるにおいは、すでに廊下中に広がっている。刻々と充満する黒こく煙えんの中、白はく刃じんが二度三度と閃ひらめき、そのたびに吸血鬼ヴアンパイアたちの鮮せん血けつが廊下を汚よごした。鋭く、的てき確かくに。狭い廊下を、次郎は縦じゆう横おうに駆かけた。二重回しインバネスが広がっては翻り、見る見る返り血で染そまっていく。


　次郎は声を出さない。ただ双そう眸ぼうを黒々と燃もやし、鋭い呼こ気きを繰くり返しながら、次々に敵を斬り捨すてた。真之が見たなら息をのんだだろう、鬼き気き迫る姿だった。


　だが、次郎が敵の攻こう撃げきをわずかに身を退ひいて躱かわしたとき、突とつ然ぜん彼はぎょっとして大きく後こう退たいした。


　背はい後ごに刃やいばが迫せまっていたのだ。さっきの執しつ事じだ。彼は斬られた利きき腕とは反対の手で短刀を握り、次郎に奇き声せいを浴びせかけた。


　執事だけではない。確たしかに深手を負わせた吸血鬼ヴアンパイアたちが、次々立ち上がって次郎を包囲した。脳のう裏りに、一昨日おとといの馬車での闘たたかいが甦よみがえる。


　──そうか。こいつらは……


　不死身の怪かい物ぶつなのだ。中にはすでに出血の止まっている者さえいる。次郎は痛いたいほどに奥おく歯ばを嚙かみしめた。


　と、襲おそいかかろうとした執事が急に動きを止めた。手足が大きく痙けい攣れんする。次郎は目をむいた。執事の胸むねの中心から、血に濡ぬれた手刀が飛び出していた。


　ケインの攻撃だった。次郎が見守る前で、執事の身体が砂すなのように崩くずれた。ジャックのときとは異ことなる、完全な死、滅ほろびだ。あとには床ゆかに灰はいの山が積もった。それを確かく認にんして、ケインが突つき出していた抜ぬき手を振るった。


「……不思議な太た刀ち筋すじだ。日本の剣けん術じゆつか？」


　次郎は返事ができない。どうやら自分に加か勢せいしてくれたようだが、ケインとて吸血鬼ヴアンパイアには違ちがいないのだ。


　だが、他の吸血鬼ヴアンパイアたちと、なんと違うことだろう。力の強大さは言うに及およばず、その存そん在ざい感が他の者たちとかけ離はなれている。


　敵の吸血鬼ヴアンパイアたちは二人の周囲を囲んでいる。いつの間にか二人は互たがいの背中を合わせるようにして前後の敵と対たい峙じしていた。


「いいか、少年。お前の動きはなかなかのものだ。が、狙ねらいが拙まずい。心しん臓ぞうを狙え。もしくは首を切れ。血の循じゆん環かんを断たつのだ」


「……え？」


「……見ていろ」


　ケインが動いた。巨きよ体たいが急に動いたのに、その足運びたるや羽う毛もうのように軽い。ふわり、と静かに──しかし素す早ばやく踏ふみ込んだかと思うと、敵の心臓目がけ、拳こぶしを叩たたき込んだ。


　凄すさまじい破は壊かい力りよくだった。まるで銃じゆう弾だんを百も撃うち込まれたように、吸血鬼ヴアンパイアの胸が背中へと爆ばく散さんしたのだ。攻撃を受けた吸血鬼ヴアンパイアは一ひと溜たまりもない。瞬しゆん時じに灰と化した。


　──す、すごいっ。


　次郎は窮きゆう状じようを忘わすれて啞あ然ぜんとケインの動きに見入った。破壊力もさることながら、その体たい捌さばきが驚おどろくほど見事だ。あれほどの攻撃を繰り出しながら、どこにも余分な力がない。完かん璧ぺきに均きん整せいが取れている。


　また、ケインの表ひよう情じようにも、敵を倒たおした昂こう揚ようや浮うわつきは全くなかった。力と技わざと闘とう志しが、一体となっている。それは、戦士の理り想そう像ぞうといえた。


「ついて来い」


　とケインは振ふり向くことなく言い捨て、敵てきの包ほう囲い陣じんに足を踏み入れた。


　操あやつられているというのは本当らしい。吸血鬼ヴアンパイアたちは、圧あつ倒とう的な力量の差を見せつけられても、怯ひるむことなくケインに襲いかかった。そしてケインは、文字通り飛びかかる火の粉を払はらうように、彼らを蹴け散ちらし前へと進んだ。


　豪ごう腕わんから放たれる攻撃は、吸血鬼ヴアンパイアの心臓を易やす々やすと穿うがち、小こ枝えだを折るように首を跳はね飛ばす。まるで地じ獄ごくのような光景なのに、その中心にケインがいるだけで、惨さん状じように一種の崇すう高こう美びが備そなわっていた。次郎は西洋に伝わる伝説を連想した。英えい雄ゆうたちが死後に赴おもむくという永えい遠えんの戦場ヴァルハラとは、このような場所なのかもしれない。


　また、ケインの後に従したがう次郎は、彼がわざと正攻法で攻せめていることに気がついた。


　彼は自らの動きを抑よく制せいしている。本気を出せば、より荒あら々あらしく──まさに鬼き神じんのように振る舞まうこともできるはずだ。そうしないのは、次郎に手本を見せているのだろう。現げんに、彼の動きは素早いが、次郎の目に捉とらえられるぎりぎりの速度を維い持じしていた。


　ケインの意を汲くんだ次郎は、彼の攻撃を残らず視し界かいに捉えつつ、背後から追う吸血鬼ヴアンパイアに対たい処しよした。心臓と首。血の循環を断つ。また、それ以外の攻撃でも、手足を一気に斬り飛ばすなど、次の行動を物理的に阻そ害がいするダメージは有ゆう効こうだった。


　肉ではなく、骨ほねを断つ。それは、次郎の使う示じ現げん流にすれば、流りゆう儀ぎに添そった攻撃でもある。


　次郎の剣はあっという間に凄せい惨さんさを増ましていった。それを一いち瞥べつして確かく認にんしたケインが、不敵な笑えみを浮うかべて攻撃のペースを上げる。次郎はがむしゃらに剣を振った。いつしか二人の間には、つたないながらも連れん係けいした攻撃パターンが形成されていた。


　火の手は廊ろう下かにも及んできた。壁かべと天てん井じようが炎ほのおに包まれ、燃もえる木材が崩れ落ちてくる。


　しかし、人と吸血鬼ヴアンパイア──二人の戦士は、ついに包囲を突とつ破ぱしていた。「急げっ」とケイン。次郎は黒こく煙えんと粉ふん塵じんを突っ切り、巨漢の吸血鬼ヴアンパイアに続いて外へと飛び出した。


　二人が外に出るのと前後して、ジャックの隠かくれ家がは完全に炎に包まれた。


　すでに周囲には野や次じ馬うまが集まっている。二人が家から飛び出してくると、大きなどよめきが生まれた。何しろ二人とも、全身が血と灰と煤すすにまみれているのだ。


　次郎は大きく息を吸すって、背後を振り返った。間を置かず、建物の骨こつ格かくが崩ほう壊かいする。炎に飲まれて崩れ落ちる家を、次郎は息をのんで見つめた。


　その隣となりで、ケインが舌打ちした。


「……くそっ。拙いぞ」


「ど、どうしました？」


「屋や敷しきに賢けん者じや殿どのとレイチェルの姿すがたがないらしい。ジャックの言ったことは本当だった」


　どうやら、結界とやらを抜ぬけてすぐに、仲間と連れん絡らくを取ったらしい。その方法は皆かい目もくわからないものの、ケインの顔に浮かぶ焦しよう燥そうを見る限かぎり噓うそとは思えなかった。火と敵に退たい路ろを断たれても顔色ひとつ変えなかった彼が、牙きばを隠そうともせず歯は軋ぎしりしているのだ。


「……ジャックの気配も見つからない。賢者殿やレイチェルの気配は、弱すぎてすぐには探さがせん。ロンドン中を虱しらみ潰つぶしにするしかないか」


「アリスが……」


　次郎の胸むねにも焦りが生じた。


　ケインとジャックは、アリスを『賢者イヴ』と呼よんだ。昨日のカーサの態たい度どを思い起こしても、アリスとは何か吸血鬼ヴアンパイアの間でも特別な存そん在ざいなのかもしれない。


　しかし、アリスにジャックの魔ま手しゆから逃にげ延のびることができるだろうか？　逃げ足は一流とうそぶいていた彼女だが、レイチェルのことがある。彼女はたとえレイチェルが自分を裏うら切ぎったとしても、少女を見み捨すてて独ひとりでは逃げないかもしれない。いや、おそらく側そばを離はなれないだろう。とすれば、みすみすジャックの手に落ちることになる。そしてジャックは、口でどう言おうと、彼女を自らの復ふく讐しゆうに利用しようとしているのだ。


　──アリス……！


　次郎は胸を搔かきむしる思いで、ロンドンの空を見上げた。


　まだ燃え盛さかる炎から、黒煙が天空へと伸のびている。すでに夕ゆう暮ぐれだ。空は重たげな雲に覆おおわれているが、西の空が茜あかねに染そまりつつあった。


　夕暮れ──


　不意に、次郎の脳のう裏りに昨日アリスと過すごした時間──風景が甦よみがえった。


　──『ちょっとだけ買い物に抜け出すつもりだったんだ』


　──『いまは向こうでフィッシュ・アンド・チップスを食べてる』


　あれはアリスではなく、彼女に化けたジャックの台詞せりふだった。だが、昨日の次郎たちの行動を正確に知った上での台詞だ。ジャックは確たしか、「報ほう告こくを受けて確認した」ということを口にしていた。おそらくはレイチェルが彼に知らせたのだろう。それに、


　──『いまごろレイチェルが食事に招しよう待たいしている』


　確かにジャックは、そう言った。


「……トラファルガー・スクエアだ」


「なに？」


　ケインが聞きとがめる。しかし次郎は彼に構かまわず、野次馬の人ひと垣がきを割わって、その場を駆かけ出した。


　表通りに出ると、折良く一頭立てのハンサム馬車が通りかかった。次郎は一いつ瞬しゆんたりとも躊ちゆう躇ちよせず、馬車の前に飛び出し両手を広げた。


　御ぎよ者しやは泡あわを食って馬車を止めた。怒ど鳴なりつけようとしたが、次郎が手に刀を──それも血に濡ぬれた抜き身の日本刀を──持っているのを見ると、青ざめて怒声をのみ込んだ。


「な、なんだ、あんた!?」


「馬をお借りしたい！」


「ええ!?　か、勘かん弁べんしろよっ。これから客を迎むかえに行くんだ」


　御者は震ふるえながら首を振ふった。次郎はそれ以上頼たのまず、無言で刀を振り上げた。御者の悲鳴を無む視しし、馬を繫つなぐ馬具を断たちきって裸はだかの背せ中なかに飛び乗った。


「ちょ、ちょっと旦だん那な！」


「あとで返すっ。日本公使館に来てくれ」


　次郎が剣けんを振って血ち糊のりを払はらうと、御者はそれ以上何も言わなかった。彼の手から手た綱づなを奪うばい、両足で馬体を挟はさんでバランスを取った。


　興こう奮ふんした馬がいななき、前足を上げた。栗くり毛げの若わか駒ごまだ。蹄ひづめが石いし畳だたみを蹴けり、馬体が跳はねる。身体からだと視界が大きく上下したが、次郎は構わず手綱を振るった。


「行け！」


　新たな御者の命令を受け、馬が勢いきおい良く走り出す。


　次郎は高らかに蹄を響ひびかせ、ロンドンの中心街へと一直線に馬を駆った。
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　気付いたときには、アリスはすっかり、まんまと、完全に逃げ道を断たれて包囲されていた。


「あれ？」


　と西洋酢ビネガーを頰ほおに付けたまま、かぶりついていたフィッシュ・アンド・チップスから間抜け顔を上げる。


「……おや？」


　見知らぬ男たちが、アリスと隣となりのレイチェルの前に立ち塞ふさがっていた。おまけに周囲が分ぶ厚あつい霧きりで、すっかり覆われているではないか。ただの霧ではなかった。人を寄よせ付けぬための結界だ。


　男たちが吸血鬼ヴアンパイアであることはすぐにわかった。それも、この気配は……


「……な、なんで？　君たちまさか、マーリン君の……」


　ハッと思いつき傍かたわらを振り返る。


　すると、せっかく買ったフィッシュ・アンド・チップスに口も付けないまま、レイチェルが力なくうなだれていた。


　そんな少女の姿すがたを見た瞬間、アリスはおおよその事じ情じようを察した。物事の本ほん質しつを見み抜ぬく力。それはアリスが──彼女の血が、自然と備そなえている本ほん能のうのようなものなのだ。


　アリスはふわっと笑って、レイチェルの髪かみに手を置いた。少女が驚おどろいて面おもてを上げる。アリスは少女に何も聞かず、何も責せめないまま優やさしい眼まな差ざしを向けた。


「……お食べなさい。美お味いしいから。それぐらいは待たせてもいいでしょ？」


　その言葉を聞いた瞬間、それまで人形のようだったレイチェルが、くしゃりと顔を歪ゆがませた。


　レイチェルが引きつるように嗚お咽えつする。その瞳ひとみから涙なみだがこぼれ、凍とう土どのようだった少女の頰を滑すべり落ちた。グスグスと鼻を鳴らし、アリスの胸むねに顔をうずめる。声を上げずに泣く少女を、アリスはそっと抱だきしめた。


「泣かないで。お願い。大だい丈じよう夫ぶだよ。ぼくが一いつ緒しよにいるから」


　背せ中なかをさすると、レイチェルの嗚咽が大きくなった。


　二人を囲んでいた男たちの一人が、じれた様子で近づいてきた。どうやら邪じや法ほうによって操あやつられているらしい。下された命令に、ただ従したがっているのだ。


　ところが、アリスが少女を抱いたまま顔を向け、決然とした視線を向けると、怯ひるんだ様子で動きを止めた。強い強きよう制せい力りよくを持つ邪法。それを凌りよう駕がする何かを、アリスから感じ取ったのだ。


　アリスは少女が泣きやむのを待った。それから少女の涙を拭ふき、彼女にフィッシュ・アンド・チップスの袋ふくろを持たせると、手を取って一緒に立ち上がった。


　男たちに向き合う。そのときのアリスは、まるで全身から光を放つかのようで、側そばに立つレイチェルは神こう々ごうしさすら感じて身を震わせた。


「案内しなさい。あなたたちの主に会いましょう」


　アリスは凛りんとした透すき通る声で言った。男たちは、ほとんど平ひれ伏ふさんばかりの態たい度どを見せた。


　が──


「……駄だ目めだ」


　怒いかりに震える女じよ性せいの声が、アリスを遮さえぎった。途と端たんにアリスから清せい澄ちような風ふう格かくが消える。彼女はきょとんとし、つぶらかな瞳をぱちくりと瞬まばたきさせた。


「あれー!?　カーサちゃん！」


「……いい加か減げんにしろよ、アリス。どこまでお人ひと好よしなんだ、お前は」


　男たちが一いつ斉せいに振り返る。


　濃のう霧むの中に現あらわれたカーサは、素すっ頓とん狂きような声を出すアリスに、憎にく々にくしい、恨うらめしげな視線を投げていた。


「どうしてお前はそうまでして、くだらない連中につき合おうとするんだっ。お前にどれほど力があろうと、お前は自分の身を自分で守れない。わかっているのか？」


「……え？　あ、あれ？　ぼく、怒おこられてる？」


「ふざけるな！　第一、そんな連中に情なさけをかけてなんになる？　結局傷きずつくのはお前なんだぞ。念のため見み張はりを付けていたからよかったものの……人の気も知らないでっ。少しは自分の身を省かえりみろっ」


　それはおよそカーサらしからぬ台詞せりふだった。だが、だからこそ、日ひ頃ごろ捻ひねくれた口ばかり利きく彼女の本心でもあった。しかし彼女は、怒ど鳴なられたアリスが言葉をなくしておろおろするのを見ると、匙さじを投げるかのように首を振ふった。


「……もういい。とにかく、これで終わりだ」


　その言葉を待っていたように、霧の向こうから複ふく数すうの人ひと影かげが浮うかび上がった。黒服に身を固めた男たち。ウォーロック家の手て勢ぜいだ。


「カ、カーサちゃん？　まさか──」


「……かかれ。一人も逃にがすな」


　アリスの狼ろう狽ばいを頭から無む視しし、カーサは冷然と指令を下した。黒服たちが頷うなずき、一斉に男たちに襲おそいかかる。


　トラファルガー・スクエアで、血の乱らん闘とうが幕まくを開けた。
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　次郎が取ったのは、昨日アリスと共に歩いたのと同じ道のりだった。大都市ロンドンの中心街だ。そこを、次郎は血刀を手に、単たん騎きで駆かけ抜けたのである。


　暴ぼう挙きよだった。もっとも交通量の多い道みち筋すじなのだ。行き交かう馬車は驚いて列を乱みだし、人々は悲鳴を上げて、返り血にまみれながら馬を走らす若わかい青年を凝ぎよう視しした。走る側そばからパニックが巻まき起こっていた。


　それでも、次郎は手た綱づなを緩ゆるめなかった。馬ば蹄ていの音を通りに鳴らせ、


「ハイヤ！」


　と幾いく度ども馬体を蹴けった。


　馬車を躱かわし、路地を突つっ切り、転てん倒とうした通行人を飛び越こえて、走る。道行く荷台をひっくり返し、露ろ店てんの商品をまき散らし、婦ふ人じんたちに絶ぜつ叫きようを上げさせながら、駆ける。


　そのうち、酔すい狂きような物好きが次郎の早駆けに歓かん声せいを送った。すると、それに呼こ応おうした者が口くち笛ぶえを吹ふき鳴らし、目を丸くした若者がハンチングを取って旗のように振った。怒声と歓声と口笛が連れん鎖さする。いつしか次郎の駆け抜ぬけた通りは、時ならぬパレードを迎むかえたような熱気と騒そう動どうに包まれていった。


　夜を迎えんとする空気は、清せい純じゆんな冷気を含ふくんでいる。その冷気を正面から受け、次郎は馬を走らせる。吐き出す呼こ気きが、白く、熱い。二重回しインバネスを風にたなびかせながら、次郎はただ一心にアリスのいるトラファルガー・スクエアを目指した。


　と、突とつ然ぜん次郎の周囲に濃霧が出しゆつ現げんして彼を囲んだ。なんだ、と思う間もなく、


　──正気か貴き様さま!?


　と声が聞こえた。


　いや、声ではない。聞こえたのは、もっと別のものだ。


　次郎は驚おどろいて周囲を見回した。そして、目を瞠みはった。暴走する次郎の傍かたわらに、一頭の巨きよ大だいな狼が併へい走そうしていたのだ。


　灰はい色いろの毛け並なみを持つ、素す晴ばらしく立りつ派ぱな狼おおかみだ。その体格は並みの狼の三倍は優ゆうにある。力感の溢あふれる動きで大地を駆ける姿すがたは、内包する力の巨大さを想そう像ぞうさせてあまりあった。


　しかし、ここはロンドンのど真ん中だ。なぜ狼が？


「な……!?」


　──来い。裏うら道みちを行くっ。


　再ふたたび声がした。まるで頭の中に直ちよく接せつ響ひびいたようだった。同時に、狼が向きを変えて大通りから路地に飛び込こむ。次郎は訳わけがわからぬまま狼の後を追った。そして思いついた。ジャックは蝙こう蝠もりの群むれに姿を変えて逃とう走そうしたのだ。そして、吸血鬼ヴアンパイアが変身する対象には、確たしか狼も含まれていたのではなかったか？


「まさか……ケインなのかっ？」


　狼は答えない。次郎がついてくるのを確かく認にんすると、一気にスピードを上げて街を駆けた。次郎は見失わぬよう、慌あわてて後を追った。


　奇き妙みようなことに、突然現れた濃霧は、どれだけ走っても抜け出すことができなかった。次郎たちが行く先々で、新たな霧きりが発生しているのだ。おかげで、街の人々は突然の濃霧に驚いても、次郎たちにはほとんど気付かなくなった。


「これも……魔ま術じゆつなのか？」


　術じゆつ聖せい。魔女。ケインとジャックの会話の断だん片ぺんが、次郎の中で泡あわのように弾はじける。理り解かいすることはできなかった。だが、次郎は真之とは違ちがう。理解できないなら、理解しないでも構かまわなかった。


　いま大事なのは、狼と霧が次郎の道を行く手助けをしてくれているという事実だ。


　次郎は不要な思考をばっさり切り捨すて、馬を駆ることに専せん念ねんした。


　やがて前方を遮さえぎる霧の向こうに、見知った風景が見えた。空高くそびえる尖せん塔とうと、その頂ちよう上じように立つ彫ちよう像ぞう。トラファルガー・スクエアのシンボルである、ネルソン提てい督とくの記き念ねん碑ひだ。


　だが、広場は次郎を取り囲むのと同じ、魔術の霧に覆おおい尽つくされていた。次郎の心しん臓ぞうがドクンと跳はねる。必死に目を凝こらすと、霧の中で争う男たちの影かげが見えた。


　二つの集しゆう団だん──吸血鬼ヴアンパイアたちの集団が、戦っている。


「──アリス！」


　次郎は思わず身を乗り出していた。バランスが崩くずれた。もとより次郎の乗る馬は、騎き乗じよう用ようの馬ではなく、馬車を曳ひく輓ばん馬ばである。乗り手を落とさぬための訓練などされていない。次郎が重心を崩した瞬しゆん間かん、大きく身み震ぶるいして前足を上げた。鞍くらもなく乗っていた次郎は、為なす術すべもなく路上へと投げ出された。


「ぐっ！」


　全身を打つ衝しよう撃げきに息が止まる。だが、次郎はすぐに起きあがった。狼おおかみの姿はすでにない。広場に入ったのだろう。もう、すぐそこだ。痛いたみを無む視しして次郎は走った。


　広場に入る。やはり無関係の人間はいないようだった。おそらくこの霧のせいだ。次郎は改めて刀を構えると、一度大きく息を吸すって霧の中の戦場に飛び込んだ。


　だが、次郎が駆かけつけたときには、闘たたかいはすでに終結に向かっていた。


　優ゆう勢せいなのは黒いスーツの男たちだ。敵てき対たいする集団もしぶとく抵てい抗こうしているのだが、どうも互たがいの戦力──数ではなく個こ々この実力にかなりの差があった。


　次郎はすぐに一昨日おとといの夜を思い出した。馬車を追ってきたウォーロック家の吸血鬼ヴアンパイアたち。戦っているのは彼らだ。では、アリスを奪だつ回かいに来たのか？　彼女の姿は見えない。


「アリスっ。ここにいるのですかっ？」


　次郎は叫さけびながら広場を走った。その声を聞きつけ、吸血鬼ヴアンパイアの一人が次郎を発見した。黒いスーツ。ウォーロック家の者だ。男は紛まぎれ込んだ人間を見て形相を変えると、次の瞬間には猛もう然ぜんと次郎に襲おそいかかってきた。


　反はん射しや的に剣けんを振ふる。当たらない。やはり、さっきの連中より反はん応のうが鋭するどい。が、次郎は怯ひるまなかった。即そく座ざに男の回かい避ひ行動を追つい尾びし、無言の気合いと共に白はく刃じんを斬きり付けた。胸むな元もとが切り裂さけ、鮮せん血けつが飛ぶ。男は愕がく然ぜんとたたらを踏ふんで転てん倒とうした。


　致ち命めい傷しようではないが、彼に構っている場合ではない。次郎は素す早ばやくその場を離はなれようとした。そのとき、彼の視界に乱らん戦せんに逃にげ惑まどう人ひと影かげが映うつった。


　小こ柄がらな人影は、少女のものだ。


「レイチェル!?」


　その声に反応し、レイチェルは立ち止まって次郎に目を向けた。間違いない。レイチェルだ。次郎は急いで少女に駆け寄よろうとした。が、それより早く、突とつ然ぜんの打撃を受けて真横に吹ふき飛ばされていた。


　乱戦の中で隙すきを突つかれた。次郎は数メートルも飛ばされたあげく、路面を転がり、ほとんど広場の端はしにまで追いやられてしまった。ただの一撃で。


　──く、くそっ……！


　これが吸血鬼ヴアンパイアの一撃。もがいてみても、手足が痺しびれて動こうとしない。呻うめき声に血が混まじった。次郎は横たわったまま、必死で視線を戦場へと向けた。


　そして見た。


　少女の前に立ち塞ふさがった黒いスーツの吸血鬼ヴアンパイア。彼の手から鋭えい利りな刃やいば──鋭く伸のびた爪つめが飛び出し、少女に向かって振り下ろされるのを。


「駄だ目めえええ！」


　切り裂くような悲鳴が上がった。次郎の全身がビクリと揺ゆれる。アリスだった。次郎が見守る前で、まだ色いろ濃こく渦うずを巻まく霧きりの中を、血相を変えたアリスが少女へと駆け寄った。


　だが、すでに少女は首くび筋すじを裂かれて倒たおれていた。少女を斬り付けた男は、姿すがたを消している。アリスはぐったりとした少女に取りすがり、その小さな身体からだを抱だき起こした。


「レイチェルっ。レイチェル！　しっかりして！」


　アリスの悲ひ痛つうな声が止やむことなく戦場に響ひびいた。


　次郎は知った。またしても、自分は届とどかなかったのだということを。


　そして……
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　やがて、闘いは終わり、あとにはいくつかの灰はいの山が残されるだけになった。


　静せい寂じやくが戻もどる中、ウォーロック家の吸血鬼ヴアンパイアたちは自然とアリスの周囲に集まっていた。誰だれもが頭こうべを垂たれている。まるで聖せい者じやを敬うやまうかのようだ。


　しかしアリスは彼らには見向きもしなかった。もう動かないレイチェルの身体を抱きしめてうずくまっていた。


　そこへ、闘いを終えたカーサが近づいた。傍かたわらには狼の姿を取るケインも一いつ緒しよだ。


「──アリス」


　と静かに声をかけた。


　アリスがのろのろ顔を上げた。カーサは軽い衝撃を受けた。悲ひ嘆たんに暮くれるアリスの顔は、それでもやはり美しい。なのに、彼女の瞳ひとみに映る悲しみは、長く長く生き、星の数ほども悲ひ惨さんな悲しみを目まの当たりにし続けてきた、老女のようだったのだ。


　カーサは唇くちびるを嚙かんだ。「事じ故こだった」とは言わなかった。おそらくは、この場にいる誰かが長おさの密みつ命めいを受けていたのだろう。カーサはアリスのあとを追う際さい、屋や敷しきの者に声をかけて同行させた。長は彼女の行動に口を挟はさまなかったのだが、それには訳わけがあったのだ。老ろう獪かいな長はカーサを利用し、まんまと宿敵の血を──その流れのひとつを断たちきってみせたのである。


　そのとき、微かすかにレイチェルの唇が動いた。アリスは慌あわてて彼女に顔を寄せた。


　少女はすでに虫の息だ。なのに、その表ひよう情じようは穏おだやかだった。「これ……」と少女は掠かすれ声でつぶやいた。手が胸元の古いブローチを、宝たから物もののようにしかり握にぎりしめていた。


「……レイチェル？」


「……くれたの……パパ……が……今日から……家族……って……」


　レイチェルが震ふるえながら微ほほ笑えんだ。ジャックのことだ。誇ほこらしげな少女の笑みに、アリスは堪たまらずに顔を伏ふせた。家族。血族。道を外した、術じゆつ聖せいの血けつ統とう。レイチェルはそこに、何を見み出いだしていたのだろうか。


　そしてアリスはもう一度面おもてを上げた。彼女の顔からは、深い悲しみが去っている。代わりに、不思議な印象が美び貌ぼうを覆おおっていた。


　それは奇き妙みような──神聖であると同時にどこか妖あやしく仄ほの暗ぐらい、見る者の胸むねを酷ひどくざわめかせる、凄せい絶ぜつな表情だった。


　もう誰一人知る者のない太古の暗黒神に仕える神官が、秘ひ匿とくされた儀ぎ式しきに臨のぞむとき垣かい間ま見せるような──そんな表情だ。


「──レイチェル。ぼくと一緒に来る？　君も、ぼくの家族になる？」


「…………」


　レイチェルは焦しよう点てんの合わない目で、不思議そうにアリスを見つめた。そして、ゆっくりと目ま蓋ぶたを降おろし、その瞳を永えい遠えんに閉とざした。


　腕うでの中で、少女の鼓こ動どうが急速に弱まっていく。アリスは笑った。微笑んだ唇から──血の気の失うせた容よう貌ぼうの中、やけに鮮あざやかに赤く染そまる唇から、白い鋭えい利りな輝かがやきが生まれた。


　純じゆん白ぱくの、長く、鋭するどい、二本の牙きば。


「……哀あわれな子。これからは、わたしと共に……」


　厳おごそかにささやいた唇が、ゆっくりと少女の首筋に吸すい付く。牙の先が少女の柔やわ肌はだに食い込み、小さな音を立てて突き破やぶる。


　そして、アリスは両目を閉とざし、あふれ出る血を嚥えん下かした。


　見守るカーサとケインは、畏い敬けいの念に打たれた様子で、身動きもできず立ち尽つくした。周りを囲む男たちが、一いち段だんと深く平へい伏ふくした。月下に生きる者が、決して冒おかしてはならないもの。目の前の光景こそ、それだった。『賢けん者じやイヴ』の吸きゆう血けつ。それは、黒き血の歴史そのものと一体化することを意味する。


　霧きりが徐じよ々じよに晴れていく。すでに広場は夜の帳とばりに包まれている。


　分ぶ厚あつい雲に閉とざされた空の下、アリスはレイチェルの血の一いつ滴てき一滴を最後まで愛いとおしんだ。濃のう霧むの名なご残りが吸血鬼ヴアンパイアたちの周囲でたゆたい、ガス燈とうの明かりが血に彩いろどられた光景をほのかに照らし出していた。


　やがて、少女は灰になった。


　アリスは閉じていた瞳を開け、ゆっくりと立ち上がった。


　その途と中ちゆう、視し線せんが公園の端はしに向かい、彼女は凍こおり付いたように動きを止めた。


　彼女の視線の先で、大きく見開かれた黒い瞳が、じっと彼女を凝ぎよう視ししていた。
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　吸血鬼が少女の血を啜っていた。


　倒たおれたまま身動きが取れずにいた次郎は、その光景を最初から最後まで視界に収おさめた。


　何も考えられない。


　何も感じない。


　心と魂たましいが麻ま痺ひしていた。目を閉じることすらできず、ただ呆ぼう然ぜんと見守っていた。
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　やがて少女が灰はいになると、その吸血鬼ヴアンパイアはゆっくり立ち上がり、倒れたままの次郎と目を合わせた。


　青い瞳ひとみと金こん色じきの髪かみをしたその人を、次郎はよく知っている。しかし、全く知らなかった。不意に麻痺が解とけ、心が身じろぎした。幾いくつもの感情が爆ばく発はつするようにぐちゃぐちゃに湧わき起こった。が、それは結局ただひとつの感情から派は生せいしたものだった。


　おぞましさだ。


　あまりに美しく、神しん秘ぴ的で、自分とは異なる存そん在ざい。人間としての生理的感情が、否いや応おうもなく次郎を支し配はいした。全身が怯おびえて竦すくみ上がった。


　次郎の中に芽生えてしまった感情を、吸血鬼ヴアンパイアは正せい確かくに読み取った。透すき通る美貌が哀かなしみに染まり、やがて凄惨な微び笑しようへと昇しよう華かする。


　それは決別の笑み。自らの淡あわい甘あまえに対する、毅き然ぜんとした別れの微笑だった。


　そして彼女は、次郎など──傷きずつき倒れた人間など視界に入らぬかのように、昂こう然ぜんと頭こうべを翻ひるがえした。


　レイチェルの血に汚よごれた白いドレスに、豪ごう奢しやな金きん髪ぱつが波打って流れる。スカートの裾すそを穏おだやかになびかせながら、彼女はゆっくりと歩き出した。彼女を取り囲む吸血鬼ヴアンパイアたちが、下げていた頭を、さらに深くし、一いつ斉せいに額ぬかずいた。


　その中の一人が突とつ然ぜん身か体らだを起こした。


「……お許ゆるしを！」


　そう叫さけぶやいなや、自らの心しん臓ぞうにナイフを突き立て自じ刃じんした。レイチェルを手に掛かけた男だろう。彼女は男に痛いたましげな視線を向け、


「許します」


　と短い手た向むけを口にした。


　カーサと狼おおかみが無言のまま彼女に近ちか寄よる。そして広場を去る彼女に従したがい、あとに続いた。狼だけは一いつ瞬しゆん次郎に目を向けたが、「そこで動くな」と言いたげに瞳を細め、すぐに彼から視線を逸そらした。


　次郎は、その通りにした。


　彼女が去り、カーサと狼が去り、吸血鬼ヴアンパイアたちが残らず立ち去って広場から霧が晴れるまで、次郎はじっとその場で息を潜ひそめ続けた。


　じっと……
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　アリスの傍かたわらに付き従うカーサは、広場を出たところで彼女に耳打ちした。


「……アリス。いまケインから報ほう告こくを受けた」


「……うん。知ってる。レイチェルの血が、ぼくに教えてくれたよ」


　ひどく沈しずんではいるが、いつもの口調に戻もどったアリスは、心ここにあらずといった様子で、カーサの言葉にコクリと頷うなずいた。


「……ジャックは生きているんだね。レイチェルの血けつ統とうは、まだ絶たえていなかった」


　アリスは遠い視線を投げ、


「あの子は、救えるかなあ……」


　とつぶやいた。カーサへの問いかけではない。自分自身に──いや、自らの『血』に問う台詞せりふだ。


　ただ一人、誰に頼たよることもなく、途方もない責せき務むと使命を背せ負おった者の、それは孤こ高こうの自問だった。


　急にカーサは冷れい徹てつな面おも持もちを崩くずし、頑がん是ぜない少女のような表ひよう情じようを見せた。


「アリス。お前には、私がいる」


　思い詰つめたようなカーサの台詞に、アリスは微笑で答えた。だが、ただ静かに微ほほ笑えむだけで、彼女は何も言おうとはしなかった。
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　暗雲がどこまでも広がるロンドンの夜空を、一羽の蝙こう蝠もりが舞まい飛んでいた。


　蝙蝠は、濃のう霧むの晴れたトラファルガー・スクエアから少し離はなれた街角へと移い動どうし、傾けい斜しやした屋根に立つ、ジャックの元へと戻っていった。


　肩かたに止まり、そのまま襟えり首くびの中に潜もぐり込こむ。蝙蝠を体内に取り込む間、ジャックは身じろぎひとつしなかった。


　彼の白はく貌ぼうは、怒いかりと憎ぞう悪おに燃もえている。彼は蝙蝠の視し線せんから、広場での一ひと幕まくを見み届とどけていた。


「カーサ……呪のろわれた混こん血けつ児じめ……」


　煮にえたぎる激げき情じようを吐はき出す口には、唇くちびるを押おし退のけるほど巨きよ大だいな牙きばが現あらわれている。


「……いいだろう。もはや手しゆ段だんは選ばん」


　ジャックはそう宣せん言げんすると、身を翻ひるがえして夜の中に消えた。









　　四章　百年の夜










１







　それは、珍めずらしくも誠せい一いち郎ろうが自ら言い出した。


「今こ宵よい、月見をするぞ」


　十五夜の夜である。


　空は見事に晴れ渡わたり、微かすかに青みを帯びながら宇う宙ちゆうの色を映うつしていた。月もまた美しい。泡あわ雪ゆきのような月光を放ちながら、飄ひよう然ぜんと夜空に座ざしている。


　黒く沈む遠山の稜りよう線せん。微び風ふうにそよぐ枝えだ葉はのざわめき。次じ郎ろうは摘つんできたススキの穂ほを花か瓶びんに挿さし、祖そ父ふと二人縁えん側がわに座すわって、穏やかな夜景に見入っていた。


　祖父は酒を飲まないので、縁側に並ならぶのは菓か子しを盛もった皿と茶ちや碗わんである。祖父の好きな金コン平ペイ糖トー。次郎が練った団だん子ご。山で採とれた栗くりもある。祖父がこんなふうに次郎と祝い事をするのは、滅めつ多たにないことだ。交かわす会話こそ少なかったが、次郎はその夜を楽しんでいた。


　すると、突とつ然ぜん祖父が口を開け、


「よいか、次郎」


　と声をかけた。


「示じ現げん流の神しん髄ずいとは、『意地』なのだ」


　祖父が剣けんについて語るのは、肺はい炎えんをこじらせて以来初めてのことだった。突然の言葉に、次郎は戸と惑まどった視線を向けた。


　祖父は相変わらず、月を見上げている。日ひ頃ごろ剣を語るときのような厳いかめしい面つら構がまえではなく、安らぎ、くつろいだ面おも持もちだ。


　そして、「これは野の太だ刀ち示現流開祖、薬やく丸まる兼かね陳のぶの言葉なのだが──」と前置きした上で、


「熱した茶ちや釜がまが真っ赤になり、触ふれるものすべてを焼き尽つくす。その状じよう態たいこそが、『意地』なのだそうだ。そして、そんな有り様こそ、示現流の神髄なのだという」


　と語った。


「……人触るれば人を斬きり、馬触るれば馬を斬る。一の太た刀ちに身を殉じゆんじ、果か敢かんに、果か断だんに、人の千倍、剣を打つ。己おのれの生死を意い識しきせず、自他の境さかいの垣かき根ねを超こえ、ついには無む我が無心の境きよう地ちに至いたって、『空』なるままに剣を活いかす……」


　わかるか、と、祖父はようやく孫に顔を向けて、尋たずねた。


　正直、ちんぷんかんぷんである。次郎は素す直なおに、よくわかりません、と返事をした。はい、と答えた方が祖父は喜ぶのかもしれなかったが、噓うそをついてもすぐに見み抜ぬかれるのだ。


　ところが祖父は、次郎の返答に満足した様子で、


「うむ」


　と満足そうに頷うなずいた。


「要するに、頑がん固こな意地っ張ぱりのための剣なのだ。儂わしはそれが、とても気に入っておる」


　そう言ってカラカラと笑う祖父に、次郎は真しん摯しに、


「私も好きです」


　と言った。それは本心だ。祖父は大いに笑い、「そうか、そうか」と孫の頭を撫なでた。


「実を言うと、儂にもまだ本当にはわかっておらんのだ。互たがいに精しよう進じんせねばなあ」


　虫の音がにぎやかな、ほのかに明るい十五夜の夜。


　月明かりの照る縁側に座り、笑顔の祖父に頷いて、次郎は、


「はい」


　と真まっ直すぐ答えた。
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　昨夜次郎が引き起こした騒そう動どうは、日本公使館と駐ちゆう英えい海軍関係者の間に大きな波は紋もんを呼よんだ。だが、それらのほとんどは真さね之ゆきの手によって沈ちん静せい化か──あるいはもみ消された。


　それは、真之一人では到とう底てい不ふ可か能のうなことのはずなのだが、なぜか騒動は急速に治まってしまった。あとになって彼は次郎に、


「闇内閣シヤドウ・キヤビネツトさ。もちろん、本物の方のな。連中が積極的に、事を穏おん便びんにしようと動き回ったらしい」


　と説明した。とにかく、次郎の罪つみは、少なくとも公式には追つい及きゆうされることなく済すんだのである。


　しかし、次郎はそんな身の回りのゴタゴタに、全く気を払はらおうとしなかった。騒動の訳わけも一いつ切さい語らず、抜き身の刀や返り血──それらはすべて真之が上官に知られるより先に痕こん跡せきを消した──の理由も言わず、頑かたくなに口を閉とざしたのだ。そして謹きん慎しんを言い渡されたのと同時に、自らの中に閉じ籠こもってしまった。


　真之は、そんな後こう輩はいに対しても、あくまで誠せい実じつだった。


　あるいは、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトからある程てい度どの事じ情じようは聞いていたのかもしれない。彼は次郎に無理に説明を求めようとはせず、ただ一点、


「……人を斬ったか？」


　とだけ確かく認にんし、次郎が否ひ定ていした後はもう何も聞かなかった。ただ淡たん々たんと日にち常じようの軍ぐん務むに就ついた。そして、朝夕に下宿での食事を共にする際さいは、反はん応のうの鈍にぶい後輩に向かって、以前と変わらぬ軽口を厭いとうことなく叩たたくのだった。





　二日が過すぎ、三日が過ぎた。


　次郎は表向き、事じ件けんの衝しよう撃げきから立ち直っていた。まだ元気はないが、真之の冗じよう談だんに頰ほおをほころばせるようになり、減へらず口に憎にくまれ口を返せるようになった。


「たまには飲みに行くか？」


「謹慎中の身ですから」


「馬ば鹿かめ。謹慎中に飲む酒は格かく別べつだぞ？　お前知らんのか？」


「知っている自分が恥はずかしいです。すべて質たちの悪い先輩の薫くん陶とうです」


　下宿先の夫人も彼を心配したらしい。二人の会話を聞き、その夜の晩ばん餐さんには、わざわざ買ってきたアルコールを供きようしてくれた。


　だが、次郎はそれを見た途と端たん、顔を蒼そう白はくにし、口を押さえてテーブルを立った。夫人は狼う狽ろたえ、真之は彼女をなだめねばならなかった。翌よく日じつには次郎も頭を下げ、自らの無礼を心から詫わびた。結局、その赤ワインは二度と二人の食しよく卓たくに上ることはなかった。





　四日が過ぎ、五日が過ぎた。


　謹慎は解とけない。次郎は生き真ま面じ目めにそれを守り、必要のない限かぎり下宿の自室から一歩も外に出ようとしなかった。


　真之は毎日買ってきた新聞を次郎に渡わたしていた。相変わらず、世間の話題は切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーに向けられている。犯はん人にんはまだ捕つかまっていなかった。これから先も犯人が捕まることは──少なくとも警けい察さつの手で「逮たい捕ほ」されることは決してないのだろう。


　一番最後に、次郎は、あの日の翌日の新聞を手に取った。恐おそる恐る確認してみたが、やはりトラファルガー・スクエアの件は一行も載のっていなかった。ただ、とあるゴシップ誌しを飾かざっていた、


『ロンドンに謎なぞの騎き影えい。ジャックに憤いきどおる、アーサー王の英えい霊れいか？』


　という見出しを見て、苦く笑しようを浮うかべた。


　事情を知る者たちが見たら、なんと思うだろう。そう考え、とっさに浮かんだ青い瞳ひとみと金こん色じきの髪かみを、反はん射しや的に脳のう裏りから振ふり払った。新聞を部屋の隅すみに投げつけ、ベッドに突つっ伏ぷしたまま、じっと耐たえた。何に耐えているのか、自分でもわからなかった。





　夜、突然響ひびいた悲鳴とも唸うなりともとれぬ叫さけびに、真之は跳はね起きた。次郎の部屋に駆かけつけると、後輩は暗くら闇やみの中、大きく目を見開いて肩かたで息をしていた。どうした、と尋たずねる真之に、次郎は首を振り、なんでもない、と答えた。





　六日が過ぎ、一週間が過ぎた。


　次郎が受けた傷きずは、ほぼ回かい復ふくしていた。しかし、長年の習しゆう慣かんであった朝の稽けい古こを再さい開かいしようとはしなかった。


　あの日以来、次郎は祖そ父ふから譲ゆずられた愛刀に触ふれていない。刀の鞘さやは、ジャックの隠かくれ家がを脱だつ出しゆつするときになくしてしまっていた。薩さつ摩ま拵ごしらえの業わざ物ものはいま、古びたシーツにくるまれて衣い装しよう箱ばこの底にしまわれている。


　剣けんは次郎の骨こつ格かくであった。物心がついたとき以来、彼の手足と、心と精せい神しんとを支ささえ続けてきた。


　その剣が、いまの次郎からは、ぽっかりと抜ぬけ落ちていた。腑ふ抜ぬけているな、と自分でも自覚していた。だが、どうしようもなかった。あの日以来、次郎が頼たのみとしてきた彼の剣は、どこかに消えてしまっていたのだ。


　もうずっと以前のことだが、次郎は剣の稽古の際、かけ声を発することを止めた。病びよう床しようの祖父を憚はばかって声を出さず剣を振ったところ、それきり「かけ声を発する」ということが、次郎の中からどこかに失うせてしまったのである。今回の症しよう状じようも、あのときに似にていた。


　示じ現げん流ではかけ声も大きな要よう素そを占しめている。意い識しきせずとも自然と放たれる裂れつ帛ぱくの気合いこそ、「意地」を神しん髄ずいとする示現流の真しん骨こつ頂ちようなのだ。そのことを次郎は知っていたし、何より祖父は心得ていたはずである。なのに、なぜか祖父は、次郎に声を出せとは命じなかった。その理由はいまになってもわからないままだ。


　あのとき自分の声は──そしていま、自分の剣は、いったいどこに行ってしまったのだろうか。


　次郎は為なすことのないままベッドに横たわり、日がな一日天てん井じようを見上げて、そんなことを鬱うつ々うつと考えていた。





　十日が過ぎた。


　その日、次郎は夫人の頼みを聞き、家事に手を貸かした。雇やとっているメイドが風か邪ぜをひいたから、ということだが、おそらく気を塞ふさぐ次郎に気分転てん換かんさせるつもりだったのだろう。その真心に、次郎は内心感かん謝しやした。


　まずはコンロ掃そう除じである。家に添そえ付けの大きなコンロで、言うまでもなく灰はいと煤すすにまみれている。これを、全身真っ黒になりながら磨みがくのだ。根気と体力のいる力仕事で、慣なれない次郎は身か体らだ中じゆうが──それも思わぬ部位がすぐに痛いたみ出し、顔をしかめた。


　それが終わると身体を洗あらい、室内の掃除に取りかかる。三階から始まって各部屋から廊ろう下か、階かい段だん、二階の部屋、一階のキッチン、食堂、客室、寝しん室しつ、玄げん関かん。最後に石炭ストーブに火を入れて回った。


　次は洗せん濯たく物ものだ。シーツや衣類を手て際ぎわよく洗い、屋上に干ほしていく。幸い天候は良い。見れば、周囲の民家でも白い洗濯物が微び風ふうになびいていた。灰色の街を飾かざる様々な形の旗のようだ。人々の変わらぬ生活が、そこにはあった。


　次は食器。棚たなから出して一つ一つ丁てい寧ねいに磨き、また棚に戻もどしていく。特に銀食器は数こそ少ないが大変だった。力を込こめて艶つやが出るまで丹たん念ねんに磨く。曇くもっていた表面に自分の顔がぼんやり映うつるようになると、自然と笑えみがこぼれた。


　洗濯物が乾かわいたあとは、それを取り込んでアイロンをかけた。子こ供ども時代から家事に携たずさわってきた次郎だったが、アイロンは触さわったこともない。立て続けに指を火やけ傷どし、結局は靴くつ磨きの方へと追いやられてしまった。


　その後は小さな庭の草むしりと土仕事。油や穀こく物もつの買い出し。雨あま樋どいの修しゆう繕ぜん。気がつけばいいように使われており、すべての家事が片かたづいたときには、日が傾かたむいていた。


　汗あせをかくほど身体を動かしたのは久ひさしぶりだった。心ここ地ちよい疲ひ労ろう感が、やけに懐なつかしい。


　その後、夕飯の準じゆん備びを忘わすれていた夫人が慌あわてて支し度たくにかかったところへ、いつになく早く真之が帰ってきた。彼らしくタイミングの良いことに、食料を買い込んでの帰き宅たくである。


　夫人は喜び、真之も得意げな顔をしたが、すぐに二人はぎくりと表ひよう情じようを強こわ張ばらせた。真之の土み産やげを見た次郎が、先日赤ワインを目にしたときのように硬こう直ちよくして青ざめたのである。


　しかし、


「何か他の物を買ってこよう」


　と取って返そうとする真之を、次郎は首を振ふって止めた。


　真之の手から香こうばしい芳ほう香こうを上げる包みを受け取り、湯気の立つフィッシュ・アンド・チップスを口いっぱいに頰ほお張ばる。美お味いしいですよ、と微ほほ笑えむと、二人はほっとしたように息をついた。事実、それはとても美味しく、あのときと同じ味がした。その日は三人で、フィッシュ・アンド・チップスを夕食にして遅おそくまで談話した。





　その翌よく日じつ、次郎は真之に頼み、スコットランド・ヤードにあった吸血鬼ヴアンパイアの文ぶん献けんをいくつか借り出せないか頼んでみた。最初は断ことわった真之だが、そのころには、次郎もすっかり落ち着きを取り戻していた。何度も繰くり返し頭を下げられた真之は、根負けして、やむなく本を借りてきた。


　次郎はそれらの本を、一いつ冊さつ一冊ゆっくりと読んだ。時間は十分あった。吸血鬼ヴアンパイアの生せい態たいについて記しるされた記述は、読むとまだ身体の芯しんに震ふるえが走った。しかし、それもすぐに鈍どん化かしていった。


　それらの本を読んで、それまで自分があまり考えなかった点に次郎は気がついた。


　吸血鬼ヴアンパイアは数多くの弱点を有するらしいが、基き本ほん的に不死身の存そん在ざいだ。いや、不死身というより、不老不死と呼よぶ方がより実態に近いだろう。


　彼らは歳としを取らない。


　つまり、何十年、何百年と、永えい遠えんの時を生き続けるのである。


　彼女は──と次郎は目ま蓋ぶたを閉とじ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女じよ性せいを思い浮うかべた。


　すぐに、あの広場での血の光景を連想し、冷たい痛いたみが胸むねを刺さした。しかし、時を置いたいまなら、その痛みに動転することなく、静かに堪たえることができた。


　彼女は、いったいどれくらいの時間、生きてきたのだろう。


　あの翳かげりのない瞳ひとみに、どれほど多くのものを映してきたのだろう。


　その中には、黒髪黒目で面おも白しろみのない顔をした、日本人の姿すがたも含ふくまれているのだ。それとも忘れてしまっただろうか？　身動きひとつとれないまま路面に横たわり、怯おびえて息を潜ひそめていた、惨みじめな人間のことなど。


　ぼんやりと考える。


　これから先、一体彼女は、どれほどの時間を生きていくのだろうか？


　気が遠くなるほど長く。


　次郎の知らないところで。


　そう思ったとき、突とつ然ぜん、それまでとは異ことなる種類の痛みを覚えて、次郎は目を開けた。


　初めて経けい験けんする感覚だった。これはなんだろう、と不思議に思った。もう一度目を閉じる。痛みはまだ、そこにあった。


　次郎はその痛みを恐おそる恐る胸に抱だきしめた。


　なぜか、血と牙きばの光景が去った。代わりに、彼女が浮かべる満面の笑みばかりが、いつまでも浮かんでは消えた。





　突然のノックに次郎はハッとしてベッドから身体を起こした。いつの間にかうたた寝ねしていたらしい。本当に、ここ数日は緊きん張ちようの糸が切れている。


　ノックしたのは夫人だった。次郎に客だという。海軍の誰だれかだろうかと思ったが、


「なんでも、使いの者だ、と仰おつしやってますけど」


　夫人は首を傾かしげてそう言った。


「使い？　誰のですか？」


「さあ。闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの者だ、なんて言ってましたよ。なんなんでしょうね。仰ぎよう々ぎようしい」


　それを聞いた途と端たん、次郎の顔から倦けん怠たい感が拭ぬぐい去られた。


　ジャックとは思えない。おそらく真之が口にしていた、本物の闇内閣シヤドウ・キヤビネツトなのだろう。しかし、事じ件けんからずいぶん経たったいまごろになって、自分になんの用があるのだろうか。次郎は不ふ審しんに思いながらも、襟えりを正した。緊張しながら自室を出て、一階に下りる。


　使いの者は、客室に通されていた。次郎はそこで、思わぬ人物を目まの当たりにして、目を丸くした。


「……ロイド警けい部ぶ」


「ふん。久ひさしぶりだな、少しよう尉い」


　スコットランド・ヤードの警部は、相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、パイプを吹ふかしつつ次郎を見やった。
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「……ずいぶん無む茶ちやをやらかしたと聞いたが、おかげで少しは懲こりたようだな。前に会ったときの気き概がいが欠かけ片らもないぞ」


「……恐きよう縮しゆくです」


　二人は向き合ってソファに座すわり、夫人の淹いれてくれた紅こう茶ちやを飲んでいた。


　さすがのロイドも他家への訪ほう問もんとあって、それなりに身なりを整えてきていた。無ぶ精しようひげには剃かみ刀そりを当てているし、髪かみにも櫛くしを入れている。そうしていると、やはり警部という貫かん禄ろくがにじんでいた。特に、彼の秘ひめたる本ほん性しようを知っているいまでは、最初に会ったころの口やかましいだけの印象からは、かけ離はなれて感じられた。


「闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの使者と名乗られたそうですが……戯たわむれが過すぎますよ。ずいぶん余よ計けいな気を回してしまった」


　次郎が非ひ難なんする口くち振ぶりで言うと、ロイドは鼻を鳴らし、


「戯れなどではない」


「……え？」


「闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの構こう成せい員いんは、イギリスを動かすあらゆる組そ織しき、あらゆる機関の、あらゆる階かい層そうに潜せん伏ぷくしている。むろん、お前さんが当てずっぽうで指し摘てきした通り、警察内部にも」


　ロイドの説明に、次郎は目を白黒させた。


「し、しかし、そんな……」


「闇内閣シヤドウ・キヤビネツトは秘密結社だ。構成員が一々会かい員いん証しようや名札を下げているわけではない」


　平然と言って紅茶を啜すする。次郎はすぐには二の句くが継つげなかった。つまりこの男は、最初から切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの素す性じようについて知っていたのだ。そう言えば、彼がジャックの正体について言げん及きゆうしたことは一度もない。そのくせ、来る日も来る日も事件捜そう査さのために駆かけずり回っているのである。おそらくジャックを追う振りをしながら、事件から吸血鬼ヴアンパイアの痕こん跡せきを隠かくしていたのだろう。とんだ狸たぬき親おや父じだった。


　その後、ロイドは紅茶を早々に飲み終えると、またパイプを取り出して吹かし始めた。


　穏おだやかな午後だ。


　閑かん静せいな住宅街には、馬車の轍わだちや鉄道の騒そう音おんも聞こえない。落ち着いた空気の中で、マントルピースに置かれた時計だけが、時間の流れを告げていた。


「……そう言えば、あなたにはお礼を言わなければなりません、警部。前に資し料りよう室しつでお会いしたあと、方々手を尽つくしてくれたそうですね。先せん輩ぱいから私の行き先を聞き出し、ウォーロック家に連れん絡らくしてくれた。おかげで私は九死に一生を得た。事件の後も、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトは事じ態たいのもみ消しに一役買ってくれたとか。それもあなたの手配なのでしょう？　ありがとうございました」


　次郎が頭を下げると、「礼などいい」とロイドは素そっ気けなく言った。


「感かん謝しやなら、あのアキヤマという少尉にするんだな。恐ろしく頭の回転の早い男だ」


「……はい」


　まだ面と向かっては言っていないが、次郎は真之の尽じん力りよくに心底感謝していた。事態に対たい処しよしたことだけではない。その後の気き遣づかいも、ありがたく思っている。


　しかし、次郎がいま聞きたいのは、そんなことではなかった。


「……教えて下さい、警部。闇内閣シヤドウ・キヤビネツトというのは、いったいなんなんですか？　なぜジャックは闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの使者だなどと名乗って私たちに近づいたのです？　今日わざわざお越こしになったのは、その辺に関する説明──そして口止めのためなのでしょう？」


　図星らしい。ロイドは少し不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめながらも、「勘かんは衰おとろえてないようだな」と憎にくまれ口を叩たたいて次郎をにらんだ。


　黙だまり込み、黙もつ考こうしながらパイプの煙けむりをじっと目で追う。それから、慎しん重ちように話し始めた。


「……この前私が言ったこと、覚えているか？」


「もちろんです。ウォーロック家の真の姿すがた。彼らはイギリスの吸血鬼ヴアンパイアたちの支し配はい者しや。あなたはそう言った」


「そうだ。そして奴やつらの支配力は、何も吸血鬼ヴアンパイアたちの社会に留とどまらない。人間社会にも深く根を張はっている。まあ、当然のことだな。ここはロンドン。人の都市だ。いくら夜の側に住む者であれ、人間社会を無視して支配も何もあったもんじゃない。逆ぎやくに言えば、人間社会に強い影えい響きよう力りよくを持ったからこそ、ウォーロック家が吸血鬼ヴアンパイアたちの盟めい主しゆたり得たんだ」


　ロイドはそう言って、パイプをくゆらせた。


　かつて英国に住む吸血鬼ヴアンパイアたちの多くは、辺へん境きよう部ぶで暮くらしていた。放ほう棄きされた館やかたや古こ城じよう。人の近づかぬ森の奥おくなどでだ。だが、人間社会が急速に発はつ展てんするにつれ、都会へと出る吸血鬼ヴアンパイアが現あらわれ始める。


「田い舎なかの郷士ジエントルと同じだな。案外、考えることは、人も奴らも大差ないのかもしれん」


　とロイドは肩かたを竦すくめた。


　しかし大都市の機き能のうとは、言うまでもなく人間のための機能だ。それを利用するためには、人をただ襲おそっていたのでは埒らちが明かない。それどころか、もしも正体がバレたなら、小さな農村のように恐きよう怖ふと迷めい信しんで暗あん黙もくの支配下に置くこともできない。逆に人間たちに狩かり出されることになる。


「それで、話のわかる人間──特に、社会の上層部にいる貴き族ぞくや金持ち連中を相手に、交こう渉しようを持ちかけ始めたってわけさ」


　その中でもっとも大きな成功を収おさめたのが、『魔ま女じよモーガン』の血けつ統とう。つまりはウォーロック家だった。


　もっとも、人類の支し配はい層そうに接せつ触しよくを持つというスタンスは、はるか古代から吸血鬼ヴアンパイアの長老たちが行ってきたことだ。何しろ、吸血鬼ヴアンパイアたちは人間が──特に巨きよ大だいな権けん力りよくを持つ人間の大多数が、のどから手が出るほど欲ほつするものを持っており、それを与あたえることができる。それが「不老不死」だった。ゆくゆくは血族に加えることを条じよう件けんに、自分たちを人間たちの衆しゆう目もくから隠すための様々な便べん宜ぎを図はからせてきた。


　ウォーロック家が巨大な影響力を誇ほこるようになった勝しよう因いんは、その交渉をより組そ織しき的に行った点にある。徒いたずらに血族を増ふやすのではなく、自らの超ちよう常じよう的な力を見返りとすることで、人間たちの協力を取り付けたのだ。


「その中には、暴ぼう力りよくや魔ま術じゆつによる脅きよう迫はくも含ふくまれる。あそこの長おさは老ろう獪かいでな。数百年にわたり、ぞっとするほどの奸かん計けいを駆く使しして一族の繁はん栄えいをもぎ取ってきた凄すご腕うでなんだそうだ」


　当然、人間側も吸血鬼ヴアンパイアたちとの取り引きに応おうじながら、彼らの脅きよう威いに対たい抗こうする術すべを考えた。取り引きとは対等な立場に立って初めて有ゆう効こうに機能するのだ。


「そこでできたのが、我われらが闇内閣シヤドウ・キヤビネツト。まあ、この名めい称しようはあとからいつの間にかついたものだがな」


　真之の調査通り、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの権力は極きわめて広こう域いきに亘わたっている。本当に追い詰つめられたときは、たとえ国民の半数を犠ぎ牲せいにしてでも吸血鬼ヴアンパイアたちを掃そう滅めつする。それだけのことが可か能のうな権力を有しているのだ。


　だが、とにかくも、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの完成以い降こう、イギリス社会はさらなる発展を遂とげることに成功した。英国が世界に冠かんたる大国たり得た一因は、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトにあるのである。むろん、ささやかな貢こう献けんではあるのだが、無視して良い貢献ではない。


「人と、吸血鬼ヴアンパイアの……」


　漠ばく然ぜんと予感していた以上のことを聞き、次郎は不思議な感かん慨がいに打たれていた。


　吸血鬼ヴアンパイアたちも、もとは同じ人間だったという。だからこそ、そのように手を結ぶこともできるのだ。その事実に──そしてそれを成し遂げている英国と、目の前の男に、次郎は自分の遥はるか先を行く者への羨せん望ぼうを覚えた。


　ただし、そのとき次郎が感じたことは、些いささか過か大だい評ひよう価かでもある。


　闇内閣シヤドウ・キヤビネツトはあくまで人間側の利り益えきを追つい求きゆうするための組織であり、両種族の共きよう存ぞんと繁栄を願う組織ではないのだ。


　人と吸血鬼ヴアンパイアの共栄。互たがいの生命と存そん在ざいに等しい価か値ちを認みとめた上で、両者の利益を保ほ護ごするべく活動する組織。人員。


　のちに「調停員コンプロマイザー」という呼こ称しようで呼ばれることになるそれら利益代だい弁べん者しやたちの登場は、これより百年ののち、若わかき天才ネゴシエイター、陣じん内ないショウゴの登場を──さらには、『セカンド・カンパニー』の伝説的指し導どう者しや、葛かつ城らぎミミコの登場を待たねばならない。


「ジャック・ウラドというのは、ウォーロック家台頭以前に吸血鬼ヴアンパイアたちを取り仕切っていた一族、『術じゆつ聖せいマーリン』の血統に連なる吸血鬼ヴアンパイアだ。だが一族の没ぼつ落らくに耐たえきれず、七年前のような凶きよう行こうに及およんだ。闇内閣シヤドウ・キヤビネツトはウォーロック家と協力して奴やつを追い詰めた。そのときに死んだ、と聞いていたんだがな。結果は見てのとおりさ」


「……私たちに近づいた理由は？　奴は、私が偶ぐう然ぜんカーサと会った直後に接触してきました。しかし、そのときには私が彼女と会ったことは知らなかった」


「さあ？　そこまではわからんよ。案外、お前さんたちの血を吸すおうと思ったんじゃないか？　あくまで想そう像ぞうだがね」


　と、ロイドはくわえるパイプを持ち上げるようにして、人の悪い笑えみを浮うかべた。


「さて、と……以上で私からの話は終わりだ。用件はお前さんが推すい察さつしたとおり、いま聞いたことと、これまでに見聞きしたことすべてに関して、永えい遠えんに口をつぐむこと。もし破やぶった場合、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトは総そう力りよくをあげて日本を攻こう撃げきすることになる。ま、誰に話したところで、お前さんの得になることもないだろう。ここはひとつ、気持ちよく条件をのんでくれ。いいかな？」


　ロイドは片かた方ほうの眉まゆを持ち上げて、次郎の顔を見つめた。相変わらずの太ふて々ぶてしい眼まな差ざしなのだが、そこに少しだけ、共に戦った戦友に対する親しみめいたものが感じられたのは、次郎の気のせいだろうか。


　次郎は頷うなずき、ロイドの申し出に同意した。「……よし」とロイドはソファから腰こしを上げた。


「警部。最後に二つ聞きたいことがあるんです」


「……ジャックならまだ逃にげとるよ」


　聞くべきではなかったかもしれない質しつ問もんを口にしかけた次郎に、ロイドは先回りして答えた。


「ウォーロック家も血ち眼まなこになって捜さがしているがね。正直、危き険けんだ。いまの奴は手負いの虎とらみたいなもんだからな。無ぶ難なんに解かい決けつすればいいが……」


　とロイドは初めて顔を曇くもらせた。次郎も想おもいは同じだ。だが、このまま奴が大人しく捕とらえられるとは、どうしても思えなかった。


「まあ、いずれにせよ、この件けんにケリがついたら、私はお払はらい箱。辞表を出して引っ込こまねばならん。すでに半分他ひ人と事ごとだがね」


　ロイドの少しも辛つらそうでない自じ虐ぎやく的な台詞せりふに、次郎は複ふく雑ざつな顔をした。確たしかに、ジャックの件がどんな形で終決するにせよ、スコットランド・ヤードの警部に、その栄えい誉よが与あたえられることはない。職しよくを辞することは決定したも同然だ。


　しかしロイドは気楽なもので、


「そんな顔をせんでもいい。実は闇内閣シヤドウ・キヤビネツトも、今回の一連の騒さわぎを吸血鬼ヴアンパイア側の重大なミステイクと見なしていてな。このあと奴らに対する牽けん制せいとして、吸血鬼ヴアンパイアのことを少しばかり世間に公表してやることが決まっている。その任にん務むに、私が就つくんだ」


「公表っ？　吸血鬼ヴアンパイアの正体をばらすというんですか？」


「もちろん、実名はすべて伏ふせ、虚きよ実じつ織おり交ぜて、という形になる。事件の記録などではなくて、おそらく……そうだな。いまさら古い伝でん承しようでもないだろうから、違ちがう形で発表することになるんだろうな。興きよう味みがあるなら楽しみにしていてくれ。これでも昔は劇げき作さつ家かを目指していたんだ。文章には自信がある」


　と、彼らしくもなく、最後は照れた様子で鼻の頭を搔かいた。次郎は苦く笑しようを嚙かみ殺した。なるほど、彼ならば警察を離はなれても十分やっていくのだろう。


「で、もうひとつの聞きたいことってのはなんだ？」


　今度は次郎は躊ちゆう躇ちよした。


　聞くべきでないというなら、これこそ聞くべきでないことかもしれない。だが聞かずにはいられなかった。


「……あなたは『賢けん者じやイヴ』という吸血鬼ヴアンパイアをご存ぞんじですか？」


　低く抑おさえた次郎の問いかけに、ロイドは「うん？」と言葉を切り、思い出すような顔つきになった。


「……聞いたことはあるな。ウォーロック家のカサンドラ嬢じようと親しいとか……かなりの大物だそうだが、詳くわしくは私も知らん。これでも組織では、せいぜい中ちゆう堅けんってところでね。トップ・シークレットには触ふれさせてもらえないのさ」


「そう……ですか……」


　次郎は言葉を濁にごし、それから自じ嘲ちようするように唇くちびるを曲げた。そんな次郎をしげしげと眺ながめてから、ロイドはパイプを口から離した。


「……少しよう尉い。お前さんはよく生き残った」


「え？」


「九死に一生と言ったが、確かく率りつから言えばもっと際きわどかったはずだ。せっかく助かった命だ。大事にしたまえ」


　物言いは素そっ気けないが、実感のこもった言葉だ。次郎は力を抜ぬき、「そうですね」と笑顔を返した。


　パイプをくわえ直し、軽く頭を下げてから、ロイドは客室のドアに向かった。


　と、次郎は急に思いつき、彼を呼よび止めた。


「済すみません、警部。もうひとつだけ。──前に会ったとき、あなたはジャックを騙かたりだと断だん定ていしたのに、急に態たい度どを翻ひるがえしましたよね？　あれはなんだったのですか？　ずっと、気になっていたんです」


　するとロイドは、なんとも言えない皮肉な、しかし楽しげな表ひよう情じようを浮うかべて次郎を振ふり返った。


「君が口にした名前。あれは私の──このブラム・ロイドのことだったんだ」


「え？」


「以前奴やつを追っていたときのコードネームでね。『追跡者ブラムブラム・ザ・ストーカー』。いやはやイカれた奴ではあるが、ユーモアのセンスは認みとめざるを得ないな。では、今度こそ。達者で、少尉」


　そう手を振って、ロイドは客室を出て行った。


　二年後、彼が名を変え、身分を変えて発表することになる吸血鬼ヴアンパイアを題材とした小説は、切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーの衝しよう撃げきが残るロンドンを瞬またたく間に席せつ巻けんし、果てはイギリスはおろか世界中の人々を空想の恐きよう怖ふで震ふるえ上がらせることになる。が、一方で娯ご楽らく面めんばかりを誇こ張ちようした無数の亜あ流りゆう、傍ぼう流りゆうを生うみ、吸血鬼ヴアンパイアに対する誤あやまった認にん識しきや過か大だいな恐怖感を植え付ける大きな要よう因いんともなった。


　しかし、次郎が彼の著ちよ書しよを目にするのは、彼が小説を発表したずっとあとになる。そのとき、すでに次郎は、小説の恐怖を純じゆん粋すいに楽しむ側にはいなかったからだ。


　一八九五年、ある冬の晴れた午後。次郎はロイドを見送ったあとも、しばらくソファに座すわったままいくつもの思いに囚とらわれていた。


　そして、ロイドが訪おとずれた日の夕ゆう暮ぐれ。


　帰き宅たくした真之は、次郎に彼の謹きん慎しんが解とけたことを伝えた。また、同時に二人に下された命令があることも。


「……帰国？　日本にですか？」


「他にどの国に帰るんだ、お前は？」


　と真之は呆あきれ顔で言った。


「まあ、あれだけの騒ぎを起こしたんだ。丸く収おさまったとはいえ、この程てい度どの処しよ分ぶんは仕方ないだろう。いい頃ころ合あいさ。久ひさしぶりに、腹はら一いつ杯ぱい白米を食べたい」


　出発は三日後だそうだ。急な帰国は、やはり軍ぐん上じよう層そう部ぶがこの件を軽けい視ししなかった証しよう拠こだろう。真之にまで割わりを食わせたことになる。頭が上がらなかった。


　だが、その真之は至いたって陽気だった。あえてそのように振る舞まっていた。


「次郎。はづみ嬢じようへの土み産やげを忘わすれるなよ。そんな甲か斐い性しようなしには、切せつ腹ぷくを申しつけるからな」


　と、楽しそうに笑う笑顔の奥おくには、次郎に対する気き遣づかいが──そして不安と懸け念ねんが隠かくれていた。それを分かった上で、次郎は「ええ」と素す直なおに頷うなずいた。


「でも、選ぶのはつき合って下さい。私では何を買えばいいかわからない」


「かあ……情なさけない男だ。日本男児の片かた隅すみにも置けん。恥はじを知れ、恥をっ」


　真之の本気で蔑さげすむような視線に、次郎は苦く笑しようして頭を搔かいた。そんな風に振る舞いながら、胸むねの奥で例の痛いたみが大きくうずき始めているのを、否いや応おうなく感じていた。


　ロイドの台詞せりふが耳元で木こ霊だまする。


　ジャックは生きているのだ。事じ件けんはまだ、終わっていない──





２







　次郎に帰国命令が下りた翌よく日じつ。彼は慌あわただしく準じゆん備びに追われていた。


　ロンドンの街はたくましい。いまだ切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーが徘はい徊かいする中、鉄道は大地を走り、馬車は街を行き交かい続けた。商店も、商社も、工場も。一時も休むことなく、次世紀への道を邁まい進しんしている。


　日々数千の人間を吸すい込み、吐はき出し続ける世界の中心地。そんな人々の中に、次郎もまた加わろうとしているのだ。


　真之は日に何度も、祖そ国こくに着いてからの楽しみを口にした。


「日本に着くころには正月だな。たらふく雑ぞう煮にが食えるぞ」


「ロンドンはどうにも寒すぎる。早いとこ炬こ燵たつで横になりたいもんだ」


　それは、次郎に余よ計けいなことを考えさせないための、彼流の心遣いだった。次郎も彼の話題に熱心につき合い、初はつ詣もうでの約束をした。


「帰国したら、仕切直しだ」


　と真之は言う。


「海軍で成り上がる。艦かん隊たいを俺おれの作戦で操あやつる。イギリスにも、他のどの国にも負けないほど巧たくみに。きっとやってみせるぞ。きっと、必ずだ」


　まるで、それが願を掛かける言こと霊だまであるかのように、真之は何度も繰くり返した。次郎もそのたびに、「はい」、「そうですね」と頷き返した。二人は無意識のうちに、何かを言葉で埋うめ尽つくし、見えなくしようとしていた。


　与あたえられた期間は短かったが、準備を整えるには十分だった。三か月あまりの滞たい在ざいだったが、次郎はあまり物を持っていない。勉強のために買いそろえた洋書をのぞけば、身の回りの品はトランクひとつで十分だった。


　唯ゆい一いつの例外は、祖父の刀だ。


　次郎は久しぶりに衣い装しよう箱ばこから刀を取り出し、覆おおっていたシーツを解ほどいて、白はく刃じんを頭上にかざした。


　血ち糊のりこそ拭ぬぐったものの、ろくな手入れもせずに放置していたため、刀身が曇くもっている。祖父が見たら大目玉を食くらうところだ。次郎は久しぶりに愛刀を手入れすることにした。


　目め釘くぎを抜ぬいて柄つか木きを外す。油を取るため刀身を紙で拭い、打ち粉を振ふるってもう一度拭う。丁ちよう子じ油あぶらを紙に染しみ込ませ、薄うすく、まんべんなく刀身に塗ぬる。


　そうして刀を手にしても、やはり、次郎の中の剣けんが戻もどってきた感覚はなかった。いまの時代、剣など必要ないことはわかっている。真之なら「それがどうした」と平然としているだろう。それでも次郎は、心細くもあり、少し悲しくもあった。


　手入れを終え、つややかな輝かがやきを取り戻した剣を、もう一度目の前にかざしてみた。


　吸血鬼ヴアンパイアたちの血は、赤く、熱かった。


　人の血と変わらない。


　少しも──


「変わらなかった……」


　突とつ如じよ、次郎は飛び上がり、上じよう段だんに構かまえた剣を一直線に振り下ろした。


　鋭するどい太た刀ち筋すじ。素す早ばやい剣速。白刃が銀光を閃ひらめかせ、部屋の空気をスパリと切り裂さいた。


　が、振り下ろすと同時に、つかみかけた手て応ごたえが消失し、次郎は体たい勢せいを崩くずした。


「駄だ目め、か」


　次郎は微び笑しようし、苦笑し、嘲ちよう笑しようして、大声で笑った。それから刀を収おさめようとして、鞘さやがないことを思い出し、さらに笑った。結局はまたシーツにくるんで、トランクの側そばに投げ出した。


　笑い声を聞きつけた真之が、


「どうした？　変な声出して」


　と部屋に顔を出す。次郎は彼に向かい、


「憑つき物が落ちました」


　と顔中で笑え顔がおを作った。真之が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめても、笑顔を崩くずさなかった。


　そして、翌日。すでにあらかた終わっていた帰国準備を、次郎と真之は午前中に残らず片付けてしまっていた。


　夫人は二人の帰国を大変悲しんだ。午後は長い茶会となり、短い間の思い出を気の向くままに語り合った。


「二人とも、立りつ派ぱな軍人になるのよ」


　人の良い夫人は、目め尻じりに涙なみだを溜ためながら二人をそう激げき励れいした。


　そして、茶会も終わった、その日の夕ゆう刻こく。次郎は、自分が許いい嫁なずけへの土み産やげ物ものを、完全に失念していたことに思い至いたった。


「この大間抜けの甲か斐い性しようなしめっ」


　怒ど鳴なる真之に追い立てられ、次郎は暮くれなずむ街を買い物にひた走ることになった。


　冬の空は、ロンドンには珍めずらしく、気持ちよく晴れていた。


　夕日が西の空を赤く染める一方、東の空には絵の具を溶といたように幾いくつもの階かい層そうと濃のう淡たんをした群ぐん青じよう色いろが広がっている。地平の近くに夕月の姿すがたも見えた。満月だ。どこまでも続くでこぼこした屋根と煙えん突とつの群むれ。そんなロンドンの街並みの上に浮かぶ満月は、次郎の知らない新しい世界を象しよう徴ちようしているように見えた。


　もう、いまからロンドンの中心街に出向いて、有名な商店を訪たずねている時間はない。次郎はテムズ河がわの方へと向かい、河沿ぞい近くにある、小振りだが可か愛わいらしい雑ざつ貨か屋やが軒のきを連ねる通りへとやってきた。


　しかし、来たはよいものの、次郎には何を持ち帰れば六歳さいの少女が喜ぶのかがわからない。子こ供どもの好きそうなものを、とも思うのだが、はづみはませたところのある少女だ。形だけの許嫁とはいえ、子供相手の品を贈おくられるとへそを曲げてしまうかもしれない。かといって、宝ほう飾しよく品ひんなどまだ早いだろうし、次郎の手持ちでは大した物を買うこともできない。


「まいったな」


　辺りは刻々と夕ゆう闇やみに沈しずみだし、街灯にも明かりが点ついた。すでに店の多くは店じまいを始めている。


　次郎は困こん惑わくしながら店先を眺ながめ、ふと、真しん鍮ちゆう製せいのブローチに目を止めた。


　レイチェルの胸むねを飾かざっていたブローチを思い出す。次郎は足を止め、そのブローチに手を伸のばしかけた。


　だが、次の瞬しゆん間かん、次郎は凄すさまじい勢いきおいの竜たつ巻まきに巻き込こまれていた。


　ぐんと襟えり首くびを引っ張ぱられたかと思うと、足が宙ちゆうに浮き、視し界かいが回転する。重力がでたらめなベクトルを描えがき、三半規き管かんを派手に揺ゆさぶる。


　身み構がまえることさえできなかった。店先から一瞬にして路ろ地じ裏うらに引き込まれ、壁かべに背せ中なかを打ち付けられる。次郎が衝しよう撃げきに息を詰つまらせたとき、ようやく竜巻は動きを止めた。


「──カハ!?」


　次郎は苦しげに息を吐はき出し、目を開けた。そして竜巻の正体に愕がく然ぜんとした。


　自分の胸むな元もとを締しめ上げるのは、翠みどりの目を怒いかりに燃もやした、美び貌ぼうの女じよ性せいだったのだ。


　ウォーロック家の吸血鬼ヴアンパイア、カーサだった。
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「……ご機き嫌げんよう、少しよう尉い。あれだけ周りを引っかき回したあげく、のんきに買い物とは羨うらやましい。郷きよう里りの女に贈り物か？　大したご身分だ」


　カーサは次郎を壁に押おし付けたまま、息のかかるほど近くへと顔を寄よせた。いつもの男だん装そうだが、シルクハットは被かぶっていない。異い様ようなほどに整った顔が間近に迫せまると、黒くろ髪かみが垂たれ落ちて次郎にかかった。


「……カーサ……」


「答えろ、少尉。アリスはどこだ？」


　カーサに問われた瞬間、次郎の心しん臓ぞうが大きく脈打った。


「彼女がどうしましたっ？」


「答えろ！　アリスはどこだ？　あいつから連れん絡らくはっ」


「……ありません」


「なら、ジャックからは？　奴やつは貴き様さまに接せつ触しよくしてきたか？」


「いいえ。私はあの直後謹きん慎しんを言い渡わたされた。一昨日おとといまでは、ずっと家にいたんです」


　カーサが浮かべる怒りは峻しゆん烈れつなほどだった。そして、怒りの裏には色いろ濃こい焦しよう燥そう感がにじんでいた。次郎は誤ご魔ま化かすことなく答えた。彼女もまた一瞬の侵入で、それが噓うそではないことを知った。


「くそっ……！」


　カーサは次郎を締め上げたまま顔を伏ふせ、彼の胸にうなだれた。次郎は、彼女が自分より、ほんのわずかに背が低かったことに初めて気がついた。


「彼女──アリスが、どうしたのです？」


「……消えた」


　それは返答というより呻うめき声に近かった。


「……部屋には微かすかにジャックの魔ま術じゆつの波動が残っていた。だが、いかに『術じゆつ聖せいマーリン』の血けつ統とうといえども、百にもならぬ若わか造ぞうに、アザミ邸ていの警けい備びを破やぶれるはずがない。あいつは自分から奴へ会いに行ったんだ……っ」


「そんな……どうして!?」


「どうしてだと！　あのど阿あ呆ほうはジャックを『説得』するつもりなんだっ。太平楽にも程ほどがある！」


　カーサは次郎の胸ぐらをつかんだまま、見上げるようにして怒ど鳴なりつけた。信じられないことだが、彼女は取り乱している。


　次郎は必死に情じよう報ほうを整理した。


　──アリスが、ジャックを……


「しかし……どうして私に？」


「知るかっ。聞きたいのは私の方だ！」


　突とつ然ぜん目の前の男を意い識しきしたかのように、カーサは次郎を引きずり、地面に突つき飛ばした。女性とは思えない、いや、それ以前に人間ではあり得ない膂りよ力りよくは、まさに吸血鬼ヴアンパイアの証あかしだ。


「貴様ごとき小わっぱが、いったいなんだというのだ!?　何を言っても上の空。日がな一日呆ほうけていたかと思えば、監かん視しを出し抜ぬいてはトラファルガー・スクエアをふらついている。『賢けん者じや』が聞いて呆あきれるわ！」


　カーサは──口くち惜おしげに──歯は軋ぎしりした。だが、次郎はその台詞せりふを聞き、激はげしく胸をざわつかせた。


「……アリスが？」


　そのときの感情はあまりに複ふく雑ざつで、次郎自身にも到とう底てい把は握あくできなかった。ただ、その感情は大きく、強く、次郎の心をノックした。


　次郎は身体からだを起こした。あの日以来、次郎の瞳ひとみを遮さえぎっていた曇くもりが、取り払はらわれていく。


　血が、ざわめき始める。


　そのとき急に、カーサがハッと首を巡めぐらせた。細いあごの線を晒さらしたまま、空を──いや、虚こ空くうを凝ぎよう視しし、全ぜん神しん経けいを集中させた。


「ケインか!?　いま……ロンドン塔とうっ？　確たしかなんだな！」


　カーサの美び貌ぼうに喜色が弾はじけ、次いで嗜し虐ぎやく性せいを剝むき出しにした、壮そう絶ぜつな笑えみが浮うかんだ。


「よろしい！　今度という今度は決着を付ける。あの男、八つ裂ざきにしてくれよう！」


　そして、次郎が息をのむ目の前で、美しい吸血鬼ヴアンパイアは優ゆう雅がに身を屈かがめ、たった一度の跳ちよう躍やくで路地を挟はさむ建物を飛び越こえた。その力動感溢あふれる姿すがたに、次郎は目を奪うばわれた。


　我われに返り、路ろ地じ裏うらから転び出る。だが、屋根を見上げても、もうカーサの姿は見当たらなかった。


「……くっ」


　いてもたってもいられなかった。次郎は闇やみ雲くもに走った。足は自然にテムズ河がわへと向かった。すぐ側そばだ。河か川せん沿ぞいに植えられた木々と植え込みを突き抜けると、整備された河岸道路に出た。


　花か崗こう岩がんの堤てい防ぼうの上に続く道は、ヴィクトリア・エンバンクメントだ。欄らん干かんの向こうにテムズ河。河岸の広い空間からロンドンの街まち並なみと、その上に舞まい降おりんとする、夜の帳とばりが見み渡わたせる。ダークブルーの宇う宙ちゆうが、地上への着地を試みようとしていた。


　──ロンドン塔！


　次郎は大きく弧こを描えがくテムズ河の下流──東の方角へと視線を飛ばした。


　すぐそこにテムズ河を跨またぐウォータールー橋。河近くに並ならぶ街並みの向こうには、セント・ポール寺院の先せん端たんも見える。そして、ロンドン橋。他、いくつかの架か橋きよう。夕ゆう暮ぐれの中、街の明かりが一いつ層そう目ま映ばゆく輝かがやきを増ましていく。


　そのずっと先に、ロンドン塔が見えた。


　テムズ河に接せつする、要よう塞さいじみた物々しい建物だ。国こく事じ犯はんの牢ろう獄ごくとして使用される、古く厳いかめしい建けん築ちく物ぶつ。それが、夕闇に沈しずみ込んで、たたずんでいる。


　──あそこに、アリスが……


　息が詰つまった。


　頭が真っ白になっていた。恐きよう怖ふと熱意。未来と現げん在ざい。祖そ国こくと闇。真之とカーサ。その他、数えきれぬほど多くの次郎を取り囲むあらゆるものが、彼を引き寄よせ、引き留とめようとしていた。幾いくつもの力が完全に拮きつ抗こうし、次郎の足を釘くぎ付づけにしていた。


　次郎は、動けなかった。


　そんな、ちっぽけな人間のことなど知らず、夜は着々と足を進める。刻こく一いつ刻こくと大気が薄うす闇やみをはらみ、青く、濃こく色を変えていく。世界をのみ込もうと、容よう赦しやなく口を開ける。産うぶ声ごえを上げる夜空には、月。なんの助言も与あたえずに、ただ選せん択たくを待っている。


　──私は──！


　そのときだ。


　テムズ河を駆かけ抜ける河風。その悠ゆう々ゆうたる流れに乗って、高く透すき通る響ひびきが届とどいた。


　鐘かねの音。


　次郎は打たれたように振ふり向いた。


　河の上流。西南の、まさに太陽が沈みゆかんとする空。河かわ面もに無数の残照が煌きらめくその先に、斜しや陽ようの最後の光を受けるウェストミンスター橋と宮きゆう殿でんがあった。紅くれないに染そまる、時計塔が見えた。


　ビッグ・ベンの鐘は、高らかに鳴り響いていた。アリスと初めて出会ったときと同じ音色だ。トラファルガー・スクエアで停止した時間が、いま再ふたたび動き始めた。空気を震ふるわす振しん動どうが、次郎を縛しばるくびきを外した。


　それは太陽に別れを告げる響きであり、夜を迎むかえる柔やわらかで爽そう快かいな調べだった。


　両者を等しく愛する、時の番人の歌。


　ファンファーレだ。


　次郎の目から涙なみだがこぼれた。


　むろん、次郎は知らない。それが、彼が瞳に焼き付ける、最後の太陽になることを。彼はただ無心に、日輪が残す偉い大だいな光景を、涙を流しながら見つめた。


　それで、お前はどうしたい、と祖父の声が尋たずねた。


　彼女に会いたい、と次郎は答えた。


　どうなるかはわからない。


　しかし、どうなろうと構かまわない。


　私は、


　私は、意地でも彼女に会うのだ。


　次郎は走り出した。


　来た道を、下宿先へと取って返す。一いつ切さい休まず走り続け、この三か月を過すごした、見み慣なれた家に戻もどった。


　玄げん関かんから飛び込み、階かい段だんを駆け上がり、自室のドアを跳はね開ける。トランクに取りついて、それを脇わきへとどかす。


　床ゆかに、細長い、シーツの包みが横たわっていた。次郎は包みを食い入るようににらんだ。全力疾しつ走そうで帰ってきたため、全身で息を荒あららげていた。ハアハアと呼こ吸きゆうを繰くり返しながら、じっと包みを見つめた。


　くるまれた日本刀は、静かに主あるじの選択を待っていた。生かすも殺すも主次し第だい。剣けんはそう、無言の内に示しめしていた。次郎は息を整える。まなじりを決っし、手を伸のばし、包みをつかむ。ずしりとした重みを、しっかりと手の中に収おさめた。


　そして、他のことには見向きもせぬまま、飛び込こんだ部屋から飛び出した。


　階段を駆け下りる。夫人が何事かと顔を出したが、次郎の顔を──彼の決意を見て、わずかに笑い、家事に戻る。


　廊ろう下かを抜ぬけ、玄関を出る。


「……おい」


　と背せ中なかに声がぶつかった。


「……どこに行く気だ、次郎？」


　次郎は足を止めた。


　もう完全に日が落ちた。下宿の玄関先は、窓まど枠わくからこぼれる明かりで照らされている。その玄関脇に、腕うでを組み、足を交差させて背中を壁かべに預あずける、真之がいた。感かん情じようを殺した視し線せんを後こう輩はいの背中に向け、彼が振り向くのを待っていた。


　次郎がゆっくりと振り向く。二人の視線が交差する。


　次郎は姿し勢せいを正し、この、生まれて初めて得た親友と、正面から向き合った。


　真之は押おし黙だまったまま、この、手のかかる素す直なおで一いち途ずな後輩を、静かに見返した。


「……行ってきます」


「どこへ？」


「わかりません」


「馬ば鹿かめ」


「はい」


　次郎は淡あわく微ほほ笑えんだ。真之は笑わない。眩まぶしいものを見るように目を細め、悲しそうにため息を落とした。


「……止やめとけ」


「いえ」


「いいから」


「いえ」


「命令だ」


「聞けません」


「俺おれの、命令だ」


「……済すみません」


　次郎は頭を下げた。違ちがう。自然に頭が下がった。そうせずにいられなかった。この親友から受けた数々の恩おん義ぎを、次郎は身に染しみて弁わきまえている。彼は、祖そ父ふ亡なき後の自分を、誰だれよりもよく助けてくれた。実の兄のように、思っていた。


　真之は奥おく歯ばを嚙かんだ。畜ちく生しようめ、と小さく唸うなった。重たく深い眼まな差ざしで、おそらくはもう見ることのない後輩の姿を見つめた。


「馬鹿め」


「……はい」


「大馬鹿め」


「……はい」


「この……救いようのない、大馬鹿者めっ！」


「……はいっ」


「行け！」


　真之が怒ど鳴なる。次郎が背せ筋すじを伸ばす。二人の視線が、もう一度交わる。次郎の右手が敬けい礼れいし、


「はいっ！」


　と震ふるえる声を返した。


　そして、次郎は走り去った。振ふり返ることなく。
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　真之は次郎が見えなくなるまで、その背中を目で追い続けた。身か体らだ中じゆうの息を吐はき出し、


「……たまらんぞな。とんガでもイないな奴やつじゃ」


　と、思わず郷きよう土どの言葉でぼやいた。


　夫人が顔を出し、


「──終わりましたか？」


「はい。お騒さわがせしました」


「どうしましょ？　晩ばんご飯、フィッシュ・アンド・チップスを作りましょうか？」


　茶ちや目めっ気のある顔で夫人が尋たずねると、真之は心底げんなりして首を振った。


「当分、いりません」


　そして、真之は次郎の消えた方にもう一度だけ寂さびしげな眼差しを向け、英国最後の晩ばん餐さんを摂とるため家に入った。


「智ち謀ぼう湧わくが如ごとし」と讃たたえられた、天才戦せん略りやく家か。のちの日にち露ろ戦争において、世界の海軍戦略の常じよう識しきを覆くつがえし、史上他に類のない完全勝利を収める作戦を立てた、日本屈くつ指しの名めい参さん謀ぼう、秋あき山やま真之。


　彼はそのようにして夜の世界に背を向け、歴史の表おもて舞ぶ台たいへと戻もどっていったのである。
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　愛刀を携たずさえた次郎は、大通りに出て辻つじ馬車をつかまえた。御ぎよ者しやに大量のシリング貨をにぎらせ、ただ二言、


「ロンドン塔とう！　大だい至し急きゆう！」


　と告げた。


　初老の御者は、唐とう突とつすぎる客をけったいそうににらみ、


「……召しよう集しゆうでもかかったかい、軍人さん？」


　次郎は首を振る。


「美人に会いに行く」


　御者はその返答に、大いに気をよくした。「つかまってな」と言うや否いなや、道行く同業者を蹴け散ちらす勢いきおいで、馬車を東へと走らせた。


　だが、フィッシュ・ストリートに差し掛かかった辺りで、道をふさぐ警けい官かん隊たいに止められた。


「ここから先は通行禁きん止しだ！　迂う回かい路ろをとれ！」


　彼らの向こうには、不自然なほど大量の濃のう霧むが発生していた。次郎が歯を嚙かみしめる。あれは魔ま術じゆつの霧きりだ。やはり、この向こうで、何かが起きている。


　次郎は御者に礼を告げ、彼の激げき励れいを背せ中なかに受けながら馬車から飛び降おりた。通りの先へと向かう。呼よび止める警官に、


「ロイド警部に呼ばれた！　緊きん急きゆう事じ態たいだっ」


　と叫さけんで、警官隊が作る壁かべを強ごう引いんに突とつ破ぱした。


　すぐ側そばに二〇二フィートの高さを誇ほこる、ロモンドニン大火記ユメン念塔トがそびえている。その塔を脇わき目めに、手足を振り上げ、白い息をたなびかせながら、ロンドン塔を目指し走った。


　霧は行く先々から泉いずみのように湧き出てきた。まるで、新たに夜へと足を踏ふみ入れた無む鉄てつ砲ぽうな若わか者ものを出で迎むかえているようだ。恐おそろしく濃のう厚こうな霧だが、まだ周りを覆い尽つくすには至いたっていない。見え隠かくれする通りの先をにらみ、次郎は走りに走る。


　やがて、霧の中に不気味にそびえるロンドン塔が見えてきた。


　──明かりは!?


　建物に明かりが灯ともっていないか、次郎は走りながら目を凝こらして外がい壁へきを見上げた。霧が邪じや魔までよく見えない。しかも、次郎はこの塔──というより砦とりでを訪おとずれたことがなかった。この付近の地理にもさほど詳くわしくない。気がつけば、右手にテムズ河がわが見えた。次郎はそのまま川沿いに走った。


　左手にロンドン塔。そして正面にタワー・ブリッジ。


　後者は四角い二つの塔に挟はさまれた橋で、ビッグ・ベンに並ならぶロンドンの顔だった。一見すると水門に見み紛まごう特とく徴ちよう的な形は、タワー・ブリッジが可か動どう式しきの橋であるためだ。船せん舶ぱくが河を進む際さい、中央の跳はね橋が、垂すい直ちよくに上下するのである。いま跳ね橋は下りている。橋に設せつ置ちされたガス燈とうの明かりが、水面に落ちて、淡あわく美しく輝かがやいていた。


　その橋のたもとに辿たどり着いたとき、次郎は蝙こう蝠もりの群むれの羽音を聞いた。


　足を止めぬまま、首を捻ひねる。ロンドン塔の最上部だ。霧に包まれた砦のてっぺんに、月光を浴びて夜空を舞まう蝙蝠の群れを見つけた。


　そして、砦の尖せん塔とう。蝙蝠の群れに向かって獰どう猛もうに吠ほえる巨きよ大だいな狼おおかみの影かげと、傍かたわらに立つ、マント姿すがたのシルエット。


　──ジャック！　ケイン！　カーサ！


　霧と夜空と満月を背はい景けいに、三匹びきの吸血鬼ヴアンパイアが対たい峙じしていた。ぞくりとした。身体の芯しんが震ふるえた。次郎の全身に、言いようのない、凍こごえるような昂こう揚よう感が迸ほとばしった。


　食い入るように頭上を見上げる。そのため次郎は、前方の霧の中から現あらわれた、もうひとつの人影に対たい処しよできなかった。


　──え？


　と前を向いたときにはもう遅おそい。次郎は飛び出してきた人影と、


　ゴチン


　と正面衝しよう突とつしていた。


　相手は相当の石頭だったらしい。目から火花が飛んだ。たたらを踏んで転てん倒とうを逃のがれたものの、目の前が真っ暗になった。


　足がふらつく。頭がくらくらする。そして動転する次郎に、さらに拍はく車しやを掛ける、涙なみだ混まじりの声がした。


「い、い、痛いたいぃ～」


　その声は、不意打ちを食くらい完全に無む防ぼう備びになっていた次郎の心を、一直線に貫つらぬいた。


　霧が少しだけ晴れる。


　目の前に、尻しり餅もちを突つき、真っ赤に腫はれ上がった額ひたいを両手で押おさえるアリスがいた。


　長い金きん髪ぱつをふるふる震わせ、大きな瞳ひとみ一いつ杯ぱいに涙を溜ためて「痛いよう」と半べそをかいている。


　胸むねが熱くなった。


　彼女を見た瞬しゆん間かん、次郎の中で渦うず巻まいていた感かん情じようが、さらに一いつ層そう激はげしさを増ました。


　ああ、これで。


　これで良かったんだ、と。


「……アリス」


「え？」


　尻餅を突いたままのアリスが顔を上げた。涙に濡ぬれる青い目が、大きく開かれる。


「ジロー……」


　彼を呼ぶ声が震えていた。次郎は微ほほ笑えんだ。そっと彼女に歩み寄より、彼女に目線を合わせるように片かた膝ひざをついた。


「よくぞ、ご無事で」


「君、なんで……？」


　呆ぼう然ぜんと尋たずねるアリスに、


「あなたを守りに」


　と次郎が答える。


「最初の約束を守りに来ました。今度は……間に合いましたね」


　ささやきかける次郎を、アリスは虚きよ脱だつした様子で、ただ見つめ返した。


　突とつ然ぜん、その瞳に強い恐きよう怖ふと哀かなしみが宿る。


「駄だ目め」


「なぜ？」


「行ってっ」


「どこへ？」


「いいから行ってよっ！」


「アリス、お願いです」


　アリスは引きつるように息を吸い込こんだ。


「何よ、いまさら──」


　次郎をにらみ、そして、あらゆる感情を切り捨すてるように、激しく言い放った。


「君はもう忘わすれたのかっ。ぼくが、なんなのか！」


　アリスの形相が変化した。つぶらかな瞳が吊つり上がり、青い瞳に燐りん光こうが閃ひらめく。桜さくら色いろの唇くちびるが裂さけ、真っ白な牙きばが蛇へびのように突き出る。彼女は目尻に涙を溜めながら、次郎の鼻先で夜や叉しやの姿をさらけ出した。


　おかしなことに、次郎は毛ほども恐おそれなかった。牙を剝むく彼女が、愛いとおしくすらあった。


「……私の血が、必要ですか？」


「……え？」


「役立たずのナイトだってことは、自分でも自覚してるんです。おまけに、不ぶ躾しつけで、臆おく病びようで、根こん性じよう無なしだってことも。だから、剣けんではなく血の方がまだしも役立つなら、そう仰おつしやってください。必要なだけ、差し上げますから」


「…………」


　アリスの身体からだから力が抜ぬけた。そして、彼女は、子こ供どもがするように弱々しい仕草で、いやいやと首を振った。


「どうして」


「さあ。私にもよくわからない」


「なんで」


「いいんです。私は満足している」


「バカあ」


「みんなそう言います」


「……あっち、行って、よ」


「……アリス」


「ぼくに、構かまわないで……」


「アリスっ」


　次郎はアリスの手を取った。アリスは泣きながら戦おののいた。次郎はアリスの手に唇をつけた。アリスは炎ほのおに触ふれたように、身体をびくりと竦すくませた。


「レディ。私は、血の導みちびきに従したがってここに来ました」


「──なっ」


　次郎の言葉にアリスが目を瞠みはる。次郎はアリスの手を握にぎり締しめ、自らの胸むねに当てて誇ほこらしげに言った。


「馬ば鹿か者ものの血けつ統とうなんですよ。モチヅキの血は」


「…………」


　ストン、と再ふたたびアリスが力を失った。何かを諦あきらめた──必死で逃にげようとしていた宿命に、ついに捕とらえられた諦てい観かんの視し線せんで、次郎を見る。


「──バカな子」


　と、万ばん感かんの思いがこもる声で言った。


　そして笑った。涙なみだに濡れ、牙を見せたままの笑えみ。自分ではどうにもできない大きな力に翻ほん弄ろうされながら、その中に一いつ片ぺんの寄よる辺べを見つけてしまった。そんな笑みだった。


　次郎の胸が熱くなった。熱は次郎を焦こがした。


「さ、立って」とアリスの手を引き、立ち上がる。


「あなたはジャックとの話し合いに応おうじるために来たと聞きました？　それが、どうしてここに？」


「……駄目だった。あの子、ぼくの話なんか最初から聞く気がなくて。とにかく、自分のことを認みとめろ、自分の支し配はいに手を貸かせって、そればっかりで……断ことわったら、ぼくの目の前で子供を……そこにケイン君が駆かけつけてくれて……」


　まだ少し混こん乱らんの残る様子で、アリスは悲ひ痛つうに首を振ふった。つまり、ジャックとの話し合いが一方的に破は棄きされ、必死に逃げ落ちて来たらしい。


「……なら、少しでもここを離はなれましょう。悔くやしいが、カーサたちの加か勢せいに向かうには、私の力は非ひ力りき過すぎる」


　次郎はタワー・ブリッジを渡わたることにした。橋の向こう側にも霧きりは見えるが、橋から離れた場所までは広がっていない。つまり対岸の方が安全だということだ。


　しかし、


「ジロー！」


　アリスが次郎の腕うでにしがみつく。次郎も気がついた。辺りを覆おおう濃のう霧むの中に、複ふく数すうの人ひと影かげが集まっていた。


　二人を包囲するように、霧の中を人影が蠢うごめく。彼らの両目は、霧中にあっても朧おぼろに光っていた。


「……お出ましか」


　次郎は不ふ敵てきに微ほほ笑えんだ。恐きよう怖ふはあったが、いまやそれは次郎の力の一部だった。アリスの手を外し、携たずさえていたシーツの包みを剝はがす。露あらわになった祖そ父ふの刀は、苦楽を共にした戦友のように頼たのもしく、どっしりと次郎の手に手て応ごたえをもたらしていた。


「……アリス。私が道を切り開きます。あなたは橋を渡って」


「な、何言ってるのっ!?」


「自じ慢まんの逃げ足、拝はい見けんします。前みたいに転ばないよう、足あし下もとにはお気を付けて」


「こんなときに、ふざけないでよっ」


　アリスはムキになって叫さけぶ。


「死んじゃうわ！」


「はい」


　次郎は平然とアリスに頷うなずいた。彼女は啞あ然ぜんと言葉をなくした。


「日本のナイトってそう言うものなんです。知らなかったでしょ？」


　と、その瞬しゆん間かん、囲んでいた人影がひとつ、霧の中から飛び出してきた。月光の下に姿すがたを現あらわす、牙きばを剝く吸血鬼ヴアンパイア。振り下ろされる鋭するどい爪つめ。次郎は攻こう撃げきを愛刀で受け止め、敵の下した腹はらを力の限かぎり蹴けり飛ばした。


　身体が熱くなる。全身の血が滾たぎる。


「始めますよ！」


「バカっ。ジローのバカっ」


「あははっ。今日は生しよう涯がいで一番馬鹿になった日のようです！」


「バカバカバカバカバカバカバカー！」


　アリスが絶ぜつ叫きようする。次郎は晴れやかに笑った。笑いながら、かつてない闘とう志しを猛もう然ぜんと燃ねん焼しようさせた。


　熱。


　熱だ。


　次郎はいま、灼しやく熱ねつの塊かたまりを、自らの中に感じていた。自分という存そん在ざいが真っ赤に熱し、触れるものすべてを焼き尽つくそうとしていた。


　次郎は剣けんを肩かたに担かつぎ、夜空に向かって刃やいばを立てた。


　剣を構かまえる。叩たたき込まれた、祖父の剣。怒ど鳴なり声が甦よみがえる。祖父と、真之の最後の叫び。


　行け。


　次郎は身を乗り出し、歓かん喜きと闘志を大きく吸すい込んだ。





「チェストォォォッ！」
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３







　まあまあだな、と祖父は褒ほめてくれた。


　次郎は相そう好ごうを崩くずした。祖父が褒めることなど、滅めつ多たにないことなのだ。


　だが、まだまだだ。まだまだ精しよう進じんしろ。


　その声が遠ざかっていく。急に次郎は不安になる。


　祖じ父いちゃんっ、と次郎が叫ぶ。祖父は莞かん爾じと笑え顔がおを見せる。


　そして、深々と頭を下げた。まるで一番の宝たから物ものを、誰だれかに託たくすかのように。


　誰に？　次郎は自らの傍かたわらを振り向き──
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　気がつくと次郎は自分の爪つま先さきを見つめていた。固い路面に刀を立て、それに縋すがるように身を折っていた。


　身体からだの感覚がなかった。全身が痺しびれている。耳の奥おくで轟ごう々ごうと自らの呼こ気きが鳴り響ひびいている。息をするたびに激げき痛つうが走る。顔から血と汗あせが滴したたり、路面にぼたぼたと落下していた。


　次郎は身体を起こした。激痛を味わいながら、喘あえぐように息を吸った。


　周囲は明るかった。ガス燈とうの明かりだ。漆しつ黒こくの夜空に、四角い塔とうがそびえている。次郎はいま、タワー・ブリッジの真ん中に立っていた。


　かなり薄うすくなっているものの、霧きりはまだ残っていた。敵は？　次郎は頭を巡めぐらそうとし、ようやく耳元で聞こえる叫び声を意い識しきした。


「ジロー！」


　アリスだ。


　幼おさなさの残る顔を涙なみだでぐしゃぐしゃにし、せっかくの白いドレスを赤く汚よごしながら次郎の身体にハンカチを当てていた。


　そのハンカチもすでに真っ赤だ。次郎は自分の身体を見下ろした。少し驚おどろいた。まるで血の池に頭から潜もぐったようだった。そう言えば額ひたいに張はり付く髪かみの毛も、粘ねばついた感かん触しよくがある。まさに全身血まみれの状じよう態たいらしい。そして、厄やつ介かいなことに、これは返り血ばかりではない。


「バカ……バカ……」


　アリスが押おさえるハンカチからは、断だん続ぞく的に血が噴ふき溢あふれていた。動脈を傷きずつけたのだ。どの程てい度どの深手なのか、あまりに血まみれでよくわからない。いや、そもそも自分の身体はいま、どんな状態なのだろうか。


　でも、どうやら熱はすべて吐はき出せたらしい。次郎は燃え尽きた満足感を嚙かみしめた。


　傍らで泣きじゃくるアリスに、「泣かないで」と言おうとする。しかしできなかった。息を吸った途と端たん咳せき込こんだ。失神しそうなほどの痛みに襲おそわれ、逆ぎやくにアリスを泣かしてしまった。


　──やれやれ。


　と次郎は息をついた。再ふたたび意識が遠ざかりかけた。


　が、薄れゆく聴ちよう覚かくに、次郎は小さな羽音を聞いた。


　前を向く。橋の中央に、ジャックが立っていた。手にはナイフ。


　切り裂きジャックジヤツク・ザ・リバーだ。


「……今こん晩ばんは、愚おろかな賢けん者じや殿どの……」


　その声と表ひよう情じようには、彼がストーカーと名乗ったころの名なご残りがなかった。明らかに精せい神しんを失調させた声と表情、それに目つきだった。


　アリスは慌あわてて次郎の前に飛び出し、細ほそ腕うでを一いつ杯ぱいに伸のばして彼を後ろに庇かばった。その行動を見て、ジャックはゲラゲラ笑った。


「カ、カーサちゃんは？」


　アリスが聞くと、ジャックはぴたりと笑うのを止めた。


「撒まきました」


　と答え、今度は急にわなわな震ふるえだした。


「ふふ……それはもう、命からがら逃にげましたよ。みっともなくも、屈くつ辱じよくに耐たえてね！　呪のろわれるがいい、ウォーロック家の忌いみ子めっ。おぞましい混こん血けつ児じめ！　ああ、くそっ。どうしてですか、賢者よ！　どうして私に手を貸かさないのですっ？　あなたはマーリンの盟めい友ゆうだったのでしょう？　なのになぜ、モーガンに与くみするのだっ!?」


「君は、勘かん違ちがいをしている」


　アリスは震えながら声を大きくした。


「あの二人は競きそい合っていたけど、心の底ではちゃんとお互たがいのことを認みとめ合っていた。マーリン君にはマーリン君の理想があったし、モーガンちゃんにはモーガンちゃんの願いがあった。それはどちらかが間違っているってことじゃなかった。譲ゆずれないから争って、自らの『血』に殉じゆんじただけ。ぼくは、二人とも大好きだった！」


「噓うそだ！」


「噓じゃないっ」


　アリスはきっぱりと断言した。ジャックは辺り構かまわず呪じゆ詛そを吐き散らし、自分の髪をかき乱みだした。


「なら……ならウォーロック家はどうなんだ！　なぜカーサに肩かた入いれをするっ」


　ジャックの怒ど声せいに、アリスは首を振ふった。やり切れない悲しさに満ちた仕草だった。


「ぼくは誰にも力を貸したりしない。できない。君にはわからない。マーリン君やモーガンちゃんがそうだったように。他のすべての始祖がそうであるように。ぼくは、ぼくの『血』が背せ負おう使命に従したがうだけ。──ああ、ジャック。可哀想なジャック・ウラド。君は、自分の手で、自分自身の血を、濁にごしてしまったんだよ」


　それは、心からの哀あい惜せきと同情がこもった嘆なげきだった。たとえ事情を知らぬ者が聞いても、そのあまりの悲痛さに胸むねを痛いためただろう。


　しかしジャックには届とどかなかった。


「何を言うかっ。説明したはずだ。七年前、私はただ狩かりをしただけだった！　それを人間どもにリークしたのは、他ほかでもないウォーロック家だ！　奴らの奸計だったんだっ。なんという、薄うす汚ぎたない連中！　恥はじ知らずの卑ひ劣れつ漢かんども！　あなたも始祖の端はしくれならば、奴らに鉄てつ槌ついを下さんとするわたしに協力して当然だぞっ」


　嵐あらしのようなジャックの激げつ昂こうに、それでもアリスは、痛ましい面おも持もちを崩くずさなかった。


　アリスは黙だまって首を振る。ジャックはぎりぎりと牙きばを鳴らした。


「ならば……ならばせめて、わたしの血を吸いたまえっ。レイチェルをそうしたように。わたしにも賢者の祝福を！」


　髪かみを振り乱したジャックが、抱ほう擁ようを求めるかのように両腕を突つきだし、懇こん願がんする。それはまるで、歌劇オペラのような──自らが悲劇の主人公であるかのような、芝しば居いがかった大おお仰ぎような仕草だった。


　その瞬しゆん間かん、アリスの顔つきが変わった。レイチェルの最さい期ごを看み取とったときのような、神しん聖せい不ふ可か侵しんでいて、悪あく魔まのような冷れい厳げんさが、彼女の美び貌ぼうを彩いろどった。


「お断ことわりします──」


　アリスは答えた。


「ジャック。もはやあなたに、その資し格かくはない」


　その瞬間、ジャックは完全に自らを見失った。目を血走らせてナイフを構え、奇き声せいと共に突とつ出しゆつしてきた。


　アリスが目を閉とじ、手足を強こわ張ばらせる。


　彼女の肩を、次郎が、押おす。


「え？」


　アリスがよろけ、次郎が前に出る。ジャックはそのまま二人に迫せまる。


　ジャックのナイフが次郎の胸むねを刺さした。次郎の口から血が噴ふきこぼれた。そして、その体たい勢せいのまま腕を伸のばし、両手でジャックの肩をつかんだ。アリスが絶ぜつ句くする。


「……ジ」


「行って……」


　次郎がささやいた。その目は霞かすみながら、真まっ直すぐにジャックをにらんでいた。


「……逃げ、足……しょ……？」


　もう舌したが回らない。ただ最後の力を振り絞しぼり、ジャックの動きを封ふうじようとした。


「ジロー！」


「貴き様さまぁ！」


　アリスの金切り声とジャックの怒号が重なった。ジャックは次郎の胸からナイフを抜ぬいた。鮮せん血けつがこぼれ、次郎が前まえ屈かがみに崩れかける。アリスの悲鳴。ジャックはそのままナイフを振り上げる。


　が、振り下ろすことはできなかった。ナイフを持った手首が、飛来した銀の鎖くさりに絡からまり、白はく煙えんを噴き上げたのだ。


　ジャックがたまげたような悲鳴を上げると、次は彼の身体が、見えない力で後方に吹ふき飛ばされた。


　仰あお向むけに倒たおれた彼の上へ、夜空から、漆しつ黒こくのマントをまとう死神が舞まい降おりた。
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　そのときのカーサには、表ひよう情じようというものが欠落していた。あまりの怒いかりに、それを表ひよう現げんすることさえできずにいた。


　足音ひとつ立てず、カーサは橋に着地する。倒れたジャックの、すぐ脇わき。彼女の姿すがたを見て、ジャックの顔に純じゆん粋すいな恐きよう怖ふが弾はじけた。


「呪のろわれた子め……」


「…………」


「忌いみ子めっ。忌まわしい混こん血けつ児じめ！　貴様の血は最悪だ。貴様の血はまともじゃない。血けつ統とうですらないのだ。誰もお前には近ちか寄よらないぞっ。誰もお前の側そばには来ないっ。誰も、お前を愛したりしない！」


「…………」


　もはやカーサは言葉を交かわそうともしなかった。ただマントを翻ひるがえし、手にしていた短たん剣けんを、喚わめき続けるジャックの頭上にかざした。


　銀の短剣だ。銀は、吸血鬼ヴアンパイアにとって最大の弱点である。それを握にぎるカーサの手は、手て袋ぶくろ越ごしであっても、ぶすぶすと焼け爛ただれている。


　なのにカーサは顔色ひとつ変えない。感情を欠いた顔つきのまま、ジャックの心しん臓ぞうへと狙ねらいを定めた。


「お前は……お前は永えい遠えんに独ひとりだ！　生き続ける限かぎり、孤こ独どくに流さ離すらうがいい！」


「……いいから、死ね」


　カーサが手首を振ふるった。短剣はあっさりとジャックの胸むねの中心に、根元まで突つき立った。


　そして、ジャックは灰はいになった。彼の灰の中に横たわる短剣を、カーサはじっと見つめていた。


「私は……独りでは、ない」


　そう、つぶやきをもらす。そのあとは、完全にジャックのことを脳のう裏りから消し去った。


　ゆっくりと身体からだの強張りを解ときほぐし、息と一いつ緒しよに緊きん張ちようを吐はき出す。


　そして、背はい後ごを振り返り、


「アリス。怪け我がは──」


　と、言いかけて、口をつぐんだ。


　カーサは、その場に棒ぼう立だちになり、全身を凍こおり付かせて目の前の光景を見た。
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　望もち月づき次郎の生しよう涯がいは、いままさに閉とじようとしていた。


　その人生の価か値ちは、他の誰が認みとめずとも、彼自身が認めていた。自じ慢まんできるほどのことは為なせなかったかもしれない。しかし悔くいは残っていなかった。あの祖そ父ふの孫として、恥はじることのない生涯だった。


　だが、黄よ泉みに渡わたろうとする彼の魂たましいを、暖あたたかい雨が呼よび止めた。


　──なんだ？


　次郎は痙けい攣れんしながら、苦労して目ま蓋ぶたを持ち上げた。視し界かいは霞んでいる。ぼんやりしていると、少しずつ焦しよう点てんが合い始める。天てん頂ちように月が見えた。満月だ。そう言えば祖父が死んだのも、こんな美しい満月の晩ばんだった。


　次郎の視界が少しずつ像ぞうを結んでいく。月光が降ふり注ぎ、金色の光こう跡せきを残すのが見えた。いや、月の明かりではなかった。金色の──これは、髪かみだ。


　次郎の意い識しきがはっきりした。そして、彼を見つめる青い瞳ひとみへ焦点を合わせた。


　──アリス。


　雨の正体はアリスの涙なみだだった。次郎はタワー・ブリッジに横たわり、アリスの膝ひざの上で頭を抱だかれていた。


　アリスは泣いている。


　なのに、アリスは笑っていた。


　なんで笑っているのかはわからなかった。しかし、彼女の笑え顔がおを見れて、次郎は嬉うれしく思った。


　また目蓋が重たくなる。そのまま閉じてしまうと思ったが、アリスの声が遮さえぎった。


「──これはフェアじゃないね」


　とアリスは言った。


「ほんとはね。ほんとは、その人に自分で選んでもらうんだ」


　なんだろう、と次郎は思った。もう彼女の声が良く聞き取れないのだ。


「ちゃんと説明して。ちゃんとわかってもらって。その上で選せん択たく権けんを与あたえて、納なつ得とくした人にだけ、選んでもらう。……でも、今度は駄だ目めだね。そんな時間はなかったし。それに──それにね。それにもう、わたしは自分を抑おさえきれない──！」


　アリスがそっと顔を近づける。彼女の笑顔が大きくなる。次郎の生命の最後の灯ともし火びが、何かの予感に小さく震ふるえる。


「わかっていたの、本当は。認めたくなかった、辛つらいから。なんて浅ましい。なんて愚おろかしい。なんて罪つみ深ぶかい。そして、ああ、なんて嬉しいんだろう。──ねえ、ジロー。わたし、嬉しい」


　感かん極きわまったアリスの声。呼こ応おうするように、彼女の牙きばが伸のびた。血を吸すおうとしてるのだろうか。そう思い、次郎は喜んだ。死してなお彼女の糧かてとなれる。こんなに喜ばしいことはない。


　しかし、違ちがった。


　アリスはその鋭するどい牙で、自らの唇くちびるを切り裂さいた。桜さくら色いろの唇から、赤い血が膨ふくれあがる。まるで口くち紅べにのように、アリスの唇を紅あかく染そめていく。


「ごめんなさい」


　と彼女は言った。





「ごめんなさい、ジロー。あなたに恋こいした、わたしを許ゆるして──」





　そしてアリスは、死に逝ゆく次郎に口づけをした。唇を割わって舌したを差し入れ、自らの血を次郎の口に含ふくませた。


　消しよう滅めつしかけた次郎の意識が、彼女の行こう為いに目を丸くする。


　口内に血の味が広がり、次郎はそれを、弱々しく飲み下した。


　その後に続く衝しよう撃げきと絶ぜつ望ぼう、そして感動は、わずかに似にたものであっても二度と経けい験けんすることがなかった。


　体内に流れ落ちた黒の血は、稲いな妻ずまを溶とかしたマグマのように、音楽でできた春風のように、するりとのどを滑すべり落ちた。身体からだの奥おく深ふかくに浸しん透とうし、いままさに動きを止めようとしていた次郎の血──赤い血と接せつ触しよくした。


　それはまるで、百のキスのような出会い。千の抱ほう擁ようのような交わり。


　そして輪ロン舞ドが始まった。


　身体がアリスの腕うでの中で飛び跳はねる。両目が極きよく限げんまで見開き、なのに何一つ映えい像ぞうを映うつさない。指が虚こ空くうを搔かきむしり、四し肢しが硬こう直ちよくと痙攣を繰くり返す。身体中の細さい胞ぼうが沸ふつ騰とうして、世界の悉ことごとくが轟ごう音おんと共に反転し始めた。


　幾いく星せい霜そうの夜の色を映してきた血は、若わかく、噓うそのない生涯をたどった血を、そこで終わらせようとはしなかった。二つは交わり、ひとつになった。恐きよう怖ふと驚おどろき。絶望と希望。死と再さい生せい。そのすべてが同時に爆ばく発はつした。


　次郎が声をもらす。アリスがぎゅっと抱だきしめる。


　死に逝く次郎の中で、新しいアリスが産うぶ声ごえを上げた。これが、賢けん者じやアリス・イヴ。世界がバラバラに解ほどけ、結び直されていく最中、次郎はアリスという始祖ソース・ブラツドの存そん在ざいを、本当の意味で知ることになった。いまや彼女は次郎であり、次郎は彼女の──彼女を構こう成せいする巨きよ大だいな「流れ」の一部だった。


　心しん臓ぞうが脈を打った。


　一度。二度。ドクドクと激はげしい鼓こ動どうを刻きざみつつ、月の祝福を受けた血を、次郎の全身にくまなく流し込こんでいく。身体だけではない。心に。魂たましいに。新たな血が行き渡わたっていく。


　気がつくと次郎は笑っていた。力の限かぎり歯を食いしばりながら、壮そう絶ぜつな笑みを浮うかべていた。その食いしばる歯の中から、二本の犬歯がゆっくりと、鋭く、伸び始める。


「……アリ、ス」


「なに？」


「痛いたい……死に、そう……」


　次郎の台詞せりふに、アリスは泣き笑いを浮かべた。次郎を抱き抱かかえたまま顔をうつむけ、もう一度彼と口づけを交かわした。


　彼女の唇。小さく踊おどる舌先。甘あまく柔やわらかな感かん触しよくの奥で、牙と牙が、照れるようにそっと触ふれ合った。全身を見み舞まう衝撃と激痛に耐たえながら、次郎は口づけの感触に酔よいしれた。


　赤き血に黒き血が混まじり、ついには黒き血へと変わりゆく変化。人から吸血鬼ブラツク・ブラツドへの生まれ変わり。


「転化」と呼よばれる現げん象しようだ。


　ついに手にした護まもるべき人の腕の中で、人間、望月次郎は死に、吸血鬼ブラツク・ブラツド、望月ジローが夜の闇やみに生まれ落ちたのである。





　それは、長い長い闇の歴史における、知られざる一頁ページだった。


　望月ジロー。


　アリス・イヴ。


　そして、カサンドラ・ジル・ウォーロック。


　その夜、タワー・ブリッジで同じ瞬しゆん間かんを迎むかえた三名の運命は、そのときを境さかいに大きな鼓こ動どうで脈打ち、共鳴し始める。


　彼らの鼓動は、いずれ世界に。そして、月の下から、太陽の下にまで、広く鳴り響ひびくことになる。


　だが、闇の歴史がその記き念ねん碑ひ的瞬間に至いたるまでには、まだ長い時間を要した。


　百年の夜は、その日ようやく幕まくを開けたのである。
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　ジローがロンドンを離はなれたのは、そのひと月後のことだった。


　荷は少ない。着き替がえが少々に、これから渡る欧おう州しゆう大陸の地図。いくらかの金きん銭せん。それぐらいだ。なのに、やたら大きなトランクを下げているのは、その中身の大半が、旅の同行者の持ち物だからである。


「いっぱいいっぱい涙なみだをのんで断だん念ねんしたよ。お気に入りの帽ぼう子しも、お気に入りの食器も、お気に入りの絵も、お気に入りの枕まくらも！」


　と、永えい劫ごうの時を生きる賢者は、心底無念そうに自らの健けな気げさを主しゆ張ちようする。


「そうですね。特に、あの剝はく製せい。あれだけは本当に、お労いたわしいことでした」


　その説得に費やした丸三日間を思い出しながら、ジローは言った。正直、あまり楽しい思い出ではない。


「うわああ……言わないで、思い出すから」


「いっそ忘わすれた方が楽ですよ？」


「なんてこと言うのさ。うう、ぼくの大事なグリズリーのグズリちゃん。カーサちゃん、ちゃんとお手入れしてくれるかなあ……次に会ったとき黴かびが生えてたらどうしよう」


　そのネーミングはひとまず置いて、ジローは彼の闇の母ナイト・マムとなった偉い大だいな吸血鬼ブラツク・ブラツドを慰なぐさめる。


「ヨーロッパにもクマはいますよ」


「知ってる。ヒグマがいるんだよ」


「ほう。ヒグマが。それはそれは……」


「ホラアナグマなんか、すごくおっきいの」


「いやあ。楽しみですねえ」


「……ねえ、ジロー。気のせいか、口くち振ぶりが白々しいよ」


　アリスが、むすっと疑うたがわしげな目を向ける。ジローは笑って、「気のせいですよ」と誤ご魔ま化かした。


　実を言えば、いまの彼には多少の大荷物など大した問題にはならない。詰つめるだけ詰め込んだトランクも、片かた手てで楽々と持ち上げられるのだ。


　もうひとつの荷物は、腰こしに差した剣けんである。あのあと、ウォーロック家のツテを頼たよって、日本刀の鞘さやも手に入れることができた。


　とはいえ、いまのジローは剣を使うことができない。何しろ鉄をも曲げる力を備そなえてしまっている。力と思念のコントロールを完かん璧ぺきにこなせるようにならなければ、剣は負ふ荷かに耐えかねて砕くだけ散るからだ。


　また一から修しゆ行ぎようせねばならないだろう。それも、今度は師しもなく、自分自身で。


　精しよう進じんしろ、と口を酸すっぱくしていた祖父の言いつけは、これから先も守らねばならなかった。


「お腹なか空すいたねえ、ジロー」


「またですか？　さっき私の分のサンドイッチも食べたでしょう」


「そうだっけ？」


「……気のせいか、口振りが白々しいですよ」


　ジローがニヤリと横目に見る。アリスは笑って、「気のせい気のせい」と誤魔化した。


　二人はロンドン郊こう外がいの道を、南へと歩いていた。


　深夜である。空には月と星が輝かがやいている。


　夜がこんなにも豊ゆたかだったことに、ジローは驚おどろきを隠かくせなかった。夜気は甘あまく芳かぐわしい芳ほう香こうを漂ただよわせているし、月の光はまるで慈じ雨うの如ごとくジローの身体からだを優やさしく包む。生まれ変わった視し覚かく。生まれ変わった聴ちよう覚かく。その他、五感すべてが月下の世界の素す晴ばらしさを、ジローに実感させてくれた。


　ふと、ジローは来た道を振り返ってみた。もうかなり離れた場所に、人工の明かりでぼんやりと浮うかび上がるロンドンの遠景が望めた。ジローが住んでいた世界。彼が旅立ち、あとにした世界だ。


「……ジロー？」


　アリスがジローに声をかける。ひと月が経けい過かしたいまになっても、まだ彼女の中には、不安が残っているらしかった。


　アリスは、自らの欲ほつするままに、ジローを闇やみへと招まねいた。そのことに対してジローが内心どう思っているか、いまだに不安なのだ。


　困こまったものだと思う。二人は気が向けば自分の血を吸すっているのだから、彼の本心などお見通しのはずなのに。


「なんでもありませんよ、我わが君。ちょっと見ていただけですから」


「あー、またそれっ。アリスでいいって、何回も言ってるでしょー！」


「そうでした。すみません、アリス」


「もうっ。……ジローは礼れい儀ぎ正しいけど、なんか堅かた苦くるしいよね」


「性しよう分ぶんですので」


　そんな風に軽口を叩たたき合いながら、二人は夜道をのんびりと歩いた。


「カーサちゃんも一いつ緒しよに来ればよかったのになあ」


　アリスがなんとなく言った。「そうですね」と返事をするまでに、かなりの間が開いた。


「ひょっとして、ぼくらに気を遣つかってくれたのかな？　うふふ。なんか照れちゃう」


「……そう言うことは聞こえないように言ってくれませんか」


「えー。なんでー？　いーじゃなーい。あ、そうだ。腕うで組くもうよ、ジロー」


「……あいにくトランクで塞ふさがってます」


「おや、ジロー。ほっぺが赤いよ？」


「……ちぇ」


　ジローが浮かべる情なさけない表ひよう情じようを見て、アリスは楽しそうに笑った。


　実を言うと旅立ちの前、ジローはカーサに問答無用で叩き伏ふせられている。確たしか、アリスがロンドンを発たつことを決め、カーサに同行するかどうかを聞いたあとだ。いったい何が気にくわないのか、無言のままジローを裏うら庭にわに連れ込み、無言のまま殴なぐって蹴けった。


　そうして散々ジローを痛いためつけておいて、


「せっかくだ。二人で行ってくるがいいさ」


　と爽さわやかにアリスの申し出を辞じ退たいしたのである。訳わけがわからない。


　文もん句くのひとつも言いたいところだが、吸血鬼ブラツク・ブラツドとなったいま、ジローは人間だったときにはわからなかったカーサの恐おそろしさを、より鮮せん明めいに感じ取れてしまう。


「多少で済すまない理り不ふ尽じんを受けても、命が惜おしくば逆さからうな」とは、真顔のケインからの忠ちゆう告こくだ。実じつ際さい、それに従したがうしかなかった。


　まあ、いいさ、とジローは思う。


　いまの自分は赤ん坊ぼうのようなものだ。これから少しずつ、色んなことを学べばいい。


　祖父に連れられ、奥おく秩ちち父ぶの山やま奥おくに移うつったときのように。


「のど渇かわいたねえ、ジロー」


「今度はのどですか？」


「ジローだって吸われるの好きでしょう？」


「なっ。きゅ、急に何を言い出すんです！」


「ん？　気持ちよくなかった？」


「はしたないですよっ。レディっ」


　ジローが真っ赤になる。アリスは笑い、小鳥のようにくるりとステップを踏ふんで、ジローの腕にちょこんと留とまった。


「やっぱり腕を組みましょー」


「こ、こら。歩きにくいではありませんか」


「照れるな。我が子よ」


「母上。私ははしたないから止やめろと──ああ、もう！」


　上じよう機き嫌げんのアリスがじゃれつき、ジローは嘆なげかわしいとばかりに夜空を仰あおいだ。


　と──


　急にアリスは口をつぐみ、青い瞳ひとみを大きくして、ジローの目をのぞき込んだ。


「ア、アリス？」


　困こん惑わくするジローが声をかけても、じっと視し線せんを動かさない。


　やがて彼女は満面に優やさしい笑えみを浮うかべ、





「やあっ。君は、誰だれ？」





　ジローはきょとんとした。


　何を言っているのだろう？　私は──いや──わたし──あたしは──あれ、


　あたしは……









　　エピローグ










「……あたし、は……」


　ぴくっと小さく身じろぎしたあと、ミミコはゆっくり目ま蓋ぶたを持ち上げた。


「あ」


　と彼女をのぞき込んでいた、とびきり綺き麗れいなブルーの瞳が、嬉うれしそうに笑いかけた。


「ミミちゃん、起きた？　おはよー」


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年が、天使のような笑顔を向けた。その無む邪じや気きさ。愛いとおしさ。夢ゆめの残ざん滓しが濃のう厚こうに漂ただよって、ミミコの頭の中が真っ白になった。


　返事しようとして、すぐに言葉が──名前が出てこない。そんなミミコを、少年は「ん？」と不思議そうに見つめ返している。


　違ちがう。そうじゃない。そうだけど、そうじゃないのだ。この子は──


「──コタロウ君」


「うん！　おはよっ。ミミちゃん」


　望もち月づきコタロウは元気よく二度目の挨あい拶さつを口にした。それで、ミミコの意い識しきはようやく、百年の夜を飛び越こえた。


「ここは……あ、そうか。新しい家……」


　そうだ。ここは特とつ区く。ミミコの暮くらす、特区だ。そして、いまは二十一世紀──二〇〇七年である。


　では、あの霧きりの都市は？　石いし畳だたみの道と馬車。ほのかなガス燈とうの明かりと、古めかしい装よそおいの──しかしよく見知った人々は？


　──夢？


　そう意識した瞬しゆん間かんから、あれほどリアルに感じていた風景が、急速に霞かすみ、遠ざかっていった。懐なつかしい故こ郷きようから放ほうり出されたようで、「あ」とミミコは思わず声を出していた。


　コタロウがきょとんと首を傾かしげ、


「どうしたの、ミミちゃん？」


　尋たずねる少年を、ミミコは呆ぼう然ぜんと見つめた。柔やわらかな少年の顔に、知らず知らず他の誰かの面おも影かげを探さがそうとする。しかし、上う手まくいかなかった。コタロウは、あの人のままだった。いまも、昔も、少しも変わらない。


　──あの人？


　わからない。ミミコは頭を振ふった。なんなのだろうか。このおかしな感覚は。


　──あれ？　でも、ついこの前にも、こんな変な感覚があったような……


「……あ」


　思い出した。カーサだ。一昨日おとといの嵐あらしの中、相あい見まみえた美び貌ぼうの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。


　ミミコは彼女の顔も名前も知らなかった。なのにミミコには、初めて会った彼女のことが、「カーサ」だとはっきりわかった。それは、ミミコ自身忘わすれかけていた、前日に見た夢のおかげだったのである。


　──そうだ。あのときも変な夢を見て……その夢にカーサさんが出てきた気がして……


　あの夢は──そう、香ホン港コン。香港だった。しかも香港聖せい戦せんのど真ん中だ。詳くわしいことまでは思い出せない。だが、あの夢でも確たしかミミコは──


　──ジローさんと、同じ感覚を……


　その瞬間、ちくりと首くび筋すじの傷きず跡あとが疼うずいた。ジローが血を吸すった嚙かみ傷きず。意識しないうちに、ミミコの手がうなじに伸のびる。


「……まさか……共鳴？」


「ん？　なに？」


　まだ混こん乱らんしているミミコに、コタロウが気楽な声で尋ねた。ミミコはとっさに首を振り、


「ごめんね。なんでもないの。ちょっと変な夢を見たから……」


「へえ。ねえねえ、どんな夢？」


　コタロウが瞳ひとみを輝かがやかせてミミコに尋ねる。


　ふとミミコは、少年の澄すんだ瞳がどれほど豊ゆたかな感かん情じようを映うつすのかに気づき、その煌きらめきに改めて見とれてしまった。


「ど、どんなって言われても、もう忘れちゃったし……って、あれ？　そう言えば、なんでコタロウ君があたしの寝しん室しつにいるの？　君、ジローさんと一いつ緒しよに、地下室の棺かん桶おけで寝ねたはずじゃない」


「ああ。それは、ミミちゃんが起きてこないから、起こしに来たんだよ。今日はもう会社に行くんでしょ？」


「え？　わ！　うそっ、もうこんな時間──ぎゃああ！　何よ、この髪かみっ、この寝ね癖ぐせ～」


　時計と鏡を交こう互ごに見て、ミミコが悲鳴を上げる。


　もう、さっきまでの不思議な感覚は毛ほども残っていない。ガス燈の頼たよりない明かりは、原色で輝く「遅ち刻こく」の二文字に、あえなく撃げき退たいされていた。


　ミミコはあたふたとベッドを飛び降おり、


「こっち見ない！」


「はーい」


　とコタロウの頭にシーツを被かぶせて、超ちよう高速の着き替がえを行った。


　パジャマを脱ぬぎ飛ばし、下着を替え、シャツに腕うでを通して、スカートのサイドジッパーを引き上げる。


　そして、搔かきむしる勢いきおいで髪にブラシを当てていると、ドアがノックされ、もう一人の新しい同どう居きよ人にんが顔を出した。


「ミミコさん？　ひょっとしてコタロウがこちらに──ああ、やっぱり」


「あ。兄者っ。おはよー！」


「おはようではありませんよ、全く。朝日を浴びて挨あい拶さつなど、吸血鬼ブラツク・ブラツドの風上にも置けない。私はこれから夜まで寝直しますから、今日は大人しくしていなさいよ」


　欠あ伸くびを嚙み殺し、目を糸のように細めながら、ジローは唸うなり声をもらした。


　ミミコに顔を向け、


「ミミコさんも、お早うございます。朝から弟が迷めい惑わくを──」


「──次郎さん」


「はい？」


　眠ねむたげだったジローの顔に、軽い驚おどろきと疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。ミミコは慌あわてて「あ、ごめん」と首を振った。


「どうしたんです、ミミコさん。なんか妙みようですよ？」


「兄者、兄者。ミミちゃんは変な夢ゆめを見て、ちょっと寝ぼけてたんだよ」


「おや。それは平和なことです」


「兄者は昨日、何か夢見た？」


「まさか。日中から引っ越こしだったのですよ？　泥どろのように眠ねむりましたよ」


「えー、つまんない。あ、でも、ぼくはこの前、夢見たよ」


「お前もたいがい平和ですからね」


「あのね。バウワウ大公が出てきた。それで雪合戦した。兄者も一緒だったよ？」


「……もちろん私が勝ったんでしょうね？」


「姫ひめさまが勝った！」


「それは……夢のくせにリアルです」


　くいくいとジローの腕を引っ張ぱり、コタロウが目を輝かせながら話しかける。ジローははしゃぐ弟に苦く笑しようしつつも、楽しそうな笑顔をこぼしていた。


　気がつくと、ミミコは髪を直す手を止めていた。笑い合う二人の姿すがたに、じっと見入ってしまっていたのだ。


　微ほほ笑えましい光景だと思う。


　なのに、


　──……あ、あれ？


　なぜだろう。ひどく焦りを感じる。そわそわと落ち着かない。なんというか……まるで見当違ちがいなことなのだが、いままさに、自分の前に途と方ほうもなく険けわしく──そのくせ緊きん張ちよう感の欠かけ片らもない巨きよ大だいな壁かべが立ち塞ふさがったような気がした。なんだ、これは？


「ほら。行きますよ、コタロウ。ミミコさんも、早くしないと遅刻しますからね？」


「兄者。ぼくらが、ミミちゃんの朝ご飯を作ってあげようよ」


「ああ、それはいい。お前にしては大変気の利きいた提てい案あんです。では、ミミコさん。下で待ってますから、早く下りてきて下さい。──コタロウ？」


「うん！」


　ジローが寝室をあとにし、その後ろにスキップしながらコタロウが続く。ふわふわ揺ゆれる金きん髪ぱつがドアの向こうに消えるのを、ミミコは黙だまって最後まで見送った。二人が視し界かいから去っても、胸むねのざわめきは治まらなかった。


「……なに？　なんなの？」


　ミミコは必死に、いま見た夢を思い出そうとした。しかし思い出そうとすればするほど、夢の印象は霧む散さんしていった。そのくせ、不ふ可か解かいな焦りは一向に消えない。ミミコは戸と惑まどった。そんな気持ちは初めてだった。


「あーもうっ。ぼんやりしてる場合じゃないんだから！」


　そう自らに発はつ破ぱをかけ、ミミコは寝ね癖ぐせを諦あきらめて立ち上がった。


　まだ、少し胸がウズウズする。落ち着かない。しかし、それがなんだというのだ。いまごろ事じ務む所しよは、一昨日の後始末でてんてこ舞まいのはずだ。仕事は山積みである。やるべきことは、一いつ杯ぱいある。


　そして、今日はミミコにとって、新しい生活のスタートなのだ。


「そうよ。負けてなんかいられますかっ」


　──負ける？　何に？　それとも、誰に？


　とっさに思ったが、ミミコはぶんぶん頭を振ふって、正体不明の疑問を振り払はらった。


　どこか遠くで、鐘かねの音が鳴ったような気がした。


　ファンファーレではない。戦いの、ゴングだ。


　ミミコは、


「んっ──」


　と身体からだを伸のばすと、両手でほっぺを、ぺしりと叩たたいた。





「──チェストっ」
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あとがき







　かくして、葛かつ城らぎミミコ最さい大だいのライバルの登場と相あい成なりました。


『ＢＬＡＣＫ　ＢＬＯＯＤ　ＢＲＯＴＨＥＲＳ４　倫ロン敦ドン舞ロン曲ド』をお届けします。


　まあ、一いつ巻かん冒ぼう頭とうからすでに登場してはいるんですがね。あやつは。（まんまだし）
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　さて、前ぜん巻かんで序じよ章しよう編へんといいますか、第一部が幕まくを閉とじた当シリーズですが、今回は新しん章しよう開かい幕まく前まえのインターバル。過か去こ編へんであります。


　所ところ変かわって舞ぶ台たいはロンドン。文ぶん明めいと迷めい信しんが混こん在ざいする霧きりの都みやこで、日本から来た青年、望もち月づき次郎が、古いにしえの夜よると出会います。


　イギリスにゴシック小説が生まれたのが、だいたい十八世紀から十九世紀にかけてでして、かの有ゆう名めいな『吸血鬼ドラキュラ』が生せい誕たんしたのも、まさに十九世紀末ロンドンでした。吸血鬼にとって、この時じ期きこの場所は、聖せい地ちと言っても過か言ごんではないでしょう。


　本作の吸血鬼ジローも、その聖地を舞台に活かつ躍やくする機き会かいが与あたえられたわけです。はりきって書きましたが、少しでも「時じ代だいの空くう気き」がお届けできたでしょうか？





　そして、今作に加くわわったもうひとつのモチーフが、百年前の日に本ほん海かい軍ぐんです。


　中でも、今回準じゆん主しゆ役やく的てきな活躍をして頂いただいた秋あき山やま真さね之ゆき氏。この人は実じつ在ざいの人物でして、ジローの相あい棒ぼう役やくで誰かいないかと資し料りようを漁あさっているときに存在を知しり、名前の格かつ好こう良さに惹ひかれて登場してもらいました。


　この人の業ぎよう績せきについては、すでに作さく中ちゆうで語かたっていますが、かなりクセのある天てん才さい肌はだの人物だったみたいですね。『ＢＢＢ』でも、茶ちや目めっ気けのあるキャラクターとして描えがかせてもらいました。ただし、これはあくまで筆ひつ者しやのイメージです。この年とし彼かれが渡と英えいした事じ実じつもありません。その辺へんは作さく劇げき上じようの都つ合ごうですのでご了承下さいませ。





　ちなみに、この過去編。書くのが決まったあと担当Ｋ嬢キヤサリンはやたら乗り気になりまして、


「四巻の口絵は、純白の軍服姿をしたジローさんですねっ☆」


　と語ご尾びにお星様を飛ばして（彼女の口く調ちようとご理り解かい下さい）喜んでいました。


　そして、今回は資料集めが大たい変へんなんですよ、ともらした翌よく週しゆうに渡わたされたのが、「軍ぐん服ぷく」の資料。表紙のイラストはドイツ第だい三さん帝てい国こくの軍服を着た目もく測そく八はつ頭とう身しんの美び青せい年ねん将しよう校こうで、帯おびに大きく書かれた文字は「ありがとう軍服」。（お礼？）


　彼女は得とく意いげな面おも持もちで言いました。


「草くさ河かさんにもおんなじやつをお渡わたししておきました☆　直じかに☆」


　草河先生……


　しかも後日電話で話したところ、


「あの、済すみません、Ｋさん。確か次の口絵は、白い軍服って言ってましたよね？」


『そうですよ？　海軍・エリート・青年・士官とくれば、純白の白じゃないですか☆』


「でも……この本だと、白は夏なつ服ふくになってますよ？　これ、真ま冬ふゆの話なんですけど……」


『……!?（絶ぜつ句く）（激はげしく頁を捲めくる音）ほ、ほんとだ……（再び絶句）』


「……えーと」


『…………』


「ま、まあでも、フィクションですしねっ。事実かどうかより、口絵イラストはわかりやすくて綺麗な方がいいかなー、なんて」


『そうですよねっ☆（即そく答とう）』


　という経けい緯いまであったりします。


　みんな。本を作るのって大変なんだゾ？


（あざの耕こう平へいは読だ者編れ集も筆者ががハッピーになれる作品作りを目指しています）





　でも、実際この本のおかげで、具ぐ体たい的てきな映えい像ぞうイメージが思い浮かべやすくなりました。古い軍服の資料とかは書店さんでも見つけにくいので、ここまで丁てい寧ねいに記き載さいされている本をサッと用意してくれる編集の存在は、やはりありがたいです。きっと。（きっと？）





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　ともあれ、今回も無ぶ事じ仕し上あがったことを、Ｋ嬢と草河さんに感謝！


　そして、読者の皆さま。今回は出番が少なかったですが、次の本編では、特とつ区くのミミコとコタロウも活躍します。楽しみにお待ち下さいませ。


　それでは。







二〇〇五年　十月　あざの耕平　　







〈参考文献〉『戦う男の制服図鑑』桜遼＋制服を愛でる会著（フィールドワイ）
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